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プロファイル管理 2209

Profile Managementは、Citrix Virtual Appsサーバー、Citrix Virtual Desktops™で作成された仮想デ
スクトップ、および物理デスクトップのプロファイルソリューションとして意図されています。プ
ロファイルを管理したい各コンピューターにProfile Managementをインストールします。

Active Directoryグループポリシーオブジェクトを使用すると、Citrix®ユーザープロファイルの動作
を制御できます。多くの設定を調整できますが、一般的には、これらのトピックで説明されてい
るように、一部の設定のみを構成すれば十分です。

展開に適したポリシー選択のセットを選択する最善の方法は、構成の決定の記事の質問に答える
ことです。

Profile Managementの利用権はEULAに記載されています。

これらのトピックで使用されている用語については、用語集を参照してください。
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新機能

修正された問題
Profile Management 2209 には、Profile Management 2206 と比較して、以下の修正された問題が
含まれています。

フォルダーリダイレクトポリシーが無効になっている場合でも、Profile Management は
Microsoft フォルダーリダイレクトで使用されるフォルダーを再作成しないことがあります。

Citrix Profile Management サービス (UserProfileManager.exe) が予期せず終了することがあり
ます。

Studio ポリシーに、Outlook 検索データローミングの同時セッションサポートを有効にする
と Outlook OST ファイルを保存するための VHDX ディスクの最大数 の代わりに、Outlook 

検索データローミングの同時セッションサポートを有効にする の重複エントリが表示される
ことがあります。

ローカルユーザープロファイルパスに変更があった場合、Outlook が起動に失敗することがあ
ります。この問題は、Profile Management が Outlook プロファイル関連パスを適切に更新しな
いために発生します。

以下のポリシーが同時に有効になっている場合、Profile Management バージョン 2206 が予期
せず終了します。

Outlook 検索データローミングの同時セッションサポートを有効にする

Outlook の検索インデックスローミングを有効にする

完全なプロファイル用のプロファイルコンテナ

既知の問題
このリリースには、以下の既知の問題があります。

フルプロファイルコンテナまたはOneDriveコンテナが有効になっている場合、ユーザーがマシ
ンにログオンすると、次のメッセージが表示されます。

ユーザーがコンテナを有効にする前からOneDriveフォルダーを使用しており、

コンテナが有効になってから、ユーザーが初めてマシンにログオンする場合。
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この問題を解決するには、再試行をクリックします。すると、OneDriveフォルダーはコンテナ
に正常に移行されます。

ユーザーがフォルダーをゴミ箱に移動すると、次の状況で「フォルダーアクセス拒否」という
メッセージが表示されます。

部分プロファイルコンテナまたはOneDriveコンテナが有効になっている場合、ユーザーが
いずれかのコンテナからフォルダーを削除しようとすると。

フルプロファイルコンテナが有効になっている場合、ユーザーがユーザープロファイル
フォルダーにはないが、プロファイルと同じディスク上にあるフォルダーを削除しようと
すると。

この問題を回避するには、代わりに完全に削除します。

フォルダーを選択し、Shift + Deleteを押して完全に削除します。

ごみ箱のプロパティをファイルをゴミ箱に移動しないで、削除と同時にファイルを消去す
るに設定します。
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VDAのインストール後、マシンの再起動を求められます。しかし、マシンの再起動後、Profile 

Managementサービスが起動しない場合があります。この問題が発生すると、システムイベン
トログにイベント7000に関する次のメッセージが表示されます。「ctxProfileサービスは、次
のエラーのため起動できませんでした: サービスは、開始または制御要求に時間内に応答しま
せんでした。」回避策として、次のレジストリキーの値をより大きな数値（例: 300,000）に変
更してください。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\

名前: ServicesPipeTimeout

種類: REG_DWORD

値: 300000

スタートメニューの一部が表示されない場合があります。この問題を回避するには、コマンド
プロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。

第三者通知
Profile Management の現在のリリースには、以下のドキュメントで定義されている条件に基づい
てライセンス供与されたサードパーティ製ソフトウェアが含まれている場合があります。

Profile Management 第三者通知

https://docs.citrix.com/content/dam/citrix/jp/ja/profile-management/downloads/upm-third-party-notices.pdf
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クイックスタートガイド

この記事では、Profile Management のインストールと構成に関するクイックリファレンスを提供
します。

前提条件
すべてのシステム要件が満たされていることを確認してください。詳細については、「システム要
件」を参照してください。

Profile Management をインストールする
Profile Management は、Virtual Delivery Agent (VDA) のインストールに含まれています。VDA の
場合、Profile Management をインストールまたはアップグレードするには、VDA ソフトウェアを
インストールまたはアップグレードするだけです。

Profile Management の展開は、.msi ファイルと、.adm または .admx ファイルのいずれかをイン
ストールすることで構成されます。ファイルをインストールするには、「インストールとセット
アップ」の手順に従ってください。

注：

潜在的な競合を避けるため、Citrix Profile Management プロセス ( %ProgramFiles%

\Citrix\User Profile Manager\UserProfileManager.exe ) をアンチウイルスソフト
ウェアの除外リストに追加してください。詳細については、「Citrix Antivirus Best Practices

」を参照してください。

Profile Management を一元的に構成する場所を決定する
Profile Management を一元的に構成する方法は3つあります。以下のいずれかの方法を選択してく
ださい。

Active Directory で GPO を使用する

Citrix Studio でポリシーを使用する

https://community.citrix.com/tech-zone/build/tech-papers/antivirus-best-practices/
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Workspace Environment Management™ (WEM) の利用について

Active Directory で GPO を使用して Profile Management を構成する手順については、
Knowledge Center の記事「CTX222893」を参照してください。

Citrix Studioのポリシーを使用してProfile Managementを構成する手順については、
Knowledge Centerの記事CTX222893を参照してください。

WEMを使用してProfile Managementを構成する手順については、Knowledge Centerの記事
CTX229258を参照してください。

Profile Managementを構成する

基本設定を構成する
ユーザーストアを作成する

安全なユーザーストアの作成に関する推奨事項（ファイル共有の作成やフォルダー権限の設定
を含む）は、Microsoftの記事Deploying Roaming User Profilesで入手できます。これらの最小
限の推奨事項は、基本的な操作において高いレベルのセキュリティを確保します。

ユーザーストアへのパスを指定する

Profile Managementを有効にする

基本設定を確認する

基本設定を確認するには、次の手順を実行します。

Citrix Studioで、Enable logging、Logon、およびLogoffポリシーをEnabledに設定しま
す。

VDAにログオンし、 gpupdate /force を管理者として実行します。

VDAからログオフし、再度ログオンします。

デフォルトのログファイルパス C:\Windows\System32\Logfiles\UserProfileManager

に移動し、 pm.log ファイルを開き、ログオンイベントを探して、次のメッセージが存在
することを確認します。

Starting logon processing…

Finished logon processing successfully in [s]:

https://support.citrix.com/article/CTX222893
https://support.citrix.com/article/CTX222893
https://support.citrix.com/article/CTX229258
https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles
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Profile Managementの構成を計画する
(/ja-jp/profile-management/2209/plan.html)するには、環境とユーザーに適した構成を形成する
一連のポリシー設定を決定します。(/ja-jp/citrix-virtual-apps-desktops/manage-deployment/

user-profiles.html)の自動構成機能は、Citrix仮想アプリおよびデスクトップの展開における意
思決定の一部を簡素化します。

展開に推奨されるアプローチを決定するには、環境に関する次の基本的な質問に答えてくださ
い。

(/ja-jp/profile-management/2209/plan/pilot-or-production.html)

(/ja-jp/profile-management/2209/plan/new-or-existing.html)

(/ja-jp/profile-management/2209/plan/upm-plan-decide-4a.html)

(/ja-jp/profile-management/2209/plan/mobile-or-static.html)

(/ja-jp/profile-management/2209/plan/applications-to-profile.html)

それに応じてProfile Managementを構成するには、以下を実行します。

ユーザープロファイルをストリーム配信します。詳細については、(/ja-jp/profile-

management/2209/configure/stream-profiles.html)を参照してください。

アクティブライトバックを有効にします。詳細については、(/ja-jp/profile-management/

2209/configure/active-write-back.html)を参照してください。

必須プロファイルを指定します。詳細については、(/ja-jp/profile-management/2209/

configure/template.html)を参照してください。

除外を構成します。詳細については、(/ja-jp/profile-management/2209/configure/include-

and-exclude-items.html)を参照してください。

フォルダーリダイレクトを構成します。詳細については、(/ja-jp/profile-management/2209/

configure/configure-folder-redirection.html)を参照してください。

アプリケーションを構成します。詳細については、(/ja-jp/profile-management/2209/

configure/enable-native-outlook-search-experience.html)を参照してください。

Profile Managementの設定を確認します。

この記事で前述したとおり、基本設定を確認します。

ポリシー設定について pm_configure.log ファイルを確認します。次のメッセージが存在
することを確認します。
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Configuration value read from Policy: LoggingEnabled=

Configuration value read from INI file: CEIPEnabled=

Configuration value PSAlwaysCache set neither in policy nor in INI 

file. Defaulting to:

トラブルシューティング
詳細については、トラブルシューティングを参照してください。
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Profile Management の仕組み

Profile Management は、同じユーザーによる同時ドメインログオンがプロファイルに複雑さと一
貫性の問題を引き起こす環境におけるユーザープロファイルの欠点を解決します。たとえば、ユー
ザーがローミングプロファイルに基づいて2つの異なる仮想リソースへのセッションを開始した場
合、最後に終了したセッションのプロファイルが最初のセッションのプロファイルを上書きしま
す。「最後の書き込みが優先される (last write wins)」として知られるこの問題は、ユーザーが最
初のセッションで行ったパーソナライズ設定をすべて破棄します。

各リソースサイロに個別のプロファイルを使用することで、この問題に対処できます。ただし、こ
のアプローチでは、管理オーバーヘッドとストレージ容量の要件が増加します。もう1つの欠点
は、ユーザーがアクセスするリソースサイロによって異なる設定を経験することです。

Profile Management は、プロファイルを簡単かつ信頼性の高い方法で最適化します。中間段階お
よびログオフ時に、レジストリの変更とプロファイル内のファイルおよびフォルダーは、各ユー
ザーのユーザー ストアに保存されます。一般的に、ファイルが存在する場合、以前のタイムスタ
ンプを持つ場合は上書きされます。

ログオン時に、ユーザーのレジストリエントリとファイルがユーザー ストアからコピーされま
す。ローカルにキャッシュされたプロファイルが存在する場合、2つのセットは同期されます。そ
の結果、すべてのアプリケーションとサイロのすべての設定がセッション中に利用可能になりま
す。また、各サイロに個別のユーザープロファイルを維持する必要もなくなります。Citrix® スト
リーミングユーザープロファイルは、ログオン時間をさらに向上させることができます。

Profile Management は、ネットワーク障害を経験するモバイルユーザー（オフラインプロファイ
ル機能が構成されている場合）や、異なるオペレーティングシステムからリソースにアクセスする
ユーザー（クロスプラットフォーム設定機能が構成されている場合）のアプリケーション設定を
保護するのに役立ちます。

注：Profile Management は、ローカルアカウントではなくドメインユーザーのログオンを処理し
ます。

ネットワークベースのプロファイルが使用されている場合は、組織で Profile Management の導入
を検討してください。強制プロファイルやローミングプロファイルなどの他のソリューションを
実装し、Microsoft Windows の標準的な知識でそれらを維持することもできます。ただし、展開が
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制限されている場合（たとえば、ユーザーのカスタマイズが制限されているため強制プロファイ
ルが適切なコールセンターなど）を除き、Profile Management が推奨される場合があります。

Citrix は、ユーザー固有のデータがプロファイルとは別に保存されるように、フォルダーリダイレ
クトを使用することを推奨します。

ホームフォルダーとテンプレートのパスは、ネットワークの場所のみで構成する必要があります。

プロファイルについて

プロファイルを割り当てる

Windowsでユーザーにプロファイルを割り当てるには、どのような方法がありますか?

この記事は、Citrix Profile Managementではなく、Microsoft Windowsにおけるプロファイルの割
り当てについて言及しています。

ユーザーにプロファイルを割り当てるには、いくつかの方法があります。

Active Directory (AD) のユーザーアカウントプロパティを使用する

グループポリシー (GP) を使用する

上記の方法を使用して、Remote Desktop Services (旧称 Terminal Services) セッションに固有
のプロファイルを割り当てる

これらの方法の一部は、特定のオペレーティングシステムでのみ利用可能です。

Remote Desktop Services。Windows Server 2008 R2 で Remote Desktop Services プロファ
イルを割り当てるには、GPO 設定「Set path for Remote Desktop Services Roaming User 

Profile」を使用します。これは「Computer Configuration\\Administrative Templates\\Windows 

Component\\Remote Desktop Services\\Remote Desktop Session Host\\Profiles」にありま
す。以前のマルチセッションオペレーティングシステムでは、「Computer Configuration\

\Administrative Templates\\Windows Components\\Terminal Services」にある設定「Set path 

for TS Roaming Profiles」を使用します。

個々のユーザーのプロファイルを構成するには、AD のユーザーアカウントプロパティページ
で個々のアカウントに「Set path for TS Roaming Profiles」を設定することもできます。ただ
し、通常はGPでこの割り当てを行う方がはるかに優れています。

ターミナルサーバーで「Use mandatory profiles」設定を使用して、強制プロファイルの使用を
強制できます。
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Windows 7、Windows 8、および Windows Server: ユーザーアカウントプロパティページを
使用して、個々のアカウントに移動プロファイルを設定します。また、Windows Server 2008 

AD および Windows 7 デバイスの場合、GPO 設定「Set roaming profile path for all users 

logging on to this computer」を使用できます。これは「Computer\\Administrative Templates\

\System\\User Profiles」にあります。Windows 8 または Windows Server 2012 コンピュー
ターにログオンするユーザーの場合、Windows Server 2012 の Active Directory を使用して
ユーザーのホームフォルダーを設定することもできます。

複数の方法が使用される場合、ドメインユーザーにプロファイルを配信するための優先順
位は何ですか?

Profile Management を使用してユーザーのプロファイルを管理する場合、他のプロファイル割り
当て方法よりも優先されます。Profile Management でプロファイルデータが管理されていない
ユーザーには、複数の方法を使用してプロファイルが割り当てられる場合があります。実際に使
用されるプロファイルは、次の優先順位に基づいています。

Citrix ユーザープロファイル (つまり、Profile Management によって作成されたプロファイル)

GPOによって割り当てられたリモートデスクトップサービスプロファイル

ユーザープロパティによって割り当てられたリモートデスクトップサービスプロファイル

GPOによって割り当てられた移動プロファイル (Windows Server 2008 AD および Windows 7 

のみ)

ユーザープロパティによって割り当てられた移動プロファイル

Profile Managementのアーキテクチャ
この記事では、ユーザーストアとクロスプラットフォーム設定ストアのフォルダー構造について
説明します。ユーザーストアはCitrix®ユーザープロファイルの中央の場所です。クロスプラット
フォーム設定ストアは別の場所です。

Profile Managementストアに関する重要な情報
ユーザーストアとクロスプラットフォーム設定ストアの構造は、情報提供とローカライズおよび
トラブルシューティングの支援のためにここに記載されています。プロファイルデータの問題を最
小限に抑え、セキュリティを維持するために設計された、以下の重要な推奨事項に従ってくださ
い。

どちらのストアの構造も変更しないでください。

ストアのいかなる部分にもファイルやフォルダーを直接書き込まないでください。ユーザース
トアは、この点でリダイレクトされたフォルダーとは異なります。
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ユーザーストアは、リダイレクトされたフォルダーとは別に保管してください。たとえば、 \

\server1\profiles\%username% と \\server1\folders\%username% のように、同じファ
イルサーバーまたはDFS名前空間の異なる共有に保管できます。この手法により、バージョン
1とバージョン2のプロファイルを一緒にサポートし、両方のプロファイルバージョンで共有さ
れる単一のリダイレクトされたフォルダーセットをサポートすることがはるかに容易になりま
す。

ユーザーはユーザーストアを見る必要がないため、ドライブ文字を割り当てないでください。

ユーザーストアにクォータを課さないでください。プロファイルサイズを制限する場合は、
クォータを使用するのではなく、項目を除外することを検討してください。

ユーザーストアのフォルダー構造
ユーザーストアは、デフォルトでユーザーのホームディレクトリにあるWINDOWSフォルダーに
設定されます。これにより、パイロットインストールは簡素化されますが、本番システムでは、
ユーザーストアをネットワーク共有、または（最高の拡張性のために）DFS名前空間として構成
してください。エンタープライズ対応のユーザーストアのサポートされる構成については、
「Profile Managementによる高可用性と災害復旧」で説明されています。

安全なユーザーストアの作成に関する推奨事項は、Microsoft TechNet Webサイトの「移動ユー
ザープロファイル用のファイル共有を作成する」という記事で入手できます。これらの最小限の
推奨事項は、基本的な操作に対して高いレベルのセキュリティを保証します。また、ユーザースト
アへのアクセスを構成する際には、Citrixユーザープロファイルを変更または削除するために必要
なAdministratorsグループを含めてください。

注： Windows 7およびWindows 2008 R2クライアントデバイスでは、Windows 2012 R2ファイル
サーバーで共有を作成する際に、Encrypt data accessチェックボックスを選択しないでくださ
い。

ルートレベルのユーザーストアのフォルダー構造を次の表に示します。

フォルダ 注

ユーザー ストア内のプロファイルのルート。

\UPM_Profile このフォルダーには、プロファイルからの
ファイルとフォルダーが含まれています。

\UPM_Drive_C このフォルダーには、プロファイル外から含
まれる項目（この場合はドライブ C から）が
含まれています。このフォルダーは、Profile 
Management 4.x 以前からのアップグレード時

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles#step-3-create-a-file-share-for-roaming-user-profiles
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フォルダ 注

に存在します。Profile Management 5.0 では、
プロファイル外の項目の管理はサポートされ
ていません。

\Pending このフォルダーには、ロック ファイル、保留
中のファイル、およびストリーミング機能が
使用されている場合はスタンプ ファイルが含
まれています。

いくつかの例を次の表に示します。

フォルダー名の例 注

\UPM_Profile\Data ユーザー プロファイル内の Data フォルダー
の同期されたコンテンツ。

\UPM_Profile\AppData_upm_var ユーザー プロファイル内の非ローカライズさ
れた Application Data フォルダーの同期された
コンテンツ。このフォルダーは、Profile 
Management 4.x 以前からのアップグレード時
に存在します。バージョン 1 プロファイル
（Application Data はその一例です）の管理
は、Profile Management 5.0 ではサポートされ
ていません。

保留領域
ユーザー ストアには保留領域が含まれています。この領域は、ストリーミングされたユーザー プ
ロファイルとアクティブなライトバック機能で使用される一時的な保持領域です。ユーザーが最後
のセッションからログオフした後、すべてのファイルは保留領域からユーザー ストアに同期され
ます。新しいセッションでは、ユーザー ストアと保留領域の両方からファイルがダウンロードさ
れるため、ユーザーは常に最新のプロファイルを体験できます。

サーバーが応答しなくなった場合、保留領域内のファイルをユーザー ストアに解放するタイムア
ウトを設定できます（ストリーミングされたユーザー プロファイル機能の一部として構成されて
いる場合）。
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複数のプラットフォームを持つユーザー ストアのフォルダー構造
クロスプラットフォーム設定機能を使用する場合、複数のプラットフォームが関係します。各プ
ラットフォームのプロファイルを分離するために、プラットフォーム固有のフォルダーを定義す
る必要があります。通常、これはユーザー ストアへのパス ポリシーで Profile Management 変数を
使用して行います（たとえば、パスで %USERNAME%\!CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS!  を使用し
ます）。

クロスプラットフォーム設定ストアは、クロスプラットフォーム設定機能が構成された後、サ
ポートされているアプリケーションの設定を保持します。ストアの名前と場所は、構成時に指定
します（クロスプラットフォーム設定ストアへのパス ポリシーを使用）。このストアには、オペ
レーティング システム間でローミングするユーザー設定のサブセットが保持されます。

たとえば、Windows XP と Windows 7 の間で設定をローミングしたい場合があります。プラット
フォーム固有のフォルダーには、Windows XP と Windows 7 に固有のユーザー設定が含まれま
す。クロスプラットフォーム設定ストアには、これらのオペレーティング システム間でローミン
グする設定のサブセットが含まれます。ログオン時に、このサブセットはプラットフォーム固有
のフォルダーにコピーされ、その一部として残ります。ログオフ時に、サブセットへの変更が抽
出され、クロスプラットフォーム設定ストアに戻されます。

各プラットフォーム固有のフォルダーには、標準のサブフォルダー（例：UPM\_Profile）が含ま
れています。詳細については、ユーザー ストアのフォルダー構造を参照してください。さらに、
UPM\_CPS\_Metadataサブフォルダーも存在します。このシステムによって作成されたフォル
ダーには、オペレーティングシステム間で共有される一時設定が含まれています。

ユーザー ストアとADフォレスト
Citrixユーザープロファイルは、フォレストをまたいで管理することはできません。同じフォレス
ト内のドメインをまたいで管理することは可能で、これにより、同じログオン名を持つ複数の
ユーザーがフォレスト内の同じリソースにアクセスできます。これには、ユーザー ストアへのパ
スにある %USERDOMAIN% と %USERNAME% 変数を使用してプロファイルを一意に識別することが含
まれます。

ただし、この場合、ユーザー ストアへのパスを設定する際に、同じログオン名を区別するために
変数を使用する必要があります。これを行うには、ドメイン名変数をパスに追加します。また、
ユーザー ストアにアクセス許可を設定し、Active Directoryのユニバーサルグループを使用して
Profile Managementの処理済みグループ設定を有効にする必要があります。

オペレーティングシステムのバージョンを設定するには、%ProfVer%のような手動で定義された
システム変数を使用できます。または、Profile Management変数を使用して、オペレーティングシ
ステム名、ビット数、またはプロファイルバージョンを設定することもできます。ADフォレスト
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内のユーザー ストアパスの例については、ユーザー ストアへのパスを指定するを参照してくださ
い。

ユーザー ストアのローカライズ
次の表は、プロファイルデータがユーザー ストアとの間で移動される際に、Profile Management

がフォルダーをローカライズおよび非ローカライズする方法の概要を示しています。フォルダー名
のみがローカライズおよび非ローカライズされます。たとえば、スタートメニューのエントリや
レジストリ設定は、Profile Managementによって正しい言語に翻訳されません。

この情報は、Profile Management 4.x以前からアップグレードする場合にのみ関連します。その場
合、バージョン1のプロファイルが存在する可能性があります。Profile Management 5.0では、
バージョン1のプロファイルの管理はサポートされていません。

バージョン1の英語フォルダー ユーザー ストア フォルダー ユーザープロファイルに対する
相対パス

アクセシビリティ Accessibility_upm_var \\Start 

Menu\Programs\Accessorie

s

アクセサリ Accessories_upm_var \\Start Menu\Programs

管理ツール AdminTools_upm_var \\Start Menu\Programs

アプリケーションデータ AppData_upm_var \Local Settings

クッキー Cookies_upm_var

デスクトップ デスクトップ_upm_var

エンターテイメント エンターテイメント
_upm_var

\\Start 

Menu\Programs\Accessorie

s

お気に入り お気に入り_upm_var

履歴 履歴_upm_var \Local Settings

リンク リンク_upm_var \Favorites

ローカル設定 ローカル設定_upm_var
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•

•

バージョン1の英語フォルダー ユーザー ストア フォルダー ユーザープロファイルに対する
相対パス

マイドキュメント マイドキュメント_upm_var

マイミュージック MyMusic_upm_var \My Documents

マイピクチャ MyPictures_upm_var \My Documents

マイビデオ MyVideos_upm_var \My Documents

NetHood NetHood_upm_var

PrintHood PrintHood_upm_var

プログラム Programs_upm_var \Start Menu

最近 Recent_upm_vars

スタートメニュー StartMenu_upm_var

テンプレート Templates_upm_var

インターネット一時ファイル TemporaryInternetFiles_upm
_var

\Local Settings

送る SendTo_upm_var

スタートアップ Startup_upm_var \\Start Menu\Programs

システムツール SystemTools_upm_var \\Start 

Menu\Programs\Accessorie

s

プロファイル管理のユースケース
Citrix Profile Managementは、アプリケーションがユーザーにどのように配信されるか、またはど
こに格納されているかに関わらず、さまざまなシナリオでユーザープロファイルを管理するために
実装できます。以下に、これらのシナリオの例を示します。

Citrix Virtual Apps™と公開アプリケーション

Citrix Virtual Appsと公開デスクトップ
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•

•

•

•

•

•

•

•

Citrix Virtual Appsと分離環境にストリーミングされたアプリケーション

Citrix Virtual Desktops™にストリーミングされたアプリケーション

Citrix Virtual Desktops にインストールされたアプリケーション

物理デスクトップにストリーミングされたアプリケーション

物理デスクトップにローカルにインストールされたアプリケーション

これらのシナリオのうち、Citrixは以下を最も一般的なユースケースと見なしています。

複数セッション - ユーザーは複数のCitrix Virtual Appsサーバーサイロにアクセスするため、複
数のセッションが開かれます。ただし、サーバー上でのアプリケーションの分離とストリーミ
ングは、サーバーサイロの代替手段であることに注意してください。このシナリオについて
は、このトピックで詳しく説明します。

「最終書き込み優先」とローミングプロファイルの整合性の問題 - ローミングプロファイルへ
の最終書き込みにより、すべての設定が保存されます。したがって、複数のセッションが開か
れていて一時的な変更が行われた場合、ローミングプロファイルが正しいデータを保持しない
可能性があります。さらに、ネットワーク、ストレージの問題、またはその他の問題により、
設定がプロファイルに正しく書き込まれない可能性があります。このシナリオについては、こ
のトピックで詳しく説明します。

大規模プロファイルとログオン速度 - プロファイルの肥大化は、ユーザープロファイルを扱い
にくくし、ストレージと管理の問題を引き起こす可能性があります。通常、ログオン時に
Windowsはユーザーのプロファイル全体をネットワーク経由でローカルのユーザーデバイスに
コピーします。肥大化したプロファイルの場合、この動作はユーザーのログオン時間を長引か
せる可能性があります。

複数セッション
特に大規模な環境では、ユーザーが、同じファーム内であろうと複数のファーム内であろうと、
異なるCitrix Virtual Appsサーバーに格納されている異なるアプリケーションにアクセスするため
に、複数のセッションを開く必要がある場合があります。可能な場合は、アプリケーションの分
離またはストリーミングを検討して、アプリケーションを同じCitrix Virtual Appsサーバーに格納
し、ユーザーが単一のサーバーからすべてのアプリケーションにアクセスできるようにし、それに
よって単一のセッションを使用できるようにします。ただし、事業部門が特定のサーバーを制御し
ている場合や、アプリケーションをストリーミングできない場合は、これが不可能な場合があり
ます。

ユーザーが様々なCitrix仮想アプリサーバーからアプリケーションにアクセスする必要があると判
断された場合、プロファイルへの影響を特定する必要があります。
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以下の図は、複数のセッションが存在する場合にアプリケーション設定が失われる可能性がある
例を示しています。

図(/en-us/profile-management/2209/media/upm-multiple-sessions-1.png)

例えば、MaryはApp A、App B、App Cにアクセスしたいと考えており、それぞれServer 1、
Server 8、Server 12にルーティングされます。各アプリケーションにログオンすると、Maryの
ターミナルサービスローミングプロファイルが各サーバーにロードされ、各セッションのフォル
ダーがリダイレクトされます。MaryがServer1のApp Aにログオンしているときに、Maryは
Setting1を変更し、そのセッションからログオフします。その後、Maryは他の2つのアプリケー
ションでの作業を完了し、ログオフします。

ログオフ時に、MaryがServer 1のセッション内で行った変更は上書きされます。これは、最後に
閉じられたセッションの設定が保持され、一時的な変更は保持されないためです。翌日、Maryが
App Aにログオンすると、彼女が行った変更が表示されないため、不満を感じます。

プロファイル管理は、一般的にこの状況の発生を防ぐことができます。プロファイル管理は、
セッション中に変更された特定の設定のみを書き戻し、その他の変更されていない設定はすべてそ
のまま残ります。したがって、発生する可能性のある唯一の競合は、Maryが別のセッション内で
Setting1を変更した場合です。しかし、ユーザーは最新の変更が保持されることを期待するでしょ
う。このシナリオでプロファイル管理が使用されている場合、それが実現されます。

「最終書き込み優先」とローミングプロファイルの整合性の問題
このシナリオは、このトピックの最初のシナリオと似ています。「最終書き込み優先」の問題は
様々な形で現れる可能性があり、アクセスするデバイスの数が増えるにつれてユーザーの不満が高
まる可能性があります。

ローミングプロファイルは、リダイレクトされたフォルダーを除き、すべてのプロファイルデータ
を保持するため、ユーザープロファイルは大きくなる可能性があります。これにより、プロファイ
ルをダウンロードする必要があるためログオン時間が増加するだけでなく、特にネットワークの
問題がある場合、ログオフの書き込みフェーズ中に不整合の可能性が高まります。

プロファイル管理により、特定のデータをユーザープロファイルから除外できるため、ユーザープ
ロファイルを最小限のサイズに保つことができます。プロファイルには差分のみが書き込まれる
ため、ログオフの書き込みフェーズでは処理するデータが少なくなり、高速化されます。プロファ
イル管理は、一時データにプロファイルを使用するが、アプリケーション終了時にそれらをク
リーンアップしないアプリケーションにとって有益です。
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•

複数のリソースにアクセスする
ユーザーが複数のリソースにアクセスするにつれて、プロファイルはより複雑になります。プロ
ファイルがネットワークに保存されている場合、Microsoft Windows はレジストリを使用してユー
ザー設定を保存します。プロファイルはログオン時にネットワークからローカルデバイスにコ
ピーされ、ログオフ時にネットワークにコピーし直されます。日常的に、ユーザーは複数のコン
ピューターにアクセスし、デスクトップとラップトップを切り替え、Citrix Virtual Apps and 

Desktops™ または Citrix DaaS (旧称 Citrix Virtual Apps and Desktops service) で作成された仮想
リソースにアクセスします。

この図は、単一の Citrix® ユーザープロファイルが、複数のリソースにログオンするユーザーにど
のように追従するかを示しています。

以下のグラフィックは、複数のCitrixリソースにログオンするユーザーと、コンピューター間でそ
れらに追従するCitrixユーザープロファイルを示しています。(/en-us/profile-management/2209/

media/upm-access-multiple-resources.png)

例えば、ユーザーはローカルの物理デスクトップを持ち、そこから Citrix Virtual Apps で公開され
たアプリケーションにアクセスします。また、Citrix Virtual Desktops で作成された仮想デスク
トップにもアクセスします。設定が適切に構成されていない限り、ユーザーの設定はこれらすべて
のリソースで統一されません。

さらに、共有リソースにアクセスする場合、移動プロファイルの動作は「最後の書き込みが優先
される」ことを意味します。例えば、管理者が移動プロファイルを有効にし、ユーザーがローカ
ルデスクトップの背景色を変更したとします。その後、ユーザーは Citrix 仮想デスクトップにログ
オンし、ローカルデスクトップからログオフし、仮想デスクトップからログオフします。ローカ
ルデスクトップと仮想デスクトップの両方が同時に開いており、最後のログオフは仮想デスク
トップからでした。したがって、仮想デスクトップセッションからの設定がプロファイルに最後
に書き込まれたものであり、背景色の変更は失われます。

ログオン図
この図は、ユーザープロファイルの移行戦略の詳細を検討するのに役立ちます。また、パフォーマ
ンスの以下の側面についても説明しています。

プロファイルを移行すると、2つのネットワークコピーが発生し、ログオンプロセスが遅くな
る可能性があります。たとえば、「デフォルトプロファイルをローカルPmプロファイルと
ユーザーストアにコピー」という操作には、以下の2つのコピーが含まれます。1つはローミン
グプロファイルストアからローカルコンピューターへの完全なプロファイルコピー、もう1つ
はローカルコンピューターからユーザーストアへの完全なプロファイルコピーです。
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• キャッシュされたプロファイルが使用される場合、ネットワークを介したプロファイルデータ
のコピーは行われません。

図を下から上に読みます。下部のボックスで目的の操作（例：「デフォルトプロファイルをロー
カルPmプロファイルとユーザーストアにコピー」）を確認します。次に、必要な移行設定を特定
するためにパスをたどります。

図(/en-us/profile-management/2209/media/upm-logon-diagram-1.png)

ログオフ図
この図は、ログオフ時にプロファイルデータをコピーまたはマージするために使用されるロジッ
クを説明しています。
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1.

2.

3.

 

展開を計画する

Profile Managementの展開を計画するには、環境とユーザーに適した構成を形成する一連のポリ
シー設定を決定します。自動構成機能は、Citrix Virtual Desktopsの展開におけるこの意思決定の一
部を簡素化します。任意の展開でこの重要なタスクを実行するためのガイドとして、「構成を決定
する」を参照してください。

構成を決定し、それをレビューおよびテストした後、標準的な展開は次の要素で構成されます。

ユーザー ストアの作成

Profile Managementのインストール

Profile Managementの有効化

.iniファイルを使用したパイロットスタディの計画
以下の情報は、パイロットスタディまたは評価中にProfile Managementの.iniファイルを使用する
際に役立つことを目的としています。

重要: 評価目的で.iniファイル (UPMPolicyDefaults\_all.ini) を使用する予定がある場合、実稼働環境
でGroup Policy (GP) の使用に切り替える前に、ファイルをリネームしてください。たとえば、
ファイルをUPMPolicyDefaults\_all\_old.iniにリネームします。ファイルをリネームすることで、実
稼働設定のみが適用され、評価中に指定した設定が使用されないことを確実にできます。

ファイルの名前が変更されていない場合、プロファイル管理は、グループポリシーで構成されて
いない設定がないかファイルを調べ、見つかった非デフォルト設定を採用します。したがって、不
要な設定が導入されるリスクを排除するには、実稼働環境で使用したいすべての設定を、.iniファ
イルではなくグループポリシーを使用して構成してください。

.iniファイルには、.admファイルおよび.admxファイルと同じポリシーが含まれていますが、ポリ
シーの名前は異なります。GPでの名前に慣れていて、.iniファイルを使用したパイロットスタディ
を計画している場合、Profile Management ポリシーの表を使用して名前を比較してください。

.iniファイルの展開の詳細については、Profile Management のアップグレードおよびローカルGPO

を使用したProfile Management のテストを参照してください。
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1.

2.

3.

4.

5.

•

•

構成を決定する
Profile Management を構成するには、環境に関する次の基本的な質問に答えることをお勧めしま
す。

パイロットまたは本番

プロファイルの移行または作成

永続的またはプロビジョニング済み、および専用または共有

モバイルまたは静的

使用中のアプリケーション

回答に基づいて、展開用に Profile Management を構成します。その他のすべてのポリシーはデ
フォルトのままにしておくことができます。

次のステップ
インストールとセットアップ

トラブルシューティング

ヒント
Profile Management の設定を確認および展開する際は、以下のヒントを参照してください。

UPMConfigCheck ツールを使用して設定を確認する

UPMConfigCheck は、稼働中の Profile Management 展開を検査し、最適に構成されているかど
うかを判断する PowerShell スクリプトです。詳細については、Knowledge Center の記事 

CTX132805 を参照してください。

コンピューターをOUにグループ化する

異なるコンピューターセットに対して質問への回答が同じである場合は、それらをActive 

Directory組織単位 (OU) にグループ化することを検討してください。また、そのOUにアタッチさ
れた単一のグループポリシーオブジェクト (GPO) を使用して、プロファイル管理を構成すること
も検討してください。

これらの質問への回答が異なる場合は、コンピューターを別々のOUにグループ化することを検討
してください。

あるいは、ドメインがWMIフィルタリングをサポートしている場合は、すべてのコンピューター
を同じOUにグループ化し、WMIフィルタリングを使用して適切に構成されたGPO間で選択できま
す。

https://support.citrix.com/article/CTX132805
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パイロットまたは本番
パイロット展開の目的は、ソリューションを迅速かつ確実に実証できるようにすることです。重
要な目標は、パイロットにおけるコンポーネントの数を減らすことかもしれません。Profile 

Managementの場合、2つのコンポーネントは、ユーザープロファイルストアと、プロファイルが
処理されるユーザーの選択です。

ポリシー: ユーザープロファイルストアへのパス

Citrix®ユーザープロファイル用のユーザープロファイルストアの設定は、Windowsローミングプ
ロファイル用のプロファイルストアの設定とまったく同じです。

パイロット展開の場合、これらの考慮事項は無視できることがよくあります。ユーザープロファイ
ルストアへのパスポリシーのデフォルト値は、ユーザーのホームディレクトリにあるWindows

フォルダーです。これは、単一のオペレーティングシステム（したがって、単一のプロファイル
バージョン）のみが展開されている限り、単一プラットフォームのパイロットでうまく機能しま
す。プロファイルバージョンについては、「プロファイルについて」を参照してください。このオ
プションは、ユーザーのホームディレクトリに十分なストレージがあり、ファイルサーバーの
クォータが適用されていないことを前提としています。Citrixは、プロファイルでのファイルサー
バークォータの使用を推奨していません。その理由は、「複数のファイルサーバーでCitrixユー
ザープロファイルを共有する」に記載されています。

本番展開の場合、セキュリティ、負荷分散、高可用性、および災害復旧を慎重に考慮する必要が
あります。ユーザープロファイルストアの作成と構成については、以下のトピックの推奨事項に
従ってください。

Profile Managementのアーキテクチャ

ユーザープロファイルストアを作成する

ユーザープロファイルストアへのパスを指定する

Profile Managementによる高可用性と災害復旧

ポリシー: 処理されるグループ、除外されるグループ

本番展開の複雑さにより、Profile Managementの展開をすべてのユーザーに同時にリリースするの
ではなく、段階的に行う必要がある場合があります。展開が進行中の間、異なるリソースに接続
すると異なるプロファイルエクスペリエンスが得られることをユーザーに伝えることができます。

パフォーマンス上の理由から、Profile Managementは組み込みのライセンスチェックではなく
EULAによってライセンスされています。ユーザーをActive Directory（AD）ユーザーグループに割
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り当てるか、適切な既存のADグループを使用することで、ライセンス割り当てを管理することを
選択できます。

パイロット展開では、Profile Managementの使用は、単一の代表的なADグループを使用できな
い、複数の部門からの少数のユーザーグループへの招待によって制限されます。この場合、「処理
されるグループ」および「除外されるグループ」ポリシーは未構成のままにします。Profile 

Managementはグループメンバーシップのチェックを行わず、すべてのユーザーが処理されます。

これらのポリシーの詳細については、「処理されるグループのプロファイルを定義する」を参照
してください。

重要: いかなる場合でも、Profile Management によって処理されるユーザー数が、関連するEULA

で設定された制限を超えないようにしてください。

プロファイルを移行または作成する
Profile Managementの展開を活用して、組織のプロファイルを更新できます。最初は小規模でカス
タマイズされたプロファイルを使用し、それへの追加を厳密に制御します。あるいは、既存のプ
ロファイルをProfile Management環境に移行し、長年にわたって蓄積されたパーソナライゼー
ションを保持する必要があるかもしれません。

既存のプロファイルを移行することを決定した場合は、「既存プロファイルの移行」および
「ローカルプロファイルの競合処理」ポリシーを構成します。

次の図は、この質問に対する回答に基づいてこれらのポリシーを構成する方法を示しています。
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ポリシー: テンプレートプロファイル

まったく新しいプロファイルセットを作成することを決定した場合は、「テンプレートプロファ
イル」ポリシーを使用して、この目的のためのテンプレートを作成することを検討してください。
詳細については、「テンプレートまたは必須プロファイルを指定する」を参照してください。テ
ンプレートを作成しない場合、Profile ManagementはユーザーにデフォルトのWindowsプロファ
イルを提供します。テンプレートが不要な場合は、このポリシーを無効のままにします。

テンプレートプロファイルポリシーは、ユーザーストアへのパスポリシーに似ています。このポリ
シーは、ユーザーがProfile Managementによって管理されているコンピューターに初めてログオン
するときに、ユーザープロファイルを作成するための基礎として使用できるプロファイルの場所
を指定します。

オプションで、すべてのログオンに対してテンプレートをCitrix®必須プロファイルとして使用でき
ます。計画の一環として、ユーザーがアクセスするアプリケーションの特定などのタスクを実行す
る必要があります。それに応じて、プロファイル内のレジストリの状態、ショートカット、および
デスクトップ設定を構成する必要があります。プロファイルフォルダーのアクセス許可を設定
し、ユーザーのログオンスクリプトを変更する必要があります。

注:

Citrix Virtual Desktops™展開で必須プロファイルを選択する場合は、Profile Management

の.admまたは.admxファイルではなく、Citrix Studioを使用することをお勧めします。

永続的またはプロビジョニング済み、および専用または共有
プロファイルを作成するマシンの種類は、構成の決定に影響します。主な要因は、マシンが永続
的かプロビジョニング済みか、そして複数のユーザーで共有されるか、1人のユーザー専用である
かです。

永続システムには何らかのローカルストレージがあり、その内容はシステムがオフになっても永続
することが期待されます。永続システムは、SANなどのストレージテクノロジーを使用してローカ
ルディスクのエミュレーションを提供する場合があります。対照的に、プロビジョニング済みシス
テムは、ベースディスクと何らかのIDディスクから「オンザフライ」で作成されます。ローカルス
トレージは通常、RAMディスクまたはネットワークディスクによってエミュレートされ、後者は
高速リンクを備えたSANによって提供されることがよくあります。プロビジョニングテクノロジー
は通常、Provisioning ServicesまたはMachine Creation Services™（あるいはサードパーティ製の
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•

•

同等品）です。プロビジョニング済みシステムが永続的なローカルストレージを持つ場合もあり、
これはPersonal vDiskによって提供されることがあります。これらは永続的として分類されます。

これら2つの要素を合わせると、以下のマシンタイプが定義されます。

永続的かつ専用 - 例としては、Machine Creation Services（Citrix Virtual Desktops™内）で作
成された静的割り当てとPersonal vDiskを持つシングルセッションOSマシン、および物理ワー
クステーションやラップトップで作成されたPersonal vDiskを持つデスクトップがあります。

永続的かつ共有 - 例としては、Machine Creation Services（Citrix Virtual Desktops内）で作成
されたマルチセッションOSマシン、およびCitrix Virtual Apps™サーバーがあります。

プロビジョニング済みかつ専用 - 例としては、Provisioning Services（Citrix Virtual Desktops

内）で作成された、静的割り当てを持つがPersonal vDiskを持たないシングルセッションOSマ
シンがあります。

プロビジョニング済みかつ共有 - 例としては、Provisioning Services（Citrix Virtual Desktops

内）で作成されたランダム割り当てのマルチセッションOSマシン、およびCitrix Virtual Apps

サーバーで作成されたPersonal vDiskを持たないデスクトップがあります。

以下のProfile Managementポリシー設定は、異なるマシンタイプに対する推奨ガイドラインで
す。これらは通常うまく機能しますが、展開の要件に応じて逸脱することもできます。

注: Citrix Virtual Desktops展開では、ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削
除、プロファイルストリーミング、および常にキャッシュの各設定は、自動構成機能によって適
用されます。

ポリシー 永続的かつ専用 永続的かつ共有 プロビジョニン
グ済みかつ専用

プロビジョニン
グ済みかつ共有

ログオフ時に
ローカルに
キャッシュされ
たプロファイル
を削除

無効 有効 無効 (注 5) 有効

プロファイルス
トリーミング

無効 有効 有効 有効

常にキャッシュ 有効 (注 1) 無効 (注 2) 無効 (注 6) 無効

アクティブライ
トバック

無効 無効 (注 3) 有効 有効
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

ポリシー 永続的かつ専用 永続的かつ共有 プロビジョニン
グ済みかつ専用

プロビジョニン
グ済みかつ共有

ローカル管理者
ログオンの処理

有効 無効 (注 4) 有効 有効 (注 7)

注

このマシンタイプではプロファイルストリーミングが無効になっているため、 設定は常に無
視されます。

を無効にします。ただし、このポリシーを有効にし、ファイルサイズ制限 (MB単位) を定義す
ることで、ログオン後できるだけ早く大きなファイルがプロファイルに読み込まれるようにす
ることができます。このサイズ以上のファイルは、できるだけ早くローカルにキャッシュされ
ます。

Citrix Virtual Appsサーバー間をローミングするユーザーのプロファイルの変更を保存する場合
を除き、 を無効にします。この場合は、このポリシーを有効にします。

ホスト型共有デスクトップの場合を除き、 を無効にします。この場合は、このポリシーを有効
にします。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルの削除を無効にします。これにより、
ローカルにキャッシュされたプロファイルが保持されます。マシンは個々のユーザーに割り当
てられているため、プロファイルがキャッシュされているとログオンが速くなります。

常にキャッシュを無効にします。ただし、このポリシーを有効にし、ファイルサイズ制限
（MB単位）を定義することで、ログオン後できるだけ早く大きなファイルがプロファイルに
読み込まれるようにすることができます。このサイズ以上のファイルは、できるだけ早くロー
カルにキャッシュされます。

Citrix仮想アプリサーバー間をローミングするユーザーのプロファイルを除き、ローカル管理者
のログオン処理を有効にします。この場合、このポリシーを無効にします。

モバイルまたは静的
お使いのマシンはActive Directoryドメインに常時接続されていますか？ラップトップや同様のモ
バイルデバイスは、おそらく接続されていません。同様に、一部の展開では、永続的なローカル
ストレージを持つ固定マシンがあるものの、マシンがデータセンターから長期間分離されている
場合があります。たとえば、リモート支社が衛星通信によって本社とリンクされている場合などで
す。別の例としては、インフラストラクチャが復旧中で、電源や通信が断続的である災害復旧が挙
げられます。
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通常、Profile Managementは、ネットワークが利用できない間にユーザーがログオフしない限
り、短時間のネットワーク停止（24時間未満）に対して回復力があります。このような状況で
は、ログオンプロセスを大幅に高速化するいくつかの方法でProfile Managementを最適化できま
す。これが静的ケースです。

長期間の切断が予想される場合や、企業ネットワークから切断されている間にユーザーがコン
ピューターからログオフまたはシャットダウンできる必要がある場合は、Profile Managementを
最適化できません。ユーザーが再接続すると、ユーザーストアからプロファイル全体がフェッチ
されるため、ログオンが遅くなります。これがモバイルケースです。

モバイルケース

長期間の切断（およびActive Directoryドメインへの断続的な接続期間のみ）の場合、Offline 

profile supportポリシーを有効にします。このアプローチでは、サポートされていない最適化を制
御する以下のポリシーの効果が自動的に無効になります。これらのポリシーはグループポリシー
で無効になっているように見えないかもしれませんが、効果はありません。

プロファイルストリーミング

常にキャッシュ

注： オフラインプロファイルサポートが有効になっている場合、 Active write backは尊重されま
すが、コンピューターがネットワークに接続されている場合にのみ機能します。

静的ケース

ポリシー: オフラインプロファイルサポート

短期間の切断の場合、Offline profile supportポリシーを無効にします。これにより、以下のいずれ
かのポリシーを設定できます。

ポリシー: ストリーミングユーザープロファイルグループ

Streamed user profile groupsポリシーを［未構成］に設定します。このポリシーを有効にしても、
Profile streamingも有効になっている場合にのみ効果があります。Streamed user profile groups

は、ストリーミングプロファイルの利用を特定のActive Directoryユーザーグループに制限するた
めに使用されます。これは、以前のバージョンのProfile Managementから移行する際の一部のシナ
リオで役立ちます。このポリシーの設定方法については、「ユーザープロファイルのストリーム配
信」を参照してください。

このポリシーに適用される高可用性と災害復旧については、「シナリオ4 - 移動するユーザー」を
参照してください。
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ポリシー: 保留中のエリアロックファイルのタイムアウト

保留中のエリアロックファイルのタイムアウトポリシーを「未構成」に設定して、デフォルトの
操作（保留中のエリアロックの1日間のタイムアウト）を適用します。これが唯一サポートされて
いる値であるため、このポリシーを調整しないでください。

ポリシー: アクティブなライトバック

このポリシーの詳細については、永続的またはプロビジョニング済み、および専用または共有を
参照してください。

使用中のアプリケーション
展開環境で使用されているアプリケーションは、プロファイル管理の構成方法に影響します。た
だし、他の構成決定とは異なり、単純な「はい」または「いいえ」の推奨事項はありません。決
定は、アプリケーションが永続的なカスタマイズをどこに保存するか（レジストリまたはファイ
ルシステム）によって異なります。

アプリケーションが設定とユーザーのカスタマイズをどこに保存するかを特定するために、ユー
ザーのアプリケーションを徹底的に分析し、理解してください。Process Monitorなどのツールを
使用して、アプリケーションバイナリを監視します。Googleも別のリソースです。Process 

Monitorの詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/sysinternals/downloads/

procmon> を参照してください。

アプリケーションの動作を理解したら、含める設定を使用して処理されるファイルと設定を定義
します。除外する設定を使用して、処理されないものを定義します。デフォルトでは、プロファイ
ル内のすべての項目は、 AppData\Local 内のファイルを除いて処理されます。展開環境に次のい
ずれかのアプリケーションが含まれている場合は、 AppData\Local のサブフォルダーを明示的
に含める必要がある場合があります。

DropBox

グーグル クローム

Visual Studioのワンクリック公開で作成されたアプリケーション

シンプルなアプリケーション

シンプルなアプリケーションとは、適切に動作するアプリケーションのことです。これらは、パー
ソナライズ設定をHKCUレジストリハイブに、パーソナライズファイルをプロファイル内に保存し
ます。シンプルなアプリケーションには基本的な同期が必要であり、そのためには次の方法で項目
を含めたり除外したりする必要があります。

これらのポリシーにおける相対パス（%USERPROFILE%に対する相対パス）：
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◦

◦

◦

◦

◦

•

◦

◦

•

•

同期するディレクトリ

同期するファイル

除外リスト - ディレクトリ

除外リスト - ファイル

ミラーリングするフォルダー

注：%USERPROFILE%はプロファイル管理によって暗黙的に適用されます。これらのポリ
シーに明示的に追加しないでください。

これらのポリシーにおけるレジストリ相対パス（HKCUルートに対する相対パス）：

除外リスト

包含リスト

項目の含める/除外する手順については、「項目の含める/除外する」を参照してください。

レガシーアプリケーション

レガシーアプリケーションは問題のある動作をします。パーソナライズファイルをプロファイル外
のカスタムフォルダーに保存します。推奨される解決策は、レガシーアプリケーションでプロファ
イル管理を使用するのではなく、Citrix Virtual DesktopsのPersonal vDisk機能を使用することで
す。

複雑なアプリケーション

複雑なアプリケーションには特別な処理が必要です。アプリケーションのファイルは相互参照す
ることがあり、相互に関連するグループとして扱われる必要があります。Profile Managementは、
複雑なアプリケーションに関連する2つの動作（Cookie管理とフォルダーミラーリング）をサポー
トしています。

Internet ExplorerでのCookie管理は、以下の両方のポリシーが常に指定される基本的な同期の特殊
なケースです。

ログオフ時にインターネットCookieファイルを処理する

ミラーリングするフォルダー

フォルダーミラーリング、Cookie管理の詳細、およびこれらのポリシーの設定方法については、
「Cookieフォルダーおよびその他のトランザクションフォルダーの管理」を参照してください。
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クロスプラットフォームアプリケーション

クロスプラットフォームアプリケーションとは、複数のプラットフォームでホストされる可能性
のあるアプリケーションです。Internet ExplorerおよびMicrosoft Officeの特定のバージョンでは、
Profile Managementはプラットフォーム間でのパーソナライズ設定の共有をサポートしています。
これらの設定は、レジストリまたはプロファイル内のファイルとして保存されます。

クロスプラットフォームアプリケーションの推奨ポリシー設定については、「クロスプラット
フォーム設定 - ケーススタディ」に記載されています。

他のアプリケーションの設定をプラットフォーム間で共有したい場合は、SepagoのProfile 

Migratorを使用することをお勧めします。

JavaおよびWebアプリケーション

Javaアプリケーションは、プロファイル内に多くの小さなファイルを残すことがあり、プロファ
イルの読み込み時間を劇的に増加させる可能性があります。したがって、
AppData\Roaming\Sun\Java を除外することを検討してください。

ポリシーの概要

次の表は、さまざまな種類のアプリケーションに対してProfile Managementを構成するために使
用するポリシーをまとめたものです。表では次の用語が使用されています。

相対。ローカルボリューム上の相対パスで、%USERPROFILE%に対する相対パスです
（%USERPROFILE%は指定してはいけません）。例: 

AppData\Local\Microsoft\Office\Access.qat 、 AppData\Roaming\Adobe\ 。

絶対。ローカルボリューム上の絶対パスです。例: C:\BadApp&ast;.txt 、 C:

\BadApp\Database\info.db 。

レジストリ相対。HKCUハイブ内のパスを指します。例: Software\Policies 、
Software\Adobe 。

フラグ。パス情報が不要な処理を有効または無効にするためにフラグを使用します。例: 有
効、無効。
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ポリシー ポリシーの種
類 (レジスト
リ、フォル

ダー、または
ファイル)

ワイルドカー
ドのサポー

ト?

アプリケー
ションの種類

- シンプル

アプリケー
ションの種類

- レガシー

アプリケー
ションの種類

- 複雑

同期する
ディレクト
リ

フォルダ はい 相対 絶対値

同期する
ファイル

ファイル はい 相対 絶対値

除外リスト - 
ディレクト
リ

フォルダ はい 相対 絶対値

除外リスト - 
ファイル

ファイル はい 相対 絶対値

包含リスト レジストリ レジストリ
相対

除外リスト レジストリ レジストリ
相対

ミラーリン
グするフォ
ルダー

フォルダ 絶対値 相対

ログオフ時
にインター
ネット
Cookieファ
イルを処理
する

フラグ

ファイル名とフォルダー名でのワイルドカード処理

ファイルやフォルダー（レジストリエントリではなく）を参照するポリシーは、ワイルドカード
をサポートしています。詳細については、ワイルドカードの使用を参照してください。
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1.

2.

3.

包含および除外ルール

Profile Managementは、ユーザープロファイル内のファイル、フォルダー、およびレジストリ
キーをユーザープロファイルストアから含めたり除外したりするためのルールを使用します。これ
らのルールにより、合理的で直感的な動作が実現されます。すべての項目はデフォルトで含まれま
す。この出発点から、最上位の例外を除外として構成し、次に最上位の例外に対するより深い例
外を包含として構成することができます。ルールの詳細、および項目の包含と除外の手順につい
ては、項目の包含と除外を参照してください。

プロファイル内の非英語フォルダー名

バージョン1プロファイルを使用する非英語システムの場合、包含および除外リストで相対パスを
現地語で指定します。たとえば、ドイツ語システムでは、DocumentsではなくDokumentenを使
用します。複数のロケールをサポートしている場合は、各言語で包含または除外する項目をそれ
ぞれ追加します。

次のステップ

構成の決定に記載されているすべての質問に回答します。

回答に基づいて、展開用にProfile Managementを構成します。その他のすべてのポリシーはデ
フォルトのままにしておくことができます。

構成してはならないポリシーのリストについては、管理の「構成を必要としないポリシー」を
参照してください。

設定をテストおよび確認し、ローカルGPOでProfile Managementをテストするで説明されてい
るようにProfile Managementを有効にします。

複数のプラットフォームの計画

複数のプラットフォームでのユーザープロファイルがなぜ課題となるの
か?
ユーザーが複数のコンピューティングデバイスにアクセスすることは一般的です。あらゆる種類の
ローミングプロファイルの課題は、これらのデバイス上のシステム間の違いから生じます。たと
えば、別のデバイスに移動したときに存在しないローカルファイルへのショートカットをデスク
トップに作成した場合、デスクトップに壊れたショートカットが残ります。

シングルセッションオペレーティングシステム（OS）とマルチセッションOSの間でローミングす
る場合にも同様の問題が存在します。一部の設定（電源設定やビデオ設定など）はサーバーに適
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用できない場合があります。さらに、各デバイスにアプリケーションが同様にインストールされて
いない場合、ローミング時に他の問題が発生する可能性があります。

一部のパーソナライズ設定（マイ ドキュメント、お気に入り、およびOSやアプリケーションの
バージョンに依存せずに機能するその他のファイルなど）は、他の設定よりもはるかに管理が容
易です。しかし、ドキュメントタイプが1つのシステムでのみサポートされている場合、これらの
設定でさえローミングが困難になることがあります。たとえば、ユーザーがMicrosoft Projectを1

つのシステムにインストールしているが、別のデバイスではそのファイルタイプが認識されない
場合があります。同じアプリケーションが2つのシステムに存在しても、一方のシステムでは異な
るアドオンがインストールされており、ドキュメントによってそれが期待される場合、この状況は
さらに悪化します。

アプリケーションのインストール方法を変更すると、どのように問題が
発生するか?
プラットフォームが同じようにインストールされていても、各プラットフォームでアプリケーショ
ンが異なる構成になっている場合、アプリケーションの起動時にエラーが発生する可能性があり
ます。たとえば、あるプラットフォームのExcelではマクロやアドオンがアクティブになるが、別
のプラットフォームではアクティブにならない場合があります。

スタートメニュー
スタートメニューにはリンク（LNKおよびLNK2ファイル）が含まれています。メニューのユー
ザー固有の部分はプロファイルに保存され、ユーザーはその部分を変更できます。カスタムリン
ク（実行可能ファイルやドキュメントへのリンク）を追加することは一般的です。さらに、言語
固有のリンクは、同じアプリケーションに対して複数のスタートメニューエントリをもたらしま
す。また、ドキュメントを指すリンクは、他のコンピューターでは無効になる場合があります。そ
の理由は、ドキュメントへのパスが別のシステムに対する相対パスであるか、アクセスできない
ネットワークパスであるためです。

デフォルトでは、Profile Managementはスタートメニューフォルダーの内容を保存しません。こ
れは、実行可能ファイルを指すリンクがコンピューターに依存することが多いためです。ただ
し、システムが類似している状況では、Profile Management構成にスタートメニューを含めるこ
とで、ユーザーがデスクトップ間をローミングする際の整合性が向上します。あるいは、フォル
ダーリダイレクトを使用してスタートメニューを処理することもできます。

注: 最も無害に見える変更からでも、予測不能な副作用が生じることがよくあります。たとえば、
Sepagoブログの <https://helgeklein.com/blog/2009/09/citrix-user-profile-manager-

upm-and-the-broken-rootdrive/> にある記事を参照してください。
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常にプラットフォーム間でスタートメニューの動作をテストし、検証してください。

クイック起動ツールバー
クイック起動ツールバーにはリンクが含まれており、ユーザーが設定できます。デフォルトでは、
クイック起動ツールバーはProfile Managementによって保存されます。一部の環境では、リンクが
コンピューターに依存する可能性があるため、クイック起動ツールバーの保存が望ましくない場
合があります。

ツールバーをプロファイルから除外するには、フォルダー除外リストに次のエントリを追加しま
す: AppData\Roaming\Microsoft\Internet Explorer\Quick Launch 。

作成するプロファイルの種類?
重要: 構造の違いがあるため、複数のプラットフォームを含む環境では、各ユーザーに対して個別
のバージョン1およびバージョン2プロファイルを作成することをお勧めします。Windows Vistaと
Windows 7のプロファイル名前空間の違いにより、これらのプラットフォーム間でプロファイルを
共有することは困難です。また、Windows XPとWindows Server 2003の間でも障害が発生する可
能性があります。バージョン1およびバージョン2プロファイルの詳細は、以下を参照してくださ
い。 プロファイルについて。

ここでいう複数のプラットフォームの定義には、複数のオペレーティングシステム（異なるビッ
ト数を含む）だけでなく、同じオペレーティングシステム上で実行される複数のアプリケーショ
ンバージョンも含まれます。この推奨事項の理由は、以下の例で示されています。

32ビットシステムには、オペレーティングシステムに32ビットオペレーティングシステム固有
の場所でアプリケーションを起動するよう指示するレジストリキーが含まれている場合があり
ます。64ビットシステムでCitrix®ユーザープロファイルによってそのキーが使用される場合、
そのシステムにはその場所が存在せず、アプリケーションの起動に失敗する可能性がありま
す。

Microsoft Office 2003、Office 2007、およびOffice 2010は、一部のWord設定を異なるレジスト
リキーに保存します。これらのアプリケーションが同じオペレーティングシステム上で実行さ
れる場合でも、Wordアプリケーションの3つの異なるバージョンに対して個別のプロファイル
を作成する必要があります。

プロファイルの相互運用性を確保するために、CitrixユーザープロファイルでMicrosoftフォルダー
リダイレクトを使用することをお勧めします。Windows VistaまたはWindows 7がWindows XPと
共存する必要がある環境では、これはさらに重要です。
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ヒント: 組織のデータ管理ポリシーによっては、Active Directoryから削除されたユーザーアカウン
トのプロファイルをユーザー ストアおよびクロスプラットフォーム設定ストアから削除すること
をお勧めします。

複数のファイルサーバーでCitrix®ユーザープロファイルを
共有する
Profile Managementの最もシンプルな実装は、ユーザーストアが1つの地理的場所のすべてのユー
ザーをカバーする1つのファイルサーバー上にあるものです。このトピックでは、複数のファイル
サーバーを含む、より分散された環境について説明します。高度に分散された環境の詳細について
は、「Profile Managementによる高可用性と災害復旧」を参照してください。

注: クォータがいっぱいになるとデータ損失が発生し、プロファイルのリセットが必要になるた
め、ユーザーストアのサーバー側ファイルクォータを無効にしてください。プロファイルに保持
される個人データ（例: ドキュメント、ミュージック、ピクチャ）の量を制限するには、サーバー
側ファイルクォータが有効になっている別のボリュームへのフォルダーリダイレクトを使用する
方が良いでしょう。

ユーザーストアは複数のファイルサーバーに配置でき、これは多くのプロファイルをネットワー
ク全体で共有する必要がある大規模な展開でメリットがあります。Profile Managementは、ユー
ザーストアを単一の設定「ユーザーストアへのパス」で定義するため、この設定に属性を追加す
ることで複数のファイルサーバーを定義します。Active Directoryのユーザースキーマで定義されて
いる任意のLDAP属性を使用できます。詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-

jp/windows/win32/adschema/attributes-all?redirectedfrom=MSDN> を参照してください。

ユーザーが異なる都市にある学校にいて、これを表すために#l#属性（場所を示す小文字のL）が構
成されているとします。ロンドン、パリ、マドリードに拠点があります。ユーザーストアへのパス
を次のように構成します。

\&num;l#.userstore.myschools.net\profile&num;sAMAccountName#\%ProfileVer%\

パリの場合、これは次のように展開されます。

\\Paris.userstore.myschools.net\profile\JohnSmith\v1\

次に、利用可能なサーバー間で都市を分割します。たとえば、DNSで
Paris.userstore.myschools.netをServer1を指すように設定します。

このように属性を使用する前に、そのすべての値を確認してください。それらはサーバー名の一部
として使用できる文字のみを含んでいる必要があります。たとえば、#l#の値にはスペースが含ま
れていたり、長すぎたりする場合があります。
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#l#属性を使用できない場合は、同様のパーティショニングを実現する#company#や#department#

などの他の属性についてADユーザースキーマを調べてください。

カスタム属性を作成することもできます。特定のドメインでどの属性が定義されているかを確認す
るには、 Sysinternals ツールであるActive Directory Explorerを使用します。Active Directory 

Explorerは <https://docs.microsoft.com/ja-jp/sysinternals/downloads/adexplorer> で
入手できます。

注: プロファイルやサーバーを区別するために、%homeshare%などのユーザー環境変数を使用し
ないでください。Profile Managementはシステム環境変数を認識しますが、ユーザー環境変数は
認識しません。ただし、関連するActive Directoryプロパティ #homeDirectory# を使用できます。
したがって、ユーザーのHOMEディレクトリと同じ共有にプロファイルを保存したい場合は、ユー
ザーストアへのパスを #homeDirectory#\profiles として設定します。

ユーザーストアへのパスでの変数の使用は、次のトピックで説明されています。

ユーザーストアへのパスを指定する

OU内およびOU間でプロファイルを管理する

Profile Managementによる高可用性と災害復旧

OU内およびOU間でプロファイルを管理する

OU内
組織単位 (OU) 内でプロファイル管理がプロファイルを管理する方法を制御できます。Windows 

Server 2008 環境では、Windows Management Instrumentation (WMI) フィルタリングを使用し
て、.adm または .admx ファイルを OU 内のコンピューターのサブセットに制限します。WMI 

フィルタリングは、Service Pack 1 (SP1 を含む GPMC) を適用したグループポリシー管理コン
ソールの機能です。

WMI フィルタリングの詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-

versions/windows/it-pro/windows-server-2003/cc779036(v=ws.10)>  および <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/it-pro/windows-server-2003/

cc758471(v=ws.10)>  を参照してください。

SP1 を含む GPMC の詳細については、 <https://www.microsoft.com/ja-jp/download/

details.aspx?id=21895>  を参照してください。
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次のメソッドを使用すると、単一の OU 内で単一のグループポリシーオブジェクト (GPO) を使用
して、異なる OS を搭載したコンピューターを管理できます。各メソッドは、ユーザー ストアへ
のパスを定義するための異なるアプローチです。

ハードコードされた文字列

プロファイル管理変数

システム環境変数

ハードコードされた文字列は、1 種類のコンピューターのみを含む場所を指定します。これによ
り、それらのコンピューターからのプロファイルをプロファイル管理によって一意に識別できま
す。たとえば、Windows 7 コンピューターのみを含む OU がある場合、ユーザー ストアへのパス
に \server\profiles$\%USERNAME%.%USERDOMAIN%\Windows7  を指定できます。この例では、
Windows7 フォルダーがハードコードされています。ハードコードされた文字列は、プロファイル
管理サービスを実行するコンピューターでのセットアップを必要としません。

プロファイル管理変数は、コンピューターを一意に識別するために柔軟に組み合わせることがで
き、セットアップが不要であるため、推奨される方法です。たとえば、異なるビット数のオペレー
ティングシステムで実行されている Windows 7 および Windows 8 プロファイルを含む OU がある
場合、ユーザー ストアへのパスに \server\profiles$\%USERNAME%.%USERDOMAIN%!

CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS!  を指定できます。この例では、2 つのプロファイル管理変数は、
Win7x86 (Windows 7 32 ビット オペレーティングシステムで実行されているプロファイルを含む) 

および Win8x64 (Windows 8 64 ビット オペレーティングシステムで実行されているプロファイル
を含む) のフォルダーに解決される可能性があります。プロファイル管理変数の詳細については、
「プロファイル管理ポリシー」を参照してください。

システム環境変数には、いくつかの構成が必要です。これらは、プロファイル管理サービスを実
行する各コンピューターで設定する必要があります。プロファイル管理変数が適さない場合は、
次のようにシステム環境変数をユーザー ストアへのパスに組み込むことを検討してください。

各コンピューターで、%ProfVer% というシステム環境変数を設定します。(ユーザー環境変数はサ
ポートされていません。) 次に、ユーザー ストアへのパスを次のように設定します。

`\\upmserver\upmshare\%username%.%userdomain%\%ProfVer%`

たとえば、Windows 7 32 ビット コンピューターの場合は %ProfVer% の値を Win7 に、Windows 

7 64 ビット コンピューターの場合は Win7x64 に設定します。Windows Server 2008 32 ビットお
よび 64 ビット コンピューターの場合は、それぞれ 2k8 および 2k8x64 を使用します。これらの値
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を多くのコンピューターで手動で設定するのは時間がかかりますが、Provisioning Services を使用
する場合は、ベース イメージに変数を追加するだけで済みます。

ヒント: Windows Server 2008 R2 および Windows Server 2012 では、グループポリシーを使用し
て環境変数の作成と適用を高速化できます。グループポリシー管理エディターで、 コンピュー
ターの構成 > 基本設定 > Windows の設定 > 環境 をクリックし、次に 操作 > 新規 > 環境変数 を
クリックします。

OU間
プロファイル管理がOU間でプロファイルを管理する方法を制御できます。OU階層とGPO継承に
応じて、複数のOUに適用されるプロファイル管理ポリシーの共通セットを1つのGPOに分離でき
ます。例えば、ユーザー ストアへのパスとプロファイル管理を有効にするは、すべてのOUに適用
する必要があります。そのため、これらを専用のGPOに個別に保存し、そこでこれらのポリシー
のみを有効にすることができます（他のすべてのGPOでは未構成のままにします）。

継承されたポリシーを上書きするために、専用のGPOを使用することもできます。GPO継承の詳
細については、MicrosoftのWebサイトを参照してください。

プロファイル管理でのドメインとフォレストのサポート
プロファイル管理は、Windows Server 2008 および Windows Server 2012 のドメインおよびフォ
レストの機能レベルをサポートします。以前のオペレーティングシステムはサポートされていませ
ん。

システム環境変数を使用すると、複数のドメインにおけるユーザー名の曖昧さを解消できます。詳
細については、「OU 内および OU 間でのプロファイルの管理」を参照してください。

Profile Management を使用した高可用性とディザスターリカ
バリ
前提条件として、ユーザー ストアの構造と作成方法を理解してください。詳しくは、Profile 

Management のアーキテクチャ および ユーザー ストアの作成 を参照してください。

これらのトピックでは、Citrix Profile Management に適用される高可用性とディザスターリカバリ
のサポートされているシナリオについて説明します。これらのシナリオを関連する基盤となる
Microsoft テクノロジに関連付け、サポートされている内容を特定します。

シナリオ 1: 地理的に隣接するユーザー ストアとフェールオーバー クラスターの基本的なセッ
トアップ
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シナリオ 2: 複数のフォルダー ターゲットとレプリケーション

シナリオ 3: ディザスターリカバリ

シナリオ 4: 移動ユーザー

シナリオ 5: ユーザー ストアの負荷分散

Profile Management は、信頼性の高い環境で動作することを前提としています。主に、この信頼
性は Active Directory (AD) とネットワーク ユーザー ストア (NUS) の可用性に適用されます。どち
らかが利用できない場合、Profile Management はプロファイルを提供できず、Windows に責任を
委ねます。Windows は通常、デフォルトのプロファイルを提供します。

移動プロファイルとの比較
ディザスターリカバリと高可用性のシナリオでは、Citrix Profile Management は、Microsoft 移動
プロファイルに影響するのと同じ問題の影響を受ける可能性があります。特に明記されていない
限り、Profile Management はそのような問題を解決しません。

特に、次の点に注意してください。

Profile Management のサポートは、移動プロファイルもサポートされているシナリオに限定さ
れます。

オフライン ファイルのキャッシュ オプションは、移動ユーザー プロファイル共有で無効にす
る必要があります。同じ制限が Profile Management 共有にも適用されます。

移動プロファイルは DFS 共有からロードされません。同じ制限が Profile Management 共有に
も適用されます。詳しくは、 <https://support.microsoft.com/ja-jp/help/2533009>  を
参照してください。

シナリオ 1 - 地理的に隣接するユーザー ストアとフェールオーバー クラ
スターの基本的なセットアップ
「ユーザーには、常に地理的に隣接する優先ネットワーク ユーザー ストア (NUS) をプロファイル
に使用させたい。」この場合、オプション 1 と 2 が適用されます。

「NUS をフェールオーバー クラスター上に配置して、高可用性を実現したい。」この場合、オプ
ション 2 が適用されます。

次の図は、このシナリオを示しています。北米 (NA) のユーザーは、ブリスベンではなくニュー
ヨークの NUS を使用したいと考えています。目的は、遅延を減らし、オーストラリアまたは
ニュージーランド (ANZ) への大陸間リンクを介して送信されるトラフィックを最小限に抑えるこ
とです。
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オプション 1 – DFS 名前空間

背景情報

Microsoft DFS 名前空間テクノロジーの概要については、「DFS 名前空間の概要」を参照してくだ
さい。

このオプションの実装

DFS 名前空間は、ブログ記事で提示されている問題の一部を解決できます。

NUS 用に \\MyCorp\Profiles  という名前空間を設定しましょう。これは名前空間ルートで
す。ニューヨークとブリスベン (およびその他のサイト) に名前空間サーバーを設定します。各名
前空間サーバーには、各 Active Directory の場所に相当するフォルダーがあり、それらのフォル
ダーはニューヨークまたはブリスベンのサーバー上のターゲットを持っています。

Active Directory (ユーザー レコードの一部) には、次の場所が構成されている場合があります。

AD ロケーション属性 (#L#) 地理的な場所

ワガワガ ANZ

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/dfs-namespaces/dfs-overview
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AD ロケーション属性 (#L#) 地理的な場所

ダーウィン ANZ

ブリスベン ANZ

オークランド ANZ

シアトル 該当なし

サンディエゴ 該当なし

ウェストパームビーチ 該当なし

ポキプシー、ニューヨーク 該当なし

次の図は、DFS 名前空間を使用してこれを設定する1つの方法を示しています。
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設定が完了したら、ユーザー ストアへのパス設定を次のように構成します。

\\MyCorp\Profiles&num;l#

8つのサイトに属するユーザーのプロファイルは、シナリオで要求される地理的制約を満たすよう
に、わずか2つのサーバーに分散されます。

代替案

名前空間ターゲットを順序付けし、次のように順序付けルールを使用できます。DFS 名前空間が
使用するターゲットを解決する際、ローカルサイト内のターゲットのみが選択されるように指定
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できます。これは、特定のユーザーについて、すべてのデスクトップとサーバーが同じサイトに属
することが保証されている限り機能します。

この手法は、例えば、通常ポキプシーにいるユーザーがワガワガを訪れる場合に失敗します。そ
のユーザーのラップトッププロファイルはブリスベンから来るかもしれませんが、公開されたア
プリケーションで使用されるプロファイルはニューヨークから来るかもしれません。

AD属性を使用する推奨される手法は、ユーザーが開始するすべてのセッションで同じDFS名前空
間の選択が行われることを保証します。その理由は、#l# がマシンの構成ではなく、ユーザーのAD

構成から派生するためです。

オプション 2 - フェールオーバークラスタリングを使用したDFS名前空間

背景情報

2ノードファイルサーバーフェールオーバークラスターの構成に関するステップバイステップ
ガイドについては、「2ノードクラスター化ファイルサーバーの展開」を参照してください。

名前空間の種類の選択に関する情報については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/

windows-server/storage/dfs-namespaces/choose-a-namespace-type> を参照してくださ
い。

このオプションの実装

フェールオーバークラスタリングを追加すると、基本的な高可用性を提供できます。

このオプションの重要な点は、ファイルサーバーをフェールオーバークラスターに変え、フォル
ダーターゲットが単一のサーバーではなくフェールオーバークラスターでホストされるようにす
ることです。

名前空間サーバー自体に高可用性が必要な場合は、スタンドアロンの名前空間を選択する必要が
あります。ドメインベースの名前空間は、名前空間サーバーとしてのフェールオーバークラスター
の使用をサポートしていません。フォルダーターゲットは、名前空間サーバーの種類に関係な
く、フェールオーバークラスターでホストされる場合があります。

重要: フェールオーバークラスター内のサーバーが失敗した場合、ファイルロックの状態が保持さ
れない可能性があります。Profile Managementは、プロファイル処理中の特定の時点でNUS上の
ファイルロックを取得します。重要な時点でのフェールオーバーがプロファイルの破損につなが
る可能性があります。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/failover-clustering/deploy-two-node-clustered-file-server
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シナリオ 2 - 複数のフォルダーターゲットとレプリケーション
「ローカルのNUSが利用できない場合、ユーザーが企業ネットワーク上の別のバックアップ場所
からプロファイルデータを取得できるようにしたい。変更を行った場合、その変更は、優先する
NUSが再び利用可能になったときに、そこに戻される必要がある。」

このシナリオにおける基本的な要件は、ネットワーク上のプロファイルの代替場所を提供するこ
とです。ユースケースには、ネットワークインフラストラクチャの部分的な障害や、フェールオー
バークラスターなどのフォルダーターゲットが完全に利用できなくなる状況が含まれます。

検討する必要があるオプションは、複数のフォルダーターゲットの使用とDFSレプリケーション
の使用です。

オプション 1 - 複数のフォルダーターゲットへのリフェラル

背景情報

DFS名前空間のチューニングについては、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-

server/storage/dfs-namespaces/tuning-dfs-namespaces> を参照してください。

このオプションについて

リフェラルとは、ユーザーデバイスによって順番に試行されるターゲットの順序付きリストです。
これは、ソフトウェアライブラリのようにターゲットが読み取り専用であるシナリオ向けに設計
されています。ターゲット間に連携がないため、この手法をプロファイルで使用すると、同期でき
ない複数のプロファイルが作成される可能性があります。

しかし、リフェラルのターゲットに対して、順序付け方法とターゲット優先度の両方を定義する
ことは可能です。適切な順序付け方法を選択すると、すべてのユーザーセッションによって一貫し
たターゲットが選択されるように見えます。しかし実際には、ユーザーのすべてのデバイスが同じ
サイト内にある場合でも、サイト内ルーティングの問題により、異なるセッションによって異なる
ターゲットが選択される可能性があります。デバイスがリフェラルをキャッシュすると、この問題
はさらに複雑になることがあります。

重要: このオプションはProfile Managementの展開には適しておらず、サポートされていません。
ただし、ファイルレプリケーションは、単一セッションのみが保証され、 アクティブライトバッ
クが無効になっている一部の特殊な展開で使用されてきました。これらの特殊なケースについて
は、Citrix Consultingにお問い合わせください。
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オプション 2 - 分散ファイルシステムレプリケーション

背景情報

分散ファイルシステムレプリケーション (DFSR) の概要については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/dfs-replication/dfsr-

overview> を参照してください。

レプリケートされたユーザープロファイルデータに関するサポートステートメントについて
は、 <https://techcommunity.microsoft.com/t5/ask-the-directory-services-team/

microsoft-8217-s-support-statement-around-replicated-user/ba-p/398230> を参照
してください。

DFSRが分散ファイルロックをサポートしない理由については、 <https://

blogs.technet.com/b/askds/archive/2009/02/20/understanding-the-lack-of-

distributed-file-locking-in-dfsr.aspx> を参照してください。

このオプションの実装

DFSレプリケーションは、帯域幅が制限されたネットワーク接続全体でフォルダー同期を提供し
ます。このオプションは、単一の名前空間フォルダー定義が参照する複数のフォルダーターゲッ
トを同期するため、オプション1の問題を解決するように見えます。実際、フォルダーがフォル
ダー定義のターゲットとして追加されると、レプリケーショングループに属するように指定でき
ます。

考慮すべきレプリケーションには2つの形式があります。

一方向レプリケーション（アクティブ/パッシブレプリケーションとも呼ばれる）は、重要な
データを安全なリポジトリにバックアップするために設計されています。このレプリケーショ
ンは、例えばディザスタリカバリサイトの維持に適しています。パッシブターゲットが参照に
対して無効になっており、ディザスタリカバリ計画がアクティブ化されたときにのみ呼び出さ
れる限り、Profile Managementで動作させることができます。

双方向レプリケーション（アクティブ/アクティブレプリケーションとも呼ばれる）は、グロー
バル共有データへのローカルな読み取り/書き込みアクセスを提供することを目的としていま
す。ここでは、即時レプリケーションは必ずしも要件ではありません。共有データはめったに
変更されない可能性があります。 重要: アクティブ/アクティブDFSRはサポートされていませ
ん。

スケジュールは、データがレプリケートされる頻度を定義します。頻繁なスケジュールは、CPU

と帯域幅の両方でより集中的になりますが、即時更新を保証するものではありません。
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その操作のさまざまな時点で、Profile Managementは、（共有）ユーザー ストアへの更新を調整
するために、NUSで特定のファイルをロックする必要があります。通常、これらの更新はセッ
ションの開始時と終了時に行われ、アクティブなライトバックが有効になっている場合はセッショ
ンの途中でも行われます。DFSレプリケーションでは分散ファイルロックがサポートされていない
ため、Profile ManagementはNUSとして1つのターゲットしか選択できません。この設定は、双方
向レプリケーション（アクティブ/アクティブレプリケーション）の価値を事実上排除するため、
Profile Managementには適しておらず、サポートされていません。一方向レプリケーション（アク
ティブ/パッシブレプリケーション）は、ディザスタリカバリシステムの一部としてのみProfile 

Managementに適しています。その他の用途はサポートされていません。

シナリオ 3 - 災害復旧
「Citrix®ユーザープロファイルを処理するために、完全な災害復旧サイトをどのように設定すれ
ばよいですか？」

Profile Management は、災害復旧 (DR) に必要な主要な機能をサポートしています。

DFS 名前空間。ドメインベースの名前空間サーバーは、DRサイトが独自の名前空間サーバー
を持つことができるため、このシナリオでは推奨されます。（スタンドアロンの名前空間サー
バーはレプリケートできませんが、フェールオーバークラスターでホストできます。）」

複数のフォルダーターゲットとDFSレプリケーション。各NUSに対して、少なくとも2つの
ターゲットを提供しますが、通常運用では1つのみを有効にします。無効になっているター
ゲット（DRサイトにある）が最新の状態に保たれるように、一方向のDFSレプリケーション
を設定します。

個々のフォルダーターゲットをホストするためのフェールオーバークラスター。オプション。
DRサイトのリソースを無駄にする可能性があります。

この図では、ドメインベースの名前空間がNUSを管理しています。（シナリオ1の図では、意図的
に名前空間を含めていませんでした。）DRサイトを含む各サイトに名前空間サーバーを含めるこ
とができます。すべてのサーバーは、名前空間の同じビューをサポートしています。
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DRプランがアクティブ化された場合、DRサイトのNUSは、マスターNUSからレプリケートされ
た変更で最新の状態になります。ただし、名前空間サーバーは依然として名前空間の誤った
ビューを反映しているため、その構成を更新する必要があります。各フォルダーについて、マス
ターサイトのフォルダーターゲットを無効にし、DRサイトのフォルダーターゲットを有効にする
必要があります。

ADの更新が伝播した後、名前空間サーバーはDRフォルダーターゲットを正しく特定し、DRサイ
トはProfile Managementによって使用できるようになります。

注: ユーザーストアへのパス設定は、実際のサーバーではなく、名前空間フォルダーを参照するた
め、Profile Managementの構成を更新する必要はありません。
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実際には、DRサイトは通常プロファイルには使用されないため、一方向または双方向のレプリ
ケーションが可能です。災害が終了すると、DRサイトからマスターサイトへの接続により、災害
中にNUSに加えられた変更がマスターサイトにレプリケートされることが保証されます。

シナリオ 4 - 移動するユーザー
「スタッフが異なるオフィス間を移動する際、優先するNUSが変更され、地理的に近いNUSを使
い続けられるようにしたい。」

このシナリオの難点は、ユーザーのログオンセッションが複数の場所から集約される可能性があ
ることです。通常、ユーザーはデスクトップセッションをあるサイトから別のサイトへとローミン
グします。しかし、多くのアプリケーションは、ユーザーのデスクトップの現在の場所を認識し
ないバックエンドサーバーでホストされています。

さらに、ユーザーは切断されたセッション（おそらくホームロケーションでホストされている）
に再接続する可能性があります。何らかの理由でセッションがユーザーの新しい場所にあるNUS

に切り替わることを強制された場合、パフォーマンスが低下します。

ホットデスクを利用する移動ユーザーには、プロファイルストリーミングと常にキャッシュの設
定を使用するのが最善の選択肢です。固定マシンを使用している場合でも、Citrix®ストリーミン
グユーザープロファイルを使用して迅速にログオンできます。「常にキャッシュ」を有効にする
と、プロファイルの残りの部分がバックグラウンドでロードされます。

シナリオ 5 - ユーザー ストアの負荷分散
「複数の地理的に隣接するネットワーク ユーザー ストア (NUS) 間でユーザーの負荷分散を行いた
い。」

背景情報

Microsoft DFS 名前空間テクノロジーの概要については、「DFS 名前空間の概要」を参照してくだ
さい。

シナリオ 1 とは異なり、このシナリオでは、複数の NUS を必要とするほど大規模な単一サイトが
あります。DFS 名前空間を使用することで、シナリオ 1 のソリューションを改善できます。

シナリオ 1 (オプション 1) では、DFS 名前空間を使用して、複数のサイトを同じサーバー上の異
なるフォルダーにマッピングしました。同様の手法を使用して、名前空間のサブフォルダーを異
なるサーバー上のフォルダーにマッピングできます。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/dfs-namespaces/dfs-overview
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理想的には、ユーザーアカウントを、例えば#department#のように、同様のサイズのチャンクに
分割するAD属性が必要です。シナリオ1と同様に、#department#は常に定義され、正しいフォル
ダー名が含まれていることが保証されている必要があります。

シナリオ 1 と同様に、NUS 用の名前空間を \\MyCorp\Profiles  と設定します。

この図は、名前空間の設定方法を示しています。

設定が完了したら、ユーザー ストアへのパス設定を次のように構成します。

\\MyCorp\Profiles&num;l#&num;department#

この構成では、ワガワガのユーザーは、両方ともローカルである 2 つの NUS サーバーに分散され
ます。
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Profile Management を使用したフォルダーリダイレクトの計
画
Profile Management はフォルダーリダイレクトをサポートしており、その使用が推奨されます。

Active Directory (AD) では、アプリケーションデータやドキュメントなどのフォルダーをネット
ワークの場所に保存（リダイレクト）できます。フォルダーの内容はリダイレクトされた場所に
保存され、ユーザープロファイルには含まれないため、プロファイルのサイズが削減されます。
AD のバージョンによっては、リダイレクトできるフォルダーとできないフォルダーがあります。
さらに、フォルダーリダイレクトを構成することで、強制プロファイルを持つユーザーは、プロ
ファイルの使用を制限しながらも、一部の設定、ファイル、その他のデータを保存できます。

一般的なガイドラインとして、ネットワーク帯域幅が許す限り、セッション内で定期的にアクセス
されないすべてのユーザーデータに対してフォルダーリダイレクトを有効にすることをお勧めし
ます。

リダイレクト可能なすべてのフォルダーが AD でアクセスできるわけではありません。特定のオペ
レーティングシステムでリダイレクトできるフォルダーは、レジストリの 

HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\User Shell 

Folders  にあります。

フォルダーリダイレクトに関する重要な情報
Profile Management でフォルダーリダイレクトを使用する際の重要な点を以下に示します。

XenDesktop 7 では、Citrix Virtual Desktops™ ポリシーを使用して Studio でリダイレクトする
フォルダーを指定します。詳細については、Citrix Virtual Desktops のドキュメントを参照して
ください。

フォルダーリダイレクトを正常に構成するには、バージョン 1 とバージョン 2 のプロファイル
間のフォルダー構造の違いに注意してください。

フォルダーリダイレクトを使用する際のセキュリティに関する詳細については、Secure およ
び Microsoft TechNet Web サイトの記事 Folder Redirection Overview を参照してください。

ユーザーストアは、リダイレクトされたフォルダーに使用される共有とは異なるものとして扱
います。

リダイレクトされたフォルダーを除外リストに追加しないでください。

このビデオで詳細を見る:

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/folder-redirection-rup-overview
https://share.vidyard.com/watch/L6uGGPDgdZRZrGY5FxHiAG?
https://share.vidyard.com/watch/L6uGGPDgdZRZrGY5FxHiAG?
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サードパーティのディレクトリ、認証、およびファイル
サービス
この記事では、Microsoft が提供するサービス以外のディレクトリ、認証、およびファイルサービ
スに対するサポートについて説明します。

ディレクトリサービス
重要: Active Directory (AD) は、Profile Management の運用に不可欠です。その他のディレクトリ
サービスはサポートされていません。これらのサービスには以下が含まれます。

ノベル eDirectory。

Windows 2000 Server またはそれ以前のオペレーティングシステム (OS)。Windows 2000 

Server は AD をサポートしていますが、必要なレベルではありません。詳細については、
「Profile Management でのドメインとフォレストのサポート」を参照してください。
Microsoft Windows NT 4.0 は AD より前のものです。

Samba 4 またはそれ以前。

認証サービス
その他の認証サービスは、ドメイン内で AD と共存できますが、Profile Management ではサポー
トされていません。その理由は、Profile Management Service と同様に、winlogon.exe と相互作
用し、ユーザーログオンプロセスに問題を引き起こす可能性があるためです。たとえば、Novell 

の認証サービスは、ユーザーがプリンターやファイル共有などの Novell リソースにアクセスする
ことを許可しますが、サポートされていません。

ファイルサービス
サードパーティのファイルサービスは、ユーザーストアおよびフォルダーリダイレクト (使用され
ている Windows オペレーティングシステムでサポートされている場合) に使用できます。ファイ
ルサーバーは、Server Message Block (SMB) または Common Internet File System (CIFS) タイプ
である必要があり、NTFS ファイルシステムをサポートしている必要があります。これらの理由か
ら、以下がサポートされています。

ウィンドウズ サーバー 2003 以降

サンバ 3

重要: Novell ディレクトリに対する認証が必要なため、Novell ファイルサービスはサポートされて
いません。
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複数のプラットフォーム上のプロファイルとProfile 
Managementの移行に関するFAQ
このセクションには、複数のWindowsオペレーティングシステム、または単一オペレーティング
システムの複数のバージョンやビット数を持つ環境でプロファイルを使用することに関する質問
と回答が含まれています。

プロファイルとの互換性の問題を確実に回避するにはどうすればよいで
すか?
異種環境をサポートする必要性と、ユーザーとそのデバイスを追跡するためのパーソナライゼー
ション設定の必要性のバランスを取ります。通常、これら2つのニーズのバランスは、管理者とIT

部門によってのみ決定できます。ユーザープロファイルを次のように調整することで、異なるシス
テムを管理します。プロファイルがローミングする場合、問題は適切に処理されるか、必要に応
じて設定は完全に無視され、まったく追跡されないようにする必要があります。これは、多くの
サードパーティ製ソフトウェアソリューションの基礎となっています。

トラブルシューティングを最小限に抑えるには、同じデバイス設定（インストールされているアプ
リケーション、OSバージョンなど）間でプロファイルをローミングするようにしてください。し
かし、現代の多くのシナリオでは、これは容易に達成できず、不完全なユーザーエクスペリエンス
につながります。たとえば、ユーザーは複数のオペレーティングシステムを使用しているからと
いって、お気に入りやマイドキュメントを複製する必要はありません。この場合、管理者はフォ
ルダーリダイレクトを使用することでユーザーエクスペリエンスを向上させることができます。こ
のMicrosoft機能の使用は、他のシナリオでも推奨されます。

異なるシステム間でプロファイルを共有できますか?
Citrixは、プラットフォームごとに1つのベースプロファイルを持つことを推奨しています。これ
は、オペレーティングシステムごとに1つのプロファイルを持つことと必ずしも同じではありませ
ん。この推奨事項の詳細については、「複数のプラットフォームの計画」を参照してください。
これにより、互いに機能しない可能性のある設定や、特定のOSに適用されない設定の数が最小限
に抑えられます。たとえば、デスクトップの電源設定は、サーバーシナリオやリモートデスク
トップサービス（旧ターミナルサービス）を含むシナリオには適用されません。

プロファイルの数を簡素化して減らそうとし、それらが複数のOSで使用される場合、設定の競合
のリスクが高まります。システムが同じでない場合、これはさらに複雑になります。たとえば、
Microsoft Officeアドインはすべてのデバイスに存在するとは限りません。幸いなことに、特定のデ
バイスに適用されないこのような設定は、多くの場合無視されます。無視されない場合にサポー
トの問題が発生します。アドインが存在しない場合、Microsoft Excelは起動に失敗します。
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Profile Managementは、複数のバージョンまたはプラットフォーム間で
設定をどのように有効にしますか?
Citrix®は、複数のベースプロファイル間で共通設定をローミングする機能を提供します。Citrix

は、Microsoft Office、Internet Explorer、壁紙などの設定のローミングを可能にします。これらの
種類のシナリオをサポートする能力は、アプリケーションがプラットフォーム間で設定のローミ
ングをサポートする程度によって制限されます。次の質問のリンクは、Microsoftの立場とベスト
プラクティスをカバーしています。

Microsoftは、プラットフォームとバージョン間でローミングプロファイ
ルをどのようにサポートしていますか?
関連情報については、「ローミングユーザープロファイルの展開」を参照してください。

Office 2007のツールバー設定については、「クイックアクセスツールバーのカスタマイズ」を参
照してください。

標準のMicrosoft Windowsプロファイルソリューションが技術的、カスタム、またはビジネス要件
を完全に満たさない場合、Profile Managementは実行可能なソリューションとなります。

x86プラットフォームとx64プラットフォーム間でプロファイルを共有す
ることは可能ですか?
Windows x86とx64間で1つのプロファイルを共有することは一般的に可能ですが、いくつかの問
題が発生する可能性があります。

理由はいくつかあります。たとえば、使用ごとのファイル関連付けが
HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Classes に保存されることが1つの理由です。非管理者がFirefox

をデフォルトブラウザとして設定した場合、32ビットシステムには以下が保存されます。

HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Classes\FirefoxHTML\shell\open\command  -\> " C:

\Program Files\Mozilla Firefox\firefox.exe " -requestPending -osint -url "%1"

このパスを含むプロファイルがWindows x64で使用されると、OSは64ビット版のFirefoxを探しま
すが、これは存在しません。代わりに、32ビット版が C:\Program Files (x86)\Mozilla 

Firefox にインストールされている可能性があります。これにより、ブラウザが起動しなくなり
ます。

逆の場合も同様です。x64プラットフォームで設定されたパスがx86プラットフォームで使用され
る場合です。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles
https://support.microsoft.com/ja-jp/office/customize-the-quick-access-toolbar-43fff1c9-ebc4-4963-bdbd-c2b6b0739e52?ui=en-us&rs=en-us&ad=us
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複数のプラットフォームで1つのプロファイルがどのように動作するか
をテストしたいのですが、どこから始めればよいですか?
複数のプラットフォームで1つのプロファイルを使用する実験には、テストと検証が重要です。推
奨されるアプローチは、プラットフォームごとに1つのプロファイルを持つことです。単一のプロ
ファイルが複数のプラットフォームでどのように動作するかを調べたい場合は、以下の情報が役
立つかもしれません。

次の質問に答えることで、何が問題を引き起こす可能性があるかを特定することから始めます。こ
のトピックの残りの質問を、問題への対処と追跡のアイデアとして使用してください。

プラットフォーム間で機能する項目：

マイドキュメントとお気に入り

設定情報（デフォルトを含む）をプロファイル内に完全に保存するアプリケーション

機能しない可能性のある項目：

ハードコードされたデータ、パスデータなどを保存するアプリケーション

x64またはx86プラットフォームに固有の設定

Excelアドインのように、すべてのシステムに存在するわけではない、同一ではないアプリ
ケーションのインストール。これらのインストールは、アプリケーションによって異なるあら
ゆる種類のエラー状態を引き起こす可能性があります

ユーザーがログオンするコンピューターに基づいてプロファイルを割り
当てることができます?
はい。Profile Management は、ローカルデスクトップ、Citrix Virtual Apps、Citrix Virtual 

Desktops™、またはこれらの任意の組み合わせに基づいてプロファイルを適用できます。

適切な Profile Management 設定が有効になっている場合、Remote Desktop Services (旧 Terminal 

Services) プロファイルは、ユーザーがターミナルサーバーまたは Citrix Virtual Apps セッション
を持っている場合にのみ使用されます。この設定は、ユーザーが Remote Desktop Services セッ
ションを介してログオンするときに、既存のプロファイル (Citrix ユーザープロファイルを除く) を
すべて上書きします。

Windows 7 では、GPO コンピューター設定を使用して、ユーザーがログオンするコンピューター
に基づいてプロファイルを割り当てることができます。繰り返しになりますが、これは GP に基づ
いているため、プロファイルの割り当ては GPO が適用される OU に依存します。
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コンピューターに基づくプロファイルの割り当てが望ましいのはなぜで
すか?
個別のユーザーエクスペリエンスが必要な場合は、ユーザーがログオンするコンピューターにプ
ロファイルを割り当てると便利です。たとえば、管理者は、Remote Desktop Services (旧
Terminal Server) セッションで使用されるプロファイルを、デスクトップで使用されるプロファイ
ルとは別に保持することを決定する場合があります。

Profile Management は Windows ユーザープロファイルを Citrix ユーザー
プロファイルに移行しますか?
Profile Management を構成して、ユーザーがログオンするときに既存のローミングプロファイル
とローカルプロファイルを自動的に移行できます。また、テンプレートプロファイルまたはデ
フォルトの Windows プロファイルを新しい Citrix ユーザープロファイルのベースとして使用する
こともできます。

Profile Management の移行の計画と設定については、「プロファイルの移行または作成」を参照
してください。ソフトウェアが Windows ユーザープロファイルを Citrix ユーザープロファイルに
移行する方法の詳細については、「ログオン図」を参照してください。

どのプロファイルを Citrix ユーザープロファイルに移行できますか?
Profile Management は、Windows ローカルプロファイルと Windows ローミングプロファイルを
移行できます。必須プロファイル (.man ファイル) は Profile Management によって無視されます
が、Citrix ユーザープロファイルのテンプレートとして使用できます。Profile Management が正し
く機能するように、すべてのユーザーへの必須プロファイルの割り当てを無効にしてください。

既存の Windows 必須プロファイルをテンプレートとして使用するには、「テンプレートまたは必
須プロファイルの指定」を参照してください。

テンプレートプロファイルを使用するにはどうすればよいですか?
Profile Management を使用すると、新しい Citrix ユーザープロファイルの作成の基礎として使用
されるテンプレートプロファイルを指定できます。通常、初めてプロファイルを割り当てられた
ユーザーは、ログオンする Windows デバイスのデフォルトのユーザープロファイルを受け取りま
す。これは許容できるかもしれませんが、異なるデバイスのデフォルトユーザープロファイルにバ
リエーションがあると、ユーザー用に作成されるベースプロファイルに違いが生じることを意味
します。したがって、テンプレートプロファイル機能はグローバルなデフォルトユーザープロファ
イルと見なすことができます。

ユーザーがプロファイルデータに変更を加えるのを防ぎたい場合は、テンプレートプロファイル
を Citrix 必須プロファイルとして識別することもできます。
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詳細については、テンプレートプロファイルまたは必須プロファイルを指定するを参照してくだ
さい。
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インストールとセットアップ

インストールパッケージをダウンロードする
開始する前に、有効なCitrix®アカウントがあることを確認してください。

ダウンロードを完了するには、次の手順に従います。

Citrix Virtual Apps and Desktopsダウンロードページにアクセスします。

ダウンロードするバージョン（例: 2206）を見つけて展開し、制限付きダウンロードにアクセ
スするためにサインインをクリックします。

Citrixアカウントの資格情報でサインインします。

Citrix Virtual Apps and Desktops™ 7  <Version_Number>  > 製品ソフトウェア > Citrix 

Virtual Apps and Desktops 7 <Version_Number> , All Editionsを選択します。

製品ISOに含まれているが個別にパッケージ化されているコンポーネントノードを展開し、
Profile Managementサブノードでファイルのダウンロードをクリックします。

表示されるダウンロード契約ダイアログボックスで、契約に同意してダウンロードを開始しま
す。

ダウンロードが完了すると、 ProfileMgmt_<version_number>.zip ファイル（例: 

ProfileMgmt_2206.zip）がダウンロードフォルダーに表示されます。

ダウンロードに含まれるファイル
ダウンロードしたパッケージを解凍します。パッケージに含まれるファイルについては、次の表を
参照してください。

ファイル名 説明 場所

x86.msi 32ビットシステム用インス
トーラー

x64.msi 64ビットシステム用インス
トーラー

https://www.citrix.com/downloads/citrix-virtual-apps-and-desktops/
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2.

ファイル名 説明 場所

CitrixBase.adml および
CitrixBase.admx

Profile Management ポリシー
階層用 ADMX テンプレート
ファイル

\Group Policy 

Templates\CitrixBase

ctxprofile.adml および
ctxprofile.admx

Profile Management ポリシー
設定用 ADMX テンプレート
ファイル

\Group Policy 

Templates\<language>  (例: 
\Group Policy 

Templates\en )

Profile Management をインストールする
Profile Management は、VDA インストーラーのオプションコンポーネントです。VDA と一緒に、
または個別にインストールできます。この記事では、Profile Management 独自のインストーラー
を使用して Profile Management をインストールする方法について説明します。

VDA と一緒に Profile Management をインストールする方法について詳しくは、Citrix Virtual Apps 

and Desktops ドキュメントの「VDA のインストール」を参照してください。

概要
ユーザープロファイルを管理する各コンピューターに Profile Management をインストールする必
要があります。通常、配布ツール、イメージングソリューション、またはストリーミングテクノロ
ジーを使用して、コンピューターで MSI インストーラーを実行します。任意のコンピューターに
直接インストールすることもできます。サイレントインストールがサポートされています。

一般的なインストール手順は次のとおりです。

MSI インストーラーを実行します。

グループポリシーを使用して Profile Management を構成するには、ADMX テンプレートファ
イルをグループポリシーに追加します。

注:

すべてのユーザーコンピューターに同じバージョンの Profile Management をインストール
することをお勧めします。また、同じバージョンの ADMX テンプレートファイルをグループ
ポリシーに追加してください。このアプローチにより、異なるユーザープロファイルストア

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops/install-configure/install-vdas.html
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構造（異なるバージョン）が存在する場合に発生する可能性のあるプロファイルデータの破
損を防ぐことができます。

MSI インストーラーを実行する
この手順では、単一のコンピューターに Profile Management をインストールします。

管理者としてコンピューターにログオンします。

インストールパッケージのルートフォルダーにある MSI インストーラーを実行します。インス
トールウィザードが表示されます。

画面の指示に従ってインストールを完了します。

コンピューターを再起動します。

インストーラーは、DLL やその他のファイルに加えて、インストール場所（デフォルトでは C:

\Program Files\Citrix\User Profile Manager ）にこれらのファイルを作成します。

ファイル名 説明

UPMPolicyDefaults_all.ini Profile Management .iniファイル

UserProfileManager.exe Profile Managementによって管理されるコン
ピューター上で機能を実行するWindowsサー
ビス

コマンドラインからMSIインストーラーを実行する

コマンドラインからMSIインストーラーを実行すると、ユーザーの操作なしでインストールを完了
できます。

コマンドラインインストールでは、以下のインストールオプションも提供されます。

/norestart オプションを使用して再起動を抑制します。

オペレーティングシステムによっては、コンピューターが再起動するまでProfile Management

が機能しない場合があります。たとえば、Windows 7ワークステーションを再起動する必要は
ありません。

必要に応じて INSTALLDIR を指定します。

Profile Managementの.iniファイルのインストールを防止するには、
INSTALLPOLICYINIFILES を no に設定します。



プロファイル管理 2209 

62

•

1.

2.

3.

4.

•

•

以前のバージョンで.iniファイルを使用しており、その設定をこのバージョンで使用したい場合
は、インストール後に各設定をGroup Policy Editorの対応するProfile Managementポリシーに
手動で転送してください。

アップグレードには OVERWRITEINIFILES=yes オプションを使用します。詳細については、
「Profile Managementのアップグレード」を参照してください。

次の例では、ユーザーインターフェイスと再起動を表示せずにProfile Managementをインストール
します。UACが有効になっている場合は、昇格された特権で msiexec コマンドを実行します。た
とえば、管理者として実行しているコマンドプロンプトから実行します。

msiexec /i <path to the MSI file> /quiet [/norestart]   

[INSTALLDIR=<installation directory>]   [OVERWRITEINIFILES=yes] 

[INSTALLPOLICYINIFILES=no]

Profile Managementをアンインストールする
この手順では、単一のコンピューターからProfile Managementをアンインストールします。開始す
る前に、コンピューターの管理者であることを確認してください。

データ損失を避けるため、すべてのユーザーがログオフしていることを確認してください。

プログラムと機能のインストール済みプログラムの一覧から、Profile Managementを選択
し、アンインストールをクリックします。

はいをクリックします。

コンピューターを再起動します。

Profile Managementは、サイレントモードでアンインストールすることもできます。

（オプション）ADMXテンプレートファイルをグループポリシーに追加
する
グループポリシーを使用してProfile Managementを構成する方法に応じて、ADMXテンプレート
ファイルをドメインコントローラーまたはコンピューターに追加します。

OU内のコンピューターに対してProfile Managementを一元的に構成するには、ADMXテンプ
レートファイルをすべてのドメインコントローラーに追加します。

各コンピューターに対してProfile Managementを個別に構成するには、ADMXテンプレート
ファイルをそのコンピューターに追加します。
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2.

インストールパッケージから以下のファイルをコピーし、ドメインコントローラーまたはコン
ピューターの場所に貼り付けます。詳細な手順については、次の表を参照してください。

ファイル名 元の場所（インストールパッ
ケージ）

コピー先（ドメインコントロー
ラーまたはコンピューター）

CitrixBase.adml \Group Policy 

Templates\CitrixBase

C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns\<language> （例： C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns\en-US ）

CitrixBase.admx \Group Policy 

Templates\CitrixBase

C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns

ctxprofile.adml \Group Policy 

Templates\<language>  (例: 
\Group Policy 

Templates\en )

C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns\<language>  (例: C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns\en-US )

ctxprofile.admx \Group Policy 

Templates\<language>  (例: 
\Group Policy 

Templates\en )

C:

\Windows\PolicyDefinitio

ns

ADMXテンプレートファイルの詳細については、こちらのMicrosoftの記事を参照してください。

GPOを使用してProfile Managementポリシーを構成する

ADMXファイルをドメインコントローラーに追加したら、以下の手順に従ってProfile Management

ポリシーを表示および構成します。

ドメインコントローラーで、Active Directoryユーザーとコンピューターを開きます。Profile 

Managementがインストールされているコンピューターを含むOUを特定します。

グループポリシーの管理を開き、OUを右クリックして、このドメインにGPOを作成し、ここ
にリンクを選択し、GPOを作成します。

注:

https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/desktop/policy/admx-schema
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•

GPOにセキュリティフィルターを適用する場合は、認証済みユーザーグループまたはコ
ンピューターグループを使用してください。個々のユーザーのみを含むセキュリティグ
ループは使用しないでください。

グループポリシーオブジェクトから、新しく作成したGPOを右クリックし、編集を選択しま
す。グループポリシー管理エディターウィンドウが表示されます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート > Citrix Components > Profile 

Managementを選択します。すべてのProfile Managementポリシーが表示されます。

必要に応じてProfile Managementを構成します。

ローカルGPOでProfile Managementをテストする
本番環境にProfile Managementを展開する前に、テスト環境をセットアップすることをお勧めし
ます。設定をドメインのグループポリシーオブジェクト (GPO) に転送するための、完全にサポー
トされたより簡単な方法は、マシンへのローカルインストールに基づいています。

一般的なワークフローは次のとおりです。

マシンにProfile Managementをインストールします。

構成の決定に記載されている質問への回答に基づいて、ローカルGPOでProfile Managementポ
リシーを構成します。

Profile Managementを有効にする。

ログオンおよびログオフの動作をテストします。

満足のいく結果が得られるまで、ローカルGPO設定を調整します。

概要
マシンが本番OUのメンバーである場合、ローカルGPOを使用してProfile Managementを安全にテ
ストできます。ローカルGPOポリシーは、OUおよびドメインのポリシーが利用できない場合に有
効になります。ローカルGPOを使用する場合は、他の場所（たとえば、ドメインやサイトなど）
でProfile Management GPOが使用されていないことを確認してください。

ドメインGPOを使用してグループポリシーを構成できない場合、ローカルGPOを長期的なソ
リューションとして使用できます。ただし、この方法では、環境に次のような複雑さが生じます。

各マシンには、Profile Management ADMXファイルがインストールされている必要がありま
す。
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ドメインユーザーは、複数のマシンにアクセスする際に設定を維持できない可能性がありま
す。

重要:

ローカルGPOを長期的なエンタープライズソリューションとして使用することはお勧めしま
せん。

ユーザーエクスペリエンスをテストする
プロファイルソリューションを実装する際は、ユーザーがさまざまなマシンからリソースにアク
セスする際のユーザーエクスペリエンスの違いを最小限に抑える必要があります。

ユーザーのレジストリとファイルは、物理マシン、プロファイル構成、およびオペレーティング
システムによって異なる場合があります。したがって、ユーザーがローミングするマシン上のシス
テムインストールの違いに対処するようにProfile Managementを構成する必要があります。

そのためには、本番環境を模倣する方法でリソースへのユーザーアクセスを確認します。これらの
リソースには、以下が含まれる場合があります。

ローカルにインストールされたアプリケーションを持つマシン

ストリーミングされたアプリケーションまたはローカルにインストールされたアプリケーショ
ンを含む仮想デスクトップ

仮想アプリサーバーで公開されているか、そこからストリーミングされている仮想アプリ

ターミナルサービスクライアント

オペレーティングシステムのバリエーションをテストする
ユーザーは異なるオペレーティングシステムからアプリケーションにアクセスする場合がありま
す。それらの間のバリエーションは、単一のユーザープロファイル内で競合する設定を作成する可
能性があります。

詳細については、プロファイルバージョンを参照してください。

ユーザーストアを作成する
この記事では、組織に最適な方法でユーザーストアを作成するのに役立ちます。ここにある情報を
確認するだけでなく、ユーザーストアへのパスを可能な限り効率的に構成するようにしてくださ
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い。たとえば、変数を適切に使用してパスを構成します。この件に関するアドバイスと例について
は、「ユーザーストアへのパスを指定する」を参照してください。

ユーザーストアは、Citrix®ユーザープロファイルを保存するための中央のネットワークロケー
ションです。

ユーザーストアには、任意のServer Message Block (SMB)またはCommon Internet File System 

(CIFS)ファイル共有を使用できます。ベストプラクティスは、次のことを確認することです。

共有が、Citrixユーザープロファイルで使用されるアカウントからアクセス可能であること。

共有が、プロファイルデータを保存するのに十分な大きさであること。

共有が、ディスクまたはネットワーク障害の場合に堅牢であること。

この図は、リダイレクトされたフォルダーアイテムのストレージ、クロスプラットフォーム設定ス
トア（別のファイルサーバー上）、およびMicrosoft Officeを実行しているWindows 11仮想デスク
トップ（Citrix Virtual Desktops™で公開）に関連するユーザーストアの例を示しています。仮想デ
スクトップにアクセスするユーザーデバイスも参照用に示されています。

安全なユーザーストアの作成に関する推奨事項は、Microsoft TechNet Webサイトの「移動ユー
ザープロファイル用のファイル共有を作成する」という記事で入手できます。これらの最小限の
推奨事項は、基本的な操作に対して高いレベルのセキュリティを保証します。また、ユーザースト
アへのアクセスを構成する際には、Citrixユーザープロファイルを変更または削除するために必要
なAdministratorsグループを含めてください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles#step-3-create-a-file-share-for-roaming-user-profiles
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展開に複数のプラットフォームが含まれる場合は、「複数のプラットフォームの計画」でバー
ジョン1およびバージョン2のプロファイルタイプに関する情報を確認してください。ユーザース
トアの構造については、「Profile Managementのアーキテクチャ」を参照してください。

**注：**アプリケーションがユーザープロファイル内のファイルのアクセス制御リスト (ACL) を変
更しても、Profile Managementはその変更をユーザーストアに複製しません。この動作は、
Windowsの移動プロファイルと一貫しています。

このビデオを見て詳細を確認する:

https://share.vidyard.com/watch/pFRbRBdE4GaFwmkuP6ZfvK?
https://share.vidyard.com/watch/pFRbRBdE4GaFwmkuP6ZfvK?
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アップグレードと移行

Profile Management のアップグレード
この記事では、Active Directory を使用して Profile Management の展開をアップグレードする方法
について説明します。

重要: このアップグレードプロセスでは、手順の順序に従うことが重要です。新しい .adm また
は .admx ファイルをグループポリシーに追加した後にのみ、すべてのコンピューターでソフト
ウェアをアップグレードしてください。事前にアップグレードすると、ログファイルが2つの場所
に保存される可能性があります。1つは古いバージョンのログファイルを含み、もう1つは新しい
バージョンのファイルを含みます。この考慮事項は、特に Citrix virtual desktops™ の展開に影響
します。

スケジュールされたメンテナンス期間中にアップグレードすることも重要です。または、Active 

Directory のレプリケーションによって変更が展開全体に伝播できるときにアップグレードしてく
ださい。通常、アップグレードには最大24時間かかる場合があります。

アップグレードプロセスには以下が含まれます。

グループポリシーオブジェクト (GPO) を作成し、新しい .adm または .admx ファイルを新し
い GPO に追加する

\- または -

この記事の後半で説明するように、既存の .adm または .admx ファイルをアップグレードす
る。

この記事の後半で説明するように、すべてのコンピューターで .msi ファイルをアップグレー
ドする。

GPO を適用する。

既存の .adm ファイルをアップグレードするには
以前のバージョンの Profile Management .adm ファイルがグループポリシーに存在する場合、以
下の手順を使用してアップグレードできます。アップグレード時に、以前のバージョンのすべての
ポリシー設定が保持されます。
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ドメインコントローラーで、次のいずれかを実行します。

既存の .adm ファイルをインポートします。このファイルは、ダウンロードパッケージの
GPO\_Templates フォルダーにあります。

ダウンロードパッケージの GPO\_Templates フォルダーから .admx ファイルを C:

\Windows\PolicyDefinitions  フォルダーにコピーし、.adml ファイルを C:

\Windows\PolicyDefinitions\<localized  フォルダー\>にコピーします。たとえば、英
語のオペレーティングシステムでは、\&lt;localized folder\> は en-US です。

Profile Management を構成するために使用するコンピューターで、グループポリシーオブジェ
クトエディターを開きます。

グループポリシーオブジェクトエディターで、管理用テンプレートを右クリックし、テンプ
レートの追加と削除を選択します。

既存のバージョンの Profile Management .adm ファイル（例: ctxprofile5.4.1）を選択し、削除
をクリックしてから閉じるをクリックします。管理用テンプレート\\Citrix フォルダーが削除さ
れます。

管理用テンプレートを右クリックし、もう一度テンプレートの追加と削除を選択します。

追加をクリックし、新しいバージョンの .adm または .admx ファイルの場所（例: 

ctxprofile5.5.0）を参照して選択し、閉じるをクリックします。新しいファイルがインポートさ
れますが、古い設定は保持されます。

.msi ファイルをアップグレードするには
すべてのユーザーデバイスに同じバージョンの Profile Management をインストールし、その同じ
バージョンの .adm または .admx ファイルをすべてのドメインコントローラーの各グループポリ
シーオブジェクトに追加することをお勧めします。これにより、異なるユーザープロファイルスト
ア構造（異なるバージョンからのもの）が存在する場合に発生する可能性のあるプロファイル
データの破損を防ぐことができます。

新しい設定を有効にする前に、すべてのコンピューターを最新バージョンの Profile Management 

にアップグレードすることをお勧めします。使用しているバージョンで設定が新しいかどうかを
確認するには、「Profile Management ポリシー」を参照してください。

アップグレードするコンピューターからすべてのユーザーがログオフしていることを確認して
ください。

各コンピューターで .msi ファイルを実行して、既存のバージョンに新しいバージョンの
Profile Management をインストールします。詳細については、「インストールとセットアップ
」を参照してください。



プロファイル管理 2209 

70

•

•

•

•

•

•

.ini ファイルをアップグレードするには
以前のバージョンの Profile Management で .ini ファイルを編集し、新しいバージョンにアップグ
レードします。ソフトウェアはファイルが編集されたことを検出し、デフォルトでは上書きしま
せん。既存の .ini ファイル設定を保持し、新しいバージョンの新しい設定を使用するには、次のい
ずれかを実行する必要があります。

新しいバージョンの .ini ファイルから新しい設定を、既存の編集済み .ini ファイルに手動で追
加します。

既存の編集済みバージョンの .ini ファイルのコピーを保存します。アップグレード中にファイ
ルを強制的に上書きするには、OVERWRITEINIFILES=yes コマンドラインオプションを使用
します。保存した設定をアップグレードされた .ini ファイルに追加します。例:

msiexec /i <path to the MSI file\> /quiet [INSTALLDIR=<installation 

directory>] [OVERWRITEINIFILES=yes] [INSTALLPOLICYINIFILES=no]

注

HDX™ を介して Profile Management ポリシーを構成するには、次の操作を行う必要があり
ます。

Delivery Controller をアップグレードしてください。これは、HDX が XenApp および
XenDesktop のレイアウト image-full\x64\Citrix Desktop Delivery Controller

にある UserProfileManager\_PowerShellSnapIn.msi ファイルから Profile Management 

ポリシー設定を読み取るためです。

Profile Management の最新バージョンを入手するには、VDA をアップグレードしてくだ
さい。

その他のリソース

Profile Management ポリシー

インストールとセットアップ



プロファイル管理 2209 

71

1.

2.

3.

 

構成

構成の優先順位
グループポリシーと.iniファイルを使用してプロファイル管理を構成できます。構成設定は次のよ
うに適用されます。

グループポリシーで定義された設定が優先されます。ポリシー設定が未構成に設定されている
場合にのみ、.iniファイルが照会されます。

注： 組織単位内のサイトやドメインにグループポリシーオブジェクトを選択的に適用する場
合、さらに優先順位が適用されます。「グループポリシー：フィルタリングとアクセス許可」
を参照してください。ドメインおよびOUグループポリシーは、ローカルポリシーよりも優先
されます。

設定がポリシーによって定義されていない場合、プロファイル管理は.iniファイルから設定を読
み取ろうとします。

設定がグループポリシーまたは.iniファイルで構成されていない場合、デフォルト設定が使用さ
れます。

グループポリシーと.iniファイルで同じ設定を異なる方法で構成したい場合があります。たとえ
ば、グループポリシー設定でデフォルトのログ記録を有効にし、トラブルシューティングに使用
するコンピューターでは.iniファイルを使用して詳細なログ記録を有効にする場合などです。

Profile Management .ini ファイルについて

デフォルト構成
Profile Management には、.ini ファイルに保存されているデフォルト構成が付属しています。この
ファイルは、Profile Management Service が認識できるようにインストールフォルダーにある必要
があります。デフォルト構成は、ほとんどの環境に適しています。すべてのグループのすべての
ユーザーのプロファイルを処理します。

Windows XP または Windows Server 2003 で実行されている Profile Management の非英語展開が
ある場合は、UPMPolicyDefaults\_all.ini を使用して、.ini ファイルの適切な言語バージョンを作成
する必要があります。このファイルのコピーを言語を反映するように名前変更し（たとえば、スペ

https://social.technet.microsoft.com/wiki/contents/articles/51876.group-policy-filtering-and-permission.aspx
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イン語の場合は UPMPolicyDefaults\_all\_es.ini）、フォルダー名をローカライズします。次のファ
イル名を使用します。

フランス語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_fr.ini

ドイツ語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_de.ini

スペイン語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_es.ini

日本語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_ja.ini

簡体字中国語オペレーティングシステムの場合、UPMPolicyDefaults\_all\_zh-CN.ini

.ini ファイルの変更

.ini ファイルにエントリを追加する場合は、変数と値が正しい形式であることを確認してくださ
い。

フラグ（オン/オフインジケーター）は次の形式である必要があります。

<variable>=<value>

値が 1 の場合は設定が有効になり、その他の値または値がない場合は無効になります。たとえ
ば、次のエントリは ServiceActive  設定を有効にします。

ServiceActive=1

次のいずれかのエントリは、設定を無効にします。

ServiceActive=ON

ServiceActive=OFF

ServiceActive=TRUE

ServiceActive=FALSE

ServiceActive=

リストエントリは次の形式である必要があります。

<value>=



プロファイル管理 2209 

73

1.

2.

3.

4.

•

•

•

以下のエントリは、同期するMicrosoft Officeファイルを指定します。

[SyncFileList]

AppData\Local\Microsoft\Office\*.OfficeUI

グループポリシー設定への変更は、ターゲットコンピューターで手動または自動のポリシー更新
が行われたときに有効になります。.iniファイルへの変更は、推奨されるコマンド gpupdate /

force を発行したときに有効になります。または、ターゲットコンピューターでProfile 

Management Serviceを再起動したときに変更が有効になります。

競合するプロファイルを解決する
既存の展開にProfile Managementを追加すると、ローカルのWindowsユーザープロファイルと
Citrix®ユーザープロファイル（ユーザーストア内）の間で競合が発生する可能性があります。この
シナリオでは、ローカルのWindowsプロファイル内のデータがどのように管理されるかを決定す
る必要があります。

Profile Managementで、「プロファイル処理」フォルダーを開きます。

ローカルプロファイルの競合処理ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

ローカルプロファイルを使用する。Profile ManagementはローカルのWindowsユーザープ
ロファイルを処理しますが、一切変更しません。

ローカルプロファイルを削除する。Profile ManagementはローカルのWindowsユーザープ
ロファイルを削除し、その後ユーザーストアからCitrixユーザープロファイルをインポート
します。

ローカルプロファイルの名前を変更する。Profile ManagementはローカルのWindowsユー
ザープロファイルの名前を変更し（バックアップ目的で）、その後ユーザーストアから
Citrixユーザープロファイルをインポートします。

ここでローカルプロファイルの競合処理が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されま
す。この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、既存のローカルプロファイルが
使用されます。
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変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

プロファイル管理を有効にする
既定では、展開を容易にするため、プロファイル管理はログオンまたはログオフを処理しませ
ん。プロファイル管理は、他のすべてのセットアップタスクを実行し、Citrix®ユーザープロファイ
ルが環境でどのように動作するかをテストした後でのみ有効にしてください。

グループポリシーを使用してプロファイル管理を有効にするには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > 

Citrix コンポーネント > Profile Managementで、プロファイル管理を有効にするポリシーを
ダブルクリックします。

有効を選択します。

UPMPolicyDefaults_all.iniファイルを使用してプロファイル管理を有効にすることもできます。こ
れを行うには、次の手順に従います。

プロファイル管理がインストールされているマシンで、 C:\Program Files\Citrix\User 

Profile Manager\UPMPolicyDefaults_all.ini に移動します。

UPMPolicyDefaults_all.iniをメモ帳で開きます。

構成を編集して、特定の要件を反映させます。

この設定がグループポリシーで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設
定がグループポリシーまたは.iniファイルのいずれでも構成されていない場合、プロファイル管理
はWindowsユーザープロファイルを一切処理しません。

プロファイル管理は、次の方法でも有効にできます。

Citrix Studio。Citrix Studioを使用してプロファイル管理を有効にする手順については、
Knowledge Centerの記事CTX222893を参照してください。

Workspace Environment Management (WEM)。WEMを使用してプロファイル管理を有効にす
る手順については、Knowledge Centerの記事CTX229258を参照してください。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているとおりに、コマンドプロンプ
トから gpupdate /force コマンドを実行します。

https://support.citrix.com/article/CTX222893
https://support.citrix.com/article/CTX229258
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このビデオを見て、詳細を確認する:

テンプレートまたは強制プロファイルを指定する
デフォルトでは、新しいCitrix®ユーザープロファイルは、ユーザーが最初にログオンしたコン
ピューターのデフォルトユーザープロファイルから作成されます。Profile Managementは、プロ
ファイル作成時に、代わりに一元的に保存されたテンプレートを使用できます。テンプレートは、
任意のネットワークファイル共有に存在する標準の移動プロファイル、ローカルプロファイル、
または強制プロファイルにすることができます。

異なるデバイスのデフォルトユーザープロファイルにばらつきがあると、ユーザー用に作成される
ベースプロファイルに違いが生じます。テンプレートプロファイルの選択は、グローバルデフォル
トユーザープロファイルと見なすことができます。

前提条件：

テンプレートプロファイルにユーザー固有のデータが含まれていないことを確認します

ユーザーがテンプレートプロファイルへの読み取りアクセス権を持っていることを確認します

強制プロファイルをテンプレートプロファイルに変換するには、ファイルNTUSER.MANの名
前をNTUSER.DATに変更します

テンプレートプロファイルのNTUSER.DATからSACLを削除します

既存のMicrosoftプロファイルをカスタマイズしてテンプレートプロファイルを作成する方法につ
いては、 <https://support.microsoft.com/kb/959753> および <https://

support.microsoft.com/kb/973289> を参照してください。

Profile Managementで、フォルダーを開きます。

テンプレートプロファイルポリシーをダブルクリックします。

を選択します。

テンプレートプロファイルへのパスで、テンプレートまたは強制プロファイルとして使用する
プロファイルの場所を入力します。このパスは、NTUSER.DATレジストリファイルと、テンプ
レートに必要なその他のフォルダーおよびファイルを含むフォルダーへの完全なパスです。

重要：パスがNTUSER.DATのみで構成されている場合、パスにファイル名を含めないでくだ
さい。たとえば、ファイル \\myservername\myprofiles\template\ntuser.dat の場合、
場所を \\myservername\myprofiles\template として設定します。

https://share.vidyard.com/watch/WcDAoaHvpGT5rj7MBefunu?
https://share.vidyard.com/watch/WcDAoaHvpGT5rj7MBefunu?
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絶対パスを使用します。絶対パスは、UNCパスまたはローカルマシン上のパスのいずれかで
す。後者は、たとえば、Citrix Provisioning™ Servicesイメージ上にテンプレートプロファイル
を永続的に指定するために使用できます。相対パスはサポートされていません。

このポリシーは、Active Directory属性、システム環境変数、または %USERNAME% およ
び %USERDOMAIN% 変数の展開をサポートしていません。

オプションで、既存のWindowsユーザープロファイルを上書きするためのチェックボックスを
選択します。ユーザーにCitrixユーザープロファイルがないが、ローカルまたはローミング
Windowsユーザープロファイルが存在する場合、デフォルトではローカルプロファイルが使用
されます。そして、これが無効になっていない場合、このファイルはユーザーストアに移行さ
れます。テンプレートプロファイルがローカルプロファイルを上書きするまたはテンプレート
プロファイルがローミングプロファイルを上書きするチェックボックスを有効にすることで、
設定を変更できます。また、テンプレートをCitrix強制プロファイルとして識別します。
Windows強制プロファイルと同様に、Citrix強制プロファイルに変更を保存することはできま
せん。

ここでテンプレートプロファイルが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。こ
の設定がここまたは.iniファイルで構成されていない場合、テンプレートまたは強制プロファイル
は使用されません。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

移行ポリシーの選択
Profile Managementが有効になった後、ユーザーが初めてログオンするとき、そのユーザーの
Citrix®ユーザープロファイルは存在しません。しかし、ログオン中に既存のWindowsユーザープ
ロファイルを「オンザフライ」で移行できます。どの既存のプロファイル（ローミング、ローカ
ル、またはその両方）をコピーして、その後のすべての処理で使用するかを決定します。

移行戦略の計画の詳細については、「プロファイルの移行または作成」を参照してください。さ
らに、既存のプロファイルを移行するためのシステム要件については、「システム要件」で確認
してください。

Profile Managementで、フォルダーを開きます。

ポリシーをダブルクリックします。

を選択します。

ドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。
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ローカル。ローカルプロファイルを移行する場合は、この設定を使用します。

ローカルおよびローミング。ローカルプロファイルとローミングプロファイル（以前は
ターミナルサービスプロファイルとして知られていたリモートデスクトップサービスプロ
ファイルを含む）を移行する場合は、この設定を使用します。

ローミング。ローミングプロファイルまたはリモートデスクトップサービスプロファイル
を移行する場合は、この設定を使用します。

既存のプロファイルの移行がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。こ
の設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、既存のローカルプロファイルとローミ
ングプロファイルが移行されます。この設定が無効になっている場合、プロファイルは移行され
ません。この設定が無効になっており、ユーザーストアにCitrixユーザープロファイルが存在しな
い場合、Profile Managementが設定されていない場合と同様に、プロファイルを作成するための
既存のWindowsメカニズムが使用されます。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

項目を含める/除外する
この記事では、Profile Management がユーザープロファイルから項目を含めたり除外したりする
ために使用するプロセスについて説明します。ユーザーのログオンおよびログオフエクスペリエン
スを向上させるために、デフォルトの包含リストまたは除外リストを変更することを決定した場
合は、このプロセスを理解していることを確認してください。この変更が必要かどうかを判断す
るには、「使用中のアプリケーション」を参照してください。

たとえば、Microsoft Word は高度にカスタマイズ可能で頻繁に使用されるアプリケーションであ
り、アクセス方法に関わらずローミングユーザーに同じエクスペリエンスを提供する必要があるた
め、含めることができます。逆に、一部のグループではめったに使用されないエンタープライズア
プリケーションは、ログオンおよびログオフのたびにプロファイルデータをダウンロードする必
要がないため、除外することができます。

デフォルトでは、ローカルプロファイル内のすべてのファイルとフォルダーはユーザーストアと同
期されます。同期したくないファイルやフォルダーは、除外リストに追加することで指定できま
す。フォルダーを除外した場合でも、同期したいサブフォルダーは包含リストに追加することで
指定できます。

含めることができるものと除外できるもの:

プロファイル内に含まれるファイルとフォルダー。



プロファイル管理 2209 

78

• 個人設定を保存するHKCUハイブのレジストリエントリ。HKLMハイブのエントリはデフォル
トでは処理されず、そのように構成することもできません。

項目を含める/除外する前に
ユーザープロファイルの内容を調整する前に、組み込みのWindowsパフォーマンスモニター
（Perfmon）カウンターのセットを使用することを検討してください。これらはプロファイルの動
作に関する洞察を提供します。利用可能なカウンターには、プロファイルサイズとローカルコン
ピューターでCitrix®ユーザープロファイルを作成するのにかかる時間の測定値が含まれます。

プロファイルをローカル（Profile Managementを実行するコンピューター上）にキャッシュする
かどうかを決定する必要がある場合があります。この決定に影響する要因には、展開内のCitrix製
品、ローカルコンピューター上の利用可能なスペース、および展開内のユーザー数があります。

ファイルとフォルダー
包含および除外されるすべてのフォルダー名は言語固有です。ただし、ユーザーストア内のフォル
ダー名は、オペレーティングシステムの言語に依存しない形式です。

オペレーティングシステムによってローカルとして扱われるディスク上のファイルまたはフォル
ダーを同期できます。ネットワークマップドライブ上のファイルまたはフォルダーは同期できま
せん。

レジストリ
既存のユーザーの場合、HKCUハイブ全体がユーザーストアにコピーされます。新規ユーザーの場
合、Microsoftのローカル、ローミング、デフォルト、またはテンプレートプロファイルのハイブ
がコピーされます。ユーザーストアに変更が加えられると、包含が追加され、除外がハイブから削
除されます。

不要なキーを含むテンプレートプロファイルがある場合は、SepagoのProfile Nurseなどのツール
を使用して、それらをユーザーストアから削除します。

除外について
除外はログオン時ではなくログオフ時に処理されます。これらはユーザーストアからデータを削除
するのではなく、新しいデータが書き込まれるのを防ぎます。

デフォルトの除外を除いて、通常、Profile Managementを初めて展開するときに項目を除外する
必要はありません。その後、アプリケーションのパフォーマンスを追跡し、ユーザーからフィー
ドバックを収集するにつれて、複数のアプリケーションの設定が競合する場合や、不要な設定の
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収集によりユーザーのNTUSER.DATファイルが大きくなった場合に、項目を除外する必要が生じ
る可能性があります。

リダイレクトされたフォルダーを除外として追加しないでください。

重要: Citrixでは、 AppData\LocalLow フォルダーを同期から除外することを推奨しています。デ
フォルトの構成では、除外リストにすでに AppData\LocalLow が含まれています。さらに、
AppData\Local フォルダーから部分的なコンテンツを除外することもできます。
AppData\LocalLow または AppData\Local を除外しない場合、大量のデータがネットワーク経

由で転送され、ユーザーはログオンの遅延を経験する可能性があります。これらのフォルダー
は、標準のWindowsローミングプロファイルでは同期されません。

含めるルールと除外するルール
Profile Managementがファイル、フォルダー、およびレジストリキーを含めたり除外したりする
際に、以下のルールが使用されます。

すべての項目はデフォルトで含まれます

同じパスが含める項目と除外する項目の両方として構成されている場合、含める項目が優先さ
れます

同じフォルダー内では、含める項目が除外する項目よりも優先されます

フォルダー階層の上位にある除外項目よりも、含める項目が優先されます

フォルダー階層の上位にある含める項目よりも、除外項目が優先されます

これらのルールにより、合理的で直感的な動作が実現されます。すべての項目はデフォルトで含ま
れます。この出発点から、最上位の例外を除外として構成し、次に最上位の例外に対するより深
い例外を含める項目として構成するといったことが可能です。

デフォルトの包含と除外
このトピックでは、Profile Managementが処理に含めるデフォルトの項目と、処理から除外する
デフォルトの項目について説明します。展開内のアプリケーションによっては、追加の（デフォル
ト以外の）項目が必要になる場合があります。含めるべき追加項目または除外すべき追加項目を判
断するには、「使用中のアプリケーション」を参照してください。

重要：.iniファイルではなくグループポリシーを使用する場合（または、.iniファイルでのテストが
成功した後でグループポリシー展開を展開する場合）、インストールされている.iniファイルとは
異なり、.admまたは.admxファイルではデフォルトで項目が包含または除外されません。デフォ
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ルトの項目は手動でファイルに追加する必要があります。これらの項目は、このトピックの表に
示されています。以下に注意してください。

Profile Managementポリシーを使用して、.iniファイルおよび.admまたは.admxファイルの設定
名をマッピングし、Profile Management変数（例：\!ctx\_internetcache\!）がどのように展開さ
れるかを理解してください。

.iniファイルから包含と除外を貼り付ける際は、各項目の末尾の「=」（等号）を削除してくだ
さい。

包含と除外の先頭にバックスラッシュを追加しないでください。

レジストリ包含リスト

デフォルト値

空

レジストリ除外リスト

デフォルト値

Software\Microsoft\AppV\Client\Integration=

Software\Microsoft\AppV\Client\Publishing=

Software\Microsoft\Speech_OneCore=

注: Microsoft App-V を使用している場合、この除外は正しくなく、 プロファイル管理と App-V に
記載されているように、異なる除外が必要です。

フォルダー包含リスト

デフォルト値

空

プロファイル内のすべてのフォルダーは、デフォルトで含まれます。

フォルダー除外リスト

この表のフォルダーは同期から除外されます。
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デフォルト値

!ctx_internetcache!=

\\!ctx_localappdata!\Google\Chrome\User Data\Default\Cache=

\\!ctx_localappdata!\Google\Chrome\User Data\Default\Cached Theme Images=

\\!ctx_localappdata!\Google\Chrome\User Data\Default\JumpListIcons=

\\!ctx_localappdata!\Google\Chrome\User Data\Default\JumpListIconsOld=

\\!ctx_localappdata!\GroupPolicy=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\AppV=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Messenger=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Office\15.0\Lync\Tracing=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\OneNote=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Outlook=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Terminal Server Client=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\UEV=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows Live=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows Live Contacts=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\Application Shortcuts=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\Burn=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\CD Burning=

\\!ctx_localappdata!\Microsoft\Windows\Notifications=

\\!ctx_localappdata!\Packages=

\\!ctx_localappdata!\Sun=
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デフォルト値

\\!ctx_localappdata!\Windows Live=

\\!ctx_localsettings!\Temp=

\\!ctx_roamingappdata!\Microsoft\AppV\Client\Catalog=

\\!ctx_roamingappdata!\Sun\Java\Deployment\cache=

\\!ctx_roamingappdata!\Sun\Java\Deployment\log=

\\!ctx_roamingappdata!\Sun\Java\Deployment\tmp=

$Recycle.Bin=

AppData\LocalLow=

トレース=

ファイル包含リスト

デフォルト値

<空>

プロファイル内のすべてのファイルは、デフォルトで含まれます。

ファイル除外リスト

デフォルト値

<空>

プロファイル内のファイルは、デフォルトでは除外されません。

項目を含める/除外する
前提条件として、含める項目と除外する項目の動作を理解していることを確認してください。詳細
については、「項目を含める/除外する」を参照してください。デフォルトで含められる項目と除
外される項目については、「デフォルトで含められる項目と除外される項目」を参照してくださ
い。
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項目を含めたり除外したりする際に、複数のエントリを区切るにはEnterキーを使用します。

項目を除外するには

Profile Management \> レジストリで、除外リストポリシーをクリックします。

有効を選択します。

表示をクリックし、ログオフ時にProfile Managementで同期させたくない HKCU ハイブ内のレ
ジストリキーを追加します。例: Software\Policies 。

Profile Management \> ファイルシステムで、除外リスト - ディレクトリポリシーをダブルク
リックします。

有効を選択します。

表示をクリックし、Profile Managementで同期させたくないフォルダーを追加します。

次の点に注意してください。

ユーザープロファイル (%USERPROFILE%) に対する相対パスを使用してフォルダーを指
定し、パスの先頭のバックスラッシュは省略します。

プロファイルの場所を特定するには、変数 %USERPROFILE% を使用します。ただし、この
ポリシーに変数自体を入力しないでください。

Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードがサポートされています
が、再帰的には適用されません。

例:

Desktop . Desktop  フォルダーを同期しません。

MyApp\tmp . %USERPROFILE%\MyApp\tmp  フォルダーを同期しません。

Profile Management \> ファイルシステムで、除外リスト - ファイルポリシーをダブルクリッ
クします。

有効を選択します。

表示をクリックし、Profile Management で同期したくないファイルを追加します。

次の点に注意してください。

ユーザープロファイル (%USERPROFILE%) を基準としたパスでファイル名を指定しま
す。このポリシーには変数 (%USERPROFILE%) を入力しないでください。
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ファイル名でのワイルドカードはサポートされており、再帰的に適用されます。Profile 

Management 7.15 以降では、垂直バー ( | ) を使用して、ポリシーを現在のフォルダーの
みに制限できます。

Profile Management 2112 以降では、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされて
いますが、再帰的には適用されません。

例:

Desktop\Desktop.ini . Desktop  フォルダー内の Desktop.ini  を無視します。

AppData&ast;.tmp . AppData  フォルダーとそのサブフォルダー内の .tmp  拡張子
を持つすべてのファイルを無視します。

AppData&ast;.tmp| . AppData  フォルダー内の .tmp  拡張子を持つファイルのみ
を無視します。

Downloads&ast;\a.txt . Downloads  フォルダーの直下のサブフォルダー内の 

a.txt  を無視します。

除外リストが無効になっている場合、レジストリキーは除外されません。この設定がここで構成
されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。この設定がここでも .ini ファイルでも構成
されていない場合、レジストリキーは除外されません。

「除外リスト - ディレクトリ」が無効になっている場合、フォルダは除外されません。この設定が
ここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定がここでも.iniファイル
でも構成されていない場合、フォルダは除外されません。

「除外リスト - ファイル」が無効になっている場合、ファイルは除外されません。この設定がここ
で構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定がここでも.iniファイルでも
構成されていない場合、ファイルは除外されません。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

アイテムを含めるには

ヒント:

特定のトップレベルフォルダを含めることができます。共同作業環境では、この手順には、
重要なフォルダを他の管理者に通知するという利点があります。
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Profile Management \> Registry の下で、Inclusion list ポリシーをダブルクリックします。

有効 を選択します。

表示 をクリックし、Profile Managementがログオフ時に処理するようにしたい、
HKEY\_CURRENT\_USER ハイブ内のプロファイル関連のレジストリキーを追加します。例: 

Software\Adobe 。

Profile Management \> File system \> Synchronization の下で、Directories to 

synchronize ポリシーをダブルクリックします。

有効 を選択します。

表示 をクリックし、除外されたフォルダ内にあるが、Profile Managementに同期させたい
フォルダを追加します。例: Desktop\exclude\include は、フォルダ Desktop\exclude が
同期されていない場合でも、 include サブフォルダが同期されるようにします。

次の点に注意してください。

ユーザープロファイルに対する相対パスを使用してフォルダを指定します。

Profile Management 2112以降、フォルダ名でのワイルドカードがサポートされています
が、再帰的には適用されません。

Profile Management \> File system \> Synchronization で、Files to synchronizeポリシー
をダブルクリックします。

有効を選択します。

表示をクリックし、除外されたフォルダー内にあるが、Profile Managementで同期させたい
ファイルを追加します。

次の点に注意してください。

ユーザープロファイルに対する相対パスでファイルを指定します。

ファイル名でのワイルドカードはサポートされており、再帰的に適用されます。ただし、
ワイルドカードをネストすることはできません。Profile Management 7.15以降では、垂直
バー ( | ) を使用して、ポリシーを現在のフォルダーのみに制限し、サブフォルダーに適
用されないようにすることができます。

Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされています
が、再帰的には適用されません。

例：

AppData\Local\Microsoft\Office\Access.qat 。デフォルト構成で除外されてい
るフォルダー内のファイルを指定します。
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AppData\Local\MyApp&ast;.cfg 。 AppData\Local\MyApp フォルダーとそのサブ
フォルダーにある、 .cfg 拡張子を持つすべてのファイルを指定します。

Downloads&ast;\a.txt 。 Downloads フォルダーの直下のサブフォルダーにある
a.txt を指定します。

Profile Managementは、インストールされているシステムとユーザーストアの間で、各
ユーザーのプロファイル全体を同期します。このリストにファイルを追加して、ユーザー
プロファイルに含める必要はありません。

ここで包含リストが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定がここで
も.iniファイルでも構成されていない場合、HKEY\_CURRENT\_USERハイブ全体が処理されま
す。

ここで同期するディレクトリが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設
定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ユーザープロファイル内の除外されていな
いフォルダーのみが同期されます。この設定を無効にすると、有効にして空のリストを構成した
場合と同じ効果があります。

ここで同期するファイルが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定が
ここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ユーザープロファイル内の除外されていない
ファイルのみが同期されます。この設定を無効にすると、有効にして空のリストを構成した場合
と同じ効果があります。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているとおり、コマンドプロンプト
から gpupdate /force  コマンドを実行します。

ワイルドカードを使用する
ファイルやフォルダーを参照するポリシーでは、疑問符 ( ? ) やアスタリスク ( * ) などのDOS形
式のワイルドカード文字を使用できます。例としては、ファイルの包含/除外リストやフォルダー
の包含/除外リストがあります。疑問符 ( ? ) は1文字に一致します。アスタリスク ( * ) は0文字以
上の文字に一致します。

Profile Management 7.15以降では、縦棒 ( | ) を使用して、ポリシーを現在のフォルダーのみに制
限できます。

次の点に注意してください。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に機能しますが、フォルダー名内のワイルドカードは
機能しません。ワイルドカードを使用する場合は、有効なパスを指定してください。
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ワイルドカードをサポートするポリシーは、環境変数やActive Directory属性の使用など、他の
種類の変数をサポートしていません。レジストリエントリを参照するポリシーでは、ワイルド
カードを使用できません。

例

ワイルドカード <path name>\h*.txt  はhouse.txt、h.txt、およびhouse.txt.txtに一致しますが、
ah.txtには一致しません。

ワイルドカード <path name>\a?c.txt  はabc.txtに一致しますが、ac.txtには一致しません。

ワイルドカード <path name>\a?c*d.txt  はabcd.txtおよびabccd.txtに一致しますが、acd.txtに
は一致しません。

プロファイルのルートフォルダーでポリシーを構成する:

*.txt  は、ルートフォルダーとそのサブフォルダー内の拡張子.txtを持つすべてのファイルを
指定します。

*h.txt  は、ルートフォルダーとそのサブフォルダー内のこのワイルドカードに一致するす
べてのファイルを指定します。

h*.txt  は、ルートフォルダーとそのサブフォルダー内のこのワイルドカードに一致するす
べてのファイルを指定します。

a?c.txt  は、ルートフォルダーとそのサブフォルダー内のこのワイルドカードに一致するす
べてのファイルを指定します。

*.txt|  は、ルートフォルダー内の.txt拡張子を持つすべてのファイルを指定します。

プロファイル以外のルートフォルダーでのポリシーの構成:

AppData&ast;.txt  は、AppDataフォルダーとそのサブフォルダー内のこのワイルドカード
に一致するすべてのファイルを指定します。

AppData&ast;h.txt  は、AppDataフォルダーとそのサブフォルダー内のこのワイルドカー
ドに一致するすべてのファイルを指定します。

ログオン除外チェックを有効にする
「ログオン除外チェックを有効にする」機能は、ユーザーがログオンしたときに、ユーザー スト
ア内のプロファイルに除外されたファイルとフォルダーが含まれている場合に、Profile 

Management が何を行うかを制御します。既定では、この機能は無効になっています。
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除外されたファイルとフォルダーとは、それぞれ「除外リスト - ファイル」および「除外リスト - 

ディレクトリ」ポリシーに追加するファイルとフォルダーを指します。ユーザーがログオフする
と、Profile Management は除外されたファイルとフォルダーをユーザー ストアに同期しません。
ただし、除外リストに追加する前に、除外されたファイルとフォルダーがユーザー ストアに存在
する場合があります。「ログオン除外チェックを有効にする」ポリシーを使用すると、ユーザー
がログオンしたときに、Profile Management でそれらのファイルとフォルダーを無視するか、
ユーザー ストアから削除させることができます。

この機能を使用するには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > 

Citrix Components > Profile Management > ファイルシステムで、「ログオン除外チェック
」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択します。

ドロップダウンメニューからオプションを選択します。既定では、「除外されたファイルまた
はフォルダーを削除する」が選択されています。

「OK」をクリックします。

この機能には、次の3つのオプションがあります。

「除外されたファイルまたはフォルダーを削除する」。ユーザーがログオンしたときに、ユー
ザー ストアから除外されたファイルとフォルダーを削除します。

「除外されたファイルまたはフォルダーを無視する」。ユーザーがログオンしたときに、ユー
ザー ストアから除外されたファイルとフォルダーを無視します。

「除外されたファイルまたはフォルダーを同期する」。ユーザーがログオンしたときに、ユー
ザー ストアから除外されたファイルとフォルダーをローカルプロファイルに同期します。

「警告:」:

「除外されたファイルまたはフォルダーを削除する」を選択すると、Profile Management は
ユーザー ストアから除外されたファイルとフォルダーを完全に削除します。除外されたファ
イルとフォルダーを再度含めても、ログオン時に Profile Management はキャッシュされた
ローカルプロファイルからそれらを削除します。
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変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force  コマンドを実行しま
す。ログオフして、再度ログオンします。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate>  を参照してください。

.ini ファイルを使用してログオン除外チェックを有効にするには、次の手順を実行します。

Profile Management の .ini ファイルを開きます。.ini ファイルの詳細については、「Profile 

Management .ini ファイルについて」を参照してください。

セクションに EnableLogonExclusionCheck 項目を追加します。

EnableLogonExclusionCheck 項目の値を次のように設定します。

除外リストで指定された除外ファイルとフォルダーをユーザー ストアから無視するには、
値を 1 に設定します。例: EnableLogonExclusionCheck=1。

除外リストで指定された除外ファイルとフォルダーをユーザー ストアから削除するには、
値を 2 に設定します。例: EnableLogonExclusionCheck=2。

チェックを無効にするには、値を 0 に設定します。例: EnableLogonExclusionCheck=0。

Profile Management の .ini ファイルを保存して閉じます。

gpupdate /force  コマンドを実行して、変更を有効にします。

構成の優先順位:

この設定がグループポリシーオブジェクト (GPO) で構成されていない場合、.ini ファイルの値
が使用されます。

この設定が GPO と .ini ファイルのどちらでも構成されていない場合、ポリシーは無効になり
ます。

どのグループのプロファイルを処理するかを定義します
処理されるプロファイルを持つユーザーと、処理されないプロファイルを定義できます。コン
ピューターローカルグループとドメイングループ（ローカル、グローバル、ユニバーサル）の両
方を使用できます。ドメイングループは、\&lt;DOMAIN NAME\>\\\&lt;GROUP NAME\> の形式で指
定します。ローカルグループは、GROUP NAME の形式で指定します。

注： コンピューターローカルグループは、新しく作成されたローカルグループである必要があ
り、メンバーはドメインユーザーである必要があります。

プロファイル管理で、処理済みグループポリシーをダブルクリックします。
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有効を選択します。

表示をクリックします。

Profile Management で処理するプロファイルを持つユーザーを含むグループを追加します。複
数のエントリを区切るには、Enter キーを使用します。

ここでこの設定が構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。ここでも .ini 

ファイルでもこの設定が構成されていない場合、除外グループポリシーを使用して除外しない
限り、すべてのユーザーグループのメンバーが処理されます。

プロファイル管理で、除外グループポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

表示をクリックします。

Profile Management で処理したくないユーザーを含むグループを追加します。複数のエントリ
を区切るには、Enter キーを使用します。

ここでこの設定が構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。ここでも .ini 

ファイルでもこの設定が構成されていない場合、どのグループのメンバーも除外されません。

ローカル管理者のプロファイルを管理するには、プロファイル管理で、ローカル管理者のログ
オンを処理するポリシーをダブルクリックし、有効をクリックします。

重要： デフォルトでは、Profile Management は使用中のオペレーティングシステムを認識
し、サーバーオペレーティングシステムではなく、デスクトップオペレーティングシステム上
のローカル管理者のアカウントを処理します。その理由は、ユーザーは通常、デスクトップで
のみローカル管理者グループのメンバーであり、サーバー環境での処理からローカル管理者を
除外することはトラブルシューティングに役立つためです。したがって、デフォルトの動作を
変更したい場合にのみ、このポリシーを有効にしてください。

「除外グループ」ポリシーは、「ローカル管理者ログオンの処理」ポリシーよりも優先されま
す。アカウントが両方のポリシーに存在する場合、Profile Management はそのアカウントを処
理しません。

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。この設定がここ
でも .ini ファイルでも構成されていない場合、ローカル管理者のプロファイルは処理されませ
ん。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているとおりに、コマンドプロンプ
トから gpupdate /force  コマンドを実行します。
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ユーザー ストアへのパスを指定する
ユーザー ストアへのパスを指定する前に、 Profile Management のアーキテクチャ を参照し、展
開に関連する場合は、次の影響を理解してください。

多言語プロファイルの保存

インクルージョンとエクスクルージョンの組み合わせ

Profile Management で、 ポリシーをダブルクリックします。

を選択し、ユーザー設定（レジストリの変更と同期されたファイル）が保存されるディレクト
リ（ユーザー ストア）へのパスを入力します。

パスは次のいずれかです。

相対パス。このパスはホームディレクトリに対する相対パスである必要があります。ホーム
ディレクトリは通常、Active Directory (AD) のユーザーの #homeDirectory# 属性として構成さ
れます。

UNC パス。このパスは通常、サーバー共有または DFS 名前空間を指定します。

無効または未構成。この場合、 \&num;homeDirectory&num;\Windows  の値が想定されま
す。

この設定には、次の種類の変数を使用できます。

パーセント記号で囲まれたシステム環境変数（例: %ProfVer%）。システム環境変数は通常、
追加のセットアップが必要です。詳細については、(/ja-jp/profile-management/2209/plan/

administer.html) の を参照してください。

ハッシュで囲まれた AD ユーザー オブジェクトの属性（例: #sAMAccountName#）。

Profile Management 変数。詳細については、(/ja-jp/profile-management/2209/policies/

settings.html) の を参照してください。

%username%  と %userdomain%  を除き、ユーザー環境変数は使用できません。場所やユーザー
などの組織変数を定義するために、カスタム AD 属性を作成することもできます。属性では大文字
と小文字が区別されます。

例:

\\server\share&num;sAMAccountName#  は、ユーザー設定を UNC パス \

\server\share\JohnSmith  に保存します（現在のユーザーの #sAMAccountName# が
JohnSmith に解決される場合）。
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\\server\profiles$\%USERNAME%.%USERDOMAIN%\!CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS! は \

\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64 に展開される場合があります。

重要: どの属性または変数を使用する場合でも、この設定がNTUSER.DATを含むフォルダーの1つ
上のレベルのフォルダーに展開されることを確認してください。たとえば、このファイルが \

\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64\UPM_Profile に含まれている場合、ユー
ザーストアへのパスを \\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64 として設定します
( \UPM_Profile サブフォルダーではありません)。

この図は、AD属性、環境変数、およびProfile Management変数を組み込んだ、ユーザーストアへ
の一般的なパスのコンポーネントを示しています。

ユーザー ストアへのパスを指定する際に変数を使用する方法について詳しくは、次のトピックを
参照してください。

複数のファイルサーバーでCitrixユーザープロファイルを共有する

OU内およびOU間でプロファイルを管理する

Profile Managementによる高可用性と災害復旧



プロファイル管理 2209 

93

•

•

1.

2.

3.

4.

ユーザーストアへのパスが無効になっている場合、ユーザー設定はホームディレクトリのWindows

サブディレクトリに保存されます。

ここでこの設定が構成されていない場合、.iniファイルの設定が使用されます。ここでも.iniファイ
ルでもこの設定が構成されていない場合、ホームドライブ上のWindowsディレクトリが使用され
ます。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているとおりに、コマンドプロンプ
トから gpupdate /force コマンドを実行します。

ユーザー ストアをレプリケートする
「ユーザー ストアをレプリケートする」ポリシーを使用すると、ユーザーのログオンおよびログ
オフごとに、リモートユーザープロファイルストアを複数のパスにレプリケートできます。これに
より、Profile Managementはユーザーログオンのプロファイル冗長性を提供します。

このポリシーを有効にすると、システムI/Oが増加し、ログオフ時間が長くなる可能性がありま
す。

注：

この機能は、ユーザー ストアと完全なプロファイルコンテナの両方で利用できます。

レプリケートされたプロファイルコンテナは、ユーザーログオンのプロファイル冗長性
を提供しますが、セッション内フェールオーバーには対応していません。

グループポリシーを使用して「ユーザー ストアをレプリケートする」ポリシーを構成するに
は、次の手順を実行します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > Citrix Components > Profile Management > 

詳細設定にアクセスし、「ユーザー ストアをレプリケートする」ポリシーをダブルクリックし
ます。

ポリシーを有効に設定します。

「ユーザー ストアをレプリケートするパス」の横にある表示をクリックし、値フィールドにパ
スを入力します。
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5.

ユーザープロファイルの一部でプロファイルコンテナが有効になっている場合、コンテナベー
スのプロファイルとファイルベースのプロファイルを異なる場所にレプリケートできます。そ
のためには、 <path to the replicated file-based profiles>|<path to the 

replicated container-based profiles> の形式でパスを入力します。例： \\path_a|\

\path_b は、Profile Managementがファイルベースのプロファイルを \\path_a に、コンテ
ナベースのプロファイルを \\path_b にレプリケートすることを示します。

OKをクリックし、もう一度OKをクリックします。

注：

セッション中に変更されたファイルとフォルダーをユーザー ストアに同期するには、アク
ティブライトバックを有効にするポリシーを有効にします。

変更を有効にするには、Profile Management がインストールされているマシンで、コマンド
プロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。すべてのセッションからログオフ
し、その後、再度ログオンします。

ユーザー ストアへの資格情報ベースのアクセスを有効にす
る
デフォルトでは、Citrix Profile Management は現在のユーザーを偽装してユーザー ストアにアクセ
スします。そのため、現在のユーザーがユーザー ストアに直接アクセスする権限を持っている必
要があります。Profile Management がユーザー ストアにアクセスする際に現在のユーザーを偽装
しないようにする場合は、この機能を有効にしてください。現在のユーザーがアクセス権を持た
ないストレージ リポジトリ (Azure Files など) にユーザー ストアを配置できます。

ローカル グループ ポリシー エディターの ポリシー(/en-us/profile-management/2209/media/the-

enable-credential-based-access-to-user-stores-policy-in-local-group-policy-editor.png)

Profile Management がユーザー ストアにアクセスできるようにするには、プロファイル ストレー
ジ サーバーの資格情報を Workspace Environment Management™ (WEM) または Windows 資格情
報マネージャーに保存します。Profile Management が実行される各マシンで同じ資格情報を構成
する必要をなくすために、Workspace Environment Management を使用することをお勧めしま
す。Windows 資格情報マネージャーを使用する場合は、ローカル システム アカウントを使用して
資格情報を安全に保存してください。

注:



プロファイル管理 2209 

95

•

a.

b.

c.

d.

e.

•

a.

b.

c.

d.

NTFS 権限が保持されるようにするには、プロファイル全体をプロファイル コンテナーに配
置する必要があります。

WEM にプロファイル ストレージ サーバーの資格情報を保存するには、次の手順を実行しま
す。

管理コンソールで、 > > に移動します。

タブで、 チェックボックスをオンにします。

WEM で チェックボックスを選択する(/en-us/profile-management/2209/media/selecting-

the-enable-credential-based-access-to-user-store-check-box-in-wem.png)

をクリックします。 ダイアログボックスが表示されます。

WEM の ダイアログボックス(/en-us/profile-management/2209/media/the-new-credential-

dialog-box-in-wem.png)

プロファイル ストレージ サーバーの FQDN または IP アドレスと、その資格情報を入力し
ます。

をクリックして設定を保存します。

Windows 資格情報マネージャーにプロファイル ストレージ サーバーの資格情報を保存するに
は、Profile Management が実行されている各マシンで次の手順を実行します。

PsExecをSysinternalsのウェブサイトからダウンロードし、ファイルを C:\PSTools に解
凍します。

「スタート」メニューから「コマンドプロンプト」を見つけます。「コマンドプロンプト
」オプションを右クリックし、「管理者として実行」を選択します。コマンドシェルが起
動します。

管理者としてコマンドプロンプトを実行する(/en-us/profile-management/2209/media/run-

command-prompt-as-an-administrator.png)

C:\PSTools\PsExec -s -i cmd コマンドを実行します。別のコマンドシェルが起動しま
す。

C:\PSTools\PsExec -s -i cmd コマンド実行後の新しいコマンドシェル(/en-us/profile-

management/2209/media/new-command-shell.png)

新しいコマンドシェルで、 rundll32.exe keymgr.dll, KRShowKeyMgr コマンドを実行
します。保存されているユーザー名とパスワードダイアログボックスが表示されます。
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rundll32.exe keymgr.dll, KRShowKeyMgr コマンドを実行する(/en-us/profile-management/

2209/media/running-a-command.png)

保存されているユーザー名とパスワードダイアログボックスで、追加をクリックします。

保存されているユーザー名とパスワードダイアログボックス(/en-us/profile-management/

2209/media/the-stored-user-names-and-passwords-dialog-box.png)

プロファイルストレージサーバーのFQDNまたはIPアドレスとその資格情報を入力しま
す。デフォルトの資格情報タイプを使用します。OKをクリックします。

プロファイルストレージサーバーのFQDNまたはIPアドレスを入力する(/en-us/profile-

management/2209/media/type-fqda-or-ip-address-of-your-profile-storage-server.png)

ユーザー ストアの移行
Profile Management は、データを失うことなくユーザー ストアを移行するソリューションを提供
します。この機能は、ユーザー ストアをよりスケーラブルなファイル サーバーに移行したい場合
に役立ちます。

ユーザー ストアを移行するには、 ポリシーを ポリシーと組み合わせて使用します。 ポリシーを
使用すると、ユーザー設定（レジストリの変更と同期されたファイル）が以前に保存されていた
フォルダーへのパス（以前使用していたユーザー ストアのパス）を指定できます。

パスは絶対 UNC パスでも、ホーム ディレクトリに対する相対パスでもかまいません。どちらの場
合も、次の種類の変数を使用できます。

システム環境変数（パーセント記号で囲む）

Active Directory ユーザー オブジェクトの属性（ハッシュ記号で囲む）

例:

フォルダー Windows\%ProfileVer%  は、ユーザー設定をユーザー ストアの 

Windows\W2K3  というサブフォルダーに保存します（%ProfileVer% が W2K3 に解決される
システム環境変数である場合）。

\\server\share&num;SAMAccountName#  は、ユーザー設定を UNC パス \

\server\share\<JohnSmith>  に保存します（ #SAMAccountName#  が現在のユーザーに対し
て JohnSmith に解決される場合）。

パスでは、 %username%  と %userdomain%  を除くユーザー環境変数を使用できません。

この設定が無効になっている場合、ユーザー設定は現在のユーザー ストアに保存されます。
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4.
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1.

2.

3.

4.

5.

1.

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの対応する設定が使用されます。

この設定がここで、または .ini ファイルで構成されていない場合、ユーザー設定は現在のユーザー 
ストアに保存されます。

ポリシー設定の変更が有効になると、以前のユーザー ストアに保存されていたユーザー設定は、
ポリシーで指定された現在のユーザー ストアに移行されます。

グループ ポリシーでユーザー ストアの移行を構成するには、次の手順を実行します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management の下で、ユーザー ストアの移行ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

オプションペインで、以前使用したユーザー ストアのパスを入力します。

OKをクリックします。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force  コマンドを実行します。す
べてのセッションからログオフし、再度ログオンします。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate>  を参照してください。

Citrix Studio で Profile Management ポリシーを構成することもできます。これを行うには、次の
手順を完了します。

Citrix Studio の左ペインで、ポリシーをクリックします。

ポリシーの作成ウィンドウで、検索ボックスにポリシーを入力します。たとえば、「ユーザー 
ストアの移行」と入力します。

選択をクリックして、ユーザー ストアの移行ポリシーを開きます。

有効を選択し、以前使用したユーザー ストアのパスを入力します。

OKをクリックします。

証明書を保存する
この手順に従って、セッション中に証明書ストアにインポートされた個人証明書を保存します。デ
フォルトでは、証明書は自動的に同期されます。

設定 同期するディレクトリ にパス Application 

Data\Microsoft\SystemCertificates\My  を追加します。この場所のアプリケーションデー
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タフォルダーは、オペレーティングシステムの言語によって決まります。ポリシーを使用して
多言語システムを構成する場合は、各言語の場所をリストに追加します。

例
英語システムでは、パスは Application Data\Microsoft\SystemCertificates\My  です。ド
イツ語システムでは、 Anwendungsdaten\Microsoft\SystemCertificates\My  です。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate>  に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force  コマンドを実行します。

ユーザープロファイルのストリーミング
デフォルトでは、Citrix Profile Management は、ユーザーがログオンすると、ユーザープロファイ
ル全体をユーザー ストアからローカルコンピューターにフェッチします。ユーザープロファイル
内の大きなファイルは、ログオンを遅くする可能性があります。ユーザーのログオンエクスペリエ
ンスを向上させるために、プロファイルストリーミング機能を有効にできます。

この機能を有効にすると、Profile Management は、ログオン後にアクセスされた場合にのみ、プ
ロファイルファイルとフォルダーをフェッチします。

注:

ユーザープロファイルには、ファイル、フォルダー、およびレジストリエントリが含まれま
す。この機能はファイルとフォルダーに適用されますが、レジストリエントリには適用され
ません。レジストリエントリは、ユーザーログオン時に常にフェッチされます。

プロファイルストリーミング機能を有効にする
次のポリシーを使用して、プロファイルストリーミング機能を有効にします。

プロファイルストリーミング。 このポリシーを有効にすると、ユーザーがアクセスしたときに
プロファイルファイルがローカルコンピューターにフェッチされます。

フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にする。 このポリシーを有効にすると、
ユーザーがアクセスしたときにプロファイルフォルダーがローカルコンピューターにフェッチ
されます。

ポリシーを有効にするには、次の手順に従います。
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2.

3.

4.

1.

2.

a.

b.

c.

グループポリシー管理エディターを開きます。

「ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ストリーム配信ユーザープロファイル」にアクセスします。

プロファイルストリーミングをダブルクリックします。「有効」を選択し、「OK」をクリッ
クします。

フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にするをダブルクリックします。「有効」を
選択し、「OK」をクリックします。

プロファイルストリーミングの機能強化を有効にする
プロファイルストリーミング機能を有効にした後、必要に応じてさまざまな機能強化を適用でき
ます。

例1: ユーザーから、大きなプロファイルファイルの読み込みが遅いという報告がありました。こ
の場合、Always cacheポリシーを有効にし、大きなファイルの最小サイズを指定します。Profile 

Managementは、ユーザーログオン中に、そのサイズより大きいファイルをローカルプロファイル
にキャッシュします。

例2: 組織内で、ユーザーが特定のプロファイルフォルダーに頻繁にアクセスします。そのため、
プロファイルストリーミングが有効になっている場合でも、ユーザーログオン時にそれらのフォ
ルダーをローカルプロファイルにフェッチしたいと考えています。この目標を達成するには、
Profile Streaming Exclusion list - directoriesポリシーを有効にし、プロファイルストリーミン
グからフォルダーを除外します。

必要に応じて、機能強化を有効にします。詳細な手順は次のとおりです。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ストリーミングユーザープロファイルにアクセスします。

大きなファイルの読み込み時間を短縮するには、Profile Managementがログオン中に大きな
ファイルをローカルプロファイルにキャッシュするように有効にします。詳細な手順は次のと
おりです。

Always cacheをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

キャッシュするプロファイルファイルのサイズの下限 (MB) を設定します。プロファイル
全体をキャッシュするには、制限をゼロに設定します。

注:
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c.

d.
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制限を超えるファイルは、Profile Managementがユーザーログオン中にバックエンド処
理スレッドを開始するとすぐに、ローカルプロファイルにキャッシュされます。

制限を下回るファイルは、ユーザーがアクセスしたときにローカルプロファイルに
フェッチされます。

OKをクリックします。

ドメイン内の特定のユーザーグループにのみプロファイルストリーミングを適用するには、次
の手順に従います。

Streamed user profile groupsをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

ユーザーグループのリストを入力します。エントリを区切るには、 Enter を押します。

OKをクリックします。

注: デフォルトでは、このポリシーは無効になっており、プロファイルストリーミングはドメ
イン内のすべてのユーザーグループに適用されます。

プロファイルストリーミングから特定のプロファイルフォルダーとファイルを除外するには、
次の手順に従います。

Profile Streaming Exclusion list - directoriesポリシーをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

表示」をクリックします。

Profile Management でストリームしないフォルダーを追加します。詳しくは、この記事の
後半にあるプロファイルストリーミングの除外を有効にするを参照してください。

同じユーザーの同時セッションで最適なログオンエクスペリエンスを確保するには、次の手順
に従います。

保留領域のプロファイルストリーミングを有効にする」をダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

OK」をクリックします。 詳しくは、この記事の後半にある保留領域のプロファイルスト
リーミングを参照してください。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。詳
しくは、 <https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/bb490983.aspx> を参照してくだ
さい。
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構成の優先順位
ストリームプロファイルの各ポリシーの構成の優先順位は次のとおりです。

GPOまたは.iniファイルでプロファイルストリーミングが構成されていない場合、プロファイ
ルストリーミングは無効になります。

GPOで常にキャッシュが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この設定
がここまたは.iniファイルで構成されていない場合、無効になります。

ストリームプロファイルグループが無効になっている場合、すべてのユーザーグループが処理
されます。この設定がGPOで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。この
設定がGPOまたは.iniファイルで構成されていない場合、すべてのユーザーが処理されます。

GPOまたは.iniファイルでフォルダーのプロファイルストリーミングを有効にするが構成され
ていない場合、フォルダーのプロファイルストリーミングは無効になります。

GPOまたは.iniファイルでプロファイルストリーミングの除外を有効にするが構成されていな
い場合、すべてのフォルダーがストリームされます。

GPOまたは.iniファイルで保留領域のプロファイルストリーミングを有効にするが構成されて
いない場合、保留領域のプロファイルストリーミングは無効になります。

プロファイルストリーミング除外を有効にする
プロファイルストリーミングの除外が有効になっている場合、Profile Management は除外リスト
内のフォルダーをストリームしません。除外リスト内のすべてのフォルダーとファイルは、ユー
ザーがログオンしたときにユーザーストアからローカルコンピューターにすぐにフェッチされま
す。

プロファイルストリーミングの除外を有効にするには、次の手順に従います。

プロファイル管理で、ストリーミングされたユーザープロファイルをダブルクリックします。

プロファイルストリーミング除外リスト - ディレクトリポリシーをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

表示をクリックします。

Profile Managementでストリーミングしたくないフォルダーを追加します。フォルダー名は、
絶対パスまたはユーザープロファイルに対する相対パス ( %USERPROFILE% ) として指定できま
す。その変数を使用してプロファイルの場所を特定しますが、このポリシーに変数自体を入力
しないでください。パスの先頭のバックスラッシュは省略してください。

例:

デスクトップ。デスクトップフォルダーは、ユーザーログオン時にフェッチされます。
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MyApp\tmp 。 %USERPROFILE%\MyApp\tmp フォルダーは、ユーザーログオン時にフェッチさ
れます。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイル内の次のフォルダーはデフォルトで除外さ
れます。

AppData\Local\Microsoft\Credentials

Appdata\Roaming\Microsoft\Credentials

Appdata\Roaming\Microsoft\Crypto

Appdata\Roaming\Microsoft\Protect

Appdata\Roaming\Microsoft\SystemCertificates

注:

このポリシーは、プロファイルストリーミングが有効になっている場合にのみ適用されます。

このポリシーは、ワイルドカード * および ? をサポートしていません。

エントリを区切るには、 Enter と入力します。

プロファイルストリーミング除外リストを手動で編集する場合は、ログオンがハングするのを
避けるために、前述のデフォルトで除外されているフォルダーを追加する必要があります。

保留領域のプロファイルストリーミング
Profile Managementは、保留領域を使用して、同じユーザーの同時セッションで変更されたプロ
ファイルファイルとフォルダーを一時的に保存します。デフォルトでは、この領域はプロファイ
ルストリーミング機能の例外です。この機能が有効になっている場合でも、ユーザーがログオンす
ると、この領域のファイルとフォルダーはローカルプロファイルにフェッチされます。

同じユーザーの同時セッションで最適なログオンエクスペリエンスを確保するには、プロファイ
ルストリーミング機能の拡張として、保留領域のプロファイルストリーミングを有効にする機能
を有効にします。このポリシーを有効にすると、Profile Managementは、ユーザーがログオン時で
はなく、アクセスしたときに保留領域のファイルとフォルダーをローカルプロファイルにフェッ
チします。この領域に大きなファイルがある場合、ユーザーのログオン時間が大幅に短縮されま
す。

フォルダリダイレクトを構成する
フォルダリダイレクトはMicrosoft Windowsの機能であり、Profile Managementと併用できます。
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重要:

フォルダリダイレクトは、Microsoft Active Directory (AD) GPOまたはCitrix®ポリシーのいず
れか1つの方法のみを使用して構成してください。複数の方法を使用してフォルダリダイレ
クトを構成すると、予期しない結果が生じる可能性があります。

フォルダリダイレクトを構成するには、次の手順を実行します。

該当するユーザーを、Profile Managementが管理するOUに移動します。

GPOを作成し、編集のために開きます。

ユーザーの構成 > 管理用テンプレート > Citrix Components > Profile Management > Folder 

Redirection に移動し、リダイレクトするフォルダを選択します。

<folder name> フォルダのリダイレクトポリシーを有効にし、リダイレクトされたパスを入
力します。リダイレクトされたフォルダを除外として追加しないでください。パスにユーザー
名やフォルダ名を追加しないでください。たとえば、デスクトップフォルダへのパスを \

\server\share\ に設定した場合、ユーザー環境のフォルダは \\server\share\<user 

name>\Desktop としてリダイレクトされます。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。
詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> を参照してください。

次のフォルダをリダイレクトできます。

AppData(ローミング)

デスクトップ

スタートメニュー

ドキュメント

画像

音楽

ビデオ

お気に入り

連絡先

ダウンロード

リンク
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検索

保存されたゲーム

フォルダーをリダイレクトする際は、次の点に注意してください。

ドキュメントフォルダー。ユーザーのホームディレクトリにリダイレクトできます。

音楽、画像、ビデオフォルダー。これらはドキュメントフォルダーを基準としたフォルダーに
リダイレクトできます。

フォルダーリダイレクトが機能することを確認する方法
フォルダーリダイレクトが機能することを確認するには、次の手順を実行します。

セッションで、リダイレクトしたフォルダーに移動し、フォルダーを右クリックして、プロパ
ティを選択します。

プロパティウィンドウで、ショートカットタブに移動し、ターゲットフィールドを確認しま
す。フィールドにリダイレクトされたパスが表示されている場合、フォルダーリダイレクトは
機能しています。そうでない場合、フォルダーリダイレクトは機能していません。

フォルダーリダイレクトログ

注：

Profile Managementは、フォルダーリダイレクトが失敗した場合にのみ、Windowsイベント
ログに情報を書き込みます。

Profile ManagementはWindowsイベントログに情報を書き込みます。Windowsイベント
ビューアーのアプリケーションペインでイベントを表示できます。この情報は、フォルダー
リダイレクト機能の使用中に発生する問題のトラブルシューティングに役立ちます。

トランザクションフォルダーの管理
トランザクションフォルダーとは、相互依存するファイル（あるファイルが他のファイルを参照
する）を含むフォルダーを指します。「ミラーするフォルダー」ポリシーは、プロファイルの同
期中にトランザクションフォルダーの整合性を確保します。このポリシーにより、Profile 

Managementはユーザーストアとローカルユーザープロファイルの間でトランザクションフォル
ダー全体をミラーリングします。
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「フォルダーミラーリングの高速化」ポリシーは、Profile Management 2106以降で利用できま
す。

フォルダーミラーリングの仕組み
通常、Profile Managementがユーザーストアとローカルプロファイル間でユーザープロファイルを
同期する場合、タイムスタンプを比較して更新されたファイルのみを同期します。しかし、トラン
ザクションフォルダー内のファイルは関連付けられているため、Profile Managementは整合性の
問題を避けるためにフォルダー全体を同期する必要があります。トランザクションフォルダーの
例としては、トランザクションログファイルとそれに対応するデータベースファイルを含むフォ
ルダーが挙げられます。異なるセッションのトランザクションログファイルとデータベースファ
イルを混在させると、トランザクションの整合性の問題が発生する可能性があります。

トランザクションフォルダーを正しく同期するために、Profile Managementは「ミラーするフォ
ルダー」ポリシーを提供します。トランザクションフォルダーをターゲットに同期する際、Profile 

Managementは以下の手順でフォルダーをターゲットにミラーリングします。

フォルダー内のすべてのコンテンツを、タイムスタンプを無視してターゲットにコピーしま
す。

ターゲット内の追加コンテンツをすべて削除します。

注意:

トランザクションフォルダーをミラーリングするということは、「最後の書き込みが優先さ
れる」ことを意味します。複数のセッションで変更されたファイルは、最新の更新によって
上書きされ、プロファイルの変更が失われる可能性があります。

ミラーするフォルダーを指定する
「ミラーするフォルダー」ポリシーを有効にし、ミラーするフォルダーを指定します。

Google Chromeを例にとってみましょう。 AppData\Local\Google\Chrome\User 

Data\Default  内のブックマーク関連ファイルとサブフォルダーは相互依存しており、プロファ
イル同期中に全体として処理される必要があります。この目的を達成するには、このフォルダー
を「ミラーするフォルダー」ポリシーに追加する必要があります。

ミラーするフォルダーからファイルやサブフォルダーを除外することもできます。前の例では、
AppData\Local\Google\Chrome\User Data\Default  フォルダーにはブックマークとは無関係
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なファイルやサブフォルダーも含まれています。それらを除外するには、「除外リスト – ディレ
クトリ」および「除外リスト – ファイル」ポリシーを使用できます。

詳細な手順は次のとおりです。

「Profile Management \> File system \> Synchronization」に移動し、「Folders to mirror

」ポリシーをダブルクリックします。

「Enabled」を選択します。

「List of folders to mirror」フィールドに、ユーザー ストアへの相対パス形式でミラーリング
するフォルダーのリストを入力します。フォルダーを区切るには Enter と入力します。

注:

このポリシーは再帰的に機能します。サブフォルダーをリストに追加しないでくださ
い。

たとえば、 AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies を追加した場合、
AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies\Low は追加しないでください。

「OK」をクリックします。

ミラーリングされたフォルダー内の一部のファイルとサブフォルダーをミラーリング処理から
除外するには、次の手順に従います。

「Profile Management \> File system」に移動し、「Exclusion list – directories」ポリ
シーまたは「Exclusion list – files」ポリシーをダブルクリックします。

除外するファイルとサブフォルダーを指定します。

構成の優先順位:

ここでこのポリシーが構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、フォルダーはミラーリングされ
ません。

フォルダーミラーリングの高速化
Profile Management 2106以降では、「Accelerate folder mirroring」ポリシーを有効にすること
で、フォルダーミラーリングを高速化できます。
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このポリシーを有効にすると、Profile Management はミラーリングされたフォルダーを VHDX 

ベースの仮想ディスクに保存します。Profile Management はログオン中に仮想ディスクをアタッ
チし、ログオフ中にデタッチするため、ユーザー ストアとローカル プロファイルの間でフォル
ダーをコピーする必要がなくなります。

このポリシーを有効にするには、次の手順に従います。

Profile Management \> ファイルシステム \> 同期で、フォルダーミラーリングの高速化ポリ
シーをダブルクリックします。

有効を選択します。

OKをクリックします。

構成の優先順位:

ここでこのポリシーが構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、ポリシーは無効になります。

Internet ExplorerのCookieフォルダーを管理する
この記事は、Profile Management 3.1以降に適用されます。

Internet ExplorerのCookieフォルダーを管理する際は、プロファイルの肥大化を抑えつつ、トラン
ザクションの整合性を確保する必要があります。この目標を達成するには、ミラーするフォル
ダーポリシーとログオフ時にインターネットCookieファイルを処理するポリシーを使用します。

詳細な手順は次のとおりです。

ミラーするCookieフォルダーを指定する。

プロファイルの肥大化の問題が発生した場合は、ユーザーログオフ時に古いCookieの削除を有
効にする。

変更を有効にするには、このMicrosoftの記事に記載されているように、コマンドプロンプトから
gpupdate /force コマンドを実行します。

概要
このセクションでは、2つのポリシーがCookieフォルダーの管理にどのように役立つかを説明しま
す。

Internet Explorer 8のCookieフォルダーを例にとってみましょう。このフォルダーには、index.dat

とCookieファイルが含まれています。index.datは、ユーザーがインターネットを閲覧する際に

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/gpupdate


プロファイル管理 2209 

108

1.

2.

3.

4.

Cookieファイルを参照します。たとえば、ユーザーが異なるデバイスからそれぞれ2つのInternet 

Explorerセッションを持ち、各セッションで異なるサイトにアクセスするとします。各サイトから
のCookieは、対応するデバイスに追加されます。

トランザクションの整合性を確保する方法

前述の例で、ユーザーが両方のセッションからログオフしたときに何が起こるかを見てみましょ
う。セッションからのCookieはマージされ、index.datファイルは最後にログオフしたセッション
のものと同期されます。その結果、Cookieファイルとindex.dat内のそれらのCookieファイルへの
参照が一致しなくなります。

ミラーするフォルダーポリシーがこの問題を解決します。このポリシーを設定すると、Profile 

Managementはプロファイル同期中にフォルダー全体を宛先にコピーします。このポリシーの動作
の詳細については、トランザクションフォルダーの管理を参照してください。

プロファイルの肥大化を回避する方法

新しいセッションでのブラウジングは、Cookieフォルダーの肥大化につながります。また、ウェ
ブサイトを再訪問すると、古いCookieが蓄積されます。ログオフ時にインターネットCookieファ
イルを処理するポリシーは、ユーザーログオフ時にプロファイルから古いCookieを削除すること
で、この問題を解決します。

注記:

Internet Explorer 9以前のバージョンからのCookieと閲覧履歴情報は、Internet Explorer 10以
降のバージョンからのCookieと閲覧履歴情報とは互換性がありません。異なるバージョンの
Internet Explorerがインストールされている複数のシステム間で移動しないことをお勧めし
ます。\[#474200\]

ミラーリングするCookieフォルダーを指定する
ミラーリングするフォルダーポリシーを有効にします。ポリシーで、展開でサポートされている
OSのバージョンに基づいて、ミラーリングするCookieフォルダーを指定します。

Profile Management \> ファイルシステム \> 同期に移動します。

ミラーリングするフォルダーポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

ミラーリングするフォルダーのリストフィールドで、次のCookieフォルダーを追加します。
フォルダーを区切るには Enter を使用します。
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AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies  バージョン2プロファイルの場合。

AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCookies  (Windows 8.1以降のCookieフォル
ダー)

AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies  (Windows 7およびWindows 8の
Cookieフォルダー)

AppData\Local\Microsoft\Windows\WebCache  (Internet Explorer 10以降で利用可能
で、Cookieデータベースファイル Webcache01.dat が保存されるフォルダー)

OKをクリックします。

Profile Management 2106以降を使用している場合、フォルダーミラーリングの高速化ポリ
シーをダブルクリックし、有効を選択します。

(オプション) ログオフ時に古いCookieを削除する
Profile Managementでユーザーログオフ時に古いCookieを削除するには、Process Internet 

cookie files on logoffポリシーを有効にします。

このポリシーはログオフ時間を増加させるため、プロファイルの肥大化の問題が発生した場合に
のみ有効にしてください。

Profile Management \> Advanced Settings に移動します。

Process Internet cookie files on logoffポリシーをダブルクリックします。

Enabled を選択します。

OK をクリックします。

クロスプラットフォーム設定の構成

クロスプラットフォーム設定でサポートされるオペレーティングシステ
ムとアプリケーション
この記事では、Profile Management のこのリリースでクロスプラットフォーム設定機能によって
サポートされるアプリケーションとオペレーティングシステム（OS）について説明します。

定義ファイルについて

定義ファイルには、選択したWindowsアプリケーションの共通のパーソナライズが含まれていま
す。各ファイルとその中の定義により、ユーザーは複数のOSで同じアプリケーションに接続で
き、各プラットフォームで実質的に同じプロファイルが提示されます。たとえば、ユーザーは
Microsoft Officeの2つのインスタンスにアクセスする場合があります。1つはWindows 7仮想デスク
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トップにインストールされ、もう1つはWindows Server 2003上のCitrix Virtual Apps™で公開され
ています。どちらのインスタンスにアクセスしても、Officeのユーザーエクスペリエンスは一貫し
ています。

事前構成済みの定義ファイルは、クロスプラットフォーム設定機能の重要な側面です。サポート
されているアプリケーションごとに定義ファイルがあります。定義ファイルはXML形式です。

重要：すべてのOSにおけるアプリケーションの動作を徹底的に分析し、この機能の操作を完全に
理解しないまま定義ファイルを編集すると、ユーザープロファイルに予期せぬ変更が生じ、トラ
ブルシューティングが困難になる可能性があります。このため、Citrix®は、提供されている定義
ファイルの編集や新しい定義ファイルの作成をサポートしていません。さらに、Windowsユー
ザープロファイルの性質上、一部のアプリケーション設定はOS間で複製できません。

さらに、この機能はレジストリおよびアプリケーション設定には適していますが、ファイルや
フォルダー、またはフォルダーリダイレクトで通常使用されるオブジェクト（たとえば、ブラウ
ザのお気に入り、デスクトップおよびスタートメニューの設定など）には適していないことに注
意してください。

サポートされるオペレーティングシステム

サポートされているシングルセッションOS間、およびサポートされているマルチセッションOS間
でプロファイルをローミングできます。

以下がサポートされています（該当する場合はx86およびx64バージョン）：

シングルセッションOS。Windows XP、Windows 7、およびWindows Vista。

マルチセッションOS。Windows Server 2003、Windows Server 2008、およびWindows 

Server 2008 R2。

サポートされるCitrix製品

クロスプラットフォーム設定機能は、以下のCitrix製品をサポートしています。

XenApp® 5 フィーチャーパック Windows Server 2003 以降向け

XenDesktop® 4 以降

サポートされているアプリケーション

このリリースでは、次の定義ファイルが利用可能です。XML ファイル名には、サポートされるア
プリケーションとバージョンが示されています。
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Internet Explorer 7 Plus.xml。このファイルは、Internet Explorer のバージョン 7、8、9 の設
定（お気に入りを除く）のクロスプラットフォームでのローミングをサポートします。お気に
入りおよびフィードのローミングはサポートされていません。

Office 2007.xml ファイル。

Office 2010.xml ファイル。

Wallpaper.xml。このファイルは、デスクトップの壁紙のクロスプラットフォームでのローミ
ングをサポートします。テーマのクロスプラットフォームでのローミングはサポートされてい
ません。

重要: 各アプリケーションの定義ファイルは、上記のサポートされるシナリオでのみ使用してくだ
さい。たとえば、Internet Explorer 7 Plus.xml は、そのブラウザーの複数のバージョン間で設定を
ローミングします。しかし、Office 2007.xml または Office 2010.xml を使用して、Office のバー
ジョン間で設定をローミングすることはできません。

クロスプラットフォーム設定 - ケーススタディ

計画を実行する

フェーズ1：新しいファイルサーバーを構成する

NewDomainに、クロスプラットフォーム設定 ( \\FileServ3 ) を管理するため、および 

2k12_Farm  ( \\FileServ2 ) のプロファイルを保存するためのファイルサーバーをセットアップ
します。

このケースでは、プロファイル用とクロスプラットフォーム設定用に別々のファイルサーバーを
セットアップすることを選択します。この方法は厳密には必須ではありませんが、クロスプラッ
トフォーム設定サーバーを利用可能にする簡単な方法です。プロファイルサーバーは、たとえば
DFS名前空間を使用するなど、異なる設計になっている可能性があり、実装に時間がかかる場合
があります。

どちらの場合も、共有フォルダー上の移動ユーザープロファイルに関するセキュリティ推奨事項に
従ってサーバー共有を設定します。詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/

windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles>  を参照し
てください。

フェーズ2：2k8\_FarmのコンピューターをProfile Management 5.0にアップグレードする

手順については、Profile Managementのアップグレード を参照してください。
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フェーズ3：展開する定義ファイルを選択する

いくつかの構成ファイル（定義ファイルと呼ばれます）は、Microsoft Office、Internet Explorer、
およびWindowsの壁紙用に提供されています。

重要: Citrix®担当者から指示がない限り、これらのファイルを更新しないでください。

展開に関連する構成ファイルを選択し、これらのファイルのみを \

\FileServ3\CrossPlatform\Definitions  にコピーします。この例では、Office 2007.xmlのみ
をコピーします。

フェーズ4：2k8\_FarmのコンピューターをProfile Management 5.0用に構成する

アップグレードが完了したら、クロスプラットフォーム設定機能を（部分的に）有効にするため
に、以下の構成変更を行います。この段階では、 \\FileServ3\CrossPlatform  のみが利用可能
である必要があります。

ポリシー 値 注記

ユーザーストアへのパス \

\FileServ1\Profiles#sAMA

ccountName#\%ProfVer%

変更なし。このパスは
OldDomainユーザーのみが使
用するため、NewDomain
ユーザーをサポートするため
に変更する必要はありませ
ん。

クロスプラットフォーム設定
を有効にする

有効

クロスプラットフォーム設定
ユーザーグループ

無効 すべてのユーザーグループが
処理されます。

クロスプラットフォーム定義
へのパス

\

\FileServ3\CrossPlatform

\Definitions

このパスは定義ファイルが置
かれている場所です。

クロスプラットフォーム設定
ストアへのパス

\

\FileServ3\CrossPlatform

\Store\%USERNAME%.

%USERDOMAIN%

クロスプラットフォーム設定
ストアは両方のドメインの
ユーザーによって共有される
ため、パスには %USERNAME%

と %USERDOMAIN% の両方を
指定する必要があります。
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ポリシー 値 注記

クロスプラットフォーム設定
の作成元

有効 ユーザーがNewDomainリ
ソースにアクセスする前に、
OldDomainからのクロスプ
ラットフォーム設定がクロス
プラットフォーム設定ストア
の初期化に使用されることを
保証します。

マシンログオンスクリプトに変更は不要です。

フォルダーリダイレクトポリシーに変更は不要です。

OU 2k8_Farm はこれで実行状態にできます。ユーザーがログオンすると、Profile Managementは
定義ファイルOffice 2007.xmlで識別された設定をクロスプラットフォーム設定ストアにコピーし
ます。

フェーズ5：2k12\_Farm内のマシンを準備する

2k8_Farm でファイルサーバーがセットアップされたので、Citrix仮想デスクトップサイトを構築
する時が来ました。Windows 7仮想デスクトップが稼働しているときにProfile Management 5.0を
インストールします。適切な構成は次のとおりです。

ポリシー 値 注

ユーザーストアへのパス \\FileServ2\Profiles\

%USERNAME%.%USERDOMAIN%\

%ProfVer%

このファイル共有は両方のド
メインのユーザーによって使
用されるため、ドメイン情報
を含めることも重要です。

アクティブライトバック 無効

クロスプラットフォーム設定
を有効にする

有効

クロスプラットフォーム設定
ユーザーグループ

無効 すべてのユーザーグループが
処理されます。

クロスプラットフォーム定義
へのパス

\

\FileServ3\CrossPlatform

\Definitions

このパスは定義ファイルが置
かれている場所です。この設
定は 2k8_Farm の設定と一
致する必要があります。
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ポリシー 値 注

クロスプラットフォーム設定
ストアへのパス

\

\FileServ3\CrossPlatform

\Store\%USERNAME%.

%USERDOMAIN%

両方のドメインのユーザーが
クロスプラットフォーム設定
ストアを共有するため、パス
には %USERNAME%

と %USERDOMAIN% の両方を
指定する必要があります。こ
の設定は 2k8_Farm の設定
と一致する必要があります。

クロスプラットフォーム設定
の作成元

無効 クロスプラットフォーム設定
ストアでのプロファイルデー
タの初期設定にNewDomain
からの設定が使用されるのを
防ぎます。これにより、
OldDomainからの設定が優先
されるようになります。

システム環境変数%ProfVer%を設定するマシンログオンスクリプトがOU内のすべてのマシンで実
行されます。

マシンタイプ %PROFVER% 注

Windows 2012 上の XenApp 
サーバー

ウィン2012x64 計画されている 64 ビット
サーバーが利用可能になった
ときに必要です。詳細につい
ては、「その他の考慮事項」
を参照してください。

Windows 7 デスクトップ Win7 Windows 7 の 32 ビット版と
64 ビット版の両方が展開さ
れている場合、それぞれに個
別のプロファイルを使用する
ことをお勧めします。そのた
め、%ProfVer% は各プラッ
トフォームで異なるように構
成する必要があります。
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2.

そのため、OldDomain ユーザーの john.smith は、Windows 7 デスクトップ用に \

\FileServ2\Profiles\john.smith.OldDomain\Win7  に、Citrix Virtual Apps サーバー用に \

\FileServ2\Profiles\john.smith.OldDomain\Win2012x64  にプロファイルを持っています。

また、NewDomain ユーザーの william.brown は、Windows 7 デスクトップ用に \

\FileServ2\Profiles\william.brown .NewDomain\Win7  に、XenApp サーバー用に \

\FileServ2\Profiles\william.brown.NewDomain\Win2012x64  にプロファイルを持っていま
す。

ここでも、グループポリシーを使用してフォルダーリダイレクトを設定します。ドメインが
Windows Server 2012 に基づいているため、フォルダーリダイレクトは <グループポリシーオブ
ジェクト名\> \> ユーザーの構成 \> ポリシー \> Windows の設定 \> フォルダーリダイレクト から
設定します。

ポリシー 値

お気に入り \\FileServ2\Redirected\%USERNAME%.

%USERDOMAIN%\Favorites

マイドキュメント \\FileServ2\Redirected\%USERNAME%.

%USERDOMAIN%\Documents

%USERDOMAIN% がフォルダーリダイレクトパスに追加されました。このポリシーは
NewDomain ユーザーにのみ適用されるため、この設定は不要です。しかし、将来 OldDomain 

ユーザーを同じサーバーに移行することを決定した場合に役立つ可能性があります。今のとこ
ろ、OldDomain ユーザーは OldDomain のフォルダーリダイレクトポリシーを引き続き使用し、
フォルダーは \\FileServ1  にリダイレクトされます。

フェーズ 6: ライブテスト

テストは2つの段階で実行します。

NewDomain のユーザーのプロファイルデータが正しく動作することを確認します。これらの
ユーザーは、クロスプラットフォーム設定ストアにデータが設定されていません。クロスプ
ラットフォーム設定を作成するためのポリシーソースが無効に設定されているため、プロファ
イルの変更は OldDomain に伝播されません。

OldDomain の数人のユーザーでテストします。初回ログオン時に、クロスプラットフォーム設
定データがプロファイルにコピーされます。それ以降のログオンでは、いずれかのドメインか
らの変更がもう一方にコピーされます。OldDomain のユーザーが NewDomain にログオンし、
プロファイルデータが存在しない場合（OldDomain が Profile Management 5.0 にアップグ
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レードされて以来、ユーザーが OldDomain でプロファイルを使用していないため）、クロス
プラットフォーム設定ストアは更新されません。このトピックで説明されている構成では、
ユーザーの設定がドメイン間でローミングされる前に、ユーザーは OldDomain にログオンす
る必要があります。これにより、ユーザー設定（おそらく長年にわたって作成されたもの）が
NewDomain のデフォルト設定によって上書きされないようにします。

その他の考慮事項

このケーススタディで構成されているように、Profile Management は NewDomain の設定を使用
してクロスプラットフォーム設定ストアを初期化しません。OldDomain の設定のみがストアの初
期化に使用できます。NewDomain に複数の種類のプロファイル (Windows 7 32 ビットや
Windows 7 64 ビットなど) が含まれるようになるまでは許容されます。あるいは、NewDomain の
ユーザーが OldDomain のリソースにアクセスする必要があるかもしれません。これらのケースで
は、さらに多くの種類のマシンで「クロスプラットフォーム設定を作成するためのソース」ポリ
シーを適切に有効にする必要があります。

注意:

もし クロスプラットフォーム設定を作成するためのソースが誤って設定されている場合、新
しいプロファイルが、蓄積された多くの貴重な設定を持つ既存のプロファイルを上書きして
しまう可能性があります。そのため、このポリシーは一度に1つのプラットフォームタイプ
にのみ設定することをお勧めします。このプラットフォームは通常、ユーザーが保持したい
と考える設定が蓄積されている、より古い (成熟した) プラットフォームです。

このケーススタディでは、いくつかの点を説明するために別々のドメインを使用していま
す。また、クロスプラットフォーム設定機能は、2つのOU間、あるいは単一のOU内の異な
る種類のマシン間で設定のローミングを管理できます。この場合、異なるマシンタイプに対
して「クロスプラットフォーム設定を作成するためのソース」ポリシーを異なる方法で設定
する必要があるかもしれません。この設定はいくつかの方法で実現できます。

.ini ファイルの CPMigrationsFromBaseProfileToCPStore 設定を使用して、各マシンタイプで
ポリシーを異なる方法で設定します。「クロスプラットフォーム設定を作成するためのソー
ス」ポリシーは設定しないでください。

Windows Management Instrumentation (WMI) フィルタリングを使用して、同じOU上の異なる
GPOを管理します。OU内のすべてのマシンに適用されるGPOで共通設定を構成できます。し
かし、「クロスプラットフォーム設定を作成するためのソース」ポリシーのみを追加のGPOに
追加し、WMIクエリを使用してフィルタリングします。
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1.

2.

1.

2.

ユーザーのログオフを強制する
既定では、問題が発生した場合（たとえば、ユーザー ストアが利用できない場合）は、ユーザー
に一時プロファイルが与えられます。ただし、代わりにProfile Managementを構成して、エラー
メッセージを表示し、ユーザーをログオフさせることができます。エラーメッセージはトラブル
シューティングに役立ちます。

Profile Managementで、詳細設定フォルダーを開きます。

問題が発生した場合にユーザーをログオフするポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

ファイルセキュリティ属性の同期
Profile Management がユーザープロファイル内のファイルとフォルダーを、プロファイルがイン
ストールされているシステムとユーザー ストアの間でコピーする際に、セキュリティ属性を同期
できます。この機能は、セキュリティ属性間の不整合を防ぐことを目的としています。これには
Windows 10 以降、および Windows Server 2016 が必要です。

この機能はデフォルトで有効になっています。無効にするには、次の手順を実行します。

UPMPolicyDefaults\_all.ini ファイルで、General Settings セクションに 

SecurityPreserveEnabled=0 を追加します。

コマンドラインから、 gpupdate /force  コマンドを実行します。

Profile Management は、プロファイルの最終変更時刻に基づいてプロファイルの変更を同期しま
す。変更がファイルのセキュリティ属性のみに対して行われた場合、Profile Management はファ
イルを同期しません。

ラージファイル処理を有効にする
プロファイル内に存在するラージファイルは、ログオンまたはログオフが遅くなる一般的な原因
です。Citrix®は、ラージファイルをユーザー ストアにリダイレクトするオプションを提供しま
す。このオプションにより、ネットワーク経由でこれらのファイルを同期する必要がなくなりま
す。

グループポリシーでラージファイル処理を有効にするには、次の手順を実行します。

Profile Managementの下にあるFile systemフォルダーを開きます。

Large File Handling - Files to be created as symbolic linksポリシーをダブルクリックしま
す。
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3.

4.

5.

処理するファイルを指定します。

UPMPolicyDefaults\_all.iniファイルでラージファイル処理を有効にするには、次の手順を実行しま
す。

.iniファイルに**\[LargeFileHandlingList\]**セクションを追加します。

そのセクションの下で処理するファイルを指定します。

ファイルを参照するポリシーでワイルドカードを使用できます。例： \\!ctx_localappdata!

\Microsoft\Outlook&ast;.ost

これらのファイルがCitrix Profile Managementの除外リストに追加されていないことを確認してく
ださい。

注

一部のアプリケーションでは、ファイルの同時アクセスが許可されていません。Citrixでは、
大容量ファイル処理ポリシーを定義する際に、アプリケーションの動作を考慮することをお
勧めします。

Citrixは、Microsoftセキュリティ更新プログラムMS15-090を適用することを推奨します。一
般的なセキュリティ対策として、Microsoft Windowsシステムを常に最新の状態に保つように
してください。

アプリケーションプロファイラーを有効にする
この機能は、アプリケーションベースのプロファイル処理を定義します。この機能を有効にする
と、定義ファイルで定義された設定のみが同期されます。

アプリケーションプロファイラーを有効にするには、次の手順を実行します。

プロファイル管理で、Citrix Virtual Apps™最適化設定フォルダーを開きます。

Citrix Virtual Apps最適化を有効にするポリシーを有効にします。

Citrix Virtual Apps最適化定義へのパスポリシーを有効にします。

Citrix Virtual Apps最適化の定義ファイルが配置されているフォルダーを指定します。

ポリシーの展開を適用するには、 gpupdate /force コマンドを実行します。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/security-updates/SecurityBulletins/2015/ms15-090
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注:

定義ファイルの作成については、定義ファイルの作成を参照してください。

ログオフ中、定義ファイル内の設定のみが同期され、その他のすべての設定は破棄されま
す。セッションでユーザーのドキュメントを表示または更新する場合は、フォルダーリダイ
レクトを使用します。フォルダーリダイレクトの構成については、フォルダーリダイレクト
の構成を参照してください。

ネイティブのOutlook検索エクスペリエンスを有効にする
「Outlookの検索インデックスローミングを有効にする」機能は、ネイティブのOutlook検索エク
スペリエンスを提供します。この機能により、オフラインOutlookデータファイル (.ost) とユー
ザー固有の検索データベースが、ユーザープロファイルとともにローミングされます。

前提条件
この機能は、以下の要件を満たすマシンで利用できます。

オペレーティングシステム:

Microsoft Windows 10 バージョン 1709 以降

Windows Server 2016 以降のOS

Microsoft Outlook 2019、2016、または2103、あるいはMicrosoft Office 365

この機能を有効にするには、マシンでMicrosoft Windows Search Serviceが有効になっていること
を確認してください。デフォルトでは、Windowsデスクトップでは有効になっており、Windows

サーバーでは無効になっています。Windowsサーバーでサービスを有効にする方法の詳細につい
ては、このMicrosoftの記事を参照してください。以下のバージョンがテストされ、サポートされ
ています。

7.0.20348.380, 7.0.20348.138,7.0.20344.1

7.0.21286.1000, 7.0.21343.1000

7.0.17134.376, 7.0.17134.285, 7.0.17134.228, 7.0.17134.1

7.0.16299.402, 7.0.16299.248, 7.0.16299.15

7.0.15063.413

https://docs.microsoft.com/ja-jp/troubleshoot/windows-server/shell-experience/windows-search-is-disabled-by-default#resolution
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7.0.14393.2457, 7.0.14393.2430, 7.0.14393.2368, 7.0.14393.2312, 7.0.14393.2273, 

7.0.14393.2248, 7.0.14393.1884, 7.0.1493.1593

7.0.1393.2125, 7.0.1393.1884, 7.0.1393.1770

7.0.10240.17443

7.0.9600.18722

注:

この機能は、Microsoft Windows Search Service の将来のバージョンをサポートすることが
期待されています。この機能が特定の将来のバージョンの Microsoft Windows Search 

Service をサポートしない場合は、Citrix テクニカルサポートにお問い合わせください。

仕組み
VHDX (Virtual Hard Disk) は、仮想マシンに仮想および論理ディスクストレージ領域をプロビジョ
ニングするために使用されるディスクファイル形式です。Outlook の検索インデックスローミング
を有効にする機能は、VHDX ファイルに依存して動作します。

VHDX ファイルは、この機能を使用するユーザーごとに作成されます。VHDX ファイルは、ユー
ザー固有のプロファイルを、そのユーザーのプロファイル専用の個別の仮想ディスクに保存しま
す。Profile Management は、ログオン時に VHDX ファイルをマウントし、ログオフ時にアンマウ
ントします。VHDX ファイルは次の2種類です。

OutlookOST.vhdx ファイル。オフライン Outlook データファイル ( .ost ) を含みます。

OutlookSearchIndex.vhdx ファイル。OutlookOST.vhdx ファイルに保存されているオフライン
フォルダーファイルの検索インデックスデータベースを含みます。

注:

デフォルトでは、Profile Management はセッション中にデタッチされた VHDX ファイルを
自動的に再アタッチします。詳しくは、「セッションでデタッチされた VHDX ディスクを自
動的に再アタッチする」を参照してください。

Profile Management は、デフォルトで 30 GB の VHDX 容量を提供します。ストレージ
クォータを適切に計画してください。VHDX の実際の使用量が以前に構成したクォータを超
えると、VHDX ファイルはアンマウントされます。
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1.

2.

3.

a.

b.

c.

4.

同時セッションのサポート

Outlook 検索データローミングの同時セッションサポートを有効にする機能により、Profile 

Management は、同じユーザーの同時セッションでネイティブの Outlook 検索エクスペリエンス
を提供します。

この機能は、ユーザーの同時セッションごとにOutlook OSTファイルのコピーを割り当てます。デ
フォルトでは、Profile ManagementはOutlook OSTファイルを保存するために2つのVHDXディス
クを提供します（ディスクごとに1つのファイル）。ユーザーがさらにセッションを開始すると、
追加のOutlook OSTファイルはローカルプロファイルに保存されます。

ストレージ容量に余裕がある場合は、VHDXディスクのデフォルト数を増やすことができます。た
とえば、数を3に設定します。その結果、Profile Managementは最初の3つのセッションのOST

ファイルをVHDXディスクに保存し、それ以降のセッションのOSTファイルはローカルプロファイ
ルに保存します。

Outlook検索インデックスデータベースの自動バックアップと復元

Profile Managementは、検索インデックスデータベースの最後に確認された正常なコピーのバッ
クアップを自動的に保存し、破損が発生した場合にそのコピーに復元できます。この目的を達成
するには、Outlookの検索インデックスローミングを有効にし、Outlook検索インデックスデータ
ベース – バックアップと復元ポリシーを有効にします。詳細については、「Outlook検索インデッ
クスデータベースの自動バックアップと復元」を参照してください。

機能の有効化
ネイティブのOutlook検索エクスペリエンスを提供するには、Outlookの検索インデックスローミ
ングを有効にする機能を有効にし、必要に応じてその拡張機能を有効にします。詳細な手順は次
のとおりです。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMXファイル) > Citrix Components > 

Profile Management > 詳細設定にアクセスします。

次の手順で機能を有効にします:

Outlookの検索インデックスローミングを有効にするポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

OKをクリックします。

同じユーザーの同時セッションでこの機能をサポートするには、次の手順に従います:
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a.

b.

c.

d.

5.

a.

b.

c.

6.

a.

b.

c.

Outlook検索データローミングの同時セッションサポートを有効にするポリシーをダブル
クリックします。

有効を選択します。

ストレージ容量に余裕がある場合は、Outlook OSTファイルを保存するためのVHDXディ
スクの最大数フィールドで、デフォルトのVHDXディスクの数を増やします。このフィール
ドの詳細については、「同時セッションのサポート」を参照してください。

OKをクリックします。

この機能の安定性を高めるには、次の手順に従います。

Outlook検索インデックスデータベースのバックアップと復元ポリシーをダブルクリック
します。

有効を選択します。

OKをクリックします。

この機能の可用性を高めるには、次の手順に従います。

セッションでVHDXディスクを自動的に再アタッチポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

OKをクリックします。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行し、すべて
のセッションからログオフしてから、再度ログオンします。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate> を参照してください。

「注：」:

検索インデックスローミング機能をMicrosoft Windows 10 1809以降、およびWindows 

Server 2019以降で動作させるには、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows Search の下にDWORD値
EnablePerUserCatalog = 0 を追加します。レジストリ設定を有効にするには、VDAを再

起動します。
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3.

4.

Outlook 検索インデックスデータベースの自動バックアップ
と復元
Profile Managementは、Outlookの検索インデックスローミング機能の安定性を確保するためのソ
リューションを提供します。これは、検索インデックスデータベースの最後に確認された正常なコ
ピーのバックアップを自動的に保存し、破損した場合にそのコピーに復元することで実現されま
す。その結果、データベースが破損した場合に手動で再インデックスを作成する必要がなくなりま
す。

この機能はデフォルトで無効になっています。使用するには、まずOutlookの検索インデックス
ローミングを有効にする必要があります。Outlookの検索インデックスローミングの詳細について
は、「ネイティブOutlook検索エクスペリエンスを有効にする」を参照してください。

Outlookの検索インデックスローミングを有効にした後、この機能を有効にするには、次の手順を
実行します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADM) > クラシック管理用テンプレート
(ADM) > Citrix® > Profile Management > 詳細設定で、Outlook検索インデックスデータベー
ス – バックアップと復元ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択し、OKをクリックします。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。すべ
てのセッションからログオフし、再度ログオンします。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate> を参照してください。

Citrix StudioでProfile Managementポリシーを構成することもできます。これを行うには、次の手
順を実行します。

Citrix Studioの左ペインで、ポリシーをクリックします。

ポリシーの作成ウィンドウで、検索ボックスにポリシーを入力します。たとえば、「Outlook

検索インデックスデータベース – バックアップと復元」と入力します。

選択をクリックして、Outlook検索インデックスデータベース – バックアップと復元ポリシー
を開きます。

有効を選択し、OKをクリックします。
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仕組み
この機能が有効になっている場合、Profile Managementは、ログオン時にデータベースが正常に
マウントされるたびに、検索インデックスデータベースのバックアップを保存します。新しいバッ
クアップが正常に保存されると、Profile Managementは以前に保存されたバックアップを削除し
ます。Profile Managementは、このバックアップを検索インデックスデータベースの正常なコピー
として扱います。検索インデックスデータベースのマウント試行が失敗した場合、Profile 

Managementは検索インデックスデータベースを自動的に最後に確認された正常なコピーに復元し
ます。

重要:

Profile Management は、ポリシーが最初に有効になり、検索インデックスデータベース
が作成された後、検索インデックスデータベースのバックアップを保存しません。

Profile Management は、新しいバックアップが正常に保存された後、以前に保存された
バックアップを削除します。このバックアップは、VHDX ファイルの利用可能なスト
レージ領域をより多く消費します。

Citrix Profile Management プロファイルコンテナ

重要:

この機能はWindows 7では動作しません。

ユーザープロファイル内の大きなフォルダーは、ユーザーログオンの遅延を引き起こす可能
性があります。ログオンエクスペリエンスを向上させるために、Profile Managementは
VHDXベースのプロファイルソリューションであるプロファイルコンテナを提供します。こ
のソリューションにより、選択したプロファイルフォルダーをVHDXプロファイルディスク
に保存できます。ユーザーがログオンすると、VHDXプロファイルディスクがマウントさ
れ、プロファイルフォルダーがすぐに利用可能になります。

Profile Management 2009以降、プロファイルコンテナソリューションはユーザープロファイル全
体をVHDXプロファイルディスクに保存できます。

プロファイルコンテナを展開するための一般的なワークフローは次のとおりです。
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3.

4.

5.

•

•

•

(オプション) VHDXファイルのストレージサイズとパスを指定する。

ニーズに合わせてプロファイルコンテナを有効にします。

ユーザープロファイルの一部に対してプロファイルコンテナを有効にする

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にする (コンテナベースの
プロファイルソリューション)。

注:

コンテナベースのプロファイルソリューションが有効になっている場合、以下のユー
ザープロファイル（存在する場合）は、初回使用時にコンテナに自動的に移行されま
す。

ローカルWindowsユーザープロファイル

Citrixファイルベースプロファイルソリューションからのユーザープロファイル

(オプション) プロファイルコンテナからフォルダーとファイルを除外する。

展開でマルチセッションシナリオが一般的な場合は、(/ja-jp/profile-management/2209/

configure/enable-multi-session-write-back-for-profile-containers.html)を有効にします。

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にしている場合、必要に応じ
て以下のいずれかのポリシーを有効にできます。

ユーザーログオンのプロファイル冗長性を提供するには、(/ja-jp/profile-management/2209/

configure/replicate-user-stores.html)を有効にします。

プロファイルコンテナの高い可用性を提供するには、(#optional-enable-local-caching-for-

profile-containers)を有効にします。

注:

ユーザーストアのレプリケートポリシーとプロファイルコンテナのローカルキャッ
シュを有効にするポリシーは互換性がなく、同時に有効にすることはできません。
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◦

◦

◦

◦

•

プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にするポリシーとプロファイルコ
ンテナのマルチセッションライトバックを有効にするポリシーは互換性がなく、同時
に有効にすることはできません。

概要
主要な概念と情報について説明します。

ユーザーストアとプロファイルコンテナについて

ユーザーストアは、ユーザープロファイルを保存するための中央ネットワークロケーションです。
ユーザーがログオンすると、プロファイルはユーザーストアからユーザー環境にコピーされます。
ユーザープロファイル内の大きなプロファイルフォルダは、ユーザーログオンを長引かせます。

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナは、ユーザープロファイルを保存するために使用
されるVHDXベースのネットワークディスクです。ユーザープロファイル全体または一部を保存す
るために使用できます。ログオン時に、プロファイルコンテナはユーザー環境にマウントされ、
プロファイルフォルダはすぐに利用可能になります。

他のポリシーへの影響

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にすると、他のポリシーへの影
響は次のとおりです。

ユーザーストアベースのプロファイルソリューションは自動的に無効になります。ユーザース
トア専用に設計されたポリシーは適用されなくなります。

プロファイルストリーミング

例外: プロファイルストリーミングは、プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効
にするポリシーが有効になっている場合に、プロファイルコンテナに適用されます。詳細
については、「プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にする」を参照してく
ださい。

ファイルシステム

アクティブライトバック

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する

Outlook の検索インデックスローミング機能との下位互換性を維持するため、Profile 

Management は、以下のファイルをそれぞれ保存するために使用される2つの VHDX ディスク
を保持します。
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•

a.

b.

c.

Outlook 検索インデックスデータベース

オフライン Outlook データファイル ( .ost )

同時アクセスが機能する方法

プロファイル管理は、プロファイルコンテナへの同時アクセスをサポートしています。すべての同
時セッションにおいて、読み取り/書き込みセッションは1つのみ存在し、プロファイルへの変更を
プロファイルコンテナにマージできます。

Profile Management が同時アクセスを処理する方法は次のとおりです。

セッションログオン時:

読み取り/書き込みセッションが存在するかどうかを確認します。存在する場合、現在のセッ
ションは読み取り専用になります。存在しない場合、それは読み取り/書き込みセッションで
す。

セッションログオフ時:

プロファイルコンテナをマウント解除します。

現在のセッションが読み取り専用の場合、プロファイル変更を破棄します。

他の同時セッションがない場合、読み取り/書き込みセッションのプロファイル変更をプロ
ファイルコンテナにマージします。

マルチセッションライトバックを有効にするには、プロファイルコンテナのマルチセッションラ
イトバックを有効にするポリシーを使用します。

(オプション) VHDXファイルの保存パスを指定します
デフォルトでは、VHDXプロファイルディスク（VHDXファイル）はユーザーストアに保存されま
す。

たとえば、ユーザーストアのパスを次のように構成します。 \\myprofileserver\profiles$\

%username%.%domain%\!ctx_osname!.!ctx_osbitness! 。

その後、VHDXプロファイルディスクは次の場所に保存されます。 \

\myprofileserver\profiles$\%username%.%domain%\!ctx_osname!.!ctx_osbitness!

\ProfileContainer\!ctx_osname! 。

Profile Management 2112以降、Profile Management内のすべてのVHDXファイルを保存するため
の個別のネットワーク場所を指定できます。詳細については、VHDXファイルの保存パスを指定す
るを参照してください。
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3.
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ユーザープロファイルの一部に対してプロファイルコンテナを有効にす
る
ユーザーストアでのログオン時間を短縮するために、プロファイルコンテナ機能を有効にし、そ
れらの大きなプロファイルフォルダをプロファイルコンテナに追加できます。

注：

プロファイルコンテナに追加するフォルダは、ユーザーストアにも存在します。プロファイ
ルコンテナ機能を有効にすると、Profile Managementはプロファイルコンテナとユーザース
トアの間でフォルダを同期させます。 プロファイルコンテナ機能を有効にしてから無効にし
たとします。一貫性のあるユーザープロファイルを確保するために、Profile Managementは
ユーザーストアプロファイルをプロファイルコンテナと同期させます。この同期はユーザー
ログオン時に行われます。除外リスト内のフォルダはユーザーストアにコピーされません。

グループポリシー管理エディターを開きます。

コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > 

Citrix コンポーネント > Profile Management > プロファイルコンテナ設定の下で、プロファ
イルコンテナポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

「表示」をクリックし、ユーザープロファイルに相対パス形式でフォルダーを追加します。大
容量のキャッシュファイルを含むフォルダーを追加することをお勧めします。たとえば、Citrix 

Filesコンテンツキャッシュフォルダーをリストに追加します: 

AppData\Local\Citrix\Citrix Files\PartCache 。

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にする
Profile Management 2009以降、ユーザープロファイル全体をプロファイルコンテナに配置でき、
VHDXベースのプロファイルソリューション全体が有効になります。詳細な手順は次のとおりで
す。

グループポリシー管理エディターを開きます。

「コンピューターの構成 > ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > 

Citrix コンポーネント > Profile Management > プロファイルコンテナ設定」で、「プロファ
イルコンテナ」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「表示」をクリックし、プロファイルコンテナリストにアスタリスク ( * ) を追加します。



プロファイル管理 2209 

129

5.

1.

2.

3.

•

•

「OK」をクリックします。

(オプション) フォルダーとファイルを含めるおよび除外する
プロファイルコンテナが肥大化するのを防ぐため、フォルダーとファイルをそこから除外できま
す。必要に応じて、親フォルダーが除外されている場合でも、フォルダーとファイルを含めること
ができます。

プロファイルコンテナからフォルダーを除外する

重要:

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にすると、フォルダーリダ
イレクト設定は引き続き有効になります。リダイレクトするフォルダーを「プロファイルコ
ンテナから除外するフォルダー」リストに入れないでください。そうしないと、フォルダー
リダイレクトが機能しません。

「プロファイルコンテナから除外するフォルダー」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「表示」をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パス形式で除外するフォルダーを入力
します。

Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされています
が、再帰的には適用されません。例：

Desktop  は Desktop  フォルダーを示します。

Downloads&ast;  は Downloads  フォルダーのすべての直下サブフォルダーを示しま
す。

「注：」:

ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテナを有効にする場合（コンテナベー
スのプロファイルソリューション）、 appdata\local\temp  フォルダーはプロファイルコ
ンテナから自動的に除外されます。
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この設定が無効になっている場合、フォルダーは除外されません。ここで設定されていない
場合、.iniファイルの値が使用されます。ここでも.iniファイルでも設定されていない場合、
フォルダーは除外されません。

プロファイルコンテナにフォルダーを含める

除外されたフォルダーのサブフォルダーをプロファイルコンテナに含めるには、次の手順に従い
ます。

「プロファイルコンテナに含めるフォルダー」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「表示」をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パス形式で含めるフォルダーを入力し
ます。

次の点に注意してください。

このリストのフォルダーは、除外されたフォルダーのサブフォルダーである必要があります。
そうでない場合、この設定は機能しません。

Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされています
が、再帰的には適用されません。

ポリシーを有効にして空のリストを構成することは、設定を無効にすることと同じ効果がありま
す。ここで設定が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。ここで設定が構成さ
れておらず、.iniファイルでも構成されていない場合、除外リストにないフォルダーはプロファイ
ルコンテナに含まれます。

プロファイルコンテナにファイルを含める

Profile Management 2112以降、プロファイルコンテナにファイルを含めることができます。

プロファイルコンテナからフォルダーを除外した後、そのフォルダー内のファイルをプロファイ
ルコンテナに含めることができます。詳細な手順は次のとおりです。

「プロファイルコンテナに含めるファイル」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「表示」をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パスの形式で含めるファイルを入力し
ます。

次の点に注意してください。



プロファイル管理 2209 

131

•

•

•

•

•

•

•

1.

2.

3.

•

•

このリストのファイルは、除外されたフォルダー内にある必要があります。そうでない場合、
この設定は機能しません。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に適用されます。ポリシーを現在のフォルダーのみに
制限するには、縦棒 ( | ) を使用します。

Profile Management 2112以降、フォルダー名内のワイルドカードはサポートされています
が、再帰的には適用されません。

例:

Desktop\Desktop.ini  は Desktop\Desktop.ini  ファイルを示します。

AppData&ast;.tmp  は、 AppData  フォルダーとそのサブフォルダー内の .tmp  拡張子を
持つすべてのファイルを示します。

AppData&ast;.tmp|  は、 AppData  フォルダー内のみの .tmp  拡張子を持つすべてのファ
イルを示します。

Downloads&ast;\a.txt  は、 Downloads  フォルダーの直下のサブフォルダー内の 

a.txt  を示します。

ポリシーを有効にして空のリストを構成することは、設定を無効にすることと同じ効果がありま
す。ここで設定が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。ここで設定が構成さ
れておらず、.iniファイルでも構成されていない場合、除外リストにないファイルはプロファイル
コンテナに含まれます。

プロファイルコンテナからファイルを除外する

Profile Management 2112以降、プロファイルコンテナからファイルを除外できます。詳細な手順
は次のとおりです。

「プロファイルコンテナから除外するファイル」ポリシーをダブルクリックします。

有効を選択します。

表示をクリックし、ユーザープロファイルへの相対パスの形式で除外するファイルを入力しま
す。

次の点に注意してください。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に適用されます。ポリシーを現在のフォルダーのみに
制限するには、縦棒 ( | ) を使用します。

Profile Management 2112以降、フォルダー名でのワイルドカードはサポートされています
が、再帰的には適用されません。
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この設定が無効になっている場合、ファイルは除外されません。ここで設定が構成されていない
場合、.iniファイルの値が使用されます。ここで設定も.iniファイルでも構成されていない場合、
ファイルは除外されません。

(オプション) プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にする
プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にする機能は、プロファイルコンテナがユー
ザープロファイル全体に対して有効になっている場合にのみ有効になります。プロファイルコンテ
ナのローカルキャッシュを有効にするポリシーを有効にすると、ユーザーログオン時に、プロ
ファイルコンテナ内のユーザープロファイルがユーザーのローカルユーザープロファイルにキャッ
シュされます。

重要:

OneDriveなど、コンテナベースのプロファイルソリューションでのみ動作するアプリケー
ションは、このポリシーが有効になっていると正しく機能しない場合があります。OneDrive

が正しく機能するようにするには、このポリシーを無効にするか、OneDriveコンテナポリ
シーを有効にしてください。

デフォルトでは、ユーザーログオン時にユーザープロファイル全体がキャッシュされます。
ユーザーログオン時間を短縮するには、プロファイルストリーミングポリシーを有効にでき
ます。その結果、ユーザープロファイル内のプロファイルフォルダーは、ログオン後にオン
デマンドでキャッシュされます。

プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを
有効にする

ヒント:

FSLogix Profile Containerの詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/

fslogix/configure-profile-container-tutorial> を参照してください。Citrix Profile 

Managementプロファイルコンテナの詳細については、Citrix Profile Managementプロファイ
ルコンテナを参照してください。
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概要
FSLogix プロファイルコンテナやCitrix Profile Management プロファイルコンテナなどのVHDベー
スのプロファイルソリューションは、マルチセッションシナリオでの変更の保存をサポートして
いません。変更を書き込めるのは、1つのセッション（読み取り/書き込みモード）のみです。他の
セッション（読み取り専用モード）での変更は破棄されます。

しかし、マルチセッションシナリオはCitrix仮想アプリのユースケースで一般的です。これらの
ユースケースを容易にするために、プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有
効にするポリシーを提供しています。このポリシーにより、FSLogix Profile ContainerとCitrix 

Profile Managementプロファイルコンテナの両方でマルチセッションライトバックを有効にでき
ます。同じユーザーが異なるマシンで複数のセッションを起動した場合、Profile Managementは各
セッションで行われた変更をユーザーのプロファイルコンテナに同期して保存します。

ユーザーログオン中、ユーザーのプロファイルコンテナディスクがマウントされ、I/O要求はマウ
ントされたディスクにリダイレクトされます。その後、Profile Managementはユーザーストアから
ローカルプロファイルに変更を同期します。

ユーザーログオフプロセス中、Profile Managementはセッションで使用されているFSLogix Profile 

Containerのモードによって動作が異なります。

読み取り専用モードが使用されている場合、Profile Managementは変更をユーザーストアに書
き戻します。

読み取り/書き込みモードが使用されている場合、Profile Managementはユーザーストアからの
変更をローカルプロファイルに適用します。その後、変更はユーザーのプロファイルコンテナ
にマージされます。

注:

FSLogix Profile Containerが使用されている場合、マルチセッションライトバック機能はプ
ロファイルストリーミングと互換性がありません。

以下のイベントが変更と見なされます。

作成

変更

削除

名前変更
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ライトバック戦略

Profile Management は、「最終書き込み優先」戦略を使用して変更を適用します。

ファイル/フォルダーの作成と変更の場合、ファイル/フォルダーの最終書き込み時刻を比較す
ることによって変更をライトバックします。

ファイル/フォルダーの削除と名前変更の場合、変更に関連付けられたタイムスタンプを比較
することによって変更をライトバックします。Profile Management は、変更が発生したときに
タイムスタンプをログに記録します。

プロファイルコンテナーのマルチセッションライトバックを有効にする
プロファイルコンテナーのマルチセッションライトバックを有効にするポリシーを有効に設定す
ることで、マルチセッションライトバック機能を使用できます。このポリシーは、デフォルトで無
効に設定されています。

FSLogix Profile Container でこの機能を使用するには、次の手順を実行します。

FSLogix プロファイルコンテナ

FSLogix Profile Container がインストールされ、有効になっていることを確認します。

プロファイルの種類が読み取り/書き込みプロファイルを試行し、読み取り専用に
フォールバックするに設定されていることを確認します。

Citrix プロファイル管理

Profile Management を有効にするポリシーを有効に設定します。

ユーザー ストアへのパスポリシーを有効なパスで設定します。

(オプション)処理済みグループ」および「除外グループ」ポリシーを設定します。処理
するユーザーグループがFSLogixプロファイルコンテナ内のグループと一致しているこ
とを確認します。

「プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にする」ポリシーを
「有効」に設定します。このポリシーはGPOまたはCitrix Studioで設定できます。詳細
については、この記事の後半の手順を参照してください。

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナのマルチセッションライトバック機能を使用
するには、次の手順を実行します。

「プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にする」ポリシーを「有
効」に設定します。
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1.

2.

3.

「Citrix Profile Managementプロファイルコンテナ機能を有効にする」(/ja-jp/profile-

management/2209/configure/citrix-profile-management-profile-container.html)。

「注:」:

「プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にする」は「プロファイル
コンテナのローカルキャッシュを有効にする」と互換性がなく、これらを同時に有効にする
ことはできません。

「プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にする」ポリシーを有効に
するには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。

「コンピューターの構成」>「管理用テンプレート」>「Citrixコンポーネント」>「Profile 

Management」>「詳細設定」で、「プロファイルコンテナのマルチセッションライトバック
を有効にする」ポリシーをダブルクリックします。

「有効」を選択し、「OK」をクリックします。

変更を有効にするには、Profile Managementがインストールされているマシンで、コマンドプロ
ンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。すべてのセッションからログオフし、再度
ログオンします。詳細については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> を参照してください。

OneDriveコンテナを有効にする
OneDriveコンテナを使用すると、OneDriveフォルダーをユーザーとともにローミングできます。
その結果、ユーザーはどのコンピューターからでも同じOneDriveフォルダーにアクセスできま
す。

OneDriveコンテナは、VHDXベースのフォルダーローミングソリューションです。Profile 

Managementは、ファイル共有上にユーザーごとにVHDXファイルを作成し、ユーザーのOneDrive

フォルダーをVHDXファイルに保存します。VHDXファイルは、ユーザーがログオンするときにア
タッチされ、ログオフするときにデタッチされます。

プロファイル処理ソリューションには2種類あります。OneDriveコンテナは、その両方に適用され
ます。
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ファイルベース。ユーザープロファイルは、ログオン時にリモートユーザーストアからローカ
ルコンピューターにフェッチされ、ログオフ時に書き戻されます。

VHDXベース。ユーザープロファイルはVHDXファイル（プロファイルコンテナとして知られ
ています）に保存されます。これらのVHDXファイルは、ログオン時にアタッチされ、ログオ
フ時にデタッチされます。

OneDriveコンテナを展開するための一般的なワークフローは次のとおりです。

(オプション) VHDXファイルの保存パスを指定する

OneDriveコンテナを有効にして構成する

注：

Citrix Profile Management 2206以降では、プロファイルコンテナを使用してプロファイル全
体を保存する場合、OneDriveフォルダーはデフォルトでユーザーとともにローミングされま
す。ただし、OneDriveフォルダーを別のコンテナを使用してローミングしたい場合は、
OneDriveコンテナを有効にすることもできます。

(オプション) VHDXファイルの保存パスを指定する
デフォルトでは、OneDriveコンテナのVHDXファイルは、ユーザーストアと同じストレージサー
バーに保存されます。

たとえば、ユーザーストアのパスを次のように構成します。

\\myprofileserver\profiles$\%username%.%domain%\!ctx_osname!.!ctx_osbitness! !

OneDriveコンテナのVHDXファイルは、その後、に保存されます。

\\myprofileserver\profiles$\%username%.%domain%\!ctx_osname!.!ctx_osbitness!

\OneDrive

必要に応じて、OneDriveフォルダーのVHDXディスクを保存する別のファイル共有を指定できま
す。詳細については、「VHDXファイルの保存パスを指定する」を参照してください。

OneDriveコンテナを有効にして構成する
OneDriveコンテナポリシーを有効にし、VHDXファイルに保存するOneDriveフォルダーを指定し
ます。詳細な手順は次のとおりです。
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4.
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6.

1.

2.

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > 詳細設定にアクセスし、OneDrive コンテナを有効にするをダブルク
リックします。

有効を選択します。

OneDriveフォルダーのリストフィールドで、表示をクリックします。

ユーザープロファイルに対する相対パスの形式でOneDriveフォルダーを入力し、OKをクリッ
クします。

たとえば、OneDriveフォルダーの絶対パスが %userprofile%\OneDrive - Citrix の場合、
OneDrive - Citrix をリストに追加します。

注：

相対パスには、 !CTX_OSNAME! や !CTX_OSBITNESS! などの変数を含めることはできま
せん。

OKをクリックします。

ファイル重複排除を有効にする
ユーザーストア内の様々なユーザープロファイルに同一ファイルが存在する可能性があります。
ユーザーストアにファイルの重複インスタンスが保存されていると、ストレージコストが増加しま
す。

ファイル重複排除ポリシーにより、Profile Managementはユーザーストアから重複ファイルを削除
し、それらの1つのインスタンスを中央の場所（共有ストア と呼ばれる）に保存できます。これに
より、ユーザーストアでのファイルの重複が回避され、ストレージコストが削減されます。

ファイル重複排除を有効にし、共有ストアに含めるファイルを指定するには、以下のポリシーを
構成します。

ファイル重複排除 > 重複排除のために共有ストアに含めるファイル

(オプション) ファイル重複排除 > 共有ストアから除外するファイル

ファイル重複排除ポリシーを構成すると、Profile Managementはユーザーストアと同じパスに共
有ストアを作成します。例：
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ユーザーストアへのパス: \\server\profiles$\%USERDOMAIN%\%USERNAME%\!CTX_OSNAME!!

CTX_OSBITNESS! !

共有ストアへのパス: \\server\profiles$\%USERDOMAIN%\SharedFilesStore

重複排除のために共有ストアにファイルを含める
ユーザーストアに重複ファイルが存在する場合、ファイル重複排除を有効にし、重複排除のため
に共有ストアに含めるファイルを指定します。

重要:

共有ストアに重複排除されたすべてのファイルはすべてのドメインユーザーによって読み取
られる可能性があるため、個人データや機密データの重複排除は推奨しません。

詳細な手順は次のとおりです。

グループポリシー管理エディターを開きます。

「ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ファイルの重複排除」にアクセスします。

「共有ストアに含める重複排除ファイル」をダブルクリックします。

「有効」を選択します。

「共有ストアに含めるファイルのリスト」フィールドで、「表示」をクリックします。

ユーザープロファイルに対する相対パスでファイル名を入力します。

ワイルドカードは、以下の考慮事項に従ってサポートされます。

ファイル名のワイルドカードは再帰的に適用されます。現在のフォルダーのみに制限する
には、縦棒 ( | ) を使用します。

フォルダー名のワイルドカードは再帰的に適用されません。

例:

Downloads\profilemgt_x64.msi  — Downloadsフォルダー内のprofilemgt_x64.msiファ
イル

*.cfg  — ユーザープロファイルフォルダーとそのサブフォルダー内の.cfg拡張子のファ
イル

Music&ast;  — Musicフォルダーとそのサブフォルダー内のファイル
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Downloads&ast;.iso  — Downloadsフォルダーとそのサブフォルダー内の.iso拡張子の
ファイル

Downloads&ast;.iso|  — Downloadsフォルダー内のみの.iso拡張子のファイル

AppData\Local\Microsoft\OneDrive&ast;&ast;.dll  — 

AppData\Local\Microsoft\OneDriveフォルダーの直下のサブフォルダー内の.dll拡張子の
ファイル

「OK」をクリックし、もう一度「OK」をクリックします。

構成の優先順位

この設定が無効になっている場合、共有ストアは無効になります。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、共有ストアは無効になります。

共有ストアからファイルを除外する
ワイルドカード文字を使用すると、ファイルのグループを一度にすべて共有ストアに含めることが
できます。グループから一部のファイルを除外するには、次の手順で共有ストアから除外する
ファイルポリシーを有効にして構成します。

グループポリシー管理エディターを開きます。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ファイル重複排除にアクセスします。

共有ストアから除外するファイルをダブルクリックします。

有効を選択します。

共有ストアから除外するファイルのリストフィールドで、表示をクリックします。

ユーザープロファイルに対する相対パスでファイル名を入力します。

ワイルドカードは、次の考慮事項とともにサポートされます。

ファイル名内のワイルドカードは再帰的に適用されます。それらを現在のフォルダーのみ
に制限するには、縦棒 ( | ) を使用します。

フォルダー名内のワイルドカードは再帰的に適用されません。

例:

Downloads\profilemgt_x64.msi  — Downloadsフォルダー内のprofilemgt_x64.msiファ
イル
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*.tmp  — ユーザープロファイルフォルダーとそのサブフォルダー内の.tmp拡張子を持つ
ファイル

AppData&ast;.tmp  — AppDataフォルダーとそのサブフォルダー内の.tmp拡張子を持つ
ファイル

AppData&ast;.tmp|  — AppDataフォルダー内のみの.tmp拡張子を持つファイル

Downloads&ast;\a.txt  — Downloadsフォルダーの直下のサブフォルダー内のa.txtファ
イル

OK をクリックし、もう一度 OK をクリックします。

構成の優先順位

この設定が無効になっている場合、ファイルは除外されません。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ファイルは除外されません。

共有ストアのセキュリティ設定を構成する
共有ストアが存在しない場合、Profile Managementは次のアクセス許可設定で自動的に共有スト
アを作成します。

ドメインコンピューター: フルコントロールアクセス

ドメインユーザー: 読み取りアクセス

デフォルト設定ではドメインコンピューターにフルコントロールアクセス権が付与されるため、
セキュリティを強化するために、共有ストアを手動で作成し、資格情報ベースのアクセスを実装す
ることをお勧めします。そのためには、次の手順に従います。

ユーザー ストアへのパス設定の %USERNAME% パラメーターと同じディレクトリレベルに共有
ストアフォルダーを作成します。たとえば、ユーザー ストアへのパス設定が \

\SERVER\UPM_USER_STORE\%USERNAME%.%USERDOMAIN%\!CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS! の
場合、共有ストアフォルダーは \\SERVER\UPM_USER_STORE\SharedStore である必要があり
ます。

共有ストアに次の権限を付与します。この図に示すように、ユーザー
SharedStoreManagementUser は共有ストアへのアクセスに使用される資格情報です。
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各VDAで、共有ストアにアクセスするための SharedStoreManagementUser ユーザーアカウ
ントのWindows資格情報を追加します。この目的のために、Windows資格情報マネージャーま
たはWorkspace Environment Managementを使用できます。詳細については、ユーザー ストア
への資格情報ベースのアクセスを有効にするに記載されている手順を参照してください。

VHDXファイルのストレージサイズとパスを指定する
この記事では、Profile Managementが作成するVHDXファイルのストレージサイズとパスを指定す
る方法について説明します。

概要
Profile Managementは、以下のVHDXベースの機能を提供します。

Outlook検索インデックスローミング

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナ設定

フォルダーミラーリングの高速化

OneDriveコンテナの有効化

デフォルトでは、すべてのVHDXファイルはユーザーストアに保存されます。必要に応じて、それ
らを保存するための別のパスを指定できます。以下に、VHDXファイルのデフォルトおよびカスタ
ムストレージパスを示します。

プロファイルコンテナー設定
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1.

デフォルト: {USER_STORE_PATH}\ProfileContainer\{OS_NAME_SHORT}\

カスタム: {VHDX_STORE_PATH}\ProfileContainer\{OS_NAME_SHORT}\

Outlook検索インデックスローミング

デフォルト: {USER_STORE_PATH}\VHD\{OS_NAME_SHORT}\

カスタム: {VHDX_STORE_PATH}\VHD\{OS_NAME_SHORT}\

フォルダーのミラーリングを高速化する

デフォルト: {USER_STORE_PATH}\MirrorFolders\

カスタム: {VHDX_STORE_PATH}\MirrorFolders\

OneDriveコンテナを有効にする

既定: {USER_STORE_PATH}\OneDrive\

カスタム: {VHDX_STORE_PATH}\OneDrive\

プロファイル管理は、現在のユーザーを偽装して VHDX ファイルにアクセスするようになり、
Domain Computers に VHDX ファイルのストレージパスへの full control  権限を付与しなく
なりました。

ストレージサイズを指定する
すべての VHDX ファイルの最大サイズは、既定で 50 GB です。既定の最大サイズを変更するに
は、VHDX ポリシーを有効にする前に、次のレジストリ値を構成します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Citrix\UserProfileManager\VhdCapacity

(DWORD、サイズは GB 単位)。

VHDX ファイルは、手動でファイルを削除しても自動的に縮小されません。VHDX ファイルのサ
イズを縮小するには、ディスクの管理に移動し、該当するボリュームを右クリックして、ボリュー
ムの縮小を選択します。

ストレージパスを指定する
VHDX ファイル用のネットワークストレージの場所を準備します。ユーザーにストレージの場所
への Modify  以上の権限を付与していることを確認してください。

VHDX ファイルのストレージパスを指定するには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開きます。
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コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > Citrix コンポーネント > プロファイル管理 > 

詳細設定で、VHDX ファイルのストレージパスをカスタマイズポリシーをダブルクリックしま
す。

「Enabled」を選択します。

VHDX ファイルの保存パスフィールドに、ストレージの場所のフルパスを入力します。例: \

\myservername\vhdx_store 。

適用をクリックし、OKをクリックします。

設定を有効にするには、次の操作を行います。

ユーザープロファイルを使用しているすべてのセッションからログオフします。

コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを実行します。

ポリシーが有効になるタイミングは、使用状況によって異なります。

VHDXファイルのストレージパスを初めて指定する場合、ポリシーはユーザーがログオン
した後に有効になります。

VHDXファイルのストレージパスを変更する場合、ポリシーはユーザーが初めてログオフ
した後に有効になります。

gpupdate コマンドの詳細については、Microsoftドキュメントを参照してください。

ここでこの設定が構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。ここで、または.ini

ファイルでこの設定が構成されていない場合、Profile ManagementはVHDXファイルをユーザース
トアに保存します。

セッションでVHDXディスクを自動的に再アタッチする
セッションでVHDXディスクを自動的に再アタッチする機能により、Profile ManagementはVHDX

ベースのポリシーの高い安定性を確保します。

概要
Citrix Profile Managementは、以下のVHDXベースのポリシーを提供します。

ネイティブのOutlook検索エクスペリエンスを有効にする

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナ(/ja-jp/profile-management/2209/configure/

citrix-profile-management-profile-container.html)

フォルダミラーリングを高速化する

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/gpupdate
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各ポリシーは、適切に機能するために関連するVHDXディスクに依存します。Profile Management

は、ログオン中にこれらのディスクをアタッチし、ログオフ中にデタッチします。しかし、これら
のVHDXディスクはセッション中に誤ってデタッチされ、ポリシーが適切に機能しなくなる可能性
があります。VHDXディスクがデタッチされる可能性のある原因は次のとおりです。

ファイルサーバーで一時的なエラーが発生する

ネットワーク接続が遅い

セッションでVHDXディスクを自動的に再アタッチするポリシーが有効になっている場合、Profile 

Managementは、前述のVHDXベースのポリシーで使用されているVHDXディスクを監視します。
いずれかのディスクがデタッチされた場合、Profile Managementはディスクを自動的に再アタッチ
します。

ポリシーを有効にする
デフォルトでは、このポリシーは有効になっています。VHDXベースのポリシーの高い安定性を確
保するために、デフォルト設定を維持することをお勧めします。

VHDXベースのポリシーでパフォーマンスの問題が発生した場合は、以下の手順に従ってポリシー
設定を確認してください。

グループポリシー管理エディターを開きます。

「Citrix コンポーネント > プロファイル管理 > 詳細設定」で、「セッションでVHDXディスク
を自動的に再アタッチ」ポリシーをダブルクリックします。

設定が「無効」になっている場合は、「有効」を選択し、「OK」をクリックします。

変更を有効にするには、Microsoft の記事に記載されているとおり、コマンドプロンプトから
gpupdate /force コマンドを実行します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用され、デフォルトで有
効になります。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ポリシーはデフォルトで有効に
なります。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/gpupdate
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Azure AD参加済みおよびドメイン非参加のVDAマシンに対
するサポートを有効にする
Citrix Profile Managementは、顧客が管理するAzureサブスクリプション内のAzure AD参加済みお
よびドメイン非参加のVDAマシンに対して、プロファイル管理を提供できるようになりました。

前提条件
プロファイル マネジメント 2203 以降

VDAバージョン2203以降

プロファイルストレージサーバーの資格情報を保存するためにWorkspace Environment 

Management (WEM)を使用している場合、WEMエージェントバージョン2109.2.0.1以降

Profile Managementを有効にする
Azure AD参加済みまたはドメイン非参加のVDAマシンでProfile Managementを有効にするには、
以下の設定を完了します。

Profile Managementで、Enable Profile managementポリシーをenabledに設定します。

Path to user storeポリシーを、VDAからアクセス可能な有効なパスに設定します。たとえ
ば、ファイルサーバーまたはAzure Files共有に存在するユーザーストアはアクセス可能です。

Profile containerポリシーをEnableに設定し、プロファイルコンテナリストにアスタリスク
(*) を追加します。詳細については、「ユーザープロファイル全体に対してプロファイルコンテ
ナを有効にする」を参照してください。

Enable credential-based access to user storesポリシーをEnabledに設定します。次に、
Profile Managementがユーザーストアにアクセスできるように、プロファイルストレージサー
バーの資格情報をWEMまたはWindows資格情報マネージャーに保存します。詳細について
は、「ユーザーストアへの資格情報ベースのアクセスを有効にする」を参照してください。

ユーザーグループポリシーのログオン時の非同期処理を有
効にする
Windowsは、ユーザーグループポリシーに同期と非同期の2つの処理モードを提供します。
Windowsは、次のユーザーログオンの処理モードを決定するためにレジストリ値を使用します。
レジストリ値が存在しない場合、同期モードが適用されます。

レジストリ値はマシンレベルの設定であり、ユーザーとともにローミングされません。そのた
め、ユーザーが以下の場合、非同期モードは期待どおりに適用されません。
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異なるマシンにログオンする。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除するポリシーが有効になってい
る同じマシンにログオンする。

Citrix Profile Managementは、この問題を解決するためにユーザーグループポリシーのログオン時
の非同期処理を有効にするポリシーを提供します。このポリシーを有効にすると、Profile 

Managementはレジストリ値をユーザーとともにローミングします。その結果、ユーザーがログオ
ンするたびに実際の処理モードが適用されます。

この機能は、WindowsおよびWindows Server OSの両方に適用されます。

前提条件
Windowsマシンで非同期モードを有効にするために、追加のアクションは必要ありません。ただ
し、Windows Serverマシンでこのモードを有効にするには、以下の要件を満たしていることを確
認してください。

リモートデスクトップセッションホストの役割がインストールされていること。

グループポリシーが次のように設定されていること。

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > システム > ログオン > コンピューターの起
動とログオン時に常にネットワークを待つ: 無効

コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > システム > グループポリシー > リモートデ
スクトップサービス経由でログオンする際に非同期ユーザーグループポリシー処理を許可
する: 有効

ポリシーを有効にする
ポリシーを有効にするには、次の手順に従います。

グループポリシー管理エディターを開き、ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義
(ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > Profile Management にアクセスします。

Profile Management の下にある「詳細設定」をクリックします。

「ログオン時にユーザーグループポリシーの非同期処理を有効にする」ポリシーをダブルク
リックします。

「有効」を選択します。

「OK」をクリックします。
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変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force  コマンドを実行します。す
べてのセッションからログオフし、再度ログオンします。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate>  を参照してください。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの対応する設定が使用されます。

この設定がここで構成されておらず、.ini ファイルでも構成されていない場合、ポリシーは無
効になります。
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ポリシー

プロファイル管理ポリシー
この記事では、.adm および .admx ファイルのポリシーの重要な側面について説明します。

プロファイル管理変数
このバージョンのプロファイル管理では、グループポリシーと .ini ファイルの両方で使用できる次
の変数が利用可能です。

ファイルとレジストリエントリを定義するポリシーの場合、次の変数は次のように展開されま
す。

変数 バージョン 1 プロファイルの展
開

バージョン 2 プロファイルの展
開

!ctx_localsettings! ! Local 

Settings\Application 

Data

AppData\Local

!ctx_roamingappdata! ! Application Data AppData\Roaming

!ctx_startmenu! ! Start Menu AppData\Roaming\Microso

ft\Windows\Start menu

!ctx_internetcache! ! Local 

Settings\Temporary 

Internet Files

AppData\Local\Microsoft

\Windows\Temporary 

Internet Files

!ctx_localappdata! ! Local 

Settings\Application 

Data

AppData\Local

パスを構築するために使用されるポリシーの場合、 !ctx_osbitness!  変数はオペレーティング
システムに応じて x86 または x64 に展開されます。次の変数も展開されます。
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!ctx_osname!  は、オペレーティングシステムに応じて次のように短い名前に展開されま
す。

!ctx_profilever!  は、オペレーティングシステムに応じて次のようにプロファイルバー
ジョンに展開されます。

プロファイル管理サービスが開始されると、長い名前がログファイルに書き込まれます。

長い名前 短い名前 プロファイルバージョン

Windows 11 Win11 v6

Windows 10 Redstone 6 ウィンテンアールエスシック
ス

v6

Windows 10 Redstone 5 ウィンテンアールエスファイ
ブ

v6

Windows 10 Redstone 4 ウィンテンアールエスフォー v6

Windows 10 Redstone 3 ウィンテンアールエススリー v6

Windows 10 Redstone 2 ウィンテンアールエスツー v6

Windows 10 Redstone 1 ウィンテンアールエスワン v6

Windows 10 Win10 v5

Windows 8.1 Win8.1 v4 または v2

Windows 8 Win8 v3 または v2

Windows 7 Win7 v2

Windows Server 2022 Win2022 v6

Windows Server 2019 Win2019 v6

Windows Server 2016 Win2016 v6

Windows Server 2012 R2 Win2012R2 (バージョン) v4 または v2

Windows Server 2012 Win2012 v3 または v2



プロファイル管理 2209 

150

•

•

•

•

長い名前 短い名前 プロファイルバージョン

Windows Server 2008 R2 Win2008 v2

Windows Server 2008 Win2008 v2

注:

20H1以降のWindows 10の場合、長い名前はWindows10 \&lt;postfix\>で、対応する短い名前
はWin10_\&lt;postfix\>です。\&lt;postfix\>の値は、次の2つの特定のレジストリエントリから
取得されます。

エントリ: HKLM\Software\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion  > 値の名前: 

DisplayVersion

エントリ: HKLM\Software\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion  > 値の名前: 

ReleaseId

最初のレジストリエントリに値が含まれている場合、それが\&lt;postfix\>として使用されま
す。それ以外の場合は、2番目のレジストリエントリの値が使用されます。

Windows 8、Windows 8.1、Windows Server 2012、およびWindows Server 2012R2の場
合、実際のプロファイルバージョンは、
HLKM\System\CurrentControlset\Services\ProfSvc\Parameters の下にある
UseProfilePathExtensionVersion レジストリキーの設定によって変更される可能性があ

ります。

1に設定されている場合、プロファイルバージョンはオペレーティングシステムに応じて
v3またはv4になります。

設定されていないか、0に設定されている場合、プロファイルバージョンはv2です。
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バージョン別のポリシー
移行を支援するため、以下の表は、Profile Managementの異なるバージョンで利用可能なポリ
シー、.adm（または.admx）ファイルおよび.iniファイル内の各ポリシーの場所、および各ポリ
シーが設計されている機能（またはすべての展開の基本構成の一部であるかどうか）を示していま
す。

.admまたは.admxファイル内の場所は、 Citrix > Profile Management からの相対パスです。

バージョン 2209 から利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

SharedStoreFileInclu
sionList

\ファイル重複排除 SharedStoreFileInclu
sionList

重複排除のために共
有ストアに含める
ファイル

SharedStoreFileExcl
usionList

\ファイル重複排除 SharedStoreFileExcl
usionList

共有ストアから除外
するファイル

バージョン 2206 から利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

SyncGpoStateEnabl
ed

\AdvancedSettings SyncGpoStateEnabl
ed

ログオン時のユー
ザーグループポリ
シーの非同期処理を
有効にする

OneDriveContainer \AdvancedSettings OneDriveContainer ローミング
OneDrive フォル
ダーを有効にする

OutlookSearchRoam
ingConcurrentSessio
nEnabled

\AdvancedSettings OutlookSearchRoam
ingConcurrentSessio
nEnabled

同時セッションでの
Outlook 検索データ
のローミングを有効
にする

PSForPendingAreaE
nabled

\ストリーミングユー
ザープロファイル

PSForPendingAreaE
nabled

ペンディングエリア
のプロファイルスト
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.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

リーミングを有効に
する

バージョン 2203 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

EnableVolumeReatta
ch

\AdvancedSettings EnableVolumeReatta
ch

セッションで VHDX 
ディスクを自動的に
再アタッチする

バージョン 2112 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

ProfileContainerExcl
usionListFile

プロファイルコンテ
ナー設定

ProfileContainerExcl
usionListFile

プロファイルコンテ
ナーからファイルを
除外する

ProfileContainerInclu
sionListFile

プロファイルコンテ
ナー設定

ProfileContainerInclu
sionListFile

プロファイルコンテ
ナーにファイルを含
める

VhdStorePath AdvancedSettings PathToVhdStore VHDXファイル用の
ネットワークスト
レージの場所を指定
します

バージョン 2109 以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

CredBasedAccessEn
abled

AdvancedSettings CredBasedAccessEn
abled

ユーザーストアへの
資格情報ベースのア
クセスを有効にする
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バージョン 2106 以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

AccelerateFolderMirr
oring

\FileSystemSettings\
FSSynchronization

AccelerateFolderMirr
oring

フォルダーのミラー
リングを高速化する

CredBasedAccessEn
abled

詳細設定 CredBasedAccessEn
abled

ユーザー ストアへの
資格情報ベースのア
クセスを有効にする

MultiSiteReplication 詳細設定 MultiSiteReplication ユーザーストアをレ
プリケートする

バージョン 2103 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

PSForFoldersEnable
d

\PsSettings PSForFoldersEnable
d

フォルダーのプロ
ファイルストリーミ
ング

ProfileContainerLoca
lCache

\ProfileContainerSetti
ngs

ProfileContainerLoca
lCache

プロファイルコンテ
ナのローカルキャッ
シュ

バージョン2009から利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

ProfileContainerExcl
usionListDir

\ProfileContainerSetti
ngs

ProfileContainerExcl
usionListDir

プロファイルコンテ
ナ

ProfileContainerInclu
sionListDir

\ProfileContainerSetti
ngs

ProfileContainerInclu
sionListDir

プロファイルコンテ
ナ
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バージョン2003以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

FSLogixProfileContai
nerSupport

\AdvancedSettings FSLogixProfileContai
nerSupport

バージョン2103より
前: FSLogix Profile 
Container のマルチ
セッションライト
バックを有効にする 
バージョン2103以
降: Profile 
Containers のマルチ
セッションライト
バックを有効にする

バージョン1909以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

MigrateUserStore MigrateUserStore ユーザー ストアの移
行

OutlookEdbBackupE
nabled

\AdvancedSettings OutlookEdbBackupE
nabled

Outlook 検索イン
デックスデータベー
ス - バックアップと
復元

ApplicationProfilesAu
toMigration

\AdvancedSettings ApplicationProfilesAu
toMigration

既存のアプリケー
ションプロファイル
の自動移行

バージョン 1903 から利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

ProfileContainer バージョン2009より
前:
\FileSystemSettings\
FSSynchronization 

ProfileContainer プロファイルコンテ
ナ
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.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

バージョン2009以
降: \ProfileContainer

バージョン7.18以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

OutlookSearchRoam
ingEnabled

\AdvancedSettings OutlookSearchRoam
ingEnabled

Outlook検索ローミン
グ

バージョン7.16以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

XenAppOptimization
Settings

\XenAppOptimization
Settings

XenAppOptimization
Settings

Citrix Virtual Apps 
and Desktops アプリ
ケーションの最適化

XenAppOptimization
DefinitionPath

\XenAppOptimization
Settings

XenAppOptimization
DefinitionPath

Citrix Virtual Apps 
and Desktops アプリ
ケーションの最適化

LargeFileHandlingLis
t

\FileSystemSettings LargeFileHandlingLis
t

大容量ファイルの処
理

バージョン 7.15 から利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイルのポリ
シー

機能

LogonExclusionChec
k

\FileSystemSettings LogonExclusionChec
k

ログオン除外チェッ
ク
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バージョン 5.8 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイルのポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイルのポリ
シー

機能

StreamingExclusionL
ist

\PsSettings StreamingExclusionL
ist

プロファイルスト
リーミング除外リス
ト

バージョン 5.6 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイルのポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

CEIPEnabled \AdvancedSettings CEIPEnabled CEIP

PSMidSessionWrite
BackReg

PSMidSessionWrite
BackReg

アクティブライト
バックレジストリ

バージョン 5.5 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

既定の除外リスト \Registry DefaultExclusionList
Registry

ベース

NTUSER.DAT \レジストリ LastKnownGoodRegi
stry

NTUSER.DAT の
バックアップ

デフォルトの除外リ
スト - ディレクトリ

\ファイルシステム DefaultSyncExclusio
nListDir

ベース

バージョン 5.0〜5.4 で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイルのポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイルのポリ
シー

機能

除外されるグループ ExcludedGroups 除外グループ

自動構成を無効にす
る

\詳細設定 DisableDynamicConf
ig

自動構成
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.ADM または .ADMX 
ファイルのポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイルのポリ
シー

機能

AppData (Roaming) 
フォルダーをリダイ
レクト、 Desktop

フォルダーをリダイ
レクト、...

\フォルダーリダイレ
クト (ユーザー構成
内)

注: 該当なし XenDesktop との統
合

キャッシュされたプ
ロファイルを削除す
るまでの遅延

\プロファイル処理 ProfileDeleteDelay ベース

バージョン 4.x 以降で利用可能なポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

クロスプラット
フォーム設定ユー
ザーグループ

\クロスプラット
フォーム設定

CPUserGroupList クロスプラット
フォーム設定

クロスプラット
フォーム設定を有効
にする

\クロスプラット
フォーム設定

CPEnabled クロスプラット
フォーム設定

クロスプラット
フォーム設定の作成
元

\クロスプラット
フォーム設定

CPMigrationFromBa
seProfileToCPStore

クロスプラット
フォーム設定

クロスプラット
フォーム定義へのパ
ス

\クロスプラット
フォーム設定

CPSchemaPath クロスプラット
フォーム設定

クロスプラット
フォーム設定ストア
へのパス

\クロスプラット
フォーム設定

CPPath クロスプラット
フォーム設定

オフラインプロファ
イルのサポート

\クロスプラット
フォーム設定

OfflineSupport オフラインプロファ
イル
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.ADM または .ADMX 
ファイル内のポリシー

.ADM または .ADMX 
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

問題が発生した場合
にユーザーをログオ
フする

\詳細設定 LogoffRatherThanTe
mpProfile

トラブルシューティ
ングの改善

バージョン3.x以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

アクティブライト
バック

PSMidSessionWrite
Back

アクティブプロファ
イルのライトバック
(バージョン 4.0 では
「Active write 
back」に名称変更)

ミラーリングする
フォルダー (バー
ジョン 3.1 以降で利
用可能)

\File 
system\Synchronizati
on

MirrorFoldersList フォルダーのミラー
リング

ログオフ時にイン
ターネット Cookie 
ファイルを処理する
(バージョン 3.1 以降
で利用可能)

\詳細設定 ProcessCookieFiles フォルダーのミラー
リング

リダイレクトされた
フォルダーを削除す
る (バージョン 3.2、
3.2.2、および 4.0 で
利用可能)

\詳細設定 DeleteRedirectedFol
ders

フォルダリダイレク
トのサポート

常にキャッシュ \ストリーム配信され
たユーザープロファ
イル

PSAlwaysCache ストリーミングユー
ザープロファイル

プロファイルスト
リーミング

\ストリーム配信され
たユーザープロファ
イル

PSEnabled ストリーミングユー
ザープロファイル
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.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INI ファイル内のポリ
シー

機能

ペンディングエリア
ロックファイルのタ
イムアウト

\ストリーム配信され
たユーザープロファ
イル

PSPendingLockTime
out

ストリーミングユー
ザープロファイル

ストリーミングされ
たユーザープロファ
イルグループ

\ストリーム配信され
たユーザープロファ
イル

PSUserGroupsList ストリーミングユー
ザープロファイル

バージョン2.x以降で利用可能なポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

ユーザーストアへの
パス

PathToUserStore ベース

処理されるグループ ProcessedGroups ベース

ローカルプロファイ
ルの競合処理

\プロファイル処理 LocalProfileConflictH
andling

ベース

既存プロファイルの
移行

\プロファイル処理 MigrateWindowsProfi
lesToUserStore

ベース

テンプレートプロ
ファイル

\プロファイル処理 テンプレートプロ
ファイルパス, テン
プレートプロファイ
ルオーバーライド
ローミングプロファ
イル, テンプレート
プロファイルオー
バーライドローカル
プロファイル

ベース

ログオフ時にローカ
ルにキャッシュされ
たプロファイルを削
除する

\プロファイル処理 DeleteCachedProfile
sOnLogoff

ベース
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.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

MFTキャッシュファ
イルのディレクトリ
(バージョン5.0で削
除)

\詳細設定 USNDBPath ベース

同期するディレクト
リ

\ファイルシステム
\同期

SyncDirList ベース

除外リスト \レジストリ ExclusionListRegistr
y

ベース

同期するファイル \ファイルシステム
\同期

SyncFileList ベース

包含リスト \レジストリ InclusionListRegistry 基本

除外リスト - ディレ
クトリ

\ファイルシステム SyncExclusionListDir 基本

除外リスト - ファイ
ル

\ファイルシステム SyncExclusionListFil
es

基本

ロックされたファイ
ルへのアクセス時の
再試行回数

\詳細設定 LoadRetries 基本

ローカル管理者によ
るログオンの処理

ProcessAdmin 基本

Profile Management 
を有効にする

ServiceActive ベース

ログの有効化 \ログ設定 LoggingEnabled ログ

ログ設定 \ログ設定 LogLevel ログ

ログファイルの最大
サイズ

\ログ設定 MaxLogSize ログ
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.ADMまたは.ADMX
ファイル内のポリシー

.ADMまたは.ADMX
ファイル内の場所

.INIファイル内のポリ
シー

機能

ログファイルへのパ
ス (バージョン 2.1 
以降で利用可能)

\ログ設定 PathToLogFile ログ

Profile Management ポリシーの説明とデフォルト
このトピックでは、Profile Management の .adm および .admx ファイルに含まれるポリシーにつ
いて説明します。

ポリシーの詳細については、「Profile Management ポリシー」を参照してください。

.adm および .admx ファイルのセクション
Profile Management ポリシーは、次のセクションにあります。

プロファイル管理

Profile Management\\フォルダーリダイレクト (ユーザー構成)

プロファイル管理\\プロファイル処理

プロファイル管理\\詳細設定

プロファイル管理\\ログ設定

プロファイル管理\\レジストリ

プロファイル管理\\ファイルシステム

プロファイル管理\\ファイルシステム\\同期

プロファイル管理\\ファイル重複排除

プロファイル管理\\ストリーミングユーザープロファイル

プロファイル管理\\クロスプラットフォーム設定

「グループポリシーオブジェクトエディター」では、ほとんどのポリシーが「コンピューターの
構成 \> 管理用テンプレート \> クラシック管理用テンプレート \> Citrix」の下に表示されます。リ
ダイレクトされたフォルダーポリシーは、「ユーザーの構成 \> 管理用テンプレート \> クラシック
管理用テンプレート \> Citrix」の下に表示されます。
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1.

2.

•

•

1.

2.

3.

「グループポリシーエディター」では、ポリシーが「ユーザーの構成」というラベルのセクショ
ンにない限り、「コンピューターの構成」の下に表示されます。

プロファイル管理

Profile Management を有効にする

Profile Management を有効にできます。デフォルトでは、展開を容易にするため、Profile 

Management はログオンまたはログオフを処理しません。Profile Management は、他のすべての
セットアップタスクを完了し、Citrix® ユーザープロファイルが環境でどのように動作するかをテ
ストした後にのみ有効にしてください。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、Profile Management は
Windows ユーザープロファイルを一切処理しません。

処理されるグループ

プロファイルが処理されるユーザーを指定できます。次のユーザーグループを使用してユーザーを
指定します。

<DOMAIN NAME>\<GROUP NAME>  の形式のドメイングループ（ローカル、グローバル、ユニ
バーサル）

GROUP NAME  の形式のローカルグループ

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されている場合、Profile Management はこれらのユーザーグループ
のメンバーのみを処理します。このポリシーが無効になっている場合、Profile Management は
すべてのユーザーを処理します。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、すべてのユーザーグループ
のメンバーが処理されます。

除外されるグループ

プロファイルが処理されないユーザーを指定できます。次のユーザーグループを使用してユーザー
を指定できます。
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•

•

1.

2.

3.

4.

<DOMAIN NAME>\<GROUP NAME>  の形式のドメイングループ（ローカル、グローバル、ユニ
バーサル）

GROUP NAME  の形式のローカルグループ

構成の優先順位:

この設定がここで構成されている場合、Profile Management はそれらのユーザーグループのメ
ンバーを除外します。

この設定が無効になっている場合、Profile Management はどのユーザーも除外しません。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、どのグループのメンバーも除外
されません。

ローカル管理者によるログオンの処理

Profile Management が BUILTIN\Administrators  グループのメンバーのログオンを処理するか
どうかを指定できます。このポリシーを有効にすることは、ほとんどのユーザーがローカル管理
者である Citrix Virtual Desktops 展開環境で推奨されます。

Citrix Virtual Apps 環境は、マルチセッションオペレーティングシステムの一般的なユースケース
です。このポリシーがマルチセッションオペレーティングシステムで無効になっているか、構成さ
れていない場合、Profile Management はドメインユーザーのログオンを処理しますが、ローカル
管理者のログオンは処理しません。Citrix Virtual Desktops™ 環境は、シングルセッションオペ
レーティングシステムの一般的なユースケースです。シングルセッションオペレーティングシステ
ムでは、Profile Management はローカル管理者のログオンを処理します。

ローカル管理者権限を持つドメインユーザーは、通常、仮想デスクトップが割り当てられた Citrix 

Virtual Desktops ユーザーです。デスクトップで Profile Management に問題が発生した場合、こ
のポリシーにより、ユーザーはログオン処理をバイパスしてログオンし、問題をトラブルシュー
ティングできます。

注:

ドメインユーザーのログオンは、通常、製品ライセンスへの準拠を確実にするために、グ
ループメンバーシップによって課される制限の対象となる場合があります。

構成の優先順位:
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1.

2.

3.

•

•

•

•

•

•

•

•

このポリシーが無効になっている場合、Profile Management はローカル管理者によるログオン
を処理しません。

このポリシーがここで構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、管理者は処理されません。

ユーザーストアへのパス

ユーザーストアのストレージパスを指定できます。ユーザーストアは、ユーザープロファイル（レ
ジストリの変更と同期されたファイル）が保存される中央のネットワークロケーションです。

パスは次のいずれかです。

ホームディレクトリに対する相対パス。ホームディレクトリは、通常、Active Directory のユー
ザーの #homeDirectory#  属性として構成されます。

UNCパス。通常、サーバー共有またはDFS名前空間を指定します。

無効または未構成。この場合、パスは #homeDirectory#\Windows  です。

パス設定では、次の種類の変数を使用できます。

パーセント記号で囲まれたシステム環境変数（例： %ProfVer% ）。システム環境変数は通
常、追加のセットアップが必要です。

ハッシュで囲まれた Active Directory ユーザーオブジェクトの属性（例：
#sAMAccountName# ）。

Profile Management変数。詳しくは、Profile Management変数の製品ドキュメントを参照して
ください。

%username% と %userdomain% を除き、ユーザー環境変数は使用できません。場所やユーザーな
どを完全に定義するために、カスタム属性を作成することもできます。属性では大文字と小文字が
区別されます。

例:

\\server\share&num;sAMAccountName# は、ユーザー設定をUNCパス \

\server\share\JohnSmith に保存します（現在のユーザーの#sAMAccountName#が
JohnSmithに解決される場合）。

\\server\profiles$\%USERNAME%.%USERDOMAIN%\!CTX_OSNAME!!CTX_OSBITNESS! は \

\server\profiles$\JohnSmith.DOMAINCONTROLLER1\Win8x64 に展開される場合がありま
す。
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重要：使用する属性または変数に関係なく、このポリシーが NTUSER.DAT を含むフォルダーの 1 

レベル上のフォルダーに展開されることを確認してください。たとえば、このファイルが \

\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64\UPM_Profile  に存在する場合、ユーザース
トアへのパスを \\server\profiles$\JohnSmith.Finance\Win8x64  として設定します
（\UPM_Profile サブフォルダーではありません）。

ユーザー ストアへのパスを指定する際に変数を使用する方法について詳しくは、次のトピックを
参照してください。

複数のファイルサーバーで Citrix ユーザープロファイルを共有する

OU内およびOU間でプロファイルを管理する

Profile Managementによる高可用性と災害復旧

構成の優先順位:

「ユーザー ストアへのパス」が無効になっている場合、ユーザー設定はホーム ディレクトリの
Windows サブディレクトリに保存されます。このポリシーが無効になっている場合、ユーザー
設定はホーム ディレクトリの Windows サブディレクトリに保存されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、ホーム ドライブ上の
Windows ディレクトリが使用されます。

ユーザーストアの移行

Profile Management が以前使用していたユーザー ストアの保存パス (以前指定した path to 

user store  設定) を指定できます。

この設定が構成されている場合、以前のユーザー ストアに保存されていたユーザー設定は、現在
のユーザー ストアに移行されます。

パスは、絶対UNCパスまたはホームディレクトリに対する相対パスにすることができます。

どちらの場合も、次の種類の変数を使用できます。

パーセント記号で囲まれたシステム環境変数

ハッシュ記号で囲まれたActive Directoryユーザーオブジェクトの属性

例:
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%ProfileVer% が W2K3 に解決されるシステム環境変数である場合、フォルダー Windows\

%ProfileVer%  はユーザー設定をユーザー ストアの Windows\W2K3  という名前のサブフォ
ルダーに保存します。

現在のユーザーに対して #SAMAccountName#  が JohnSmith に解決される場合、 \

\server\share&num;SAMAccountName#  はユーザー設定を UNC パス \

\server\share\<JohnSmith>  に保存します。

構成の優先順位:

パスでは、 %username%  と %userdomain%  を除くユーザー環境変数を使用できます。この
設定が無効になっている場合、ユーザー設定は現在のユーザー ストアに保存されます。

この設定がここで構成されていない場合、.ini ファイルの対応する設定が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、ユーザー設定は現在のユーザー 
ストアに保存されます。

アクティブライトバック

アクティブライトバック機能を有効にできます。この機能を有効にすると、Profile Management 

は、セッション中にローカルコンピューターで変更されたファイルとフォルダーをユーザー スト
アに同期します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、無効になります。

アクティブライトバックレジストリ

Profile Management が、セッション中にローカルコンピューターで変更されたレジストリエント
リをユーザー ストアに同期できるようにします。このポリシーは、アクティブライトバックポリ
シーと組み合わせて使用します。

構成の優先順位:

ここでこの設定を構成しない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、アクティブライトバックレジス
トリは無効になります。
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オフラインプロファイルのサポート

オフラインプロファイル機能を有効にできます。この機能により、プロファイルは可能な限り早く
ユーザー ストアと同期できます。

この機能は、頻繁にローミングするラップトップまたはモバイルデバイスのユーザーを対象とし
ています。ネットワーク接続が切断された場合、再起動または休止状態の後でも、プロファイル
はラップトップまたはデバイス上でそのまま維持されます。モバイルユーザーがセッションを開
始すると、プロファイルはローカルで更新されます。Profile Management は、ネットワーク接続
が復元された後にのみ、プロファイルをユーザー ストアと同期します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、オフラインプロファイルは
無効になります。

プロファイル管理\詳細設定

ロックされたファイルへのアクセス時の再試行回数

ロックされたファイルにアクセスする際のリトライ回数を指定できます。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、デフォルト値の5回のリトライが使用されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルト値が使用されま
す。

ログオフ時にインターネットCookieファイルを処理する

一部の展開では、 Index.dat  が参照しない余分なインターネットCookieが残されます。継続的
なブラウジングの後、ファイルシステムに残された余分なCookieは、プロファイルの肥大化につ
ながる可能性があります。このポリシーを使用すると、Profile Managementを有効にして
Index.datの処理を強制し、余分なCookieを削除できます。このポリシーはログオフ時間を増加さ
せるため、この問題が発生した場合にのみ有効にしてください。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。



プロファイル管理 2209 

168

2.

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、Index.datの処理は行われま
せん。

自動構成を無効にする

プロファイル管理は、Citrix仮想デスクトップ環境（例：パーソナルvDiskの有無）を検査し、それ
に応じてグループポリシーを構成します。未構成状態のプロファイル管理ポリシーのみが調整さ
れるため、行ったカスタマイズは保持されます。

このポリシーにより、展開を高速化し、最適化を簡素化できます。このポリシーを構成する必要
はありません。ただし、次のいずれかの操作を行う場合は、自動構成を無効にできます。

以前のバージョンからの設定を保持するためにアップグレードする

トラブルシューティング

自動構成は、実行時に環境に応じてデフォルトのポリシー設定を自動的に構成する動的な構成
チェッカーと見なすことができます。これにより、設定を手動で構成する必要がなくなります。実
行時環境には以下が含まれます。

ウィンドウズ OS

Windows OS のバージョン

Citrix仮想デスクトップの有無

パーソナル vDisk の有無

環境が変更された場合、自動構成によって以下のポリシーが変更される可能性があります。

アクティブライトバック

常にキャッシュ

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する

キャッシュされたプロファイルを削除するまでの遅延

プロファイルストリーミング

異なるOSにおける上記のポリシーのデフォルトステータスについては、以下の表を参照してくだ
さい。

マルチセッションOS シングルセッションOS

アクティブライトバック 有効 Personal vDiskが使用されて
いる場合は*無効*。それ以外
の場合は、有効。
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マルチセッションOS シングルセッションOS

常にキャッシュ 無効 Personal vDiskが使用されて
いる場合は*無効*。それ以外
の場合は、有効。

ログオフ時にローカルに
キャッシュされたプロファイ
ルを削除する

有効 以下のいずれかの状況が発生
した場合、*無効*になりま
す：パーソナルvDiskが使用
されている、Citrix仮想デスク
トップが割り当てられてい
る、またはCitrix仮想デスク
トップがインストールされて
いない。それ以外の場合は、
有効になります。

キャッシュされたプロファイ
ルを削除するまでの遅延

0秒 ユーザーの変更が永続的でな
い場合は60秒。それ以外の場
合は0秒。

プロファイルストリーミング 有効 Personal vDiskが使用されて
いる場合は*無効*。それ以外
の場合は、有効。

ただし、自動構成が無効になっている場合、上記のすべてのポリシーはデフォルトで無効になり
ます。

Windows 10、Windows Server 2016、およびWindows Server 2019でスタートメニューのローミ
ングが正しく機能するようにするには、次の手順に従います。

自動構成を有効にするか、自動構成を無効にするポリシーを有効に設定します。

プロファイル管理のベストプラクティスの記事に記載されている構成手順を完了します。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここで、または.iniファイルで構成されていない場合、自動構成がオンになります。
この場合、環境が変更されるとProfile Managementの設定が変更される可能性があります。
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問題が発生した場合にユーザーをログオフする

問題が発生した場合に Profile Management がユーザーをログオフさせるかどうかを指定できま
す。

このポリシーが無効になっているか、構成されていない場合、問題が発生すると Profile 

Management はユーザーに一時プロファイルを提供します。たとえば、ユーザー ストアが利用で
きない場合などです。

構成の優先順位:

この設定が有効になっている場合、エラーメッセージが表示され、ユーザーはログオフされま
す。この設定により、問題のトラブルシューティングが簡素化されます。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここで、または.iniファイルで構成されていない場合、一時プロファイルが提供さ
れます。

カスタマー エクスペリエンス向上プログラム

デフォルトでは、Citrix製品の品質とパフォーマンスを向上させるために、匿名統計情報と使用状
況データを送信するカスタマーエクスペリエンス向上プログラムが有効になっています。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

Outlook の検索インデックス ローミングを有効にする

このポリシーを有効にすると、プロファイル管理は、ユーザープロファイルとともにOutlook検索
データを自動的にローミングすることで、ユーザーにネイティブのOutlook検索エクスペリエンス
を提供します。このポリシーには、Outlookの検索インデックスを保存するための追加ストレージ
が必要です。

このポリシーを有効にするには、ログオフしてから再度ログオンしてください。

Outlook 検索インデックス データベース – バックアップと復元

Outlook の検索インデックス ローミングを有効にするポリシーが有効になっている場合に、ログオ
ン中に Profile Management が何を行うかを指定できます。

このポリシーが有効になっている場合、Profile Management は、ログオン時に検索インデックス 
データベースが正常にマウントされるたびに、そのデータベースをバックアップします。Profile 

Management は、そのバックアップを検索インデックス データベースの良好なコピーとして扱い
ます。データベースの破損により検索インデックス データベースのマウントが失敗した場合、
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Profile Management は検索インデックス データベースを最後に確認された良好なコピーに戻しま
す。

注:

新しいバックアップが正常に保存されると、Profile Managementは以前に保存されたバック
アップを削除します。バックアップは利用可能なVHDXストレージを消費します。

Outlook検索データローミングの同時セッションサポートを有効にする

Profile Managementにより、同じユーザーの同時セッションでネイティブのOutlook検索エクスペ
リエンスが提供されます。このポリシーは、Outlookの検索インデックスローミングポリシーと併
用してください。

このポリシーが有効な場合、各同時セッションは個別のOutlook OSTファイルを使用します。

デフォルトでは、Outlook OSTファイルを保存するために使用できるVHDXディスクは2つだけで
す（ディスクごとに1ファイル）。ユーザーがさらにセッションを開始した場合、そのOutlook 

OSTファイルはローカルユーザープロファイルに保存されます。Outlook OSTファイルを保存する
ためのVHDXディスクの最大数を指定できます。

プロファイルコンテナのマルチセッションライトバックを有効にする

マルチセッションシナリオでプロファイルコンテナへのライトバックを有効にできます。

注:

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナは、Citrix Profile Management 2103以降で
利用可能です。FSLogixプロファイルコンテナは、Citrix Profile Management 2003以降で利
用可能です。

このポリシーが有効になっている場合、すべてのセッションでの変更はプロファイルコンテ
ナにライトバックされます。そうでない場合、最初のセッションのみがプロファイルコンテ
ナで読み取り/書き込みモードであるため、最初のセッションでの変更のみが保存されます。

FSLogix Profile Containerでこのポリシーを使用するには、以下の前提条件が満たされていること
を確認してください。

FSLogix Profile Container機能がインストールされ、有効になっていること。
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FSLogixでプロファイルタイプが 読み取り/書き込みプロファイルを試行し、読み取り専用に
フォールバックする に設定されていること。

ユーザーストアをレプリケートする

リモートユーザープロファイルストアを、ログオンおよびログオフごとに複数のパスにレプリ
ケートできます。これにより、Profile Managementはユーザーログオンのプロファイル冗長性を提
供できます。

このポリシーを有効にすると、システムI/Oが増加し、ログオフが長くなる可能性があります。

注:

この機能は、ユーザーストアとフルプロファイルコンテナの両方で利用できます。

レプリケートされたプロファイルコンテナは、ユーザーログオンのプロファイル冗長性
を提供しますが、セッション内フェールオーバーには対応していません。

ユーザーストアへの資格情報ベースのアクセスを有効にする

資格情報ベースのユーザーストアへのアクセスを有効にできます。

デフォルトでは、Citrix Profile Managementは現在のユーザーを偽装してユーザーストアにアクセ
スします。そのため、現在のユーザーがユーザーストアにアクセスする権限を持っている必要があ
ります。状況によっては、現在のユーザーがアクセスする権限を持たないストレージリポジトリ
（Azure Filesなど）にユーザーストアを配置したい場合があります。そのような場合は、このポリ
シーを有効にして、Profile Managementがストレージリポジトリの資格情報を使用してユーザース
トアにアクセスできるようにします。

Profile Managementが資格情報を使用してユーザーストアにアクセスできるようにするには、資格
情報をWorkspace Environment Management™ (WEM) またはWindows資格情報マネージャーに保
存します。Profile Managementを実行している各マシンで同じ資格情報を構成する必要をなくすた
めに、Workspace Environment Managementを使用することをお勧めします。Windows資格情報
マネージャーを使用する場合は、ローカルシステムアカウントを使用して資格情報を安全に保存
してください。

注:
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NTFSアクセス許可が保持されるようにするには、プロファイル全体をプロファイルコンテ
ナに配置する必要があります。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここにも.iniファイルにも構成されていない場合、デフォルトで無効になります。

VHDXファイルのストレージパスを指定します

Profile Managementで使用されるVHDXファイルを保存するためのストレージパスを指定できま
す。

Citrix Profile Managementは、以下のVHDXベースのポリシーを提供します: ネイティブOutlook検
索エクスペリエンスの有効化、Citrix Profile Managementプロファイルコンテナ、およびフォルダ
ミラーリングの高速化。デフォルトでは、VHDXファイルはユーザーストアに保存されます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここにも.iniファイルにも構成されていない場合、デフォルトで無効になります。

セッションで VHDX ディスクを自動的に再アタッチする

このポリシーを有効にすると、Profile Management は VHDX ベースのポリシーの高い安定性を確
保します。デフォルトでは、このポリシーは有効になっています。

このポリシーが有効になっている場合、Profile Management は VHDX ベースのポリシーで使用さ
れている VHDX ディスクを監視します。いずれかのディスクがデタッチされた場合、Profile 

Management はそのディスクを自動的に再アタッチします。

ログオン時のユーザーグループポリシーの非同期処理を有効にする

Windowsは、ユーザーグループポリシーに同期モードと非同期モードの2つの処理モードを提供し
ます。Windowsは、次のユーザーログオンの処理モードを決定するためにレジストリ値を使用し
ます。レジストリ値が存在しない場合、同期モードが適用されます。レジストリ値はマシンレベル
の設定であり、ユーザーとともにローミングされません。したがって、ユーザーが次の場合、非同
期モードは期待どおりに適用されません。

異なるマシンにログオンする。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除するポリシーが有効になってい
る同じマシンにログオンする。
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このポリシーを有効にすると、レジストリ値はユーザーとともにローミングされます。その結
果、ユーザーがログオンするたびに処理モードが適用されます。

OneDriveコンテナを有効にする

OneDriveフォルダーをユーザーとともにローミングできるようにします。

OneDriveコンテナは、VHDXベースのフォルダーローミングソリューションです。Profile 

Managementは、ファイル共有上にユーザーごとにVHDXファイルを作成し、ユーザーのOneDrive

フォルダーをVHDXファイルに保存します。VHDXファイルは、ユーザーがログオンするときにア
タッチされ、ログオフするときにデタッチされます。

Profile Management\Citrix Virtual Apps最適化設定

Citrix Virtual Apps™最適化を有効にする

この機能を有効にすると、ユーザーが起動または終了する公開アプリケーションに固有の設定の
みが同期されます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここにも.iniファイルにも構成されていない場合、Citrix Virtual Appsの最適化設定は
適用されません。

Citrix Virtual Apps 最適化定義へのパス

Citrix Virtual Apps の最適化定義ファイルを保存するフォルダーを指定できます。

構成の優先順位:

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、Citrix Virtual Apps最適化設定は適
用されません。

注:

フォルダーはローカルストレージまたはSMBファイル共有に配置できます。
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プロファイル管理\クロスプラットフォーム設定

クロスプラットフォーム設定を有効にする

クロスプラットフォーム設定を有効にできます。クロスプラットフォーム設定機能は、主に
Windows 7およびWindows Server 2008からWindows 8およびWindows Server 2012への移行に使
用されます。この移行では、Microsoft Office 2003またはOffice 2007からOffice 2010への移行も含
まれる場合があります。

デフォルトでは、展開を容易にするために、クロスプラットフォーム設定は無効になっています。
このポリシーは、この機能の十分な計画とテストを行った後にのみ有効にしてください。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、クロスプラットフォーム設
定は適用されません。

クロスプラットフォーム設定ユーザーグループ

クロスプラットフォーム設定機能が適用されるWindowsユーザーグループを指定できます。たと
えば、このポリシーを使用して、テストユーザーグループのプロファイルのみを処理できます。

構成の優先順位:

このポリシーが構成されている場合、Profile Managementのクロスプラットフォーム設定機能
は、これらのユーザーグループのメンバーのみを処理します。このポリシーが無効になってい
る場合、この機能は「処理されたグループ」ポリシーで指定されたすべてのユーザーを処理し
ます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、すべてのユーザーグループが
処理されます。

クロスプラットフォーム定義へのパス

定義ファイルが格納されているネットワークの場所を指定できます。

このパスはUNCパスである必要があります。ユーザーはこの場所への読み取りアクセス権を持
ち、管理者は書き込みアクセス権を持つ必要があります。この場所は、Server Message Block 

(SMB) またはCommon Internet File System (CIFS) ファイル共有である必要があります。

構成の優先順位:
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このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、クロスプラットフォーム設
定は適用されません。

クロスプラットフォーム設定ストアへのパス

クロスプラットフォーム設定ストアへのパスを指定できます。ストアとは、ユーザーのクロスプ
ラットフォーム設定が保存されるフォルダーを指します。

このストアは、複数のプラットフォームで共有されるプロファイルデータが格納されているユー
ザーストアに存在します。ユーザーはストアへの書き込みアクセス権を持っている必要がありま
す。パスは絶対UNCパス、またはホームディレクトリに対する相対パスにすることができます。
ユーザー ストアへのパスで使用されている変数を使用できます。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、 Windows\PM_CP  パスが使用されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルト値が使用されま
す。

クロスプラットフォーム設定の作成元

このポリシーがそのプラットフォームのOUで有効になっている場合、プラットフォームをベース
プラットフォームとして指定できます。このポリシーは、ベースプラットフォームのプロファイル
からクロスプラットフォーム設定ストアにデータを移行します。デフォルトでは、このポリシー
は無効になっています。

各プラットフォーム独自のプロファイルセットは、個別のOUに保存されます。クロスプラット
フォーム設定ストアのシードとして使用するベースプラットフォームとして、どのプラットフォー
ムのプロファイルデータを使用するかを決定します。

このポリシーが有効になっている場合、次のいずれかの状況が発生すると、Profile Management

はシングルプラットフォームプロファイルからストアにデータを移行します。

クロスプラットフォーム設定ストアにデータのない定義ファイルが含まれている。

シングルプラットフォームプロファイルのキャッシュデータが、ストア内の定義データよりも
新しい。

重要:
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このポリシーが複数のOU、ユーザーオブジェクト、またはマシンオブジェクトで有効に
なっている場合、最初のユーザーがログオンするプラットフォームがベースプロファイルに
なります。

プロファイル管理\ファイルシステム

除外リスト - ファイル

Profile Managementが同期中に無視するファイルを指定できます。ファイル名はユーザープロファ
イル (%USERPROFILE%) に対する相対パスである必要があります。ワイルドカードが許可され
ており、再帰的に適用されます。

例:

Desktop\Desktop.ini  は、 Desktop  フォルダー内の Desktop.ini  ファイルを無視しま
す。

%USERPROFILE%&ast;.tmp  は、プロファイル全体で .tmp  拡張子を持つすべてのファイル
を無視します。

AppData\Roaming\MyApp&ast;.tmp  は、プロファイルの一部で .tmp  拡張子を持つすべて
のファイルを無視します。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、ファイルは除外されません。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ファイルは除外されませ
ん。

デフォルトの除外リストを有効にする - ディレクトリ

Profile Managementが同期中に無視するディレクトリのデフォルトリストを指定できます。このポ
リシーを使用して、手動で入力することなくGPO除外ディレクトリを指定できます。

構成の優先順位:

このポリシーを無効にすると、Profile Management はデフォルトでどのディレクトリも除外し
ません。

ここでこのポリシーを構成しない場合、Profile Managementは.iniファイルの値を使用します。

ここでも.iniファイルでもこのポリシーを構成しない場合、Profile Managementはデフォルト
でどのディレクトリも除外しません。
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除外リスト - ディレクトリ

Profile Managementが同期中に無視するフォルダーを指定できます。フォルダー名は、ユーザープ
ロファイル (%USERPROFILE%) に対する相対パスとして指定する必要があります。

例:

デスクトップは、ユーザープロファイル内のデスクトップフォルダーを無視します。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、フォルダーは除外されません。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、フォルダーは除外されませ
ん。

ログオン除外チェック

ユーザーストア内のプロファイルに除外されたファイルまたはフォルダーが含まれている場合
に、Profile Managementが何を行うかを指定できます。

構成の優先順位:

この設定が無効になっているか、デフォルト値の除外されたファイルまたはフォルダーを同期
するに設定されている場合、ユーザーがログオンすると、Profile Managementはそれらの除外
されたファイルまたはフォルダーをユーザーストアからローカルプロファイルに同期します。

この設定が除外されたファイルまたはフォルダーを無視するに設定されている場合、Profile 

Managementはユーザーログオン時にユーザーストア内の除外されたファイルまたはフォル
ダーを無視します。この設定が除外されたファイルまたはフォルダーを削除するに設定されて
いる場合、Profile Managementはユーザーログオン時にユーザーストア内の除外されたファイ
ルまたはフォルダーを削除します。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、Profile Managementはユーザース
トアからローカルプロファイルに除外されたファイルまたはフォルダーを同期します。

大容量ファイルの処理 - シンボリックリンクとして作成されるファイル

シンボリックリンクとして作成されるファイルを指定できます。この設定は、ログオンパフォー
マンスを向上させ、大容量ファイルを処理するために使用されます。

ファイルを参照するポリシーでワイルドカードを使用できます。例: !ctx_localappdata!

\Microsoft\Outlook*.OST 。
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オフラインOutlookデータファイル (* .ost ) を処理するには、Profile ManagementでOutlook

フォルダーが除外されていないことを確認してください。

これらのファイルは、複数のセッションで同時にアクセスすることはできません。

プロファイル管理\ファイルシステム\同期

同期するディレクトリ

親フォルダーが除外されている場合でも、Profile Managementで同期させたいフォルダーを指定
できます。

このリストのパスは、ユーザープロファイルに対する相対パスである必要があります。

Profile Managementは、インストールされているシステムとユーザーストアの間で、各ユーザーの
プロファイル全体を同期します。このリストにユーザープロファイルのサブフォルダーを追加して
含める必要はありません。

このポリシーを無効にすると、有効にして空のリストを構成した場合と同じ効果があります。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ユーザープロファイル内の除
外されていないフォルダーのみが同期されます。

同期するファイル

親フォルダーが除外されている場合でも、Profile Managementで同期させたいファイルを指定で
きます。

このリストのパスは、ユーザープロファイルに対する相対パスである必要があります。ファイル名
とフォルダー名にはワイルドカードを使用できます。ただし、ワイルドカードはファイル名にの
み再帰的に適用されます。

例:

AppData\Local\Microsoft\Office\Access.qat は、デフォルト構成で除外されているフォルダー内
のファイルを指定します。

AppData\Local\MyApp*.cfg は、プロファイルフォルダー AppData\Local\MyApp とそのサブ
フォルダー内の拡張子.cfgを持つすべてのファイルを指定します。



プロファイル管理 2209 

180

1.

2.

1.

2.

Profile Managementは、インストールされているシステムとユーザーストアの間で、各ユーザーの
プロファイル全体を同期します。このリストにユーザープロファイル内のファイルを追加して含め
る必要はありません。

このポリシーを無効にすると、有効にして空のリストを構成した場合と同じ効果があります。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、ユーザープロファイル内の除
外されていないファイルのみが同期されます。

ミラーリングするフォルダー

このポリシーは、トランザクションフォルダー（参照フォルダーとも呼ばれます）に関連する問
題を解決するのに役立ちます。この種のフォルダーには、あるファイルが他のファイルを参照す
る相互依存ファイルが含まれています。

このポリシーを使用すると、Profile Managementは、ユーザープロファイルを同期する際に、トラ
ンザクションフォルダーとその内容を単一のエンティティとして処理します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、フォルダーはミラーリング
されません。

フォルダーのミラーリングを高速化する

このポリシーとミラーリングするフォルダーポリシーの両方を有効にすると、Profile 

ManagementはミラーリングされたフォルダーをVHDXベースの仮想ディスクに保存します。ログ
オン時に仮想ディスクをアタッチし、ログオフ時にデタッチします。このポリシーを有効にする
と、ユーザーストアとローカルプロファイルの間でフォルダーをコピーする必要がなくなり、
フォルダーのミラーリングが高速化されます。

プロファイル管理\ファイル重複排除
ユーザーストア内のさまざまなユーザープロファイルに同一のファイルが存在する場合がありま
す。ユーザーストアにファイルの重複インスタンスが保存されていると、ストレージコストが増加
します。
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ファイル重複排除ポリシーにより、Profile Management はユーザーストアから重複ファイルを削
除し、それらの単一インスタンスを中央の場所 (共有ストア と呼ばれる) に保存できます。これに
より、ユーザーストアでのファイルの重複が回避され、ストレージコストが節約されます。

重複排除のために共有ストアに含めるファイル

ファイル重複排除を有効にし、重複排除のために共有ストアに含めるファイルを指定できます。

共有ストアから除外するファイル

共有ストアから除外するファイルを指定できます。このポリシーは、重複排除のために共有スト
アに含めるファイル ポリシーと併用してください。

プロファイル管理\ログ設定

ログの有効化

Profile Management のログ記録を有効にするかどうかを指定できます。このポリシーは、Profile 

Management のトラブルシューティングを行う場合にのみ有効にしてください。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、エラーのみがログに記録されます。このポリシーがこ
こで構成されていない場合、.ini ファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、エラーのみがログに記録さ
れます。

ログ設定

Profile Management がログに記録するイベントまたはアクションを選択できます。Citrix の担当者
から要求された場合にのみ、すべてを選択してください。

構成の優先順位:

ポリシーがここで構成されていない場合、Profile Management は .ini ファイルの値を使用しま
す。

このポリシーがここでも .ini ファイルでも構成されていない場合、エラーと一般情報がログに
記録されます。

このポリシーのチェックボックスは、.ini ファイルの次の設定に対応しています: 

LogLevelWarnings, LogLevelInformation, LogLevelFileSystemNotification, 

LogLevelFileSystemActions, LogLevelRegistryActions, LogLevelRegistryDifference, 
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LogLevelActiveDirectoryActions, LogLevelPolicyUserLogon, LogLevelLogon, LogLevelLogoff, and 

LogLevelUserName.

ログファイルの最大サイズ

Profile Management のログファイルの最大サイズをバイト単位で指定できます。

Profile Management のログファイルの最大サイズのデフォルト値は 10 MB です。十分なディスク
容量がある場合は、値を増やしてください。ログファイルが最大サイズを超えて大きくなった場
合、次のようになります。

既存のファイルのバックアップ (.bak) が削除されます。

ログファイルの名前が .bak に変更されます。

新しいログファイルが作成されます。

ログファイルは %SystemRoot%\System32\Logfiles\UserProfileManager  に、またはログ
ファイルへのパスポリシーで指定された場所に作成されます。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、デフォルト値の10 MBが使用されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルト値が使用されま
す。

ログファイルへのパス

ログファイルを保存するための代替パスを構成できます。

パスはローカルドライブまたはネットワークベースのドライブ（UNCパス）を指すことができま
す。

大規模な分散環境ではリモートドライブが推奨されます。ただし、リモートドライブは大量の
ネットワークトラフィックを生成する可能性があり、ログファイルには適さない場合がありま
す。

ローカルドライブは、永続的なハードドライブを持つプロビジョニングされた仮想マシンでよ
く使用されます。

この設定により、マシンの再起動時にログファイルが保持されます。永続的なハードドライブを
持たない仮想マシンの場合、UNCパスを設定することでログファイルを保持できます。ただし、
マシンのシステムアカウントはUNC共有への書き込みアクセス権を持っている必要があります。
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オフラインプロファイル機能によって管理されるラップトップには、ローカルパスを使用してくだ
さい。

ログファイルにUNCパスを使用する場合、Citrixはログファイルフォルダーに適切なアクセス制御
リストを適用することを推奨します。アクセス制御により、承認されたユーザーまたはコンピュー
ターアカウントのみが保存されたファイルにアクセスできるようになります。

例:

D:\LogFiles\ProfileManagement。

\\server\LogFiles\ProfileManagement

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。このポリシーが
ここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルトの場所 %SystemRoot%

\System32\Logfiles\UserProfileManager が使用されます。

プロファイル管理\プロファイルコンテナ設定

プロファイルコンテナー

VHDXベースのネットワークディスク（プロファイルコンテナ）を使用してユーザープロファイル
を保存できます。ユーザープロファイル全体または一部を保存するために使用できます。ユーザー
ログオン時に、プロファイルコンテナはユーザー環境にマウントされ、プロファイルフォルダー
はすぐに利用可能になります。

プロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にする

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナのローカルキャッシュを有効にできます。このポ
リシーは、プロファイルコンテナがユーザープロファイル全体に対して有効になっている場合にの
み適用されます。

ポリシーが有効に設定されている場合、各ローカルプロファイルは、そのCitrix Profile 

Managementプロファイルコンテナのローカルキャッシュとして機能します。プロファイルスト
リーミングが使用されている場合、ローカルにキャッシュされたファイルはオンデマンドで作成
されます。それ以外の場合は、ユーザーログオン時に作成されます。

プロファイルコンテナから除外するフォルダー

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナから除外するフォルダーを指定できます。
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プロファイルコンテナに含めるフォルダー

親フォルダーが除外されている場合に、Citrix Profile Managementプロファイルコンテナに保持す
るフォルダーを指定できます。

このリストのフォルダーは、除外されたフォルダーのサブフォルダーである必要があります。そ
うでない場合、この設定は機能しません。

この設定を無効にすると、有効にして空のリストを構成した場合と同じ効果があります。

プロファイルコンテナに含めるファイル

親フォルダーが除外されている場合に、Citrix Profile Managementプロファイルコンテナに含める
ファイルを指定できます。

このリストのファイルは、除外されたフォルダー内にある必要があります。そうでない場合、こ
の設定は機能しません。

プロファイルコンテナから除外するファイル

Citrix Profile Managementプロファイルコンテナから除外するファイルを指定できます。

プロファイル管理\プロファイルの処理

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する

ログオフ後にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除するかどうかを指定できます。

このポリシーが有効になっている場合、ユーザーのログオフ後にユーザーのローカルプロファイ
ルキャッシュが削除されます。この設定はターミナルサーバーに推奨されます。このポリシーが無
効になっている場合、キャッシュされたプロファイルは削除されません。

注:

キャッシュされたプロファイルを削除するまでの遅延ポリシーを使用して、ログオフ時にプ
ロファイルキャッシュが削除されるタイミングを制御できます。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、キャッシュされたプロファ
イルは削除されません。
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キャッシュされたプロファイルを削除するまでの遅延

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルが削除されるまでの遅延に、オプション
の延長を指定できます。遅延を延長することは、ログオフ中にプロセスがファイルまたはユー
ザーレジストリハイブを開いたままにしていることがわかっている場合に役立ちます。大規模なプ
ロファイルの場合、この設定はログオフを高速化することもできます。

値が0の場合、ログオフプロセスの終了時にプロファイルがすぐに削除されます。

Profile Managementは1分ごとにログオフをチェックします。値が60の場合、最後のチェックが行
われたタイミングに応じて、ユーザーログオフ後1〜2分以内にプロファイルが削除されることが
保証されます。

重要: このポリシーは、ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除するが有効
になっている場合にのみ機能します。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。このポリシーが
ここでも.iniファイルでも構成されていない場合、プロファイルはすぐに削除されます。

既存プロファイルの移行

ユーザーストアが空の場合に、Profile Managementがどの種類のユーザープロファイルをユーザー
ストアに移行するかを指定できます。

ユーザー ストアにプロファイルがない場合、Profile Managementはログオン時に既存のプロファ
イルを「その場で」移行できます。ローミング プロファイルまたはリモート デスクトップ サービ
ス プロファイルを移行する場合は、「ローミング」を選択します。

ログオン時に次のイベントが発生します。ユーザーがユーザー ストアにCitrixユーザー プロファイ
ルではなくWindowsプロファイルを持っている場合、Profile ManagementはWindowsプロファイ
ルをユーザー ストアに移行します。このプロセス後、Profile Managementは、現在のセッション
および同じユーザー ストアへのパスで構成されている他のセッションでユーザー ストア プロファ
イルを使用します。

構成の優先順位:

この設定が有効になっている場合、プロファイル移行は、ローミング プロファイルとローカル 
プロファイル（デフォルト）、ローミング プロファイルのみ、ローカル プロファイルのみに
対して有効にできます。または、プロファイル移行を無効にできます。

このポリシーが無効になっており、ユーザー ストアにCitrixユーザー プロファイルが存在しな
い場合、プロファイルを作成するための既存のWindowsメカニズムが使用されます。
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プロファイル移行が無効になっており、ユーザー ストアにCitrixユーザー プロファイルが存在
しない場合、プロファイルを作成するための既存のWindowsメカニズムが使用されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、Profile Managementは既存の
ローカル プロファイルとローミング プロファイルをユーザー ストアに移行します。

既存のアプリケーションプロファイルの自動移行

この設定は、異なるオペレーティング システム間での既存のアプリケーション プロファイルの自
動移行を有効または無効にします。アプリケーション プロファイルには、AppDataフォルダー内
のアプリケーション データと、 HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE の下のレジストリ エントリの両
方が含まれます。この設定は、異なるオペレーティング システム間でアプリケーション プロファ
イルを移行したい場合に役立ちます。

たとえば、オペレーティング システム（OS）をWindows 10バージョン1803からWindows 10バー
ジョン1809にアップグレードする必要があるとします。この設定が有効になっている場合、
Profile Managementは、各ユーザーが最初にログオンするときに、既存のアプリケーション設定
をWindows 10バージョン1809に自動的に移行します。AppDataフォルダー内のアプリケーション 
データと、 HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE の下のレジストリ エントリが移行されます。

既存のアプリケーション プロファイルが複数ある場合、Profile Managementは次の優先順位で移
行を実行します。

同じOSタイプのプロファイル（シングルセッションOSからシングルセッションOS、マルチ
セッションOSからマルチセッションOS）。

同じWindows OSファミリーのプロファイル（例：Windows 10からWindows 10、または
Windows Server 2016からWindows Server 2016）。

以前のバージョンのOSのプロファイル（例：Windows 7からWindows 10、またはWindows 

Server 2012からWindows 2016）。

最も近いOSのプロファイル。

注:

ユーザー ストア パスに !CTX_OSNAME! 変数を組み込むことで、OSの短い名前を指定する必
要があります。これにより、Profile Managementは既存のアプリケーション プロファイルを
特定できます。
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この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの設定が使用されます。

この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルトで無効になります。

ローカルプロファイルの競合処理

ユーザー ストア内のプロファイルとローカルのWindowsユーザー プロファイル（Citrixユーザー 
プロファイルではない）の両方が存在する場合に、Profile Managementがどのように動作するか
を指定できます。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっているか、デフォルト値の「ローカル プロファイルを使用」に設定
されている場合、Profile Managementはローカル プロファイルを使用しますが、いかなる方法
でも変更しません。

このポリシーが「ローカル プロファイルを削除」に設定されている場合、Profile Management

はローカルのWindowsユーザー プロファイルを削除します。その後、ユーザー ストアから
Citrixユーザー プロファイルをインポートします。このポリシーが「ローカル プロファイルの
名前を変更」に設定されている場合、Profile ManagementはローカルのWindowsユーザー プロ
ファイルの名前を変更します（バックアップ目的で）。その後、ユーザー ストアからCitrix

ユーザー プロファイルをインポートします。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。このポリシー
がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、既存のローカルプロファイルが使用され
ます。

テンプレートプロファイル

テンプレートとして使用するプロファイルの保存パスを指定できます。このパスは、
NTUSER.DATレジストリファイルと、テンプレートプロファイルに必要なその他のフォルダーお
よびファイルを含むフォルダーのフルパスです。

重要: パス設定に NTUSER.DAT を含めないでください。たとえば、 \

\myservername\myprofiles\template\ntuser.dat ファイルの場合、場所を \

\myservername\myprofiles\template として設定します。 UNCパスまたはローカルコンピュー
ター上のパスである絶対パスを使用します。後者を使用すると、たとえば、Citrix Provisioning™ 

Servicesイメージにテンプレートプロファイルを永続的に指定できます。相対パスはサポートされ
ていません。

このポリシーは、Active Directory属性、システム環境変数、または %USERNAME% およ
び %USERDOMAIN% 変数の展開をサポートしていません。
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構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、テンプレートは使用されません。

このポリシーが有効になっている場合、Profile Managementはユーザープロファイルを作成す
るときに、ローカルのデフォルトプロファイルの代わりにテンプレートを使用します。ユー
ザーにCitrixユーザープロファイルがないが、ローカルまたは移動Windowsユーザープロファイ
ルが存在する場合、デフォルトではローカルプロファイルが使用されます。そして、このポリ
シーが無効になっていない場合、ローカルプロファイルはユーザーストアに移行されます。こ
の設定は、テンプレートプロファイルがローカルプロファイルを上書きするまたはテンプレー
トプロファイルが移動プロファイルを上書きするチェックボックスを有効にすることで変更で
きます。また、テンプレートをCitrix強制プロファイルとして識別することは、Windows強制プ
ロファイルと同様に、変更が保存されないことを意味します。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、テンプレートは使用されませ
ん。

プロファイル管理\レジストリ

除外リスト

ログオフ時にProfile Managementが無視するHKCUハイブ内のレジストリキーを指定できます。

例: Software\Policies

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、レジストリキーは除外されません。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、レジストリキーは除外され
ません。

包含リスト

ログオフ時にProfile Managementが処理するHKCUハイブ内のレジストリキーを指定できます。

例: Software\Adobe。

構成の優先順位:

このポリシーが有効になっている場合、このリストのキーのみが処理されます。このポリシー
が無効になっている場合、HKCUハイブ全体が処理されます。
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このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、HKCU全体が処理されます。

デフォルトの除外リストを有効にする - Profile Management 5.5

Profile Managementがユーザープロファイルに同期しないHKCUハイブ内のレジストリキーを指定
できます。このポリシーを使用して、GPO除外ファイルを手動で入力することなく指定できま
す。

構成の優先順位:

このポリシーを無効にすると、Profile Managementはデフォルトでレジストリキーを除外しま
せん。

ここでこのポリシーを構成しない場合、Profile Managementは.iniファイルの値を使用します。

ここでも.iniファイルでもこのポリシーを構成しない場合、Profile Managementはデフォルト
でレジストリキーを除外しません。

NTUSER.DATのバックアップ

NTUSER.DATの最後に正常に動作したコピーのバックアップを有効にし、破損が発生した場合に
ロールバックできるようにします。

ここでこのポリシーを構成しない場合、Profile Managementは.iniファイルの値を使用します。こ
こでも.iniファイルでもこのポリシーを構成しない場合、Profile ManagementはNTUSER.DATを
バックアップしません。

プロファイル管理\ストリーム配信されたユーザープロファイル

プロファイルストリーミング

プロファイルストリーミング機能を有効にします。この機能を有効にすると、ユーザープロファイ
ル内のファイルは、ユーザーがアクセスしたときにのみユーザーストアからローカルコンピュー
ターにフェッチされます。 NTUSER.DAT ファイルと保留領域にあるファイルは例外です。これら
はすぐにフェッチされます。NTUSER.DATにはレジストリエントリが保存されます。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここでも.iniファイルでも構成されていない場合、無効になります。
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フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にする

ユーザープロファイル内のフォルダーに対してプロファイルストリーミング機能を有効にします。

このポリシーとプロファイルストリーミングポリシーの両方が有効に設定されている場合、ユー
ザープロファイル内のフォルダーは、ユーザーがアクセスしたときにのみユーザーストアからロー
カルコンピューターにフェッチされます。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

ここでも.iniファイルでもこのポリシーが構成されていない場合、無効になります。

常にキャッシュ

ログオン直後にユーザーストアからローカルコンピューターにフェッチされるファイルのサイズ
の下限を指定できます。

プロファイルストリーミング機能が有効になっている場合、ユーザープロファイル内のファイル
は、ユーザーがアクセスしたときにローカルコンピューターにフェッチされます。このオンデマン
ドのファイルフェッチメカニズムは、ユーザーが要求するファイルが大きい場合に読み込みが遅
くなる原因となります。このポリシーを有効にすると、Profile Managementは指定されたサイズよ
り大きいファイルをログオン直後にローカルコンピューターにフェッチします。

ログオン直後にプロファイル全体をローカルコンピューターにフェッチするには、この制限をゼ
ロに設定します。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

このポリシーがここにも.iniファイルにも構成されていない場合、無効になります。

ペンディングエリアロックファイルのタイムアウト

Profile Managementがユーザーのファイルを解放するまでのタイムアウト期間（日数）を指定で
きます。タイムアウトが発生すると、ストレージサーバーが応答しなくなったときにユーザースト
アがロックされたままである場合、ユーザーのファイルは保留領域からユーザーストアに書き込
まれます。このポリシーを使用して、保留領域の肥大化を防ぎ、ユーザーストアに常に最新のファ
イルが含まれるようにします。

構成の優先順位:

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。
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このポリシーがここにも.iniファイルにも構成されていない場合、デフォルト値の1日が使用さ
れます。

ストリーミングされたユーザープロファイルグループ

ユーザープロファイルがストリーミングされるWindowsユーザーグループを指定できます。

このポリシーは、OU内のWindowsユーザーグループのサブセットのプロファイルをストリーミン
グします。他のすべてのグループのユーザーのプロファイルはストリーミングされません。

構成の優先順位:

このポリシーが無効になっている場合、すべてのユーザーグループが処理されます。

このポリシーがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。このポリシー
がここにも.iniファイルにも構成されていない場合、すべてのユーザーが処理されます。

プロファイルストリーミング除外リスト - ディレクトリ

プロファイルストリーミングが無視するフォルダーを指定できます。フォルダー名は、ユーザープ
ロファイルに対する相対パスとして指定する必要があります。

例: Desktop と入力すると、ユーザープロファイル内の Desktop ディレクトリが無視されます。

構成の優先順位:

この設定が無効になっている場合、フォルダーは除外されません。

この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

この設定がここにも.iniファイルにも構成されていない場合、フォルダーは除外されません。

注:

プロファイルストリーミングの除外は、構成されたフォルダーがプロファイル処理から除外
されることを意味しません。Citrix Profile Managementは引き続きそれらを処理します。

ペンディングエリアのプロファイルストリーミングを有効にする

ペンディングエリア内のファイルとフォルダーに対してプロファイルストリーミング機能を有効
にできます。
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ペンディングエリアは、プロファイルストリーミングが有効になっている間、プロファイルの一
貫性を確保するために使用されます。これは、同時セッションで変更されたプロファイルファイ
ルとフォルダーを一時的に保存します。

既定では、このポリシーは無効になっており、ログオン時に保留領域内のすべてのファイルとフォ
ルダーがローカルプロファイルにフェッチされます。このポリシーを有効にすると、保留領域内
のファイルは要求されたときにのみローカルプロファイルにフェッチされます。このポリシーを
プロファイルストリーミングポリシーと組み合わせて使用すると、同時セッションシナリオで最
適なログオンエクスペリエンスを確保できます。

このポリシーは、フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にするポリシーが有効になっ
ている場合に、保留領域内のフォルダーに適用されます。

Profile Management\フォルダーリダイレクト (ユーザー構成)
プロファイルによく表示されるフォルダーをリダイレクトするかどうかを指定し、リダイレクト
ターゲットを指定できます。ターゲットは、UNCパス（サーバー共有またはDFS名前空間の場
合）またはユーザーのホームディレクトリに対する相対パスとして指定します。ホームディレクト
リは通常、Active Directoryの #homeDirectory# 属性で構成されます。

ここでポリシーが構成されていない場合、Profile Management は指定されたフォルダーをリダイ
レクトしません。

注:

フォルダーリダイレクトにUNCパスを使用する場合、#homedirectory#変数はサポートされ
ません。「ユーザーのホームディレクトリにリダイレクト」ポリシーを選択した後、パスを
指定する必要はありません。

<folder-name> フォルダーのリダイレクトポリシーを使用すると、 <folder-name> フォ
ルダーをリダイレクトする方法を指定できます。これを行うには、「有効」を選択し、リダ
イレクトされたパスを入力します。

注意:

データ損失が発生する可能性があります。
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ポリシーが有効になった後でパスを変更したい場合があります。ただし、変更する前に潜在
的なデータ損失を考慮してください。変更されたパスが以前のパスと同じ場所を指している
場合、リダイレクトされたフォルダーに含まれるデータが削除される可能性があります。

たとえば、連絡先パスを path1 として指定します。その後、 path1 を path2 に変更します。
path1 と path2 が同じ場所を指している場合、ポリシーが有効になった後、リダイレクトされ

たフォルダーに含まれるすべてのデータが削除されます。

潜在的なデータ損失を回避するには、次の手順を実行します。

Active Directoryグループポリシーオブジェクトを介して、Profile Managementが実行されてい
るマシンにMicrosoftポリシーを適用します。詳細な手順は次のとおりです。

グループポリシー管理コンソールを開きます。

「コンピューターの構成 > 管理用テンプレート > Windows コンポーネント > エクスプ
ローラー」に移動します。

「リダイレクトする前に、古いフォルダーリダイレクトターゲットと新しいフォルダーリ
ダイレクトターゲットが同じ共有を指していることを確認する」を有効にします。

該当する場合は、Profile Managementが実行されているマシンに修正プログラムを適用しま
す。詳細については、 <https://support.microsoft.com/ja-jp/help/977229> および
<https://support.microsoft.com/ja-jp/help/2799904> を参照してください。
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統合

プロファイル管理 と Citrix Virtual Apps™
Citrix Virtual AppsサーバーでこのバージョンのProfile Managementを使用するには、Profile 

Management EULAに従う必要があります。また、Profile Managementをローカルデスクトップに
インストールして、ユーザーがローカルプロファイルを公開リソースと共有できるようにすること
もできます。

注: Profile Managementは、Citrix Virtual Desktops™環境では自動的に構成されますが、Citrix 

Virtual Apps環境では構成されません。Citrix Virtual Apps展開のProfile Management設定を調整す
るには、グループポリシーまたは.iniファイルを使用してください。

Profile Managementは、Remote Desktop Services（旧称Terminal Services）を使用するCitrix 

Virtual Apps環境で動作します。これらの環境では、サポートされている各オペレーティングシス
テムに対してOUを設定する必要があります。詳細については、Microsoftのドキュメントを参照し
てください。

異なるバージョンのCitrix Virtual Appsを含むファーム、または異なるオペレーティングシステムを
実行するファームでは、Citrixは、各バージョンまたはオペレーティングシステムを実行する各
サーバーに対して個別のOUを使用することを推奨します。

重要: 複数のユーザーで共有されるフォルダー（たとえば、Citrix Virtual Appsで公開された共有ア
プリケーションデータを含むフォルダー）の包含および除外はサポートされていません。

ストリーミングアプリケーション
Profile Managementは、アプリケーションがユーザーデバイスに直接ストリーミングされる環
境、またはCitrix Virtual Appsサーバーにストリーミングされ、そこからユーザーに公開される環
境で使用できます。

Citrix Virtual Appsのクライアント側アプリケーション仮想化テクノロジーは、アプリケーションを
自動的に分離するアプリケーションストリーミングに基づいています。アプリケーションストリー
ミング機能により、アプリケーションをCitrix Virtual Appsサーバーおよびクライアントデバイスに
配信し、保護された仮想環境で実行できます。ユーザーにストリーミングされるアプリケーショ
ンを分離する理由は多数あり、たとえば、アプリケーションの競合を防ぐためにユーザーデバイ
ス上でアプリケーションがどのように相互作用するかを制御できることなどが挙げられます。たと
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えば、同じアプリケーションの異なるバージョンが存在する場合、ユーザー設定の分離が必要で
す。Microsoft Office 2003がローカルにインストールされ、Office 2007がユーザーのデバイスにス
トリーミングされる場合があります。ユーザー設定の分離に失敗すると、競合が発生し、両方の
アプリケーション（ローカルおよびストリーミング）の機能に深刻な影響を与える可能性があり
ます。

ストリーミングアプリケーションでのProfile Managementの使用に関する要件については、シス
テム要件を参照してください。

プロファイル管理とシトリックス仮想デスクトップ™
重要: Citrix Virtual Desktops に統合されている Profile Management 機能を使用することをお勧め
します。詳細については、 Citrix Virtual Desktops のドキュメント を参照してください。このト
ピックの情報は、別の展開、つまり Profile Management コンポーネントが個別にインストールお
よび構成されている Citrix Virtual Desktops の使用に適用されます。

Citrix Virtual Desktops展開でのProfile Managementのインストールと
アップグレード
このバージョンのProfile ManagementをCitrix Virtual Desktopsで使用するには、Profile 

Management EULAが適用されます。EULAの条項に従い、Citrix Virtual Desktops環境でProfile 

ManagementをCitrix Virtual Apps™と併用することもできます。

Citrix Virtual Desktops展開でProfile Managementをアップグレードする場合は、Profile 

Managementのアップグレードに記載されているログファイルの場所への影響を考慮してくださ
い。

Quick DeployセットアップのCitrix Virtual Desktopsについては、構成の決定の推奨事項を参照して
ください。

Citrix Virtual Desktops展開でのProfile Managementの構成
イメージが展開される前にProfile Managementが正しく構成されていない場合、グループポリ
シーが適用される前にProfile Managementサービスが開始されます。これを回避するには、イ
メージを実稼働環境に配置する前に、文書化された手順を使用して構成を実行してください。

重要：複数のユーザーで共有されるフォルダー（たとえば、複数の仮想デスクトップで共有でき
るデータを含むフォルダー）の包含と除外はサポートされていません。

https://docs.citrix.com/jp/ja/xenapp-and-xendesktop/7-12.html
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Personal vDisk展開でのProfile Managementの構成
Citrix Virtual DesktopsのPersonal vDisk機能を使用する場合、Citrixユーザープロファイルはデフォ
ルトで仮想デスクトップのPersonal vDisk（通常はP:ドライブ）に保存されます。プロファイルは
ユーザーのC:ドライブには保存されません。しかし、Profile ManagementはプロファイルをC:ド
ライブに見つけることを想定しています。そのため、Virtual Delivery Agentのインストールまたは
アップグレード中に、マスターイメージのレジストリを変更する必要があります。さらに、
Personal vDiskの空き容量を増やしたため、マスターイメージ上のアプリケーションのデフォルト
のディスク容量割り当てを増やすことも良い習慣です。これらの変更の手順については、Citrix 

Virtual Desktopsのドキュメントの「Managing Citrix Virtual Desktops」を参照してください。

Personal vDiskにコピーが残っている間に、ユーザーストア内のプロファイルのコピーを削除しな
いでください。これにより、Profile Managementエラーが発生し、仮想デスクトップへのログオ
ンに一時プロファイルが使用されます。詳しくは、一般的な問題のトラブルシューティングの
「ユーザーが新規または一時プロファイルを受け取る」を参照してください。

ウィンドウズ アプリ - マイクロソフト ストア
Citrix Virtual Desktops環境では、Microsoft Storeのアプリケーション（UWPアプリとも呼ばれ
る）がサポートされています。プールされたマシン（プールランダム、静的、またはRDS）で
Microsoft Storeアプリケーションを使用するには、グループポリシー管理エディターを開き、**

［ポリシー］\>［管理用テンプレート］\>［従来の管理用テンプレート（ADM）］\>［Citrix］\>

［Profile Management］\>［ファイルシステム］\>［同期］**で次の設定を構成します。

［ミラーリングするフォルダー］を有効にし、 appdata\local\packages をミラーリングす
るフォルダーのリストに追加します

「ファイルを同期する」を有効にし、同期するファイルのリストに !ctx_localappdata!

\Microsoft\Windows\UsrClass.dat*  を追加します

ユーザーのプロファイルがすでに別のデスクトップで作成されている場合、Personal vDisk (推奨
ソリューション) を使用して専用デスクトップにアクセスすると、Microsoft Store アプリケーショ
ンが動作しない可能性があります。

Citrix Virtual Desktops の設定例
このトピックでは、一般的な Citrix Virtual Desktops 展開で使用される Profile Management ポリ
シー設定を一覧表示します。Windows 7 仮想デスクトップは Citrix Provisioning™ Services で作成
され、複数のユーザーで共有されます。この例では、プールされたランダムカタログから作成さ
れ、ログオフ時に削除されるデスクトップは、静的ワークステーション (モバイルノートパソコン
ではない) での使用を目的としており、個人用 vDisk は使用されません。
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ポリシーがリストされていない場合、グループポリシーで選択または入力は行われておらず、デ
フォルト設定が適用されます。

次の点に注意してください。

ユーザーストアへのパス - Profile Management 変数をユーザーストアへのパスに組み込むこと
ができます。この例では、パスが解釈されるときにそれぞれ Win7 と x86 に展開される \!

CTX\_OSNAME\! と \!CTX\_OSBITNESS\! を使用しています。AD 属性 #sAMAccountName# 

もユーザー名を指定するために使用されます。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する - デスクトップには個人用
vDisk が含まれておらず、ユーザーがログオフすると削除されるため、このポリシーを無効に
しても安全です。したがって、ローカルにキャッシュされたプロファイルを保持する必要はあ
りません。(ログオフ時にデスクトップが破棄されない場合は、このポリシーを有効にしてく
ださい。)

プロファイルストリーミング - この設定を有効にすると、この展開でのログオン時間が改善さ
れます。

アクティブライトバック - この展開のプールされたデスクトップはユーザーに一時的に割り当
てられるだけであるため、このポリシーは有効になっています。そのため、ユーザーはプロ
ファイルを変更する可能性がありますが、デスクトップセッションを閉じるのを忘れる (また
は気にしない) 可能性があります。この設定を有効にすると、プロファイル内のローカルファ
イルの変更はログオフ前にユーザーストアにミラーリングされます。

注: アクティブライトバックポリシーを有効にすると、セッション内でファイル作成、ファイルコ
ピー、ファイル削除などの多数のファイル操作を実行すると、システム I/O アクティビティが高く
なり、Profile Management がファイルの変更をユーザーストアに同期している間に一時的なパ
フォーマンスの問題が発生する可能性があります。

ローカル管理者のログオンを処理する - ほとんどのユーザーがローカル管理者である Citrix 

Virtual Desktops 展開では、この設定を有効にすることをお勧めします。

処理されたグループ - すべてのドメインユーザーのプロファイルは Profile Management によっ
て管理されます。

除外リスト - ディレクトリ (ファイルシステム) および 除外リスト (レジストリ) - これらの設定
により、リストされた一時ファイルまたはキャッシュファイル、およびリストされたレジスト
リエントリが処理されるのを防ぎます。これらのファイルとエントリは、一般的にユーザープ
ロファイルに保存されます。

同期するディレクトリ および 同期するファイル - ユーザーのアプリケーションデータがどこ
に保存されているかを知ることで、これらの設定を定義するのに役立ちました。
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重要: Citrix Virtual Desktops の展開はさまざまであるため、決定する Profile Management ポリ
シー設定は、この例のものとは異なる可能性があります。設定を計画するには、 構成を決定する
のアドバイスに従ってください。

Citrix/プロファイル管理
Profile Management を有効にする

有効

処理されるグループ

`MyDomainName\Domain Users`

ユーザーストアへのパス

`\\MyServer.MyDomain\MyUserStore&num;sAMAccountName#\!CTX_OSNAME!_!

CTX_OSBITNESS!`!

アクティブライトバック

有効

ローカル管理者によるログオンの処理

有効

Citrix/プロファイル管理/プロファイル処理
ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除する

無効

Citrix/プロファイル管理/詳細設定
ログオフ時にインターネットCookieファイルを処理する

有効
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Citrix/プロファイル管理/ファイルシステム
除外リスト - ディレクトリ

$Recycle.Bin

`AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files`

`AppData\Local\Microsoft\Outlook`

`AppData\Local\Temp`

`AppData\LocalLow`

`AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Start Menu`

`AppData\Roaming\Sun\Java\Deployment\cache`

`AppData\Roaming\Sun\Java\Deployment\log`

`AppData\Roaming\Sun\Java\Deployment\tmp`

Citrix/プロファイル管理/ファイルシステム/同期
同期するディレクトリ
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`AppData\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Dazzle Apps`

ミラーリングするフォルダー

`AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies`

Citrix/プロファイル管理/ストリーム配信ユーザープロファイル
プロファイルストリーミング

有効

プロファイル管理とUE-V
Profile Management 5.xとMicrosoft User Experience Virtualization (UE-V) 2.0は、同じ環境で共存
できます。UE-Vは、複数のプロファイルバージョン（例：バージョン1とバージョン2のプロファ
イル）が存在する場合に役立ちます。このため、UE-Vが存在する場合は、Citrix Profile 

Managementのクロスプラットフォーム設定機能を使用しないでください。UE-Vは、より多くの
アプリケーション、ユーザーセッション中の同期、およびアプリケーションのXML構成と生成を
サポートするため、その機能よりも優先される場合があります。

Profile ManagementがUE-Vと共存する場合、クロスプラットフォーム設定機能が有効になってい
るかどうかにかかわらず、次の点に注意してください。

AppData\Local\Microsoft\UEV フォルダーを除外します。UE-Vによってキャプチャされた
プロファイル設定は、Profile Managementによってキャプチャされたプロファイル設定を上書
きします。

UE-Vによって制御されるプロファイルを、Profile Managementのみによって制御されるプロ
ファイルと共有しないでください。共有すると、「最後の書き込みが優先されます」。つま
り、プロファイルを同期する最後のコンポーネント（UE-VまたはProfile Management）が、
どのデータが保存されるかを決定し、データ損失につながる可能性があります。

注: UE-VにはMicrosoft Desktop Optimization Pack (MDOP)が必要です。
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プロファイル管理とCitrix Content Collaboration™
この記事の情報は、Citrix Content Collaborationの展開におけるプロファイル管理の使用に適用さ
れます。その一部は、他のインターネットベースのファイル共有システムにも役立つ場合がありま
す。

Citrix Content Collaborationは、Profile Management 4.1.2以降で使用できます。Citrix Content 

Collaborationはオンデマンドモードでのみサポートされます。

インストール
ShareFile 2.7を使用している場合、互換性の問題を回避するため、Profile Managementをインス
トールする前にまずこのバージョンをインストールしてください。このインストール依存関係
は、ShareFile 2.6には存在しません。

除外
Citrix Content Collaborationは、構成データをローカルの \AppData\Roaming\ShareFile フォル
ダーに保存します。Citrixユーザープロファイルを持つユーザーの場合、ユーザー固有のCitrix 

Content Collaboration構成が保持されるように、このデータはユーザープロファイルとともにロー
ミングする必要があります。この ShareFile フォルダーはプロファイルの一部であるため、
Profile Managementの構成は不要です。構成データはデフォルトでローミングされます。

ただし、Citrix Content Collaborationによって管理されるユーザーデータは、プロファイルのルー
トにある ShareFile フォルダー（ %USERPROFILE%\ShareFile ）に含まれています。このデー
タはCitrix Content Collaborationサーバーによって管理され、同期されるため、プロファイルとと
もにローミングしてはなりません。したがって、このフォルダーをProfile Managementの除外対象
として追加する必要があります。除外設定の手順については、「アイテムの包含と除外」を参照し
てください。

パーソナルvDisk
Personal vDiskを使用して仮想デスクトップを作成する場合、vDisk上のユーザーデータの場所で
Citrix Content Collaborationを構成します。これにより、デスクトップとCitrix Content 

Collaborationサーバー間でファイル同期が行われるようになります。デフォルトでは、Personal 

vDiskはデスクトップ上でP:ドライブとしてマップされるため、データは P:\Users\<user

name\>に配置される可能性があります。この場合、Citrix Content Collaborationの
LocalSyncFolderポリシーを使用して場所を設定します。

重要: 不要な同期を防ぐため（これはProfile ManagementとPersonal vDiskのパフォーマンスに悪
影響を及ぼす可能性があります）、仮想デスクトップで同期する必要がある場合を除き、大容量
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ファイルを含むフォルダーではFolder-ID設定を使用することをお勧めします。これはShareFileの
設定です。

プロファイル管理と App-V
Microsoft Application Virtualization 5.x (App-V 5.x) と同じ環境でProfile Managementを使用できま
す。

注:

Profile Managementは、グローバルに公開されたApp-Vのみをサポートします。

Profile Managementの除外機能を使用して、以下の項目を除外します。

プロファイル管理\\ファイルシステム\\除外リスト\\ディレクトリ:

AppData\Local\Microsoft\AppV

AppData\Roaming\Microsoft\AppV\Client\Catalog

プロファイル管理\\レジストリ\\除外リスト:

Software\Microsoft\AppV\Client\Integration

Software\Microsoft\AppV\Client\Publishing

除外設定の手順については、「項目の包含と除外」を参照してください。

App-VでUserLogonRefresh設定が有効になっている場合、Profile Managementのプロファイルス
トリーミングポリシーを無効にします。この制限は、UserLogonRefreshとプロファイルスト
リーミングの非互換性によるものです。

App-Vアプリケーションをシーケンスする方法の例については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows/application-management/app-v/appv-sequence-a-

new-application> を参照してください。

App-Vが有効なサードパーティのProfile Managementソリューションの構成については、
<https://docs.microsoft.com/ja-jp/microsoft-desktop-optimization-pack/appv-v5/

performance-guidance-for-application-virtualization-50> を参照してください。
Microsoft Windows 10システムでは Software\Classes を含めないでください。
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4.

5.

プロファイル管理とプロビジョニングサービス
この記事では、Citrix Provisioning Services で作成された仮想ディスク (vDisk) 上で Citrix ユーザー
プロファイルを維持するためのアドバイスを提供します。このアドバイスに従う前に、(/ja-jp/

profile-management/2209/plan/upm-plan-decide-4a.html) に記載されているように、vDisk の構成
が Profile Management の構成にどのように影響するかを理解してください。

サポートされているモード
Profile Management は、標準イメージモードおよびプライベートイメージモードで実行されてい
る vDisk で使用できますが、差分ディスクイメージモードでは使用できません。

マスターターゲットデバイスから不要なローカルキャッシュプロファイ
ルを削除するには
不要なローカルキャッシュプロファイルが保存されないようにするには、マスターターゲットデ
バイスのイメージを取得する前に、標準イメージモードで実行されている vDisk からこれらのプ
ロファイルを削除してください。ただし、現在ログオンしているローカル管理者のプロファイル
は削除しないでください。これを実現する良い方法は次のとおりです。この手順中に、エラーメッ
セージが表示される場合があります。

コンピューターを右クリックします。

プロパティを選択します。

詳細システム設定をクリックします。

詳細設定タブで、 の をクリックします。

削除する各プロファイルを強調表示し、 をクリックします。

vDisk イメージからログファイルを取得する
このトピックでは、Citrix Provisioning™ Services で作成された共有 (vDisk) イメージに存在する
ログファイルの使用に関するガイダンスを提供します。Profile Management はログオフ時にファ
イルを保存します。しかし、vDisk イメージを使用する場合、ベースイメージがリセットされる可
能性があり、その結果ログファイルが削除されるという事実に留意してください。したがって、
ファイルを回復するために何らかの措置を講じる必要があります。講じる措置は、ログファイル
がログオン時に削除されるかログオフ時に削除されるかによって異なります。

vDisk イメージの使用は Citrix Virtual Desktops™ の展開で一般的であるため、このトピックのガ
イダンスではその製品を例として使用します。
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ログオフ時に削除されるログファイルを取得するには
プロファイル全体またはその一部がネットワーク上のユーザーストアに保存されない場合、ログ
ファイルもそこに保存されません。

Provisioning ServicesのライトキャッシュがProvisioning Servicesを実行しているコンピューター
に保存されている場合、この問題は発生しません。そして、ログファイルはユーザーストアに保存
されます。

ライトキャッシュがローカルに保存されている場合、この手順ではユーザーと同じデバイスから
ログオンする必要があるかもしれません。ただし、ライトキャッシュがRAMにローカルに保存さ
れている場合、これも失敗する可能性があります。

ライトキャッシュがProvisioning Servicesを実行しているコンピューター上にない場合、vDiskイ
メージのコピーを作成する必要があるかもしれません。それを新しい仮想マシンに割り当て、イ
メージ上のライトキャッシュを変更して、そのコンピューターに保存されるようにします。

Citrix仮想デスクトップで、デスクトップグループを作成し、仮想マシンを1台追加して、vDisk

イメージを指すようにします。

仮想マシンへのアクセスを1人のテストユーザーと管理者に付与します。

デスクトップグループのアイドルプール数を終日1に変更します（電源管理によるマシンの
シャットダウンを防ぐため）。ログオフ動作を「何もしない」に設定します（マシンの再起動
やイメージのリセットを防ぐため）。

テストユーザーとして仮想デスクトップにログオンし、その後ログオフします。

XenCenter®またはVMwareコンソールから管理者としてログオンし、ログファイルを取得しま
す。

デスクトップグループの作成とプロパティの変更に関する詳細については、Citrix Virtual Desktops

のドキュメントを参照してください。

ログオン時に削除されるログファイルを取得するには
プロファイルがネットワーク上のユーザーストアで最新であるにもかかわらず、ユーザーがログオ
ンしたときに正しくロードされない場合、ログファイルのエントリは失われます。

\\<vmhostname>\C$ にドライブをマップし、ユーザーがセッションからログオフする前にロ
グファイルを特定します。ログファイルは完全ではありませんが（一部のエントリが欠落して
いる可能性があります）、トラブルシューティングしている問題がログオン時である場合、問
題の原因を特定するのに十分な情報を提供できます。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops.html
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Provisioning Servicesのログファイルを再配置するには
標準イメージモードを使用している場合、システムがシャットダウンするとProvisioning Services

のイベントログファイルは失われます。これを防ぐためにファイルのデフォルトの場所を変更す
る方法については、Knowledge Centerの記事CTX115601を参照してください。

プロビジョニングされたイメージでのプロファイル管理の
事前構成
Citrix Provisioning Services、Citrix XenServer、またはVMware ESXなどのプロビジョニングソフ
トウェアを使用すると、プロファイル管理がプリインストールされたイメージを構築できます。そ
の際、イメージのセットアップ中にレジストリにグループポリシー設定の一部をキャプチャする
可能性があります。たとえば、Provisioning Servicesでプライベートイメージモードの場合に発生
します。イメージを展開するときにも、設定はそのまま残ります。たとえば、Provisioning 

Servicesで標準イメージモードに戻す場合などです。理想的には、仮想マシンが実行を開始したと
きの状態と、ユーザーがログオンするときの要件に適したデフォルトを選択してください。最低
限、(/ja-jp/profile-management/2209/plan/upm-plan-decide-4a.html)に記載されているポリシーに
適切なデフォルトがあることを確認してください。

Citrix Profile Managementサービスが開始される前に gpupdate が実行されない場合、デフォルト
が使用されます。そのため、ほとんどの場合に適切なデフォルトであることを確認するのが最善
です。この手順を使用して、イメージに保持したいこれらの設定やその他の設定を事前構成してく
ださい。

注: Provisioning Servicesを使用する場合は、まずProfile Managementの.iniファイルでイメージを
事前構成することをお勧めします。テストが成功したと証明された後にのみ、設定を.admまた
は.admxファイルに転送してください。

.admまたは.admxファイルを使用する場合は、適切なGPO内のファイルを使用して目的の設定
を変更します。.iniファイルを使用する場合は、この手順を省略してください。変更は後の手順
で行います。

ログレベルにも同じ変更を行います。

次のいずれかを実行します。

イメージをプライベートイメージモード (Citrix Provisioning™ Services) に切り替え、その
上でオペレーティングシステムを起動します。

オペレーティングシステムを起動します (Citrix XenServer®またはVMware ESX)。

https://support.citrix.com/article/CTX115601
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管理者アカウントを使用してログオンし (設定した可能性のあるテストユーザーアカウントで
はなく)、 gpupdate /force を実行します。この手順により、レジストリが正しく構成されま
す。

.iniファイルを使用する場合は、ファイル内の目的の設定を変更します。

Profile Managementサービスを停止します。

新しく作成されるログファイルとの混同を避けるため、古いProfile Managementログファイル
と構成ログファイルを削除してください。これらは古いイメージの名前を使用するファイル名
を持っています。更新されたイメージには新しいファイル (新しいイメージの名前を持つ) があ
るため、これらは冗長です。

次のいずれかを実行します。

イメージを標準イメージモード (Citrix Provisioning Services) に戻します。

更新されたイメージ (Citrix XenServer または VMware ESX) を保存します。

イメージ上でオペレーティングシステムを起動します。

プロファイル管理とセルフサービスプラグイン
デフォルトでは、プロファイル管理はWindowsのスタートメニューフォルダーを除外します。
Citrixセルフサービスプラグインのユーザーは、購読しているアプリケーションをスタートメ
ニューに表示できません。このデフォルトの動作を調整するには、除外リスト - ディレクトリポリ
シーからフォルダー %APPDATA%\Microsoft\Windows\Start Menu  を削除します。さらに、構
成にGPOを使用する場合は、Profile Management .iniファイルを削除することをお勧めします。こ
れらの操作により、購読しているアプリケーション（およびユーザーが作成したサブフォル
ダー）を含むスタートメニューフォルダーがプロファイル管理によって処理されるようになりま
す。

**注：**グループポリシーではなくProfile Management .iniファイルを使用している場合は、その
ファイルのデフォルトの除外リストからこのエントリを削除してください。

プロファイル管理とアウトルック
この記事では、Microsoft Outlook とローミングプロファイルを統合するためのベストプラクティ
スについて説明します。

ユーザーが Outlook データをネットワーク共有やローカルではなく、サーバーに保存するように
することは良い習慣です。



プロファイル管理 2209 

207

•

•

•

•

ローミングプロファイルでは、環境変数 %UserProfile%  で定義された場所（ローカルコン
ピューター上）にあるファイルとフォルダーは、 %UserProfile%\Local Settings  という1つ
のフォルダーを除いて、ユーザーとともにローミングします。この例外は Outlook ユーザーに影響
します。Microsoft の推奨事項により、既定では一部の Outlook データ（たとえば、 .ost

、 .pst 、 .pab  ファイル）がこの非ローミングフォルダーに作成されるためです。

重要: この場所にあるファイルは通常サイズが大きく、ローミングプロファイルのパフォーマンス
を低下させます。

以下のプラクティスは、Outlook を使用したローミングプロファイルのトラブルシューティングを
減らし、ユーザーと管理者による適切なメール管理を促進します。

可能であれば、 .pst  ファイルの使用を禁止する Microsoft Office 用の ADM テンプレートを
使用します。

ユーザーがより多くのスペースを必要とする場合は、ネットワーク共有ではなく、Microsoft 

Exchange サーバーのストレージを増やしてください。

個々のユーザーに .pst  ファイルの例外を許可したり、個人ストレージ容量を増やしたりす
るのではなく、会社全体でメール保持ポリシー（会社全体のメールストレージサーバーを含む
もの）を定義し、適用します。このポリシーは、ユーザーが受信トレイへのメール復元を簡単
に要求できるようにすることで、 .pst  ファイルへの依存を抑制する必要もあります。

.pst  ファイルを禁止できない場合は、Profile Management またはローミングプロファイル
を構成しないでください。Outlook の検索インデックスローミングを有効にする機能
は、 .pst  ファイル向けには設計されていません。

Windows プロファイルと Password Manager およびシングル
サインオンの使用
この記事には、Profile Management に固有の情報は含まれていません。Citrix Single Sign-on が
ローカルプロファイル、移動プロファイル、強制プロファイル、またはハイブリッドプロファイ
ルで最適に動作するように、特定の Windows オプションを構成する方法について説明します。こ
のトピックは、Citrix Single Sign-on 4.8 または 5.0 に適用されます。

ローカルプロファイル
ローカルプロファイルは、ユーザーがログオンしたローカルサーバーに保存されます。Password 

Manager とシングルサインオンは、ユーザーレジストリの 

HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Citrix\MetaFrame Password Manager  ハイブにレジストリ情
報を次の場所に保存します。
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%SystemDrive%\Documents  および Settings\%username%\NTUSER.DAT 。

ファイルも次の場所に保存されます。

%SystemDrive%\Documents and Settings\%username%\Application 

Data\Citrix\MetaFrame Password Manager 。

Windows 7 では、シングルサインオンは以下を使用します。

%APPDATA%\Roaming\Citrix\MetaFrame Password Manager

重要: シングルサインオンが以下のファイルに対してフルコントロールアクセス権を持つことが不
可欠です。

ファイル名 説明

%username%.mmf aelist.ini へのポインターを含むユーザーの資格
情報ファイル。

entlist.ini 同期ポイントまたは Active Directory でエン
タープライズレベルで作成されたアプリケー
ション定義ファイル。

aelist.ini ユーザーのローカルアプリケーション定義
ファイル (applist.ini) とエンタープライズアプ
リケーション定義 (entlist.ini) をマージして作
成されたアプリケーション定義ファイル。

ローミングプロファイル
ローミングプロファイルはネットワーク共有に保存され、ユーザーがログオンするたびにローカ
ルサーバーのコピーと同期されます。ローミングプロファイルの展開を成功させるための特徴に
は、SAN (System Area Network) や NAS (Network Area Storage) のような高速ネットワーク接続
が含まれます。その他の一般的な展開には、プロファイルが高可用性サーバーに保存されるクラ
スタリングソリューションがあります。

ローミングプロファイルと強制プロファイルの展開には、次の2つの問題があります。

単一のローミングプロファイルは、1つのファイル同期ポイントでのみ使用できます。複数の
同期ポイントを使用すると、メモリマップドファイル (MMF) 内のデータが破損する可能性が
あります。
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• ローミングプロファイルが複数の同時セッションで使用される場合、バックエンドのMMFを
共有します。すべてのアクティブなセッションは、再試行ロックカウンター、最終使用データ
カウンター、イベントログエントリなどの共通セッションデータを共有します。

強制プロファイルまたはハイブリッドプロファイル
強制プロファイルは、定義上、ユーザーの読み取り専用プロファイルです。シングルサインオン
には、Application Data の下のプロファイルフォルダーへの書き込み権限が必要です。強制プロ
ファイルでは、ユーザーが変更を加えることはできますが、ログオフ時にその変更はプロファイ
ルに保存されません。シングルサインオンが強制プロファイルで正しく機能するためには、
Application Data フォルダーをリダイレクトする必要があります。

レジストリの変更は、ユーザーがログオンするたびに書き込まれます。資格情報が同期ポイント
と同期されますが、変更はプロファイルに保存されません。

Windows 2000以降、MicrosoftはApplication Dataフォルダーをリダイレクトするメカニズムを提
供しています。ただし、Windows NT4ドメインを使用する場合は、Application Dataフォルダー
の場所を変更できるログオンスクリプトが必要です。これは、 Kix  や VBScript  などのツール
を使用して、Application Dataフォルダーの書き込み可能な場所を定義することで実現できます。

次の例では、 Kix  を使用して、ユーザーログオン時にApplication Dataフォルダーをリダイレク
トします。

重要: このサンプルスクリプトは情報提供のみを目的としています。ご自身の環境で使用する前
に、必ずテストしてください。

$LogonServer = "%LOGONSERVER%"

$HKCU = "HKEY_CURRENT_USER"

$ShellFolders_Key =

"$HKCU\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\Shell

Folders"

$UserShellFolders_Key =

"$HKCU\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\User
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Shell Folders"

$UserProfFolder =

"$LogonServer\profiles\@userID"

$UserAppData =

"$LogonServer\profiles\@userID\Application Data"

$UserDesktop =

"$LogonServer\profiles\@userID\Desktop"

$UserFavorites =

"$LogonServer\profiles\@userID\Favorites"

$UserPersonal = "X:\My Documents"

$UserRecent =

"$LogonServer\profiles\@userID\Recent"

if (exist("$UserAppData") = 0)

shell '%ComSpec% /c md "$UserAppData"'

endif

if (exist("$UserDesktop") = 0)

shell '%ComSpec% /c md "$UserDesktop"'

endif

if (exist("$UserRecent") = 0)

shell '%ComSpec% /c md "$UserRecent"'

endif

if (exist("$UserFavorites") = 0)
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shell '%ComSpec% /c md "$UserFavorites"'

endif

ハイブリッドプロファイルは、強制プロファイルの問題に対するもう1つの解決策です。ユーザー
がログオンすると、強制プロファイルがロードされ、カスタムアプリケーションがユーザーに利
用可能なアプリケーションに基づいてユーザーレジストリハイブをロードおよびアンロードしま
す。強制プロファイルと同様に、ユーザーはセッション中にレジストリのそれらの部分を変更で
きます。強制プロファイルとの違いは、ユーザーがログオフするときに変更が保存され、再度ロ
グオンするときに再ロードされることです。

ハイブリッドプロファイルを使用する場合、 HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Citrix\MetaFrame 

Password  レジストリキーはログオンおよびログオフプロセスの一部としてインポートおよびエ
クスポートする必要があります。

フォルダーリダイレクト
フォルダーリダイレクトは、グループポリシーオブジェクトとActive Directoryを使用して実装さ
れます。グループポリシーを使用して、ユーザープロファイルの一部であるフォルダーの場所を定
義します。

リダイレクトできるフォルダーは4つあります。

マイ ドキュメント

アプリケーション データ

デスクトップ

スタートメニュー

グループポリシーを使用して、リダイレクトの2つのモード（基本リダイレクトと高度なリダイレ
クト）を設定できます。どちらもシングルサインオンでサポートされています。Windows 2000で
は、アプリケーションデータを保存する共有を %username% 変数を使用して参照する必要があり
ます（例： \\servername\sharename\%username% ）。

フォルダーリダイレクトはユーザーに対してグローバルであり、そのユーザーのすべてのアプリ
ケーションに影響します。Application Dataフォルダーを使用するすべてのアプリケーションは、
これをサポートする必要があります。

フォルダーリダイレクトの詳細については、以下のMicrosoftの記事を参照してください。

方法: フォルダーリダイレクトを使用して安全なリダイレクトフォルダーを動的に作成する

https://support.microsoft.com/?kbid=274443
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Windows のフォルダーリダイレクト機能

管理者がリダイレクトされたフォルダーにアクセスできるようにする

ベストプラクティス
可能な場合は、Application Dataフォルダーをリダイレクトします。このアプローチにより、
ネットワークパフォーマンスが向上し、ユーザーがログオンするたびにそれらのフォルダー内
のデータをコピーする必要がなくなります。

Password Manager Agentのトラブルシューティングを行う際は、ログオンしているユーザー
が自身のApplication Dataフォルダーに対してフルコントロール権限を持っていることを常に確
認してください。

https://support.microsoft.com/?kbid=232692
https://support.microsoft.com/?kbid=288991
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6.

1.

 

トラブルシューティング

Profile Management の設定を確認する
問題のトラブルシューティングの最初のステップとして、現在の Profile Management の設定を次
のように確認します。

Citrix Director でトラブルシューティングを開始します。このコンソールには、問題の診断と修
正に役立つプロファイルのプロパティが表示されます。

UPMConfigCheck ツールを使用して、稼働中の Profile Management 展開を調査し、最適に構
成されているかどうかを判断します。

このツールのインストールと使用方法の詳細については、Knowledge Center の記事 

CTX132805 を参照してください。

Profile Management の .ini ファイルが使用されている場合は、影響を受けるマシンでその構成
を確認します。

リストとして入力する Profile Management ポリシー（除外リストや包含リストなど）を非ア
クティブ化するには、ポリシーを に設定します。 に設定しないでください。

影響を受けるマシンで HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies  レジストリエントリを確
認します。GP タトゥーの問題により古いポリシーが残っている場合は、それらを削除しま
す。タトゥーとは、ポリシーが GP から削除されてもレジストリに残る場合に発生します。

各ユーザーに適用された Profile Management 設定を含む UPMSettings.ini ファイルを確認しま
す。このファイルは、ユーザーストア内の各 Citrix ユーザープロファイルのルートフォルダー
に存在します。

Profile Managementログファイルを確認する
ログファイルは、システム動作のトラブルシューティングを行う際に役立ちます。Profile 

Management設定の確認後、Profile Managementのログ記録を有効にし、問題を再現してログファ
イルを確認します。

詳細な手順は次のとおりです。

すべてのイベントとアクションに対してProfile Managementのログ記録を有効にする。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops/director.html
https://support.citrix.com/article/CTX132805?_ga=1.60278061.1208613434.1464163161
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マシンで問題を再現します。

%SystemRoot%\system32\LogFiles\UserProfileManager フォルダーにあるProfile 

Managementログファイル（例: #computername#.#domainname#_pm.log）でエラーと警告を
確認します。「ERROR」または「WARNINGS」という単語を検索して見つけます。

ログファイルの詳細は、この記事の後半にあるリファレンスを参照してください。

ユーザーストアへのパスが正しいことを確認します。

Active Directoryからのすべての情報が正しく読み取られたことを確認します。

タイムスタンプを確認して、時間がかかりすぎるアクションがないか調べます。

ヒント:

Microsoft Excelを使用してProfile Managementログファイルを確認できます。詳細について
は、Knowledge Centerの記事CTX200674を参照してください。

Profile Managementのログ記録を有効にする
Profile Management展開で問題のトラブルシューティングを行う場合にのみ、Profile 

Managementのログ記録を有効にしてください。問題が解決したら、ログ記録を無効にし、機密情
報が含まれている可能性があるためログファイルを削除してください。

Profile Managementのログ記録は、次の方法で有効にできます。

アクティブディレクトリの GPO

シトリックス スタジオ

ワークスペース エンバイロメント マネジメント™ (WEM)

GPO を使用して Profile Management のログ記録を有効にし、関連設定を構成するには、次の手
順に従います。

グループポリシー管理エディターを開き、グループポリシーオブジェクトを作成します。

ポリシー > 管理用テンプレート: ポリシー定義 (ADMX ファイル) > Citrix コンポーネント > 

Profile Management > ログ設定にアクセスします。

Profile Management のログ記録を次のように有効にします。

ログ記録を有効にするをダブルクリックします。

有効をクリックします。

https://support.citrix.com/article/CTX200674


プロファイル管理 2209 

215

c.

4.

a.

b.

c.

5.

a.

b.

c.

6.

•

•

•

OKをクリックします。

Profile Management ですべてのイベントとアクションをログに記録するように有効にします。

ログ設定をダブルクリックします。

すべてのイベントとアクションを選択します。それらの説明の詳細については、「イベン
トとアクション」を参照してください。

OKをクリックします。

ログファイルのデフォルトの最大サイズを変更するには、次の手順に従います。

「ログファイルの最大サイズ」をダブルクリックします。

「有効」をクリックし、「最大サイズ（バイト単位）」フィールドにサイズを入力しま
す。

「OK」をクリックします。

ヒント:

最大サイズに達すると、Profile Management はバックアップファイル（例: 

Logfilename.log.bak）を1つ保持します。

マシンで gpupdate /force  コマンドを実行します。

これらのポリシーはマシンに適用されます。

ログ設定ポリシーの詳細については、「Profile Management のポリシーの説明とデフォルト」を
参照してください。

リファレンス
このセクションでは、次の情報を提供します。

ログの種類

イベントとアクション

Profile Management ログファイルのフィールド

ログの種類

この表は、Profile Management のトラブルシューティングに使用できるログを一覧表示します。
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非公式名 ログファイル名 場所 ログ情報の種類

Profile Management
ログファイル

#computername#.#d
omainname#_pm.log

%SystemRoot%
\system32\LogFiles\
UserProfileManager

情報メッセージ、警
告、エラーは、
Profile Management
ログファイルに書き
込まれます。ドメイ
ン名はコンピュー
ターのドメインで
す。コンピューター
名が特定できない場
合、このログファイ
ルは
UserProfileManager.l
ogという名前になり
ます。コンピュー
ター名が利用可能で
あるにもかかわらず
ドメインが特定でき
ない場合、ログファ
イルは
#computername#_p
m.logという名前にな
ります。

Profile Management
構成ログファイル

#computername#.#d
omainname#_pm_co
nfig.log

%SystemRoot%
\system32\LogFiles\
UserProfileManager

構成ログファイル
は、ログ記録がオフ
になっている場合で
も、GPOおよび.ini
ファイルの設定を
キャプチャします。
コンピューター名が
特定できない場合、
UserProfileManager_
pm_configという名
前になります。コン
ピューター名が利用
可能であるにもかか
わらずドメインが特
定できない場合、ロ
グファイルは
#computername#_p
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非公式名 ログファイル名 場所 ログ情報の種類

m_config.logという
名前になります。

Windowsイベントロ
グ

Application.evtx %SystemRoot%
\System32\winevt\Lo
gs

Microsoft Event 
Viewer で表示する
Windows イベント
は、主にエラー報告
に使用されます。エ
ラーのみが書き込ま
れます。

イベントとアクション

この表は、Profile Management がログに記録できるイベントとアクションを示します。

種類 説明

一般的な警告 すべての一般的な警告。

一般的な情報 すべての一般的な情報。

ファイルシステム通知 処理されたファイルまたはフォルダーが変更
されるたびに、1つのログエントリが作成され
ます。

ファイルシステムアクション Profile Management によって実行されるファ
イルシステム操作。

レジストリアクション Profile Management によって実行されるレジ
ストリアクション。

ログオフ時のレジストリの差異 セッション中に変更されたHKCUハイブ内のす
べてのレジストリキー。重要: この設定は、ロ
グファイルに大量の出力を生成します。

Active Directoryアクション Profile ManagementがActive Directoryを照会
するたびに、エントリがログファイルに書き
込まれます。

ポリシー値 Profile Managementサービスが開始される
か、ポリシーの更新が行われると、ポリシー値
がログファイルに書き込まれます。
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種類 説明

ログオン ログオン中のアクションのシーケンスがログ
ファイルに書き込まれます。

ログオフ ログオフ中のアクションのシーケンスがログ
ファイルに書き込まれます。

パーソナライズされたユーザー情報 該当する場合、ユーザー名とドメイン名はロ
グファイルの専用列に記録されます。

ログファイルフィールド

Profile Managementログファイルの各行には、セミコロンで区切られた複数のフィールドがあり
ます。この表は、ログファイルフィールドの一覧です。

フィールド 説明

日付 ログエントリの日付

時刻 ログエントリの時刻 (ミリ秒を含む)

重大度 INFORMATION、WARNING、またはERROR
のいずれか

ドメイン ユーザーのドメイン (該当する場合)

ユーザー名 ユーザーの名前 (該当する場合)

セッションID セッションID (該当する場合)

スレッドID この行を作成したスレッドのID

機能と説明 その時点で実行されているProfile 
Management機能の名前とログメッセージ

Windowsイベントを確認する
Profile Managementによってログに記録されたWindowsイベントは、トラブルシューティングの
ための診断情報も提供します。Windowsイベントは、 %SystemRoot%

\System32\winevt\Logs\ フォルダー内のApplication.evtxファイルに保存されます。

Windowsイベントビューアーを使用してイベントを表示するには、次の手順に従います。
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1.

2.

Windowsマシンでイベントビューアーを起動します。

左ペインでWindowsログ > アプリケーションノードを選択します。

イベントは右ペインに表示されます。

イベントのリスト
Profile Managementによってログに記録されたイベントは、すべてが連続して番号付けされている
わけではなく、このバージョンのProfile Managementですべてが使用されているわけでもありませ
ん。ただし、以前のバージョンからアップグレードした場合にログに記録されることがありま
す。

イベントID 説明 原因 アクション

6 Citrix Profile 
Managementサービ
スが開始されまし
た。

Citrix Profile 
Managementサービ
スが開始されまし
た。これは、自動開
始、手動開始、また
は再起動の結果であ
る可能性がありま
す。

開始または再起動が
計画されていなかっ
た場合は、イベント
ログでエラーを確認
し、プロファイル管
理のトラブルシュー
ティング手順を含
む、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

7 Citrix プロファイル
管理サービスが停止
しました。

Citrix プロファイル
管理サービスが停止
しました。これは、
手動による停止、ま
たはシャットダウン
処理の一部として発
生した可能性があり
ます。

サービスの停止が計
画されていなかった
場合は、イベントロ
グでエラーを確認
し、プロファイル管
理のトラブルシュー
ティング手順を含
む、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

8 ユーザーのプロファ
イルが、より新しい
バージョンのCitrix 
プロファイル管理に
よって変更されたた
め、このバージョン

このマシンのCitrix 
プロファイル管理
サービスは、より新
しいバージョンのプ
ロファイル管理が
ユーザーストアで
ユーザーのプロファ

このコンピューター
（およびユーザース
トアを共有し、以前
のバージョンのプロ
ファイル管理を使用
している他のすべて
のコンピューター）
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イベントID 説明 原因 アクション

では使用できなくな
りました…

イルを変更したこと
を検出しました。
データ損失の可能性
を防ぐため、以前の
バージョンのプロ
ファイル管理は一時
プロファイルの使用
に戻ります。

をアップグレードし
て、最新バージョン
を使用してくださ
い。

9 ログオンフックの検
出で問題が発生しま
した…

Citrix プロファイル
管理サービスは、ロ
グオン通知の設定中
に問題を検出しまし
た。Citrix プロファ
イル管理サービスで
は、インストールパ
スにスペースが含ま
れていないか、サー
ビスがインストール
されているボリュー
ムで8.3ファイル名サ
ポートが有効になっ
ている必要がありま
す。

Citrix プロファイル
管理をスペースのな
いパスに再インス
トールするか、プロ
ファイル管理がイン
ストールされている
ボリュームで8.3ファ
イル名サポートを有
効にしてください。

10 ユーザーストアへの
ユーザーパスは…

指定された場所に有
効なCitrixユーザープ
ロファイルが見つか
りました。

なし。このメッセー
ジは情報提供のみを
目的としています。

11 spsMain: 
CreateNamedPipe 
が失敗しました…

(このイベントは現在
使用されていませ
ん。)

なし。

12 StartMonitoringProfil
e: ログオン中に
Windows変更ジャー
ナル管理で問題が検
出されました…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。Windows

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
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イベントID 説明 原因 アクション

変更ジャーナルイベ
ント管理で問題が検
出され、サービスが
変更を監視できませ
んでした。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

13 StopMonitoringProfil
e: ログオフ中に
Windows変更ジャー
ナル管理で問題が検
出されました…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーの監視を停止で
きませんでした。
Windows変更ジャー
ナル管理で問題が検
出され、サービスが
変更を監視できませ
んでした。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。ユー
ザーのファイルおよ
びレジストリの変更
は同期されません。

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
め、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

14 CJIncreaseSizeIfNec
essary: 変更ジャーナ
ルの作成/サイズ変更
に失敗しました…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。ボリュー
ム上のNTFS変更

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
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イベントID 説明 原因 アクション

ジャーナルを作成ま
たはサイズ変更しよ
うとしたときに問題
が検出され、サービ
スが変更を監視でき
なくなりました。
Citrix Profile 
Managementはこの
フォルダーを処理し
ません。代わりに
Windowsユーザープ
ロファイルが使用さ
れます。

ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
む、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

15 CJInitializeForMonito
ring: ジャーナルを照
会できません…

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。ボリュー
ム上のNTFS変更
ジャーナルを照会し
ているときに問題が
検出され、サービス
が変更を監視できな
くなりました。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
む、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

16 CJInitializeForMonito
ring: 初期MFTスキャ
ンがエラーで終了し
ました。

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。ボリュー

Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
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イベントID 説明 原因 アクション

ム上のNTFS変更
ジャーナルの初期ス
キャンを実行中に問
題が検出され、サー
ビスが変更を監視で
きなくなりました。
Citrix Profile 
Managementはこの
フォルダーを処理し
ません。代わりに
Windowsユーザープ
ロファイルが使用さ
れます。

ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
む、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。

17 CJInitializeForMonito
ring: サービス開始以
降のFS変更の処理に
失敗しました。

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。ボリュー
ム上のNTFS変更
ジャーナルの更新ス
キャンを実行中に問
題が検出されまし
た。このエラーは、
サービスが変更を監
視するのを妨げませ
ん。Citrix Profile 
Managementはこの
ディレクトリを通常
どおり処理します。

このエラーはProfile 
Managementの動作
を妨げませんが、そ
れでもエラーを確認
してください。
Profile Management
によって管理されて
いるすべてのボ
リュームで、変更
ジャーナル処理が構
成され、動作してい
ることを確認してく
ださい。コンピュー
ターに十分なシステ
ムリソースがあるこ
とを確認してくださ
い。イベントログで
エラーを確認し、
Profile Management
のトラブルシュー
ティング手順を含
む、示されている是
正措置を講じてくだ
さい。
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イベントID 説明 原因 アクション

18 CJProcessAvailable
Records: 内部エ
ラー…

Citrix Profile 
Managementサービ
スで、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視中に障害
が発生しました。ボ
リューム上のNTFS
変更ジャーナルの更
新スキャンを実行中
に問題が検出され、
サービスが最近の変
更を監視できません
でした。Citrix Profile 
Managementはこの
フォルダーの処理を
完了しません。重要
なデータを手動で
バックアップしてく
ださい。

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。Windows
変更ジャーナルイベ
ント管理で問題が検
出され、サービスが
変更を監視できませ
んでした。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

19 USNChangeMonitor: 
変更ジャーナルの初
期化に失敗しまし
た…

Citrix Profile 
Managementサービ
スで、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視中に障害
が発生しました。ボ
リューム上のNTFS
変更ジャーナルの初
期スキャンを準備中
に問題が検出され、
サービスが変更を監
視できませんでし
た。Citrix Profile 
Managementはこの
ディレクトリの処理
を完了しません。重
要なデータを手動で

Citrix Profile 
Managementサービ
スは、プロファイル
または拡張同期用に
構成されたフォル
ダーを監視できませ
んでした。Windows
変更ジャーナルイベ
ント管理で問題が検
出され、サービスが
変更を監視できませ
んでした。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。



プロファイル管理 2209 

225

イベントID 説明 原因 アクション

バックアップしてく
ださい。

20 CADUser::Init: DNS
ドメインとADsPath
の特定に失敗しまし
た…

ログオンしている
ユーザーに関する情
報をActive Directory
にクエリ中に問題が
発生しました。Citrix 
Profile Management
はこのフォルダーを
処理しません。代わ
りにWindowsユー
ザープロファイルが
使用されます。

コンピューターがド
メインコントロー
ラーへの機能する
ネットワークパスを
持っていることを確
認してください。コ
ンピューターに十分
なシステムリソース
があることを確認し
てください。イベン
トログでエラーを確
認し、Profile 
Managementのトラ
ブルシューティング
手順を含む、示され
た是正措置を講じて
ください。

21 DNSドメインと
ADsPathの特定に失
敗しました…

この問題は、
Microsoft TechNetの
記事263693に記載さ
れているとおり、メ
モリ割り当ての制限
によって引き起こさ
れる可能性がありま
す。

この問題の解決策
は、Citrix 
Knowledge Centerの
記事CTX124953に記
載されています。

22 ファイルアクセスが
遅かった。ユーザー
は、ユーザー ストア
からファイルが
フェッチされる際に
遅延を経験しまし
た。

ユーザーはファイル
にアクセスしようと
しましたが、Profile 
Managementはこの
操作に遅延を検出し
ました。ユーザーは
警告メッセージを受
け取りました。この
エラーは、アンチウ
イルスソフトウェア
がユーザー ストア内

エンタープライズア
ンチウイルス製品の
トラブルシューティ
ングと構成に関する
アドバイスについて
は、Profile 
Managementのド
キュメントを参照し
てください。
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イベントID 説明 原因 アクション

のファイルへのアク
セスを妨げているこ
とが原因である可能
性があります。

23 ファイルアクセスが
拒否される可能性が
あります。ユーザー
は、ユーザー ストア
からファイルが
フェッチされる際に
長い遅延を経験しま
した。

ユーザーはファイル
にアクセスしようと
しましたが、Profile 
Managementはこの
操作に非常に大きな
遅延を検出したた
め、アクセスが拒否
される可能性があり
ます。ユーザーはエ
ラーメッセージを受
け取りました。この
エラーは、アンチウ
イルスソフトウェア
がユーザー ストア内
のファイルへのアク
セスを妨げているこ
とが原因である可能
性があります。

エンタープライズア
ンチウイルス製品の
トラブルシューティ
ングと構成に関する
アドバイスについて
は、Profile 
Managementのド
キュメントを参照し
てください。

24 RevertToSelfがエ
ラーコードで失敗
し、Profile 
Managementが
シャットダウンされ
ました。

一部のログオンおよ
びログオフ処理は、
偽装を使用して実行
されます。
RevertToSelf関数は
通常、偽装が完了し
たときに呼び出され
ます。この場合、関
数は呼び出されませ
んでした。そのた
め、セキュリティ上
の理由から、Profile 
Managementソフト
ウェアはシャットダ
ウンされました。
ユーザーはエラー

セキュリティ侵害が
疑われる場合は、組
織の手順に従って対
処し、Profile 
Managementを再起
動してください。
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イベントID 説明 原因 アクション

メッセージを受け取
りました。

25 ユーザーのプロファ
イルはCitrix Profile 
Managementによっ
て管理されています
が、ユーザー ストア
に到達できません…

このコンピューター
上のCitrix Profile 
Managementサービ
スは、指定された
ユーザー ストアに到
達できません。これ
は通常、ネットワー
クの問題、または
ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用できない
ことが原因です。

ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用可能であ
り、このコンピュー
ターとサーバー間の
ネットワークが動作
していることを確認
してください。

26 デフォルトのプロ
ファイル場所が無効
です。この場所にあ
るプロファイルは正
しく監視できませ
ん…

このコンピューター
上のプロファイル
は、ドライブ文字
（例: C:）にマウン
トされたディスク上
にある必要がありま
す。

このコンピューター
上のプロファイルを
ドライブ文字にマウ
ントされたディスク
に移動し、Profile 
Managementを再起
動してください。

27 ユーザーのプロファ
イルフォルダーがデ
フォルトのプロファ
イル場所にありませ
ん…

レジストリでは、こ
のユーザーのプロ
ファイルの場所とデ
フォルトのプロファ
イルの場所が一致し
ません。これは、た
とえば、Profile 
Managementサービ
スを実行しているマ
シン上の異なるボ
リューム間でプロ
ファイルが移動され
た場合に発生する可
能性があります。

このユーザーのプロ
ファイルがデフォル
トのフォルダーの場
所にあることを確認
してください。必要
に応じて適切なツー
ルを使用し、ファイ
ルシステム内のプロ
ファイルデータがプ
ロファイルのレジス
トリ設定と一致する
ようにしてくださ
い。

28 ユーザーのレジスト
リハイブのセキュリ

このCitrixユーザープ
ロファイルを作成す

必要に応じて、
SetAclなどのサード
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イベントID 説明 原因 アクション

ティ権限をリセット
しようとしていると
きにエラーが発生し
ました。

るために使用された
デフォルトまたはテ
ンプレートプロファ
イルのレジストリ
に、権限の問題があ
る可能性がありま
す。

パーティユーティリ
ティを使用して、
Profile Management
ユーザー ストア内の
ユーザーのレジスト
リハイブのセキュリ
ティ権限をリセット
してください。

29 テンプレートプロ
ファイルパスが構成
されていますが、プ
ロファイルが見つか
りませんでした…

指定されたフォル
ダーにはファイル
NTUSER.DAT が含
まれていないため、
テンプレートプロ
ファイル設定で使用
できません。この問
題は、NTUSER.DAT 
を含むフォルダーで
はなく、
NTUSER.DAT ファ
イルの完全なパスが
構成されている場合
に頻繁に発生しま
す。テンプレートプ
ロファイル設定は、
Active Directory 属
性、システム環境変
数、または 
%USERNAME%  およ

び %USERDOMAIN%

変数の展開をサポー
トしていません。

テンプレートプロ
ファイルを含むフォ
ルダーへの有効なパ
スが構成されている
ことを確認してくだ
さい。パスに
NTUSER.DAT が含
まれていることを確
認してください。こ
のファイルが有効で
あり、すべてのファ
イルへの読み取りア
クセスを許可するよ
うにフォルダーのア
クセス権が正しく設
定されていることを
確認してください。

33 Citrix Profile 
Management は、
LOCATION にある
ローカルプロファイ
ルからユーザー スト
アにプロファイルを
作成しました

示された場所から
ユーザー ストアにプ
ロファイルが作成さ
れました。

なし。このメッセー
ジは情報提供のみを
目的としています。
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イベントID 説明 原因 アクション

34 Citrix Profile 
Management は、
LOCATION にある移
動プロファイルから
ユーザー ストアにプ
ロファイルを作成し
ました

示された場所から
ユーザー ストアにプ
ロファイルが作成さ
れました。

なし。このメッセー
ジは情報提供のみを
目的としています。

35 Citrix Profile 
Management は、
LOCATION にあるテ
ンプレートプロファ
イルからユーザー ス
トアにプロファイル
を作成しました

示された場所から
ユーザー ストアにプ
ロファイルが作成さ
れました。

なし。このメッセー
ジは情報提供のみを
目的としています

36 USER の既存のプロ
ファイルフォルダー
を、このユーザーの
新しい Citrix 強制プ
ロファイル用に準備
できません。可能な
場合、ユーザーには
一時プロファイルが
与えられます。

Citrix 強制プロファ
イルは、ログオンご
とにテンプレートプ
ロファイルのコピー
を使用します。既存
のプロファイルはす
べて削除され、Citrix 
強制プロファイルは
指定されたテンプ
レートの場所からコ
ピーされます。この
プロセスは失敗しま
した。

既存のプロファイル
フォルダーを手動で
削除してください。
ファイルが別のプロ
セスによってロック
され、削除が失敗す
る場合は、コン
ピューターを再起動
する必要がある場合
があります。テンプ
レートフォルダーが
存在し、ユーザーが
その内容を読み取る
権限を持っているこ
とを確認してくださ
い。

37 ユーザーのユーザー 
ストア パスに到達で
きません。このユー
ザーには一時プロ
ファイルが作成さ
れ、このユーザー ス
トアのプロファイル

このコンピューター
上の Citrix Profile 
Management Service 
は、指定されたユー
ザー ストアに到達で
きません。これは通
常、ネットワークの
問題、またはユー

ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用可能であ
り、このコンピュー
ターとサーバー間の
ネットワークが動作
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イベントID 説明 原因 アクション

には変更が保存され
ません。

ザー ストアをホスト
しているサーバーが
利用できないためで
す。

していることを確認
してください。

38 ユーザーのプロファ
イルは Citrix Profile 
Management によっ
て管理されています
が、ユーザー ストア 
パスが見つかりませ
ん。このユーザーに
は一時プロファイル
が作成され、この
ユーザー ストアのプ
ロファイルには変更
が保存されません。

このコンピューター
上の Citrix Profile 
Management Service 
は、指定されたユー
ザー ストア内のプロ
ファイルを見つける
ことができません。
これは、ネットワー
クの問題、または
ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用できない
ためである可能性が
あります。しかし、
ユーザー ストア内の
プロファイルが削除
または移動されたた
めである可能性もあ
ります。あるいは、
ユーザー ストアへの
パスが変更され、
ユーザー ストア内の
既存のプロファイル
を正しく指していな
い可能性もありま
す。

ユーザー ストアをホ
ストしているサー
バーが利用可能であ
ることを確認してく
ださい。また、この
コンピューターと
サーバー間のネット
ワークが動作してお
り、ユーザー ストア
へのパスが既存のプ
ロファイルを指して
いることを確認して
ください。ユーザー 
ストア内のプロファ
イルが削除された場
合は、ローカル マシ
ンのプロファイルを
削除してください。

42 ユーザー 
<userdomain>\<us

ername>  のポリ
シー設定を更新しよ
うとしているときに
エラーが発生しまし
た。ポリシー設定が
正しく適用されてい
ない可能性がありま

Citrix Profile 
Management は、
Citrix グループ ポリ
シー設定の更新に失
敗しました。

Citrix Group Policy 
Client-Side 
Extension がインス
トールされ、正しく
動作していることを
確認します。
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1.

イベントID 説明 原因 アクション

す。エラーコード
: <error code>

3005 <path1>  からアク
セスポイント 
<path2>  への仮想

ディスクのマウント
に失敗しました。

Citrix Profile 
Management は、仮
想ディスクをアクセ
スポイントにマウン
トできませんでし
た。この問題は、仮
想ディスクにアクセ
スできない場合、ア
クセスポイントが空
ではない場合、また
は仮想ディスクがす
でにマウントされて
いる場合に発生する
可能性があります。

マシンを再起動し、
問題が解決したかど
うかを確認します。
解決しない場合は、
CDF トレースを収集
し、Citrix テクニカ
ルサポートにお問い
合わせください。

3008 <path1>  からアク
セスポイント 
<path2>  への検索

データベースのマウ
ントに失敗しまし
た。

Windows Search 
サービスは、検索
データベースをマウ
ントできませんでし
た。この問題は、検
索データベースが破
損している場合に発
生する可能性があり
ます。

CDF トレースを収集
し、Citrix テクニカ
ルサポートにお問い
合わせください。

一般的な問題のトラブルシューティング
この記事では、一般的なProfile Managementの問題をトラブルシューティングする方法について
説明します。

ログオンが遅い
ユーザーのログオンが遅い場合は、次の手順でトラブルシューティングを行ってください。

Citrix Directorのログオン期間パネルでプロファイルの読み込み時間を確認します。予想よりも
大幅に長い場合は、ユーザープロファイルの読み込みが原因でログオンが遅くなっています。

詳細については、「ユーザーログオンの問題の診断」を参照してください。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops/director/troubleshoot-deployments/user-issues/user-logon.html
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2.

3.

4.

1.

2.

Citrix Profile Managementログファイルでプロファイル処理時間を確認します。

C:\Windows\System32\Log Files\User Profile Manager にあるProfile Managementログ
ファイルで、 DispatchLogonLogoff で始まるエントリを見つけます。次の例は、ログオン処
理時間が10.22秒であることを示しています。

DispatchLogonLogoff: ---------- Finished logon processing successfully in 

[s]: <10.22>. .

推奨されるProfile Managementポリシーが適用されていることを確認します。

ログオンパフォーマンスを向上させるための推奨事項については、「ユーザーログオンパ
フォーマンスの向上」を参照してください。

Citrixテクニカルサポートにお問い合わせください。

ログオンの遅延が続く場合は、Citrixテクニカルサポートに連絡して、さらにサポートを受けて
ください。詳細については、「Citrixテクニカルサポートへのお問い合わせ」を参照してくださ
い。

プロファイルがストリーミングされていることを確認する
ストリーミングユーザープロファイルを有効にしており、この機能がユーザーのプロファイルに適
用されていることを確認したい場合は、次の手順を実行します。

Profile Managementログファイルで次の種類のエントリを確認します。

2010-03-16;16:16:35.369;INFORMATION;;;;1140;ReadPolicy: Configuration 

value read from policy: PSEnabled=<1>

最後の項目は、機能が有効になっている場合、PSEnabled=\<1\> に設定する必要があります。

Profile Managementログファイルで、ユーザーの次のエントリを確認します。

2010-03-16;20:17:30.401;INFORMATION;<domain name>;<user 

name>;2;2364;ProcessLogon: User logging on with Streamed Profile 

support enabled.

ストリーム配信されたユーザープロファイルが適用されていない場合、項目には
「ProcessLogon: User logging on with Streamed Profile support disabled」と表示されます。
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1.

2.

3.

4.

適用されているポリシーを特定する
UPMSettings.iniファイルを使用して、適用されているProfile Managementポリシーを特定しま
す。このファイルは、ユーザーストア内の各Citrixユーザープロファイルのルートフォルダーに存
在します。このファイルを調べることは、ポリシーの結果セット（RSoP）を使用するよりも便利
な場合があります。特に、GPOと.iniファイル設定を組み合わせてポリシーを決定している場合に
便利です。

UPMFRSettings.iniファイルを使用して、除外リストにあるため処理されないプロファイルフォル
ダーを特定します。UPMFRSettings.iniファイルもルートフォルダーに存在します。

破損したプロファイルデータを除外する
ユーザープロファイルが破損しており、問題が特定のファイルまたはフォルダーにあると確信して
いる場合は、同期プロセスから除外します。その方法は、そのファイルまたはフォルダーを除外
リストに追加することです。

レジストリエントリへの接続をクリーンアップする
一部のシナリオ（Profile Managementが関係するものに限らず）では、ユーザーがログオフした
後もレジストリプロファイルデータへの接続が保持されます。この保持により、ログオフが遅く
なったり、ユーザーセッションが完全に終了しなかったりする可能性があります。Microsoftの
User Profile Hive Cleanup ( UPHClean ) ツールは、これらのシナリオの解決に役立ちます。

ローカルプロファイルを削除する
Microsoft Delprof.exeとSepago Delprof2は、ユーザープロファイルの削除に役立つツールです。

プロファイルが保存されている場所を特定する
プロファイルの問題を診断するには、ユーザープロファイル内のファイルがどこに保存されてい
るかを特定する必要があります。次の手順は、プロファイルが保存されている場所をすばやく特
定する方法を提供します。

イベントビューアーで、左ペインの「アプリケーション」をクリックします。

右ペインの「ソース」の下で、目的のCitrix Profile Managementイベントを見つけてダブルク
リックします。

イベントに関連付けられているユーザー ストアへのパスは、「全般」タブにリンクとして表示
されます。

ファイルを探索する場合は、リンクをたどってユーザー ストアを参照します。
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サーバーの確認
サーバーがユーザーのログオンとログオフを正しく処理しているかどうかを確認するには、ユー
ザー ストア内のユーザー プロファイルにある PmCompatibility.ini というファイルを確認します。
このファイルはプロファイルのルート フォルダーにあります。ファイルの最後のエントリは、
ユーザーが最後にログオフしたサーバーの名前です。たとえば、サーバーがProfile Management 

5.0を実行している場合、エントリは次のようになります。

[LastUpdateServerName]

5.0=<computer name>

ロールバック
Profile Managementの以前のバージョンにロールバックするには、ユーザー ストアをホストする
ファイル サーバーのコマンド ラインから del /s を実行します。このコマンドは、各プロファイル
から PmCompatibility.ini ファイルを削除します。たとえば、ユーザー ストアへのローカル パスが 

D:\UpmProfiles  の場合、次を実行します。

del /s D:\UpmProfiles\pmcompatibility.ini

コマンドが完了すると、ユーザーは以前のバージョンを実行しているコンピューターにログオン
し、ユーザー ストアからプロファイルを受け取ることができます。

ユーザー ストア内の除外フォルダー
除外されたフォルダーはユーザー ストアに表示されます。これは想定される動作であり、修正措
置は不要です。除外リストにあるフォルダーはユーザー ストアに作成されますが、その内容は同
期されません。

ログ ファイルの情報が不足している
デバッグ モードをアクティブにしても、完全なログ記録が自動的に有効になるわけではありませ
ん。ログ設定で、ログに記録するイベントのすべてのチェック ボックスが選択されていることを
確認してください。

ヒント: リストの最後のチェック ボックスを有効にするには、下にスクロールする必要がある場合
があります。
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GPO設定が機能しない
GPO設定を変更しても、Citrix Profile Management Serviceを実行しているコンピューターで有効
になりません。この問題は、GPがすぐに更新されず、展開で指定されたイベントまたは間隔に基
づいているために発生します。GPをすぐに更新するには、コンピューターで gpupdate /force

を実行します。

変更を有効にするには、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/

administration/windows-commands/gpupdate> に記載されているように、コマンドプロンプト
から gpupdate /force コマンドを実行します。

ユーザーが新規または一時プロファイルを受け取る
デフォルトでは、問題が発生した場合（たとえば、ユーザー ストアが利用できない場合）に、
ユーザーには一時プロファイルが与えられます。または、Profile Management を構成して、エ
ラーメッセージを表示してからユーザーをログオフさせることもできます。このアプローチは、ト
ラブルシューティングに役立ちます。

この機能の構成方法については、「ユーザーのログオフを強制する」を参照してください。

特定の状況では、ユーザーがログオンしたときに、キャッシュされたプロファイルの代わりに新
しいプロファイルを受け取ることがあります。

ユーザー ストア内のコピーが削除された後にローカルプロファイルが存在する場合、ユーザーは
一時プロファイルを受け取ることもあります。この状況は、ユーザー ストアがクリアされても、
ログオフ時にローカルプロファイルが削除されない場合に発生する可能性があります。

Profile Management は、このような部分的なプロファイルの削除をネットワーク、共有、または
権限のエラーとして扱い、ユーザーに一時プロファイルを提供します。このため、部分的な削除
は推奨されません。この問題を回避するには、影響を受けるコンピューターにログオンし、プロ
ファイルを手動で削除してください。

展開にパーソナルvDiskが含まれている場合、これらのディスクのデフォルト処理が正しく調整さ
れていないと、ユーザーは一時プロファイルを受け取る可能性があります。詳細については、
「ユーザープロファイルの移行」を参照してください。

仮想デスクトップセッションが応答しなくなったときにプロファイル
データが失われる
Citrix仮想デスクトップの展開では、リモートデスクトッププロトコル（RDP）セッションから切
断すると、仮想デスクトップが応答しなくなったり、再起動したりする可能性があります。この動
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◦

作は、セッション終了時にプロファイルデータが失われるため、Profile Management に影響を与
えます。この問題は、Citrix Virtual Delivery Agentバージョン3.1.3242以降で修正されています。

ユーザーがログオンできない（イベントID: 1000、ソース: Userenv）
ユーザーがCitrix環境にログオンできず、次のエラーメッセージが表示されます。「Windowsは
ローミングプロファイルをロードできませんでした。ローカルプロファイルでログオンしようと
しています...ネットワーク管理者に連絡してください。」このエラーは、Windowsアプリケーショ
ンイベントログ（イベントID: 1000、ソース: Userenv）に表示されます。

印刷
Citrix Virtual Desktops™環境では、ユーザーはデフォルトプリンターを選択できますが、ログオン
間でその選択が保持されない場合があります。この問題は、標準イメージモードのCitrix 

Provisioning Services Personal vDiskに基づくプールされた仮想デスクトップでプリンターを設定
するために、Citrix仮想デスクトップのポリシーが使用される場合に観察されています。

この問題はProfile Managementに起因するものではありません。Profile Managementのログファ
イルには、プリンターのレジストリエントリがログオフ時にコピーされたこと（これは予期され
る動作です）が示されていますが、ユーザーのNTUSER.datにはそのエントリが含まれていません
（これは予期されない動作です）。この問題は実際には、Citrix仮想デスクトップが
DefaultPmFlags レジストリ設定を使用する方法に起因しています。

時々、予期しないプリンターがプロファイルに追加されることがあります。ユーザーがそれらを
削除しても、次回のログオン時にプリンターが再表示されます。詳細については、Profile 

Managementサポートフォーラムを参照してください。

複数のプラットフォームでのアプリケーション設定に関する問題
複数のプラットフォーム間でアプリケーション設定が正しくローミングされないという問題が発
生する場合があります。通常、これらの問題は次の原因で発生します。

あるシステムから別のシステムに適用できない設定。たとえば、すべてのシステムに存在しな
いハードウェア固有の設定などです。

異なるシステムに異なる方法でインストールされているアプリケーション。例：

あるシステムではC:ドライブにインストールされているが、別のシステムではD:ドライブ
にインストールされているアプリケーション。

あるシステムでは C:\Program Files  にインストールされているが、別のシステムでは 

C:\Program Files (x86)  にインストールされているアプリケーション。
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あるシステムにはインストールされているが、別のシステムにはインストールされていな
いExcelアドイン。

設定情報をプロファイルに保存しないアプリケーション。たとえば、ローカルマシンの設定内
またはユーザープロファイルの外部に保存されている情報などです。

レジストリに保存されている言語固有の構成設定。Profile Management は、バージョン1プロ
ファイルの言語固有のフォルダー名を自動的に翻訳しますが、レジストリ内のものは翻訳しま
せん。

ほとんどの場合、これらの問題を引き起こすシステムの標準化を改善することで、問題を最小限
に抑えることができます。ただし、多くの場合、問題はOSまたはそれぞれのアプリケーションの
（複数のプラットフォームとの）固有の非互換性に起因します。問題のある設定が重要でない場
合は、プロファイルから除外することで問題が解決する可能性があります。

不明なアカウントが所有するプロファイル
まれに、プロファイルが不明なアカウントに属しているように見えることがあります。コンピュー
ターの ダイアログボックスの タブで、 の をクリックすると、 と表示されます。この問題は、イ
ベントログエントリ 「Profile notification of event Create for component \&lt;application ID\> failed, 

error code is???」 とともに発生します。レジストリでは、アプリケーションIDはMicrosoftコン
ポーネントであるSHACCTプロファイル通知ハンドラーを指します。

この問題が環境で発生していることを確認するには、Profile Management がデータを処理しない
ユーザーとしてログオンし、これらの症状を確認します。

これは Profile Management の問題ではありませんが、Active Directory が仮想マシンのスナップ
ショットと適切に連携しないことが原因である可能性があります。Citrix ユーザープロファイルの
操作には影響ありません。ユーザーはログオンおよびログオフでき、プロファイルの変更は保持
されます。

高度なトラブルシューティングを実行する
現在のProfile Management設定を確認し、Profile Managementログが有用な情報のソースではな
いと判断した後、このチェックリストを使用してさらにトラブルシューティングを行ってくださ
い。

分析しているマシンからRSoP（Resultant Set of Policies）レポートを確認し、すべてのGPO

が期待どおりに適用されていることを確認します。

レポートを生成するには、マシンで gpresult コマンドを実行します。
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最新バージョンのProfile Managementがインストールされていることを確認します。詳細につ
いては、「Profile Managementのバージョンを確認する」を参照してください。

他のユーザーからの解決策については、Profile Managementサポートフォーラムを確認してく
ださい。

影響を受けるマシンと同じオペレーティングシステムを持つクリーンなマシンで問題を再現し
てみてください。ソフトウェア製品を1つずつインストールし、各インストール後に問題が再
現するかどうかを確認します。詳細については、「テスト環境にProfile Managementを展開す
る」を参照してください。

Profile Managementのバージョンを確認する
バージョン情報を確認するには、次の手順に従います。

WindowsエクスプローラーでUserProfileManager.exeファイルを右クリックします。

**［プロパティ］>［バージョン］**をクリックします。

最新バージョンでない場合は、My Accountサイトから最新バージョンをダウンロードします。
Citrix®製品を選択し、ダウンロードセクションからProfile Managementをダウンロードしま
す。

ヒント:

アップグレード後、必要に応じて以降の機能を有効にできます。

テスト環境にProfile Managementを展開する
ログファイルが問題のトラブルシューティングに役立たない場合は、次の例で使用されているト
ラブルシューティングアプローチを試してください。このアプローチは、次の目的で使用できま
す。

どの構成設定が読み取られているかを判断します。

構成設定がどこから読み取られているかを判断します（複数のADMファイルが存在する場
合）。

ログファイルがプロファイルに加えられた変更を正しく追跡していることを確認します。

展開例

この例での展開は次のとおりです。

https://discussions.citrix.com/forum/163-profile-management/
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Citrix virtual apps™ サーバーはWindows Server 2003で実行されています。

ユーザーは、Plug-in for Hosted Apps for Windows を使用して、公開されたリソースに接続し
ています。

INIファイルベースの構成の代わりに、OUベースのGPOが使用されます。

注意:

レジストリを誤って編集すると、オペレーティングシステムの再インストールが必要になる
ような深刻な問題が発生する可能性があります。レジストリエディターの不適切な使用に
よって生じた問題が解決できることを保証することはできません。レジストリエディターは
自己責任で使用してください。編集する前に必ずレジストリをバックアップしてください。

トラブルシューティングのワークフロー

この例には、1台のサーバーのみで構成される小さなテストOUが含まれています。サーバーのプ
ロファイル設定を編集できます。その後、ログファイルとポリシーの結果セット（RSoP）レポー
トで設定の変更を追跡します。

詳細な手順は次のとおりです。

実稼働環境から、CitrixユーザープロファイルをホストしているCitrix virtual appsサーバーの1

つを削除します。次に、そのサーバーを新しいOUに追加します。

サーバーからProfile Managementを削除し、再インストールします。再インストールする際
は、短いファイル名（8.3形式のファイル名とも呼ばれます）が次のようにアクティブ化され
ていることを確認してください。

次のレジストリエントリが1（DWORD値）に設定されている場合は、それを0に設定し、
Profile Managementを再インストールします: 

HKLM\System\CurrentControlSet\Control\FileSystem\NtfsDisable8Dot3NameCreation

。これにより、短いファイル名のサポートが有効になります。

エントリが1に設定されていない場合は、各サブフォルダー名が8文字以下の場所にProfile 

Managementを再インストールします。たとえば、 c:\prof-man 。 それ以降のオペレー
ティングシステムでは、このレジストリエントリを調整する必要はありません。

サーバーにドメイン管理者としてログオンします。

ローカルポリシーを調べて、このレベルのADMファイルを削除します。

新しいOUに割り当てられているGPOへのリンクをすべて削除します。
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10.

a.

b.

c.

d.

e.

f.

g.

h.

11.

12.

13.

14.

サーバーで、レジストリエディターからキーとすべてのサブキーを削除します: 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Citrix\UserProfileManager\ 。

Profile Managementの.iniファイルをすべて削除します。

マイコンピュータ \> プロパティ \> 詳細設定を使用して、テストしたいプロファイル以外のす
べてのプロファイルを削除します。表示されるエラーを調査します。

Authenticated Usersグループにファイルへのフルコントロールを付与します。これにより、
ユーザーとしてログオンしたときにProfile Managementのログファイルを確認できます。ログ
ファイルは C:

\Windows\System32\LogFiles\UserProfileManager\<domainname>#<computername>_pm.log

です（\&lt;domainname\>はコンピューターのドメイン、\&lt;computername\>はその名前で
す）。ドメインを特定できない場合、ログファイルはUserProfileManager.logになります。

次の設定のみを含むGPOを作成し、新しいOUにリンクします。GPOがAuthenticated Usersグ
ループに割り当てられていることを確認します。これらの設定を有効にして構成します:

Profile Managementを有効にします。

ユーザーストアへのパス。

ログ記録を有効にします。

ログ設定。すべてのイベントとアクションを選択します。

既存のプロファイルの移行。ローミングプロファイルとローカルプロファイルを選択しま
す。

ローカルプロファイルの競合処理。ローカルプロファイルの名前変更を選択します。

ログオフ時にローカルにキャッシュされたプロファイルを削除します。

「ローカル管理者ログオンの処理」設定を無効にします。これにより、Profile 

Management の構成が誤っていてユーザーのログオンが妨げられた場合でも、管理者とし
てログオンできます。

OU を右クリックし、 を選択して、GPO リンクが OU に適用される方法を制御します。

ログオンしたことがなく、サーバー上のローカル管理者グループのメンバーではないドメイン
テストユーザーを作成します。

このユーザーにフルデスクトップを公開し、ユーザーが Remote Desktop Users グループに属
していることを確認します。

ドメインに複数のドメインコントローラー (DC) がある場合は、サーバーと同じサイト内のす
べての DC 間で AD レプリケーションを強制します。
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ドメイン管理者としてサーバーにログオンし、ログファイルを削除し、Citrix Profile 

Management サービスを再起動して、 gpupdate /force  を実行します。

レジストリを確認し、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Citrix\UserProfileManager\  の値が新しい

GPO の値のみであることを確認します。

管理者としてログアウトします。

Internet Explorer の設定をいくつか変更し、My Docs フォルダーに空のテストファイルを作成
します。

Profile Management ログファイルへのショートカットを作成します。それを開いてエントリを
調べます。注意が必要な項目を調査します。

ログアウトしてから、ドメイン管理者として再度ログオンします。

gpresult  を実行して、テストユーザーとサーバーの RSoP レポートを生成します。

レポートに予期した内容が含まれていない場合は、注意が必要な項目を調査します。

Citrixテクニカルサポートへのお問い合わせ
このセクションのトラブルシューティングのヒントを確認し、発生した問題がProfile 

Managementに起因すると考えられる場合は、Citrixテクニカルサポートにお問い合わせくださ
い。常に以下のファイルと、可能な限り多くのその他の情報を収集して提供してください。

Profile Managementログファイルを収集する
詳細な手順は次のとおりです。

すべてのイベントとアクションをログに記録するように、マシンでProfile Managementを有効
にします。詳しくは、「Profile Managementのログ記録を有効にする」を参照してください。

影響を受けるマシンで問題を再現します。

%SystemRoot%\\System32\\Logfiles\\UserProfileManagerからProfile Managementログファイ
ルとそのバックアップファイルを収集します。

影響を受けるマシンからのログファイルには、少なくとも以下の情報が含まれています。

サービスの開始（Profile Managementのバージョンとビルド番号を含む）

サービスによる構成の読み取り

影響を受けるユーザーの完全なログオンプロセス

問題が発生したときにユーザーが行ったアクティビティ
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影響を受けるユーザーの完全なログオフプロセス

Windowsイベントログファイルを収集する
影響を受けるマシンで問題を再現した後、以下の手順に従ってWindowsイベントログファイルを
収集します。

%SystemRoot%\System32\winevt\Logs フォルダーを見つけます。

Application.evtxファイルを集めます。

インストールされているソフトウェアの詳細を収集する
影響を受けるマシンにインストールされている以下のソフトウェアの詳細を収集します。

オペレーティングシステム、言語、およびバージョン。

Citrix製品およびバージョン。

.iniファイルを集める
Profile Managementに関連付けられている.iniファイルを集めるには、次の手順に従います。

ユーザーストア内の各Citrixユーザープロファイルのルートフォルダーを見つけます。

次の.iniファイルを集めます。

UPMSettings.ini

UPMFRSettings.ini

PmCompatibility.ini

CDFControlを使用して診断トレースログを収集する
CDFControlを使用して診断トレースログを次のように収集します。

Knowledge Centerの記事CTX111961からCDFControlツールをダウンロードします。

CDFControl実行可能ファイルを実行します。

表示されるウィンドウで、必要に応じて1つ以上のトレースモジュールを選択します。各機能
の説明の詳細については、次の表を参照してください。

Start Tracingをクリックします。

問題を再現します。

Stop Tracingをクリックします。

トレースログはCDFControl実行可能ファイルと同じフォルダーにあります。

https://support.citrix.com/article/CTX111961
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この表は、CDFControlのトラックモジュールの機能を示しています。

トレースモジュール 説明

UPM_DLL_GPCSE Profile ManagementからCitrix Group Policyク
ライアント側拡張機能に送信されたユーザー
グループポリシー評価要求をトレースします。

UPM_DLL_OUTLOOK_HOOK OutlookのProfile Managementフックモジュー
ルをトレースします。Outlook検索インデック
スのローミング機能に関する問題をトレース
するには、これを選択します。

UPM_DLL_Perfmon Profile Managementに関連するWindowsパ
フォーマンスモニターカウンターと、Profile 
Managementによって生成されたエラーをト
レースします。

UPM_DLL_SearchSvc_Hook Windows Search ServiceのProfile 
Managementフックモジュールをトレースしま
す。Outlook検索インデックスのローミング機
能に関する問題をトレースするには、これを
選択します。

UPM_DLL_WfShell 公開アプリケーションのデスクトップ準備完
了イベントを報告するProfile Management 
Wfshell プラグインをトレースします。

UPM_Driver Citrixストリーミングユーザープロファイルド
ライバーが使用されるたびに、ファイルシス
テムへの変更をトレースします。

UPM_Service Profile Management Serviceが呼び出されるた
びに情報をトレースします。例としては、ログ
オン時、ログオフ時、またはセッション中の
同期や定期的なメンテナンスが行われる場合
などがあります。

UPM_SessionLaunchEvaluation Profile Managementの一意のトランザクショ
ンIDに関連付けられた起動イベントをトレー
スします。
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トレースモジュール 説明

UPM_WMI Profile Management VDA WMIプラグインイベ
ントをトレースします。

その他の情報を収集する
可能な場合は、以下の情報を収集してください。

gpresult  コマンドを実行して取得した、影響を受けるマシンとユーザーの結果ポリシー
セット (RSoP) レポート。

アプリケーションイベントログ。

利用可能な場合は、Userenv デバッグファイル。このツールに関する情報については、
Microsoft のドキュメントを参照してください。

注：

Citrix Provisioning Services が展開の一部であり、プロファイルの初期化中に問題が発生す
る場合、データ収集は複雑になる可能性があります。そのようなシナリオでは、前述の構成
更新を .ini ファイルで行い（GPO ログ設定を無効にして）、プロビジョニングされたイ
メージでのプロファイル管理の事前構成 の手順に従うことをお勧めします。
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プロファイル管理のベストプラクティス

Windowsユーザープロファイルは、特定のユーザーアカウントでログオンするユーザーの環境を
定義する、フォルダー、ファイル、レジストリ、および構成設定の集合です。ユーザーは、管理構
成に応じてこれらの設定をカスタマイズできます。

1つの場所からプロファイル管理を構成する
プロファイル管理を構成できる場所は3つあります。プロファイル管理を構成するには、次のいず
れかの方法を使用します。

アクティブディレクトリのGPO

Citrix Studioのポリシー

ワークスペース環境管理™

プロファイル管理を構成するには、3つの場所のうち1つだけを選択することをお勧めします。

このビデオを見て詳細を確認する:

Cookieの処理
プロファイル管理は、Internet Explorer 10およびInternet Explorer 11の古いCookieの削除をサポー
トしています。ログオフ時にインターネットCookieファイルを処理するポリシーを使用して、古
いCookieを削除し、Cookieフォルダーの肥大化を防ぐことができます。さらに、ミラーリングす
るフォルダーのリストに次のフォルダーを追加します。

AppData\\Local\\Microsoft\\Windows\\INetCookies

AppData\\Local\\Microsoft\\Windows\\WebCache

AppData\\Roaming\\Microsoft\\Windows\\Cookies

https://share.vidyard.com/watch/DJ33vpgxzcc7p3nSn8vzwx?
https://share.vidyard.com/watch/DJ33vpgxzcc7p3nSn8vzwx?
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ユーザーログオンパフォーマンスを向上させる
Profile Management は、ユーザーログオンパフォーマンスを向上させるためのさまざまなポリ
シーを提供します。例としては、ストリーミングユーザープロファイル、フォルダーミラーリング
の高速化、およびプロファイルコンテナポリシーがあります。これらのポリシーは、ユーザープロ
ファイルが日常の使用で増え続けるシナリオで役立ちます。

このセクションでは、ユーザーログオンパフォーマンスを向上させる2つのProfile Managementソ
リューションについて説明します。

ストリーミングプロファイルを有効にし、フォルダーミラーリングを高
速化する
環境にユーザーストアを展開した後、ユーザーログオンパフォーマンスを向上させるために、次
のポリシーを有効にします。

Profile Management > ストリーミングユーザープロファイルに移動し、プロファイルスト
リーミングとフォルダーのプロファイルストリーミングを有効にするを有効にします。

Profile Management > ファイルシステムに移動し、フォルダーミラーリングの高速化を有効
にします。

完全なプロファイルに対してプロファイルコンテナを有効にする
ログオンパフォーマンスを向上させるために、VHDXベースのCitrixプロファイルソリューション
（プロファイルコンテナと呼ばれます）を展開できます。これらのVHDXファイルは、ユーザーロ
グオン時に動的にアタッチされます。 VHDXベースのソリューションを展開するには、次のよう
にプロファイルコンテナを有効にして完全なユーザープロファイルを保存します。

Profile Management > プロファイルコンテナ設定に移動します。

プロファイルコンテナを有効にし、プロファイルコンテナリストにアスタリスク (*) を入力し
ます。

パフォーマンスの比較
典型的なユーザープロファイルを使用したテストに基づいて、上記のソリューションを推奨しま
す。詳細については、Knowledge Centerの記事CTX463658を参照してください。次の表に示すよ
うに、いずれかのソリューションを展開した後、ユーザーのログオン時間とログオフ時間は大幅
に短縮されました。

ストリーミングユーザープロファイルおよびフォルダーミラーリングの高速化ポリシーを有効に
したテスト結果:

https://support.citrix.com/article/CTX463658/reduce-logon-time-with-profile-management
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パラメーター 変更前 変更後

ログオン時間 / 合計ログオン
時間

53.81 秒 / 56.48 秒 1.80 秒 / 4.45 秒

ログオフ時間 / 合計ログオフ
時間

42.49 秒 / 43.67 秒 5.62 秒 / 6.89 秒

フルプロファイルに対してプロファイルコンテナポリシーを有効にした場合のテスト結果:

パラメータ 変更前 変更後

ログオン時間 / 合計ログオン
時間

53.81 s / 56.48 s 2.66 s / 5.26 s

ログオフ時間 / 合計ログオフ
時間

42.49 秒 / 43.67 秒 3.63 秒 / 4.99 秒

アウトルック と Office 365
Microsoft は、一貫したオンラインおよびオフラインの Microsoft Outlook エクスペリエンスを有効
にするために、キャッシュされた Exchange モードを推奨しています。Microsoft Outlook クライ
アントからキャッシュされた Exchange モードを有効にできます。詳細については、 <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/exchange/outlook/cached-exchange-mode>  を参照してくださ
い。

キャッシュされた Exchange モードを使用すると、ユーザーの Exchange メールボックスのコ
ピーが、常にオフライン Outlook データファイル (*.ost) に保存されます。このファイルは大きく
なる可能性があります。

Microsoft Outlook データをローカルまたは共有ドライブに保存することは避けることをお勧めし
ます。代わりに、ネイティブ Outlook 検索エクスペリエンスを有効にする機能を使用してくださ
い。この機能を使用すると、オフライン Outlook データファイル (*.ost) とユーザー固有の
Microsoft 検索データベースが、ユーザープロファイルとともにローミングされます。この機能に
より、Microsoft Outlook でメールを検索する際のユーザーエクスペリエンスが向上します。この機
能の使用方法の詳細については、「ネイティブ Outlook 検索エクスペリエンスを有効にする」を参
照してください。
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Microsoft Credentials Roaming が有効な場合のプロファイル
ストリーミング
デフォルトでは、構成ファイル内の次のフォルダーはプロファイルストリーミングから除外され
ます。

AppData\\Local\\Microsoft\\Credentials

Appdata\\Roaming\\Microsoft\\Credentials

Appdata\\Roaming\\Microsoft\\Crypto

Appdata\\Roaming\\Microsoft\\Protect

Appdata\\Roaming\\Microsoft\\SystemCertificates

プロファイルストリーミングの除外を手動で構成する場合は、上記のフォルダーを「プロファイ
ルストリーミング除外リスト - ディレクトリ」に追加してください。

スタートメニューのローミング
スタートメニューにピン留めされたアプリケーションは、複数回ログオンすると、以下のオペ
レーティングシステムで表示されなくなることがあります。

Windows 10バージョン1607以降、32ビットおよび64ビット

Windows Server 2016 Standardおよび Datacenter エディション

Windows Server 2019 Standardおよび Datacenter エディション

仮想デスクトップ用Windows 10 Enterprise

注：

Windows 10とWindows Server 2016/2019の両方に同じポリシーを使用することはできませ
ん。VDIおよび共有デスクトッププラットフォームには個別のポリシーを構成するか、
Profile Management 2103以降を使用している場合は自動構成を使用してください。

スタートメニューのローミングを自動的に有効にする
Profile Management 2103以降を使用している場合、スタートメニューのローミングは自動的に有
効になります。
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Profile Management 2106以降を使用している場合は、Profile Management \> File system \> 

SynchronizationにあるAccelerate folder mirroringポリシーを有効にすることをお勧めします。
この設定により、フォルダーミラーリング機能のユーザーログオンおよびログオフエクスペリエン
スが向上します。詳しくは、「Accelerate folder mirroring」を参照してください。

Windows 10でスタートメニューのローミングを手動で有効にする
Profile Management 2012以前を使用している場合は、次の手順に従ってください。

プロファイル管理 \> ファイルシステム \> 同期 に移動します。

Folders to mirrorポリシーをEnabledに設定し、以下のフォルダーをミラーリングするフォル
ダーのリストに追加します。

Appdata\Local\Packages

Appdata\Local\Microsoft\Windows\Caches

!ctx_localappdata!\TileDataLayer  (Windows 10 バージョン 1607 以前にのみ適用可
能)

注:

Citrix Profile Management 1912以降、デフォルトの除外リスト - ディレクトリまたは除
外リスト - ディレクトリに追加されたフォルダーは、ミラーリングするフォルダーに追
加しても同期できません。 appdata\local\packages フォルダーをミラーリングする
フォルダーに追加する前に、除外リストから削除してください。

同期するファイルポリシーを有効に設定し、次のファイルを同期するファイルのリストに追加
します。

Appdata\Local\Microsoft\Windows\UsrClass.dat*

Windows Serverでスタートメニューのローミングを手動で有効にする
Profile Management 2012以前を使用している場合は、次の手順に従います。

Profile Management \> 詳細設定に移動し、自動構成を無効にするポリシーを有効に設定しま
す。

Profile Management \> ファイルシステム \> 同期に移動します。
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ミラーリングするフォルダーポリシーを有効に設定し、次のフォルダーをミラーリングする
フォルダーのリストに追加します。

Appdata\Local\Microsoft\Windows\Caches

除外リスト - ディレクトリポリシーを有効に設定し、次のフォルダーを除外するフォルダーの
リストに追加します。

Appdata\Local\Packages

「Exclusion list – files」ポリシーを「Enabled」に設定し、除外するファイルの一覧に次の
ファイルを追加します。

Appdata\Local\Microsoft\Windows\UsrClass.dat*

プロファイルを効率的に同期する
不十分に同期されたユーザープロファイルは、ログオンの遅延、ユーザー設定の損失、プロファ
イルの破損につながる可能性があります。また、過剰な管理作業が必要になることもあります。プ
ロファイルを効率的に同期するには、この記事で説明されている推奨事項に従ってください。

フォルダーリダイレクト
フォルダーリダイレクトは、Microsoft Windowsの機能で、Profile Managementと組み合わせて使
用できます。フォルダーリダイレクトは、プロファイルソリューションを成功させる上で重要な
役割を果たします。

フォルダーリダイレクトを使用するには、関連するユーザーがProfile Managementが管理するOU

にいることを確認してください。Active DirectoryでGPOを使用してフォルダーリダイレクトを構
成することをお勧めします。

たとえば、「User Configuration \> Administrative Templates \> Classic Administrative 

Templates (ADM) \> Citrix \> Profile Management \> Folder Redirection」の下にある対応する
ポリシーを有効にすることで、次のフォルダーをリダイレクトできます。

「ドキュメント」、「ピクチャ」、「ミュージック」、「ビデオ」、「お気に入り」、「連絡
先」、「ダウンロード」、「リンク」、「検索」、「保存されたゲーム」

注:
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フォルダーリダイレクトにより、ユーザーがログオンするたびにそれらのフォルダー内
のデータをコピーする必要がなくなります。その結果、ユーザーログオンが高速化され
ます。

AppData (Roaming) および スタートメニュー の フォルダーリダイレクト を有効にし
ないことを強くお勧めします。アプリケーションやスタートメニューで問題が発生する
可能性があるためです。

デスクトップ フォルダーが大きすぎる場合は、リダイレクトしないでください。そうし
ないと、ユーザーがログオンしたときにブラックスクリーンが発生する可能性がありま
す。

ファイルとフォルダーの包含と除外
Profile Managementでは、包含リストと除外リストをカスタマイズすることで、同期したくない
ファイルやフォルダーを指定できます。プロファイルの肥大化を避けるため、たとえば、
Appdata\Local\Google\Chrome\UserData\Default\CacheにあるChromeキャッシュファイルなど、
サードパーティ製アプリケーションのキャッシュファイルを除外します。詳細については、「アイ
テムの包含と除外」を参照してください。

プロファイルストリーミング
Profile Management は、ユーザーがログオン後にプロファイル内のファイルにアクセスした場合
にのみ、ユーザー ストアからローカル コンピューターにファイルをフェッチします。これによ
り、ログオン プロセスが高速化され、プロファイル サイズが削減されます。たとえば、ファイル
が使用されない場合、ローカル プロファイル フォルダーにコピーされることはありません。ま
た、Always cache ポリシーを使用して、ストリーミングされるファイルのサイズに下限を設ける
こともできます。このサイズ以上のファイルは、ログオン後できるだけ早くローカルにキャッシュ
されます。

アクセスされていないフォルダーをフェッチする必要をなくすために、Enable profile streaming 

for folders ポリシーと Profile streaming ポリシーの両方を有効にできます。

フォルダーのプロファイルストリーミングを有効にする(/en-us/profile-management/2209/media/

enable-profile-streaming-for-folders.png)

アクティブライトバックとレジストリ
この機能は、特に変更されたファイルが多い場合に、プロファイルストリーミング機能と比較し
てログオフ時間を短縮します。この機能は、セッション中、ログオフ前に、変更されたファイル
とフォルダー (ただしレジストリ エントリは除く) をユーザー ストアに同期します。
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Internet Explorer 10/11 の Cookie サポート
Profile Management 5.0 以降では、Internet Explorer 10 および Internet Explorer 11 を使用する際
の Cookie の拡張処理をサポートしています。Cookie フォルダーの肥大化を避けるため、期限切
れの Cookie を削除するには、Process Internet cookie files on logoff ポリシーを使用します。ミ
ラーリングするフォルダーのリストに次のフォルダーを追加できます。

AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCookies

AppData\Local\Microsoft\Windows\WebCache

AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Cookies

詳細については、「ログオフ時にインターネット Cookie ファイルを処理する」を参照してくださ
い。

トラブルシューティングのベストプラクティス
潜在的な構成エラーを特定するには、常に Profile Management 構成チェッカー ツール
(UPMConfigCheck) を使用してください。

Profile Management が機能しない場合は、まず構成されているユーザー ストアにアクセスできる
かどうかを確認してください。

Windows 10 スタートメニューのカスタマイズ
部分的なロックダウンカスタマイズレイアウトを使用し、グループポリシーを通じてカスタマイ
ズを展開することをお勧めします。スタートメニューのレイアウトのカスタマイズに関する詳細
については、 <https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-hardware/customize/desktop/

customize-start-layout> を参照してください。
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用語集

この記事では、Profile Managementソフトウェアおよびドキュメントで使用される用語と定義を
一覧表示します。他のCitrix®ソフトウェアで使用されるプロファイル関連の用語も含まれていま
す。Windowsユーザープロファイルに関連する他の概念を理解するには、MicrosoftのWebサイト
をご覧ください。

用語 定義

ベースプラットフォーム クロスプラットフォーム設定ストアを参照し
てください。

ベースプロファイル ベースプロファイルは、ユーザーストア内のプ
ロファイルへのUNCパスによって定義されま
す。クロスプラットフォーム設定機能が使用さ
れている場合、レジストリ設定とファイル
は、ベースプロファイルのサブセットからプ
ラットフォーム間で共有できます。このサブ
セットはクロスプラットフォーム設定ストア
にコピーされ、そこから移行またはローミン
グのターゲットとして使用されるプロファイ
ルに追加されます。クロスプラットフォーム設
定ストアにはベースプロファイルのサブセッ
トが含まれていますが、これ（およびター
ゲットプロファイル）は常に完全なプロファ
イルとして保存されます。必要に応じて、標準
のWindowsローミングプロファイルまたは
ローカルプロファイルとして使用できます。た
だし、ストリーミングユーザープロファイル
機能が使用されている場合、ベースプロファ
イルは一時的に不完全になる可能性があるこ
とに注意してください。一部のファイルは、
ユーザーがログオフするまで保留領域に存在
する可能性があります。ローミングシナリオで
ベースプロファイルを定義する際の考慮事項
については、「ローミング」を参照してくださ
い。
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用語 定義

キャッシュ キャッシュと同期という用語は、ユーザース
トアからファイルをダウンロードする、また
はユーザーストアにアップロードする行為を
指します。フェッチという用語はより具体的
で、ストリーミングユーザープロファイル機能
が、ログオン後いつでもユーザーが必要とす
るときに、ユーザーストアからファイルのサブ
セットをダウンロードする方法を指します。

Citrix強制プロファイル、Citrixローミングプロ
ファイル、Citrixユーザープロファイル

Citrixユーザープロファイルは、Profile 
Managementがインストールされ有効になって
いるときにユーザーが受け取るプロファイル
の総称です。Citrixユーザープロファイルに
は、CitrixローミングプロファイルとCitrix強制
プロファイルの2種類があります。Citrixローミ
ングプロファイルは、ユーザーが日常業務で
カスタマイズし、ログオフ時にユーザーストア
に保存され、Profile Managementポリシーに
よって処理されるファイル、フォルダー、お
よびレジストリ設定の標準的なコレクション
です。Citrix強制プロファイルは、Profile 
Managementがそれらを処理する方法において
Citrixローミングプロファイルに似ています。
しかし、ログオフ時にユーザーストアに変更
は保存されません。ログオン時には、強制プ
ロファイルの新しいコピーがロードされます。
Citrixユーザープロファイルは、Microsoftロー
カルプロファイル、Microsoftローミングプロ
ファイル、またはMicrosoft強制プロファイル
とは異なります。

コンピューター これらのProfile Managementトピックで使用
される一般的な用語「コンピューター」は、
Citrix Profile Management Serviceがインス
トールされている任意のマシンを指すことが
できます。これは、ユーザーデバイス、仮想デ
スクトップ（Citrix Virtual Desktops™仮想マシ
ンからプロビジョニングされた可能性のある
もの）、または公開アプリケーションをホス
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用語 定義

トするCitrix仮想アプリサーバーである可能性
があります。

クロスプラットフォーム定義ファイル このファイルは、Profile Management に付属
の .xml ファイルで、クロスプラットフォーム
設定機能を動作させるために必要な情報が含
まれています。サポートされているアプリケー
ションごとに1つのファイルがあります。

クロスプラットフォーム設定ストア この場所は、ユーザー ストアとは別に、クロ
スプラットフォーム設定機能が構成される
と、サポートされているアプリケーションの
設定を保持します。クロスプラットフォーム設
定ストアのシードに使用するプラットフォー
ムのプロファイル データを選択します。それ
がベースプラットフォームです。

フェッチ キャッシュを参照してください。

レガシーアプリケーション レガシーアプリケーションとは、設定を非標
準の場所に保存するため、適切に動作しない
アプリケーションのことです。これには、一時
的なアプリケーションデータをユーザープロ
ファイルに保存し、それによってプロファイ
ル肥大化を引き起こすシステムが含まれます。

移行 移行とは、プロファイルをあるプラット
フォームから別のプラットフォームへ計画的
に一方向に移動させることです (たとえば、
Windows XP から Windows 7 へ)。

プロファイル肥大化 一時ファイルが削除されない場合、Windows 
ユーザープロファイルのサイズが増加すること
があります。これはログオンの遅延を引き起こ
し、プロファイル肥大化と呼ばれます。

ローミング ローミングとは、複数のコンピューターまた
はセッションで異なるベースプロファイルを
使用することです (たとえば、Windows 2008 
R2 を実行しているコンピューター用のベース
プロファイルと、Windows 7 用の別のベース
プロファイル)。ユーザーは、異なるベースプ
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用語 定義

ロファイルを持つコンピューターまたはセッ
ション間で接続を切り替えるときにローミン
グします。組織単位 (OU) の構成方法によって
は、ベースプロファイルをプラットフォーム
間で共有できます。たとえば、Windows 2008 
R2 と Windows 7 の両方の OU で同じプロ
ファイルを使用できます。この場合、同じベー
スプロファイルが共有されているため、ユー
ザーはローミングしません。ベースプロファ
イルは、同じプロファイルバージョン (バー
ジョン 1 またはバージョン 2 のプロファイル) 
のオペレーティングシステムでのみ共有でき
ます。バージョン 1 とバージョン 2 の両方の
プロファイルがアクティブな場合、ユーザーは
常にローミングします。

同期 キャッシュを参照してください。

ユーザー ストア ユーザー ストアは、Citrix ユーザー プロファ
イルを保存するための中央ネットワーク ロ
ケーションです。クロスプラットフォーム設定
ストアも参照してください。

ブイディスク、Personal vDisk vDisk は、Citrix Provisioning™ Services に
よってマスター イメージから作成された仮想
ディスクです。Personal vDisk は、Citrix 仮想
デスクトップがプロファイル、ユーザーがイ
ンストールしたアプリケーション、部門別アプ
リケーション、およびユーザー データを保存
するために使用するディスクです。Personal 
vDisk は、オペレーティング システム、レジス
トリ、および基本アプリケーションに使用さ
れるディスクとは別個のものです。

バージョン 1 プロファイル、バージョン 2 プ
ロファイル

Microsoft Windows XP および Windows Server 
2003 のプロファイルは、バージョン 1 プロ
ファイルとして知られています。Windows 
Vista、Windows 7、Windows Server 2008、お
よび Windows Server 2008 R2 のプロファイル
は、バージョン 2 プロファイルとして知られ
ています。バージョン 1 とバージョン 2 のプ
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用語 定義

ロファイルは異なる名前空間を持ち、その構
成のいくつかの側面に影響を与えます。
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__index__

アクティブライトバックの構成
プロファイルの整合性を確保するため、セッション中に、ログオフする前に、ローカルコン
ピューターで変更されたファイルとフォルダーをユーザー ストアにバックアップできます。

2番目のセッション (たとえば、2番目のコンピューターで) を開始した場合、最初のセッションか
らログオフする前に開始されていれば、最初のセッションでファイルに加えられた変更は2番目の
セッションで利用可能になります。

プロファイル管理で、アクティブライトバックをダブルクリックします。

有効を選択し、OKをクリックします。

グループポリシーオブジェクトとHDX™でアクティブライトバックが構成されていない場合、.ini

ファイルの値が使用されます。この設定がどこにも構成されていない場合、プロファイル管理が
動的に構成します。

変更を有効にするには、コマンドプロンプトから gpupdate /force コマンドを <https://

docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/administration/windows-commands/

gpupdate> に記載されているとおりに実行します。

注:

レジストリエントリのアクティブライトバックは、デフォルトで無効になっています。アク
ティブライトバックが有効になっている場合、プロファイル管理 \> アクティブライトバック
レジストリでこの機能を有効にできます。グループポリシーオブジェクトとHDXで構成され
ていない場合、.iniファイルの値が使用されます。

クロスプラットフォーム設定を構成する
重要: この機能に関する以下の重要な情報に注意してください。
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2.

Profile Management のクロスプラットフォーム設定は、サポートされているオペレーティング
システム（OS）とアプリケーションのセットをサポートします。この機能は、本番環境での
み構成してください。

Microsoft Office の設定は、そのアプリケーションのバージョン間ではローミングされません。
詳しくは、「クロスプラットフォーム設定でサポートされるオペレーティングシステムとアプ
リケーション」を参照してください。

この機能は、レジストリ設定およびアプリケーション設定に適しています。ファイルやフォル
ダー、またはフォルダーリダイレクトで通常使用されるオブジェクト（ブラウザーのお気に入
り、デスクトップ、スタートメニューの設定など）には適していません。

この機能を使用して、プロファイルバージョンが異なるシステム間でユーザープロファイルを
移行する場合は、すべてのユーザーの移行が完了した後にこの機能を無効にしてください。こ
の機能を使用すると、主にログオフ時にパフォーマンスに影響があります。そのため、プロ
ファイルバージョン間のローミングをサポートしない限り、無効にしておくのが最善です。

このトピックでは、クロスプラットフォーム設定を構成するために実行できる手順の例を示しま
す。詳細なケーススタディについては、「クロスプラットフォーム設定 - ケーススタディ」を参照
してください。

ヒント: この機能を本番環境に導入する前に、少数のテストユーザーに限定することをお勧めしま
す。 クロスプラットフォーム設定のユーザーグループオプションを使用してこれを実現します。
この設定が構成されている場合、Profile Management のクロスプラットフォーム設定機能は、こ
れらのユーザーグループのメンバーのみを処理します。この設定が無効になっている場合、この機
能は、 処理対象グループ設定で指定されたすべてのユーザーを処理します。 クロスプラット
フォーム設定のユーザーグループがグループポリシーまたは .ini ファイルで構成されていない場
合、すべてのユーザーグループが処理されます。

すべてのプラットフォームに共通する設定については、共通のグループポリシーオブジェクト
（共通 GPO）を作成し、それを Profile Management の .adm または .admx ファイルにリンク
して、必要に応じて設定を構成します。この設定は、後のトラブルシューティングを困難にす
る可能性のある重複する設定を最小限に抑えるため、ベストプラクティスです。要件に応じ
て、ユーザーストアへのパスを除くすべての Profile Management 設定が複数のプラット
フォームで機能します。バージョン 1 とバージョン 2 のプロファイルのユーザーストア構造が
異なるため、ユーザーストアへのパスはプラットフォームごとに個別に構成してください。共
通 GPO では、この設定を未構成のままにします。

異なるプラットフォーム用に個別の OU を作成します。たとえば、Windows 7 から Windows 

8 に移行する場合は、これらのオペレーティングシステム用に個別の OU を作成し、各 OU で
ユーザーストアへのパスを適切に設定します。



プロファイル管理 2209 

260

3.

4.

5.

•

•

•

6.
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プラットフォーム間で機能させたいパーソナライズを持つサポート対象アプリケーションの定
義（.xml）ファイルを見つけます。これらのファイルは、ダウンロードパッケージの
CrossPlatform フォルダーにあります。独自のアプリケーション定義ファイルを作成できま
す。詳細については、「定義ファイルの作成」を参照してください。

.xml ファイルをネットワーク上の適切な場所にコピーします。

グループポリシー管理エディターで共通 GPO を編集します。Profile Management の下にある
「クロスプラットフォーム設定」フォルダーを開き、次の設定を構成します。

クロスプラットフォーム設定のユーザーグループ。クロスプラットフォーム設定を体験す
るユーザーを制限します。この設定はオプションです。この機能をテストする場合や、段
階的に展開する場合に役立ちます。

クロスプラットフォーム定義へのパス。ダウンロードパッケージからコピーした定義ファ
イルのネットワーク上の場所を識別します。このパスは UNC パスである必要があります。
ユーザーはこの場所への読み取りアクセス権を持ち、管理者は書き込みアクセス権を持っ
ている必要があります。この場所は、Server Message Block (SMB) または Common 

Internet File System (CIFS) ファイル共有である必要があります。

クロスプラットフォーム設定ストアへのパス。これは、複数のプラットフォームで共有さ
れるプロファイルデータが配置されるユーザーストアの共通領域です。ユーザーはこの領
域への書き込みアクセス権を持っている必要があります。パスは絶対UNCパス、または
ホームディレクトリからの相対パスにすることができます。Path to user storeと同じ変数
を使用できます。

クロスプラットフォーム設定を作成するためのソースがそのプラットフォームのOUでEnabled

に設定されていることを確認して、ベースプラットフォームを指定します。この設定は、ベー
スプラットフォームのプロファイルからクロスプラットフォーム設定ストアにデータを移行し
ます。他のプラットフォームのOUでは、このポリシーをDisabledまたはUnconfiguredに設定
します。各プラットフォーム独自のプロファイルセットは、個別のOUに保存されます。クロ
スプラットフォーム設定ストアをシードするためにどのプラットフォームのプロファイルデー
タを使用するかを決定する必要があります。これをベースプラットフォームと呼びます。クロ
スプラットフォーム設定ストアにデータのない定義ファイルが含まれている場合、または単一
プラットフォームプロファイルのキャッシュデータがストア内の定義データよりも新しい場
合、この設定を無効にしない限り、Profile Managementは単一プラットフォームプロファイル
からストアにデータを移行します。 重要： 複数のOUでSource for creating cross-platform 

settingsが有効になっている場合、最初にユーザーがログオンしたプラットフォームがベース
プロファイルになります。

Enable cross-platform settingsをEnabledに設定します。デフォルトでは、展開を容易にするた
めに、この設定をオンにするまでクロスプラットフォーム設定は無効になっています。
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グループポリシーの更新を実行します。

プロファイルをプラットフォーム間で移行するが、それらのローミングをサポートしない場
合、移行が完了したら、Enable cross-platform settingsをDisabledに設定します。

Path to cross-platform definitionsがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されま
す。この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、クロスプラットフォーム設定は
適用されません。

Path to cross-platform settings storeが無効になっている場合、デフォルトパス Windows\PM_CP

が使用されます。この設定がここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。こ
の設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、デフォルトパスが使用されます。

Enable cross-platform settingsがここで構成されていない場合、.iniファイルの値が使用されます。
この設定がここでも.iniファイルでも構成されていない場合、クロスプラットフォーム設定は適用
されません。

例：Windows Server 2008とWindows 7間でのMicrosoft Office設定のロー
ミング
この例では、バージョン2プロファイルを作成する2つのオペレーティングシステム間でユーザー
のアプリケーション設定をローミングできるようにするための主要な手順について説明します。
Microsoft Office 2010が例のアプリケーションであり、Citrix XenApp 6.5 on Windows Server 2008

とWindows 7の間でローミングが行われます。両方のOSは64ビットです。

ユーザーは、Citrix virtual apps™サーバーで公開アプリケーションとしてOffice 2010とInternet 

Explorer 9にアクセスすることに慣れており、これらのアプリケーションでいくつかの設定を
変更します。たとえば、Officeでメール署名を変更したり、Internet Explorerで新しいホーム
ページを選択したりします。

将来、仮想デスクトップ（Citrix Virtual Desktops™で作成）が作成されますが、まだユーザー
にはリリースされていません。デスクトップはWindows 7を実行し、Office 2010とInternet 

Explorer 9がプリインストールされています。

ユーザーは、新しいデスクトップでも設定が同じであることを期待しています。このトピック
の手順に従って、クロスプラットフォーム設定機能を構成します。これには、Windows Server 

2008のOUでSource for creating cross-platform settingsを有効にすることが含まれます。

ユーザーが次に公開版のアプリケーション（新しい仮想デスクトップではない）を実行する
と、その設定がクロスプラットフォーム設定ストアにコピーされます。

その後、新しいデスクトップがユーザーにリリースされます。ユーザーがログオンしてOffice

とInternet Explorerのローカルバージョンを実行すると、以前のWindows Server 2008セッショ
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ンからの設定が使用されます。ユーザーが変更したメール署名とホームページは、Windows 7

マシンで利用可能になります。

ユーザーは仮想デスクトップからInternet Explorerでブラウズし、ホームページを再度変更す
ることにしました。

ユーザーはログオフして退社します。彼らは自宅で仮想デスクトップにアクセスできません
が、公開されているInternet Explorer 9をリモートで実行できます。彼らは、前のステップで
Windows 7で作成された最新のホームページが保持されていることを確認します。

アプリケーション定義ファイルの構造
この記事では、Profile Management アプリケーション定義ファイルの XML 構造について説明しま
す。この構造は、アプリケーションプロファイラーとクロスプラットフォーム設定の両方に適用さ
れます。

アーキテクチャ図

アーキテクチャ図(/en-us/profile-management/2209/media/definitionfilestructure.jpg)

XML宣言とエンコーディング属性

XML宣言では、属性 \<?xml version="1.0"\> を指定する必要があります。

Encoding="UTF-8" は推奨される属性です。

GroupDefinitions

グループのコレクションのコンテナ。XMLドキュメントのルート要素として機能します。その
属性には、versionとGUIDが含まれます。これらは必須属性です。

グループ

サブアプリケーションの設定を定義します。その属性はnameとGUIDです。これらは必須属性
です。

オブジェクト

サブアプリケーションの1つの設定を定義します。その属性はnameとGUIDです。これらは必
須属性です。

プラットフォーム

Platformは、異なるオペレーティングシステムで異なる定義を提供します。オプションの属性
OSVersionNumberを使用して、オペレーティングシステムを指定できます。属性がない場合、
すべてのプラットフォームが設定の内部定義を受け入れます。Platformには、次のいずれかの
要素が含まれている必要があります: RegKey、RegValue、File、Folder、およびWallpaper。
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RegKey

設定をレジストリ内のキーとして定義します。Key要素を含める必要があります。オプション
のサブ要素として、RecurseとMergeの2つが含まれます。RecurseとMergeは、Profile 

Managementがキーをローミングする際のパフォーマンスを定義します。別のオプションのサ
ブ要素はExcludeValuesです。ExcludeValuesは、除外できるレジストリ値を定義します。

RegValue

設定をレジストリ内の値として定義します。親キーのパスを指定するためにKeyを含める必要
があります。

フォルダー

設定をフォルダーとして定義します。フォルダーのパスを指定するためにPathを含める必要が
あります。オプションのサブ要素として、 Recurse と Merge があります。RecurseとMerge

は、Profile Managementがフォルダーをローミングする際のパフォーマンスを定義します。別
のオプションのサブ要素は ExcludeFiles で、これは除外できるファイルを定義します。

ファイル

設定をファイルとして定義します。親フォルダーのパスを指定するためにPathを、ファイル名
を指定するために FileName を含める必要があります。

壁紙

すべての壁紙設定を定義します。属性やサブ要素は不要です。Profile Managementはこれらの
設定を自動的にローミングします。

Key

レジストリキーのパス、または親レジストリキーのパスを指定します。KeyはRegKeyと
RegValueのサブ要素です。

ValueName

レジストリ値の名前を指定します。RegValueのサブ要素です。

パス

フォルダーのパスまたは親フォルダーのパスを指定します。FolderおよびFileのサブ要素で
す。Profile Managementの変数を採用できます。

FileName

ファイル名を指定します。Fileのサブ要素です。

再帰
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RegKeyおよびFolderのオプションのサブ要素です。この要素が存在する場合、Profile 

Managementはキーとフォルダーを再帰的にローミングします。

マージ

RegKeyおよびFolderのオプションのサブ要素です。この要素が存在する場合、Profile 

Managementはキーとフォルダーをマージします（置換はしません）。

ExcludeValues

RegKeyのオプションのサブ要素です。キーをローミングするときに除外できる値を指定しま
す。

ExcludeFiles

Folderのオプションのサブ要素です。フォルダーをローミングするときに除外できるファイル
を指定します。

除外

ExcludeValuesおよびExcludeFilesのサブ要素です。ファイルまたはレジストリ値の除外項目を
指定します。

注

ドキュメントに正しい構文形式が含まれていることを確認してください。Profile 

Managementは、これらのファイルがロードされるときに、CPSValidationSchema.xsd検証
ファイルを使用してこれらのファイルをチェックします。検証ファイルは、Profile 

Managementのインストールパスの下にあります。Profile Managementは、不正なファイル
を無視し、エラーメッセージをログに記録します。

サンプル

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<!-- Copyright 2011 Citrix Systems, Inc. All Rights Reserved. -->

&lt;GroupDefinitions GUID="748E63D3-426E-4796-9C32-420B25DB2D9F" 

Version="4.0.0.0">
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<!-- Application Settings -->

&lt;Group GUID="0FCCCF29-0A0E-482d-A77E-3F39A8A854A6" Name="Application 

Settings">

<!-- Registry Key Setting Example -->

&lt;Object GUID="637EC13C-2D47-4142-A8EB-3CEA6D53522A" 

Name="Software\Application\certain key">

&lt;Platform>

&lt;RegKey>

&lt;Key>Software\Microsoft\Office\certain key&lt;/Key>

&lt;Merge/>

&lt;Recurse/>

&lt;ExcludeValues>
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&lt;Exclude>excluded value 1&lt;/Exclude>

&lt;Exclude>excluded value 2&lt;/Exclude>

&lt;Exclude>excluded value 3&lt;/Exclude>

&lt;/ExcludeValues>

&lt;/RegKey>

&lt;/Platform>

&lt;/Object>

<!-- Registry Value Setting Example -->

&lt;Object GUID="3C896310-10C4-4e5f-90C7-A79F4E653F81" 

Name="Software\Application\certain value">

<!-- Folder Setting Example -->

&lt;Object GUID="7F8615D0-5E63-4bd0-982D-B7740559C6F9" Name="!

CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\setting folder">
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&lt;Platform>

&lt;Folder>

<!-- We can use Citrix variable if necessary -->

&lt;Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\setting folder&lt;/Path>

&lt;Merge/>

&lt;Recurse/>

&lt;ExcludeFiles>

&lt;Exclude>excluded file 1&lt;/Exclude>

&lt;Exclude>excluded file 2&lt;/Exclude>

&lt;Exclude>excluded file 3&lt;/Exclude>

&lt;/ExcludeFiles>
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&lt;/Folder>

&lt;/Platform>

&lt;/Object>

<!-- File Setting Example -->

&lt;Object GUID="7F8615D0-5E63-4bd0-982D-B7740559C6F9" Name="!

CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\file.txt">

&lt;Platform>

&lt;File>

<!-- We can use Citrix variable if necessary -->

&lt;Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application&lt;/Path>

&lt;FileName>file.txt&lt;/FileName>
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&lt;/File>

&lt;/Platform>

&lt;/Object>

<!-- Setting based on different OS -->

&lt;Object GUID="1B43DE3F-EC9C-463c-AC19-CD01D00219B6" Name="!

CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\%osname%\folder">

<!-- Assuming that the folder locates differently when in different 

platforms -->

&lt;Platform OSVersionNumber="6.1">

<!-- Win7 -->

&lt;Folder>

&lt;Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win7\folder&lt;/Path>

&lt;Recurse/>
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&lt;/Folder>

&lt;/Platform>

&lt;Platform OSVersionNumber="10.0">

<!-- Win10 -->

&lt;Folder>

&lt;Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win10\folder&lt;/Path>

&lt;Recurse/>

&lt;/Folder>

&lt;/Platform>

&lt;/Object>

&lt;/Group>
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&lt;/GroupDefinitions>

定義ファイルを作成する
定義ファイルは、同期するフォルダー、ファイル、またはレジストリを定義します。独自のアプ
リケーション定義ファイルを作成できます。

Microsoft UE-V テンプレート ジェネレーターを使用して、UE-V テンプレート ファイルを作成し
ます。

Microsoft の Web サイト から、Windows 10 用の Windows アセスメント & デプロイメント 
キット (Windows ADK) をダウンロードします。

Windows ADK をインストールします。Microsoft User Experience Virtualization (UE-V) 

Template Generator を選択します。インストール をクリックします。インストールが完了し
たら、完了 をクリックしてウィザードを閉じます。

スタート をクリックし、Microsoft User Experience Virtualization をクリックし、
Microsoft User Experience Virtualization Generator をクリックします。

設定場所テンプレートの作成 をクリックします。

ウィザードに従って、アプリケーション関連のパラメーターを指定します。次へ をクリックし
て続行します。

メモ帳を例にとります。ファイルパスを C:\Windows\System32\notepad.exe  として指定し
ます。

指定したアプリケーションが起動したら、閉じます。

プロセスが完了したら、次へ をクリックして続行します。

左ペインで 場所の確認 を選択します。標準および非標準のレジストリ/ファイルのリストにあ
るすべてのチェックボックスをオンにします。

作成 をクリックして、テンプレート XML ファイルを保存します。

メモ帳を例にとります。テンプレート XML ファイルを Notepad.xml として保存します。

注

https://developer.microsoft.com/ja-jp/windows/hardware/windows-assessment-deployment-kit
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1.

2.

3.

1 つの UE-V テンプレート ファイルに複数のアプリケーションが定義されている場合があり
ます。

UE-V テンプレート ファイルをクロスプラットフォーム定義ファイルに変換するには、次の
手順を実行します。

変換ツールをこちらからダウンロードします。

コマンドプロンプトから、定義ファイル内のすべてのアプリケーション名を表示するには、
convert show filename コマンドを実行します。

UE-V テンプレートファイルを定義ファイルに変換するには、次のコマンドを実行します。

convert source destination \[/Index\] \[/V\]

\[/Index\]: インデックス番号で指定されたアプリケーションのみを変換します。

既定では、このツールは UE-V テンプレート内のすべてのアプリケーションを変換します。

\[/V\]: 変換の詳細情報を表示します。

クロスプラットフォーム設定の場合、他のオペレーティングシステムに対して前述の手順を繰り
返し、定義ファイルを1つにマージする必要があります。ファイルをマージするには、
OSVersionNumber 属性を持つ Platform 要素を使用できます。Windows 7 では、設定フォルダー
は AppData\Application\Win7\folder  にあります。Windows 10 では、
AppData\Application\Win10\folder  にあります。

Windows 7 で作成した定義ファイルは次のようになります。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<GroupDefinitions Version="4.0.0.0" 

GUID="93E41C6E-2091-1B9B-36BC-7CE94EDC677E">

    <Group Name="Common Settings" GUID="32D83BB6-F3AD-985F-

D4BC-655B3D9ACBE2">

https://support.citrix.com/article/CTX230786?download
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        <Object Name="!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win7\folder" 

GUID="1B43DE3F-EC9C-463c-AC19-CD01D00219B6">

            <Platform>

                <Folder>

                    <Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win7\folder</

Path>

                    <Recurse/>

                </Folder>

            </Platform>

        </Object>

    </Group>

</GroupDefinitions>

Windows 10 で作成した定義ファイルは次のようになります。
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<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<GroupDefinitions Version="4.0.0.0" 

GUID="93E41C6E-2091-1B9B-36BC-7CE94EDC677E">

    <Group Name="Common Settings" GUID="32D83BB6-F3AD-985F-

D4BC-655B3D9ACBE2">

        <Object Name="!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win10\folder" 

GUID="1B43DE3F-EC9C-463c-AC19-CD01D00219B6">

            <Platform>

                <Folder>

                    <Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win10\folder</

Path>

                    <Recurse/>

                </Folder>

            </Platform>
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        </Object>

    </Group>

</GroupDefinitions>

マージ後、定義ファイルの内容は次のようになります。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<GroupDefinitions Version="4.0.0.0" 

GUID="93E41C6E-2091-1B9B-36BC-7CE94EDC677E">

    <Group Name="Common Settings" GUID="32D83BB6-F3AD-985F-

D4BC-655B3D9ACBE2">

        <Object Name="!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\%osname%\folder" 

GUID="1B43DE3F-EC9C-463c-AC19-CD01D00219B6">

            <!-- Assuming that the folder locates differently when in 

different platforms -->

            <Platform OSVersionNumber="6.1"> <!-- Win7 -->

                <Folder>
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                    <Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win7\folder</

Path>

                    <Recurse/>

                </Folder>

            </Platform>

            <Platform OSVersionNumber="10.0"> <!-- Win10 -->

                <Folder>

                    <Path>!CTX_ROAMINGAPPDATA!\Application\Win10\folder</

Path>

                    <Recurse/>

                </Folder>

            </Platform>
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•

•

•

•

        </Object>

    </Group>

</GroupDefinitions>

クロスプラットフォーム設定の構成については、「クロスプラットフォーム設定の構成」を参照
してください。

定義ファイルのアーキテクチャについては、「アプリケーション定義ファイルの構造」を参照して
ください。

アプリケーションプロファイラーの有効化については、「アプリケーションプロファイラーの有
効化」を参照してください。

クロスプラットフォーム設定 - ケーススタディ
クロスプラットフォーム設定機能は、主にWindows 7およびWindows Server 2008からWindows 8

およびWindows Server 2012への移行に使用されます。この移行には、Microsoft Office 2003また
はOffice 2007からOffice 2010への移行も含まれる場合があります。Windows 2003システムへの一
般的な投資を考慮すると、かなりの共存期間が予想されます。この機能は、移行と継続的な共存
の両方をサポートすることが期待されます。

このケーススタディは、Office 2007が稼働している既存のWindows 7およびWindows 2008環境か
ら始まり、Windows 8の共有プロビジョニング済み仮想デスクトップを追加します。

このケーススタディは以下で構成されます。

初期構成

新しいサイトの計画

計画の実行

その他の考慮事項

初期設定

次の図は、このケーススタディにおける環境構成を示しています。
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グラフィック(/en-us/profile-management/2209/media/upm-cross-platform-settings-case-study-

initial-1.png)

Windows 7マシンは、Citrix XenApp 6.5で公開されているOffice 2007を使用するように構成されて
います。

ドメインには、Windows 2008レベルでActive Directoryを実行しているWindows 2008ドメインコ
ントローラーが含まれています。すべてのマシンは2k8\_FarmというOUに属しており、Profile 

Management 5.0の.admファイルは2k8\_Farm\_POというGPOに追加されています。以下のポリ
シーが構成されています。

ポリシー 値

ユーザーストアへのパス \\FileServ1\Profiles#sAMAccountName#\

%ProfVer%

プロファイルストリーミング 有効

アクティブライトバック 有効

システム環境変数 %ProfVer% を設定するマシンログオンスクリプトは、OU内のすべてのマシン
で実行されます。

マシンタイプ %PROFVER%

Windows 2008上のXenApp®サーバー Win2008

Windows 7デスクトップ Win7

例えば、ユーザーjohn.smithは、Windows 7デスクトップ用に \

\FileServ1\Profiles\john.smith\Win7 に、Citrix仮想アプリサーバー用に \

\FileServ1\Profiles\john.smith\Win2008 にプロファイルを持っています。デスクトップと
サーバーで個別のプロファイルが維持されます。管理者は、ワークステーションとマルチセッ
ションオペレーティングシステム間でプロファイルがローミングする際に問題が発生することを
知っており、慎重に対応しています。

フォルダーリダイレクトは、ユーザーの構成 \> ポリシー \> Windows の設定 \> フォルダーリダ
イレクトでグループポリシーを使用して設定されます。
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新しいサイトを計画する

ネットワーク管理者は、Windows Server 2012ドメインコントローラーとActive Directory 2012に
基づいて、新しい環境用の新しいドメインを設定することを決定しました。最終的には、仮想ア
プリを実行するWindows Server 2012に基づいた新しい仮想アプリサイトが計画されています。し
かし今のところ、新しいドメインはWindows 7仮想デスクトップサイトのみに使用されます。

このサイトは、Citrix Hypervisor™環境でホストされ、Windows端末からアクセスされる共有の
Windows 7ベースイメージに基づいています。Office 2007はベースイメージに含まれています。

両方のドメインのユーザーが新しいドメインを使用すると予想されるため、OldDomainと
NewDomainの間で双方向の信頼が設定されます。両方のドメインは同じADフォレストに属してい
る必要があります。

次の図は、新しい仮想デスクトップサイトの構成を示しています。

グラフィック(/en-us/profile-management/2209/media/upm-cross-platform-settings-case-study-

plan-1.png)

管理
重要: 以下のポリシーは通常、構成を必要としません。Citrix®の担当者から指示がない限り、既定
の設定のままにしてください。

ポリシー: ロックされたファイルへのアクセス時の再試行回数
このポリシーを有効にする必要はほとんどありません。

ログオフ中にロックされたファイルがある場合、Profile Management Service は指定された回数
だけファイルへのアクセスを試行し、ユーザー ストアにコピーし直します。しかし通常、サービ
スはコピー操作を成功させるためにファイルを読み取るだけで（書き込みはせず）、ロックされ
たファイルが存在する場合、サービスはローカルプロファイルを削除せず、「古い」状態のまま
にします（適切なポリシーが有効になっている限り）。

このポリシーを有効にしないことをお勧めします。

プロファイルについて
Windowsユーザープロファイルは、ユーザーアカウントでログオンするユーザーの環境を定義す
る、フォルダー、ファイル、レジストリ、および構成設定の集合です。これらの設定は、管理構成
に応じて、ユーザーがカスタマイズできます。カスタマイズできる設定の例は次のとおりです。
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•

•

•

•

•

壁紙やスクリーンセーバーなどのデスクトップ設定

ショートカットとスタートメニューの設定

Internet Explorerのお気に入りおよびホームページ

Microsoft Outlookの署名

プリンタ

一部のユーザー設定とデータは、フォルダーリダイレクトによってリダイレクトできます。ただ
し、フォルダーリダイレクトが使用されていない場合、これらの設定はユーザープロファイル内
に保存されます。

プロファイルの種類
Windowsには、いくつかの種類のプロファイルが含まれています。

プロファイルの
種類

保存場所 構成場所 アプリケーショ
ン

変更を保存しま
すか？

ローカル ローカルデバイ
ス

ローカルデバイ
ス

ローカルデバイ
スのみ

はい

ローミング ネットワーク アクティブディ
レクトリ

アクセスされた
任意のデバイス

はい

必須 (必須ロー
ミング)

ネットワーク アクティブディ
レクトリ

アクセスされた
任意のデバイス

いいえ

一時的 該当なし 該当なし ローカルデバイ
スのみ

いいえ

一時プロファイルは、特定のプロファイルタイプを割り当てられない場合にのみ割り当てられま
す。必須プロファイルを除き、通常、各ユーザーには個別のプロファイルが存在します。必須プロ
ファイルでは、ユーザーはカスタマイズを保存できません。

リモートデスクトップサービスユーザーの場合、リモートデスクトップサービスセッションと
ローカルセッションの両方で同じプロファイルがユーザーに割り当てられた場合に発生する可能
性のある問題を回避するために、特定のローミングプロファイルまたは必須プロファイルを割り
当てることができます。

プロファイルのバージョン
Microsoft Windowsユーザープロファイルのバージョンは次のとおりです。
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•

•

•

•

•

•

1.

2.

バージョン 6 – Windows 11、Windows 10 1607 以降、Windows Server 2016、Windows 

Server 2019、および Windows Server 2022

バージョン 5 – Windows 10 RTM

バージョン 4 – Windows 8.1 および Windows Server 2012 R2

バージョン 3 - Windows 8 および Windows Server 2012

バージョン 2 - Windows Vista、Windows 7、Windows Server 2008、および Windows Server 

2008 R2

バージョン 1 – Windows Vista および Windows Server 2008 以前のオペレーティングシステム

Microsoft のバージョン 1 プロファイルのフォルダー構造 (または名前空間) はほとんど互換性があ
ります。たとえば、Windows XP および Windows Server 2003 のフォルダーはほとんど同じで
す。同様に、バージョン 2 プロファイルの構造もほとんど互換性があります。

ただし、名前空間はバージョン 1 とそれ以降のプロファイルで異なります。このフォルダー構造
は、ユーザーおよびアプリケーションデータ用に分離されたユーザー固有のフォルダーを提供す
るために、後のオペレーティングシステムで変更されました。バージョン 1 プロファイルは、
ルートフォルダーである Documents and Settings にデータを保存します。バージョン 2 プロ
ファイルは、より直感的な名前のフォルダーである Users にデータを保存します。たとえば、
Windows Vista の AppData\Local のフォルダーの内容は、Windows XP の Documents and 

Settings\<username>\Local Settings\Application Data  の内容と同じです。

バージョン 1 とそれ以降のプロファイルの違いに関する詳細については、Managing Roaming 

User Data Deployment Guide を参照してください。

インストールとセットアップ
この記事では、インストーラーを使用して Profile Management をインストールするための一般的
なワークフローについて説明します。また、Profile Management をセットアップするためのベス
トプラクティスも提供します。

Profile Management をインストールするための一般的なワークフローは次のとおりです。

インストールパッケージをダウンロードする](/ja-jp/profile-management/2209/install-and-set-

up/files-in-download.html)

Profile Management をインストールする](/ja-jp/profile-management/2209/install-and-set-up/

install.html)

Profile Management をセットアップする際は、以下のベストプラクティスを参照してください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/it-pro/windows-vista/cc766489(v=ws.10)
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•

•

•

•

ローカル GPO を使用して Profile Management をテストする](/ja-jp/profile-management/2209/

install-and-set-up/test-with-local-gpo.html)

ユーザーストアを作成する](/ja-jp/profile-management/2209/install-and-set-up/create-user-

store.html)

セキュリティ
このトピックでは、Profile Management を保護するための推奨されるベストプラクティスについ
て説明します。一般に、ユーザー ストアが配置されているサーバーを保護して、Citrix® ユーザー
プロファイルデータへの不要なアクセスを防ぎます。

安全なユーザー ストアの作成に関する推奨事項は、Microsoft TechNet Web サイトの「移動ユー
ザープロファイル用のファイル共有を作成する」という記事で確認できます。これらの最小限の
推奨事項により、基本的な操作で高レベルのセキュリティが確保されます。また、ユーザー スト
アへのアクセスを構成する際は、Citrix ユーザープロファイルを変更または削除するために必要な
Administrators グループを含めます。

アクセス許可
Citrix は、ユーザー ストアとクロスプラットフォーム設定ストアに対して、以下のアクセス許可を
テストし、推奨しています。

共有アクセス許可: ユーザー ストアのルートフォルダーに対するフルコントロール

Microsoft が現在推奨している以下の NTFS アクセス許可:

グループまたはユーザー名 アクセス許可 適用先

作成者/所有者 フルコントロール サブフォルダーとファイル
のみ

Profile Management の制御
下にあるアカウントのグ
ループ

フォルダーの一覧/データの
読み取り、フォルダーの作
成/データの追加

このフォルダーのみ

ローカルシステム フルコントロール このフォルダー、サブフォ
ルダー、およびファイル

継承が無効になっていない場合、これらの権限により、アカウントはストアにアクセスできます。
また、アカウントはユーザープロファイル用のサブフォルダーを作成し、必要な読み取りおよび
書き込み操作を実行できます。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/folder-redirection/deploy-roaming-user-profiles#step-3-create-a-file-share-for-roaming-user-profiles


プロファイル管理 2209 

283

この最小限の要件を超えて、サブフォルダーとファイルのみを完全に制御できる管理者グループを
作成することで、管理を簡素化することもできます。そうすれば、プロファイルの削除（一般的な
トラブルシューティングタスク）がそのグループのメンバーにとって容易になります。

テンプレートプロファイルを使用する場合、ユーザーはそれに対する読み取りアクセス権を必要
とします。

アクセス制御リスト (ACL)
クロスプラットフォーム設定機能を使用する場合、定義ファイルを保存するフォルダーに、認証
済みユーザーには読み取りアクセス権、管理者には読み取り/書き込みアクセス権を次のように設
定します。

Windowsローミングプロファイルは、ネットワーク上のプロファイルデータを含むフォルダーか
ら管理者権限を自動的に削除します。Profile Managementは、ユーザーストア内のフォルダーから
これらの権限を自動的に削除しません。組織のセキュリティポリシーによっては、手動で削除でき
ます。

注: アプリケーションがユーザープロファイル内のファイルのACLを変更した場合、Profile 

Managementはそれらの変更をユーザーストアにレプリケートしません。これはWindowsローミン
グプロファイルの動作と一致しています。

プロファイルストリーミングとエンタープライズウイルス対策製品
Citrix Profile Managementのストリーム配信ユーザープロファイル機能は、高度なNTFS機能を使
用して、ユーザープロファイルから欠落しているファイルの存在をシミュレートします。その点
で、この機能は階層型ストレージマネージャー (HSM) と呼ばれる製品群に似ています。HSMは通
常、磁気テープや書き換え可能な光ストレージなどの低速大容量ストレージデバイスに、あまり
使用されないファイルをアーカイブするために使用されます。そのようなファイルが必要な場
合、HSMドライバーは最初のファイル要求を傍受し、要求を行っているプロセスを一時停止し、
アーカイブストレージからファイルを取得します。その後、ファイル要求の続行を許可します。こ
の類似性から、ストリーム配信ユーザープロファイルドライバーであるupmjit.sysは、実際には
HSMドライバーとして定義されています。

このような環境では、ウイルス対策製品がHSMドライバーを認識するように構成する必要があ
り、ストリーム配信ユーザープロファイルドライバーも例外ではありません。最も高度な脅威から
防御するため、ウイルス対策製品は一部の機能をデバイスドライバーレベルで実行する必要があ
ります。そして、HSMドライバーと同様に、ファイル要求を傍受し、元のプロセスを一時停止
し、ファイルをスキャンして再開することで機能します。
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•

•

•

•

•

ストリーム配信ユーザープロファイルドライバーなどのHSMを中断するようにウイルス対策プロ
グラムを誤って構成することは比較的簡単であり、これによりユーザーストアからファイルを取得
できなくなり、ログオンがハングする原因となります。

幸いなことに、エンタープライズ向けウイルス対策製品は、HSMなどの高度なストレージ製品の
可能性を考慮して作成されています。また、HSMがその作業を完了するまでスキャンを遅延する
ように構成できます。家庭用ウイルス対策製品は、この点に関してそれほど高度ではありません。
そのため、家庭用およびSoHo（小規模オフィス/ホームオフィス）ウイルス対策製品は、ストリー
ミングされたユーザープロファイルではサポートされていません。

ストリーミングされたユーザープロファイルで使用するためにウイルス対策製品を構成するに
は、次の製品機能のいずれかを探してください。機能名はあくまで目安です。

信頼済みプロセスリスト。ウイルス対策製品にHSMを識別させ、HSMがファイル取得プロセ
スを完了できるようにします。ウイルス対策製品は、信頼されていないプロセスによってファ
イルが最初にアクセスされたときにファイルをスキャンします。

開く操作またはステータスチェック操作ではスキャンしない。データがアクセスされたとき
（たとえば、ファイルが実行または作成されたとき）にのみファイルをスキャンするようにウ
イルス対策製品を構成します。その他の種類のファイルアクセス（たとえば、ファイルが開か
れたときやそのステータスがチェックされたとき）は、ウイルス対策製品によって無視されま
す。HSMは通常、ファイルを開く操作やファイルステータスチェック操作に応答してアクティ
ブになるため、これらの操作でのウイルススキャンを無効にすると、潜在的な競合が解消され
ます。

Citrixは、ストリーミングされたユーザープロファイルがProfile Managementと互換性があること
を確認するために、主要なエンタープライズ向けウイルス対策製品のバージョンでテストしていま
す。これらのバージョンには以下が含まれます。

マカフィー ウイルススキャン エンタープライズ 8.7

シマンテック エンドポイント プロテクション 11.0

トレンドマイクロ オフィススキャン 10

これらの製品の以前のバージョンはテストされていません。

他のベンダーのエンタープライズ向けウイルス対策製品を使用している場合は、それがHSM対応
であることを確認してください。スキャンを実行する前にHSM操作が完了するように構成できま
す。
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一部のウイルス対策製品では、管理者が読み取り時にスキャンするか、書き込み時にスキャンす
るかを選択できます。この選択は、パフォーマンスとセキュリティのバランスを取るものです。ス
トリーミングされたユーザープロファイル機能は、この選択の影響を受けません。

ストリーミングおよびウイルス対策展開におけるProfile Managementの
トラブルシューティング
ログオンがハングしたり、時間がかかったりするなどの問題が発生した場合、Profile 

Managementとエンタープライズ向けウイルス対策製品との間に構成の誤りがある可能性がありま
す。次の手順をこの順序で試してください。

Profile Managementの最新バージョンを使用していることを確認してください。問題はすでに
発見され、修正されている可能性があります。

Profile Managementサービス（UserProfileManager.exe）を、エンタープライズ向けウイルス
対策製品の信頼済みプロセスリストに追加します。

HSM操作（開く、作成、復元、ステータスチェックなど）でのウイルスチェックを無効にし
ます。読み取りまたは書き込み操作でのみウイルスチェックを実行します。

その他の高度なウイルスチェック機能を無効にします。たとえば、ウイルス対策製品は、実際
のファイルタイプを特定するために、ファイルの最初の数ブロックをクイックスキャンする場
合があります。これらのチェックは、ファイルの内容を宣言されたファイルタイプと照合しま
すが、HSM操作を妨げる可能性があります。

少なくともプロファイルがローカルドライブに保存されているフォルダーについては、
Windows検索インデックスサービスを無効にします。このサービスは不要なHSM取得を引き起
こし、ストリーミングされたユーザープロファイルとエンタープライズウイルス対策製品との
間で競合を引き起こすことが確認されています。

これらの手順のいずれも機能しない場合は、ストリーミングされたユーザープロファイルを無効
にします（Profile streaming設定を無効にすることで）。それが機能する場合は、機能を再度有
効にし、エンタープライズウイルス対策製品を無効にします。それも機能する場合は、機能しない
ケースのProfile Management診断情報を収集し、Citrixテクニカルサポートに連絡してください。
彼らはエンタープライズウイルス対策製品の正確なバージョンを知る必要があります。

Profile Managementの使用を継続するには、エンタープライズウイルス対策を再度有効にし、ス
トリーミングされたユーザープロファイルを無効にすることを忘れないでください。この構成で
は、Profile Managementの他の機能は引き続き機能します。プロファイルのストリーミングのみ
が無効になります。
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システム要件

ソフトウェア要件
Profile Management を実行するシステムは、次のいずれかのオペレーティングシステムに基づい
ている必要があります。

デスクトップ - Microsoft Windows 11、Windows 10、Windows 8.1、および Windows 7 

Service Pack 1。

Citrix virtual desktops™ 環境では、Windows ストアアプリケーション（UWP アプリとも呼ば
れる）がサポートされています。

サーバー - Windows Server 2022、Windows Server 2019、Windows Server 2016、Windows 

Server 2012 R2、Windows Server 2012、および Windows Server 2008 R2 サービスパック 1 

の標準およびデータセンターエディション。

拡張保護モード（EPM）では、Microsoft Internet Explorer 10 以降の Cookie は Windows 7 以降で
はサポートされません。EPM が有効な場合、Profile Management は Cookie を処理または操作し
ません。

すべてのユーザーは、プロファイルが集中管理されるネットワークフォルダーであるユーザースト
アにアクセスできる必要があります。または、必要に応じて、プロファイルをユーザーのホームド
ライブに保存することもできます。詳しくは、「Profile Management のアーキテクチャ」を参照
してください。

Profile Management が Citrix Studio に統合されている XenDesktop 7 を使用しない限り、構成に
は Active Directory（AD）グループポリシーオブジェクト（GPO）が必要です。Windows Server 

2008 および Windows Server 2012 ネイティブモードの AD フォレスト機能レベルとドメイン機能
レベルがサポートされています。詳しくは、「Profile Management でのドメインとフォレストの
サポート」を参照してください。または、構成設定にローカルの .ini ファイルを使用することもで
きますが、一般的に .ini ファイルはテスト目的でのみ使用されます。.ini ファイルの設定は、GPO 

で構成されていない設定、つまり「未構成」状態のままになっているグループポリシー設定に適
用されます。

Profile Management とともに使用する Citrix 製品またはコンポーネントで短いファイル名（8.3 形
式のファイル名とも呼ばれる）が必須である場合、Profile Management の展開で短いファイル名
のサポートを無効にしないでください。無効にすると、ユーザーストアとの間でファイルをコ
ピーする際に問題が発生する可能性があります。

Profile Management Service を実行しているコンピューターでは、プロファイルをドライブ文字で
マウントされた単一のディスクに保存します。ディスクがユーザープロファイルを保存するために
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使用されるフォルダーにマウントされている場合（一般的な例は C:\Users ）、サービスからマ
スクされ、処理されない可能性があります。

Citrix® 製品の互換性
Profile Management は、以下の Citrix 製品で使用できます。

シトリックス バーチャルデスクトップ

シトリックス バーチャルアプリ™

シトリックス バーチャルアプリおよびデスクトップ™

Citrix DaaS™ (旧 Citrix バーチャルアプリおよびデスクトップ サービス)

Profile Management と Citrix Virtual Apps and Desktops の互換性マトリックスについては、
「Citrix Profile Management の追加のライフサイクル情報」を参照してください。

このCurrent Release (CR)をLong Term Service (LTSR)環境で使用する方法やその他のFAQについ
ては、Knowledge Centerの記事を参照してください。

ダウンロード
Profile Management をダウンロードするには

Citrix ダウンロードページに移動します。

「マイアカウント」にログオンします。お客様のアカウントは、展開したCitrix製品のライセン
スエンタイトルメントに関連付けられている必要があります。アカウントがライセンスエンタ
イトルメントに関連付けられていない場合は、Citrixカスタマーサービスにお問い合わせくだ
さい。

「ダウンロードの検索」で、製品を選択し、ダウンロードの種類として「コンポーネント」を
選択します。

Profile Managementの最新バージョンをダウンロードします。

診断機能
Citrix Diagnostic Facilityを使用してトレースログをキャプチャする前に、監視するプロファイルを
持つデバイス、仮想デスクトップ、またはCitrixサーバーで使用されているCitrix製品またはコン
ポーネントでそれが利用可能であることを確認してください。

https://support.citrix.com/article/CTX201043
https://support.citrix.com/article/CTX205549
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クロスプラットフォーム設定
このリリースでクロスプラットフォーム設定機能を使用するには、Profile Management Serviceを
実行しているすべてのコンピューターにMicrosoft Core XML Services (MSXML) 6.0 Service Pack 

1以降をインストールしてください。このコンポーネントはMicrosoft .NET Framework 3.5の一部
であり、定義ファイルを処理するために必要です。

この機能は、サポートされているオペレーティングシステムとアプリケーションのセットでのみ
使用してください。詳細については、「クロスプラットフォーム設定でサポートされるオペレー
ティングシステムとアプリケーション」を参照してください。

既存のプロファイルをCitrixユーザープロファイルに移行する
次のプロファイルタイプからCitrixユーザープロファイルへの移行がサポートされています。

Windowsローミングプロファイル

次のいずれかのオペレーティングシステムに基づくローカルプロファイル：

ウィンドウズ 11

ウィンドウズ 10

ウィンドウズ 8

ウィンドウズ 7

ウィンドウズ ビスタ

ウィンドウズ XP

ウィンドウズ サーバー 2022

Windows サーバー 2019

Windows サーバー 2016

ウィンドウズ サーバー 2012 R2

Windows サーバー 2012

Windows サーバー 2008 R2

ウィンドウズ サーバー 2008

ウィンドウズ サーバー 2003

User Profile Manager 2.0 で作成された Citrix ユーザープロファイル

以下のプロファイルタイプから Citrix ユーザープロファイルへの移行はサポートされていません。
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Microsoft 強制プロファイル。 ヒント: Profile Management のテンプレートプロファイル機能
を使用して、Microsoft 強制プロファイルを Citrix 強制プロファイルとして構成できます。
Citrix 強制プロファイルはすべてのログオンに使用され、ユーザーの変更が保存されない点を
除けば、通常の Citrix ユーザープロファイルとまったく同じように機能します。詳しくは、 テ
ンプレートまたは強制プロファイルを指定する を参照してください。

Citrix 強制プロファイル。

User Profile Manager のテクニカルプレビューリリースまたはベータリリースで作成された
Citrix ユーザープロファイル。

サードパーティプロファイル (sepagoPROFILE を含む)。

32ビットの Citrix ユーザープロファイルから64ビットのプロファイルにアップグレードすること
はできません。

トラブルシューティング
このセクションでは、Profile Management のトラブルシューティング方法についてガイダンスを
提供します。

一般的なトラブルシューティングのワークフローは次のとおりです。

Profile Management の設定を確認する。

Profile Management のログファイルを確認する。

Profile Management によってログに記録された Windows イベントを確認する。

一般的な問題をトラブルシューティングする。

高度なトラブルシューティングを実行する。

上記の手順を試しても問題が解決しない場合は、できるだけ多くの診断情報を収集し、Citrix 

テクニカルサポートに連絡してください。

アップグレードと移行
このセクションでは、Profile Managementソフトウェアをアップグレードする手順と、既存の
WindowsユーザープロファイルをCitrixユーザープロファイルに移行する方法について説明しま
す。たとえば、これらの手順を使用して、バージョン3.xからバージョン5.xに簡単にアップグレー
ドできます。

アップグレードする前に、アップグレード元およびアップグレード先のリリースで利用可能な
Profile Managementの機能と設定を理解してください。この情報を確認するには、「Profile 

Managementのポリシー」を参照してください。.iniファイルからグループポリシーへのアップグ
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レードを容易にするため、このトピックでは.iniファイルの設定を.admおよび.admxファイルの設
定にマッピングしています。

アップグレード中は、Profile Managementを構成しないでください（グループポリシーまたは.ini

ファイルのいずれでも）。まず展開をアップグレードし、その後、必要に応じて設定を構成する
ことで、これら2つのタスクを分離してください。理想的には、「構成の決定」の質問に答えるこ
とで設定します。

ヒント：Profile Management 2.1.1以降の展開は、最新バージョンにアップグレードすることで
ホットフィックスできます。アップグレード後、必要に応じてそれ以降の機能を有効にできます。

混在展開
異なるバージョンのProfile Managementが共存する展開では、次の操作を行います。

混在展開が存在する期間を最小限に抑えます。

最新バージョンの.admまたは.admxファイルを、すべてのドメインコントローラー上の各グ
ループポリシーオブジェクトに追加します。すべての新しい機能が無効になっていることを確
認し、新しいポリシーが伝達される時間を確保します。

いずれかのポリシーを有効にする前に、すべてのコンピューターを最新バージョンのProfile 

Managementにアップグレードします。

バージョン5.xと3.2を含む混在展開はサポートされています。ただし、このような展開は、以前の
バージョンから新しいバージョンへの移行中に存在する一時的な状態として扱ってください。

重要： バージョン5.xとバージョン2.1.1以前のバージョン（Citrix Technical Previewまたはベータ
リリースを含む）が混在する展開はサポートされていません。ただし、アップグレードできず、そ
れらのバージョンが展開で共存する必要がある場合は、このトピックの残りの部分が役立つかも
しれません。

Profile Management 2.1.1以前を含む混在展開
このトピックの残りの部分では、Profile Management 2.1.1以前とProfile Management 3.xまたは
5.xの共存に関する情報が含まれています。あるバージョンから別のバージョンへ移行する方法に
ついて説明します。このトピックでは、これらのバージョンを簡略化して「バージョン2」および
「バージョン5」と表記します。

各バージョンを別々のOUに分離し、各バージョンを実行しているコンピューター用に別々のユー
ザーストアを維持します。あるいは、単一のユーザーストアが両方のバージョンを実行しているコ
ンピューターにサービスを提供している場合は、すべてのコンピューターがバージョン5にアップ
グレードされるまで、すべてのバージョン5の設定が無効になっていることを確認してください。
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「混在」ユーザーストアでバージョン4の設定を有効にすると、ユーザーはバージョン2を実行し
ているコンピューターにログオンできます。しかし、一時的なWindowsユーザープロファイル
（ネットワーク上のCitrix®ユーザープロファイルではない）を受け取り、そのプロファイルに対
して行った変更は保存されません。混在展開は一時的なものと見なし、アップグレードが完了す
るまでの期間を最小限に抑える必要があります。

別々のOUとユーザー ストアを使用すると、不便な場合があります。これらの制約を回避するに
は、次の2つの戦略のいずれかを使用できます。各グループは、適切なバージョンのProfile 

Managementで「処理済みグループ」設定を使用して構成します。戦略2は戦略1よりも手間がかか
ります。前者では、バージョン5の処理済みユーザーグループを更新し続けます。また、2つのアプ
リケーションとデスクトップのセットを維持します（ただし、Citrix virtual apps™からアプリケー
ション定義をエクスポートすることで自動化できます）。利点は、移行に時間をかけることがで
きることです。

注：以下の戦略の代替として、Windows Server 2008 Active Directoryでは、WMIフィルタリング
を使用してOU内のコンピューターのサブセットにGPOを適用し、インストールされているProfile 

Managementのバージョンを判別できます。これにより、適用されるポリシーをバージョンに合わ
せて自動的に調整できます。

戦略1：ワンオフ移行
このシナリオでは、ある程度のダウンタイムが許容されることを前提としています。すべてのコン
ピューターは同時に移行されます。

移行戦略は次のとおりです。

バージョン2のADMファイルをバージョン5のファイルに置き換えます。後者は以前のバージョ
ンと互換性があるため、バージョン2のコンピューターは引き続き正常に動作します。

すべてのバージョン5設定が無効になっていることを確認します。デフォルトの無効に依存し
ないでください。

すべてのコンピューターをバージョン2からバージョン5にアップグレードし始めます。これを
通常のメンテナンスおよび更新スケジュールに組み込みます。1つの例外を除き、バージョン5

のいずれかの設定を有効にするまで、バージョン5はバージョン2として機能します。例外は次
のとおりです。これはまれですが、このアップグレード手順が長期間にわたって段階的に行わ
れる場合に発生する可能性が高くなります。ユーザーが複数のサーバーからCitrixユーザープロ
ファイルにアクセスすると、複数のバージョン4セッションが作成されます。たとえば、最初
にワークステーションを使用してあるサーバー上の仮想デスクトップにアクセスし、次にラッ
プトップを使用して別のサーバー上の公開アプリケーションにアクセスします。Profile 

Managementは、2番目のラップトップセッションに保留領域を使用する必要があります。こ
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の時点で、OU全体がバージョン5の展開として扱われます（ただし、構成されたバージョン5

機能はありません）。そして、PmCompatibility.iniがこの変更を反映するように更新されま
す。

オプションで、バージョン5の処理済みユーザーグループを、小規模なパイロットグループの
メンバーのみを含むように設定します。ADグループポリシーの変更がネットワーク全体に伝
播するのを待ちます（たとえば、週末にかけて）。この変更が行われている間、他のユーザー
のアクセスを妨げる必要はありません。パイロットグループのプロファイルをバックアップし
ます。その後、パイロットグループにProfile Managementをテストさせます。

パイロットグループの結果に満足したら、他のユーザーのプロファイルをバックアップしてい
ることを確認してください。

次回の予定されているメンテナンス期間を使用して、残りのユーザーをバージョン5の処理済
みユーザーグループに追加します。ADグループポリシーの変更が伝播するのに十分な時間を確
保し、残りのユーザーがログオンできるようにします。

戦略2：段階的移行
このシナリオでは、すべてのマシンまたはユーザーを一度に新しいバージョンに移行できないこ
とを前提としているため、バッチで移行するユーザーのサブセットを選択します。これは、複数
のデータセンターまたは地理的に分散したユーザーを持つ展開に適しています。

移行戦略は次のとおりです。

バージョン2のADMファイルをバージョン5のファイルに置き換えます。後者は以前のバージョ
ンと互換性があるため、バージョン2のコンピューターは引き続き正常に動作します。

すべてのVersion 5設定が無効になっていることを確認します。デフォルトの「無効」に依存し
ないでください。

いくつかのコンピューター（最初のバッチ）をVersion 5にアップグレードします。または、新
しいコンピューターにVersion 5をインストールします。デフォルトでは、Version 5で処理さ
れるユーザーグループには空のグループが含まれているため、どのユーザーもVersion 5ユー
ザーとして処理されません。フェーズ移行でコンピューターをアップグレードする場合にも適
用される可能性がある、戦略1で説明されている例外に注意してください。

Version 5コンピューターから新しいアプリケーション（Citrix Virtual Appsを使用）または仮想
デスクトップ（Citrix Virtual AppsまたはCitrix Virtual Desktops™を使用）を公開します。これ
らのアプリケーションとデスクトップは、名前を除いて、以前にVersion 2コンピューターから
公開されたものと同一です。これらの名前は、Version 5ユーザーが使用するためのものである
ことを示します。
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このバッチで選択されたユーザーは、アプリケーションまたはデスクトップにログオンします
（たとえば、Web Interfaceを使用）。彼らは新しいアプリケーションを選択します。（ユー
ザー名またはグループメンバーシップに基づいて、Web Interfaceを使用してこの手順を強制し
ます）。その結果、彼らのセッションはVersion 4コンピューターで実行されますが、Version 

2の設定で処理されます。

すべてのユーザープロファイルをバックアップしたことを確認してください。

ユーザーをVersion 2処理済みユーザーグループからVersion 4グループに移動します。ADグ
ループポリシーの変更がVersion 5コンピューターに伝播するのを待ちます。次回ログオンする
とき、ユーザーのセッションはVersion 5の設定で処理されます。

前述のとおり、次のバッチのコンピューターをアップグレードし、次のバッチのユーザーを移
行します。

ユーザープロファイルの移行
この記事では、Citrix®ユーザープロファイルをWindowsローミングプロファイルに変換する方法
について説明します。また、Profile Managementが処理できるように、Citrix Virtual Desktops™の
機能であるPersonal vDiskからCitrixユーザープロファイルを削除する方法についても説明します。

移行戦略の詳細については、「アップグレードと移行」を参照してください。

ローミングプロファイルへの移行

CitrixユーザープロファイルはいつでもWindowsローミングプロファイルに移行できます。プロ
ファイルデータを、ローミングプロファイルが保存されているネットワーク上の場所に移動しま
す。移行後、Profile Managementはユーザーログオンやアプリケーション設定の処理に関与しませ
ん。

すべてのユーザーがログオフしていることを確認します。

ソフトウェアによって管理されているすべてのコンピューターからProfile Managementサービ
スを削除します。

ユーザーストアで、 \UPM_Profile の内容をローミングプロファイルの場所に移動します。ク
ロスプラットフォーム設定ストアの内容を移動する必要はありません。

さらに、バージョン1プロファイルの場合のみ、 \UPM_Profile のすべてのサブフォルダーか
ら\_upm\_varサフィックスを削除します。 注：スクリプトを使用すると、この手順が簡素化さ
れる場合があります。
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Personal vDiskからの移行

Citrix Virtual DesktopsでPersonal vDisk機能を使用する場合、デフォルトではユーザープロファイ
ルは仮想デスクトップのC:ドライブではなく、Personal vDiskのP:ドライブに保存されます。代わ
りにCitrix Profile Management（Personal vDiskではない）でプロファイルを処理したい場合は、
新しいカタログに使用されるマスターイメージのレジストリを変更してVirtual Delivery Agentをイ
ンストールする際に、このデフォルトを調整します。このシナリオでは、カタログが新しいた
め、ユーザーはログオンしておらず、P:ドライブにプロファイルは保存されていません。

重要：Personal vDiskを持つ既存のカタログ内のマシンでProfile Managementを有効にした場合、
別のシナリオが発生します。カタログはすでに使用されているため、ログオンが行われ、プロ
ファイルはP:ドライブに存在します。レジストリを変更した後もプロファイルはそこに残ります。
したがって、デフォルトを異なる方法で調整します。

Profile Managementが有効になっているときにP:ドライブにプロファイルが存在することを示す
問題には、ユーザーが壁紙をリセットする必要がある、アプリケーションを再構成する必要があ
る、または一時プロファイルを受け取る、といったものがあります。

この代替シナリオでデフォルトを調整するには、以下の手順に従ってください。

プロファイルを移行する仮想マシンについて、メンテナンスダウンタイムをスケジュールしま
す。

スタートアップスクリプトを作成します（または既存のスクリプトを編集します）。Microsoft

製のWindows XP用プロファイル削除ツールであるDelprof.exe、またはSepago製のそれ以降
のオペレーティングシステム用の同様のツールであるDelprof2.exeを実行するコマンドを含め
ます。実行コマンドの後にシャットダウンコマンドを続けます。

`\<share` name>\delprof.exe /q /i

shutdown /s /t 0

Delprof.exeはMicrosoftのWebサイトからダウンロードできます。このツールに関する情報につ
いては、 <https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=5405> を参照
してください。

マスターイメージで、次のレジストリ設定を1から0に変更します。

注意： レジストリを誤って編集すると、オペレーティングシステムの再インストールが必要に
なるような深刻な問題が発生する可能性があります。Citrixは、レジストリエディターの誤った
使用によって生じる問題が解決できることを保証できません。レジストリエディターはご自身
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の責任において使用してください。編集する前に必ずレジストリをバックアップしてくださ
い。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Citrix\personal 

vDisk\Config\EnableUserProfileRedirection

マスターイメージのインベントリを更新します。

予定されたダウンタイム中に、マスターイメージを仮想マシンに配布します。それらが再起動
することを確認します。その時点で、スクリプトが実行され、P:ドライブからプロファイルが
削除され、マシンがシャットダウンされます。

すべてのマシンがシャットダウンされたら、スタートアップスクリプト（または既存のスクリ
プトに追加した行）を削除します。

すべてのマシンを起動するか、ユーザーがログオンできるようにします。この時点から、プロ
ファイルは仮想デスクトップのC:ドライブに保存されます。

Note: To migrate profiles in the reverse direction so they are managed by the Personal vDisk (not 

Profile Management), follow these instructions. But change the Registry setting of 

EnableUserProfileRedirection from 0 to 1. This change loads the profiles on to the Personal vDisk's 

P: drive.

新機能

2209の新機能
このリリースには、以下の新機能と機能強化が含まれています。また、全体的なパフォーマンスと
安定性の向上に役立ついくつかの問題も解決されています。

ユーザープロファイルストアのストレージコストを削減するためのファイル重複排除ポリ
シー

ユーザープロファイルストア内のさまざまなユーザープロファイルに同一のファイルが存在する
場合があります。新しいポリシーを有効にすると、Profile Managementはユーザープロファイルス
トアから重複ファイルを削除し、それらのコピーを1つ中央の場所に保存します。これにより、
ユーザープロファイルストアでのファイルの重複が回避され、ストレージコストが節約されます。
詳細については、「ファイル重複排除を有効にする」を参照してください。

プロファイルの冗長性のためにプロファイルコンテナをレプリケートする機能

完全なユーザープロファイルに対してプロファイルコンテナが有効になっている場合、ユーザープ
ロファイルストアのレプリケートポリシーを使用して、コンテナを複数のパスにレプリケートで
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きるようになりました。これにより、ユーザーログオンのプロファイル冗長性が提供されます。詳
細については、「ユーザープロファイルストアのレプリケート」を参照してください。

OneDriveコンテナ有効化ポリシーが一般提供開始

以前はプレビューとして提供されていたOneDriveコンテナを有効にするポリシーが、一般提供さ
れるようになりました。詳細については、「OneDriveコンテナを有効にする」を参照してくださ
い。
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Profile Managementのドキュメント履歴

次の表に、Profile Management 2209のドキュメントに対する重要な変更点を示します。これらの
更新に関する通知を受け取るには、RSSフィードを購読してください。

日付 変更 説明

29 Sep 2022 Profile Management 2209の
初期リリース

Profile Management 2209の
初期リリース。詳しくは、「
新機能」を参照してくださ
い。
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